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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　バイストン・ウェルを知るものが幸せであろうと思えるのは、我々が生かされている世界が生来的に、野心や野性をもっていなければ、生きられない世界だからだろう。

　自然とない交ぜになりながらも、それと調和していなければならない摂せつ理りのもとに生きることは過か酷こくである。人が自然に勝ち得ないのは、生理が知っている。

　その現実を忘れたい衝しよう動どうにとりつかれたときに、癒いやしをあたえてくれるバイストン・ウェルの世界の物語を知らないのは、不幸だと感じてしまうのだ。

　人々は、太古の昔から、民衆伝説や古い童話のなかに、バイストン・ウェルの息づかいを表現して、ひと時の癒しをもとめ、かつ、人の心を律する物語をそこに封ふうじ込めてきた。

　にもかかわらず、現代人は、このような寓ぐう話わの存在さえ想像できない生理と感性にとりつかれている。

　それは、現代人が身につけた知的行こう為いが、あまりにも自然と乖かい離りして、巧こう妙みように理知的であるからだ。

　そうでなければ、人が獲かく得とくした欲望に直接的なものだけを享きよう受じゆする性せい癖へきがそれらの物語を、別世界のものと押おし退のけてしまったからである。

　知的遊ゆう戯ぎの両極は、対極的なものとして示されるのだが、どちらも根ざすところはあくまでも思考という檻おりに閉じ込められたものであるから、知の所産というものは歪いびつにも巨きよ大だいである。

　一方の巧妙に理知的な部分でいえば、近代的思考から派生した自然対人間という構造認識や、階級問題にかかわる搾さく取しゆする者とされる者の構造認識、そして、それらの意識が構築してしまった個の自由が剝はく奪だつされつづけた忌いまわしい歴史の連続……それらが現代人の深層心理にトラウマとして植えつけられた。

　もう一方の視点でいえば、卑ひ小しようで粗そ雑ざつな暴力衝しよう動どうや性衝動でかられる物語や、その描びよう写しやのみを楽しみとするという癖くせ……。衝動にかられるという発ほつ意いがあるために、後者は知的所産と感じられないのだが、じつは、現代人は、狂きよう気きの発芽さえも知の延長線上においてしまっているという事実に気づくべきなのだ。それを進化とはいいがたいのは、現代人には、身しん体たい性せいという認識が欠落しているからである。

　哲てつ学がく者しやも文筆家も絵え描かきも科学者もなのだが、いくばくかの例外的才能をのぞいて、身体性を欠落させたところで、人の世、悟ご性せいの在あり様よう、文明の進化を問い、人生を語る。

　それらの認識論に感化された者たちは、当然、身体性を自覚することなどはない。身体のことは、肉体労働者かスポーツをする者たち以外が考えることはしなくなったといえよう。身体性を意識することは、下げ賤せんの者がすることであると認識された時代さえあったのだ。

　しかし、もともと人は、日常もちうる悟性において平等ではなかったし、苛か酷こくな自然に対決するためには、まずは肉体を行使して克こく服ふくするしかなかったのである。しかも、しばらく前までは、疫えき病びようの脅きよう威いも日常的であったから、無意識的にも身体性を意識せざるを得ない歴史のほうが長かったのである。

　人は、肉体を酷こく使しする時代の記き憶おくが長すぎたからであろう、近代にいたって、身体性を意識しないですむ生活を進化の頂点としてさだめ、それを上等として追求してきたのである。

　だから、現代人は、他者の身体性を侵しん害がいするどのように微び細さいな行こう為いをも容認しない風潮を獲かく得とくし、また、己の身体が汚よごれることを極度の嫌けん悪おする感情を獲得し、同時に、理想のためには、零れい下か十数度でも素す肌はだをさらすことを厭いとわず、不自然な瘦そう身しんでいることを善とする認識さえ身につけた。

　それらの行為は、身体性の認識ではなく、知的遊戯に属する。

　それに、大きな科学技術の進歩と商業主義が荷担して、歪な認識を補強しているのであるが、それが人にとって危険な行為である、と自覚する成人はいない。

　それでも、人間そのものの存在が、自然にたいして危険かもしれないと認識されるようになって、ようやく環かん境きよう問題という切り口をもって、人の存在の問題が指し摘てきされるようになったのだが、現在の人の悟性の在り様は、エゴイズムの肥大化にむかうだけで、人間の存在の在り様が、世界と存在そのものから問われていることを自己に取り込むことはない。




　バイストン・ウェルのコモン界のある小さな国にあって、聖戦士であったジョクこと城じよう毅たけしは、我々の住む地上世界に戻もどることができた。

　しかし、この地上世界で、ジョクは、先進国であるはずの極東の国、日本の首都東京で、現世の人の狭きよう量りようさを見せつけられて、身み悶もだえしなければならなくなっていた。







　１　自衛隊機の二人







「空を飛ぶ人形は、オーラバトラーという。いいか、オーラバトラーだ。絶対に撃げき墜ついしちゃならない貴重で、興味ある、機体なんだ。いいな、イエローバード！　日本が捕ほ獲かくしていいものなんだから、掩えん護ごするんだ！　イエローバード！」

　徳とく弘ひろ一等空くう尉いのヘルメットのフォーンからひびく日本語は、興奮しながらもかなり説得調をおびていた。こんな無線は、前期の型の戦せん闘とう機きを任されたときから、聞いたことがない。

「了りよう解かい！　しかし、空を飛ぶ人形がなんで貴重なのか理解できない。捕獲しろという意味もわからないから、説明してくれっ！」

「了解、といっただろう！」

「あのねっ！」

　どのような状じよう況きようでも冷静でなければならないパイロットとしては、こういう応答は失格である。新しん鋭えい機とはいいがたい戦闘機でも、国民の血税でまかなったものを任されているのだから、責任はある。

　ソ連解体後、北のほうの不ふ穏おんな動きも希き薄はくになれば、機種の更こう新しんなどそうそうあるものではないのだから、長持ちさせなければならないのだ。

　このていどの責務であっても、十数億円といわれる機体を任されているのだから、『人形が飛んでいる』『編隊で飛行している』『横よこ田たを人形が攻こう撃げきした』という米軍の無線を傍ぼう受じゆしていても、それが真実、脅きよう威いのあるものと判定するようにそそっかしいことはできない。

　よしんば、すこしは空想癖へきがあったにしても、バーチカル・シチュエーション・ディスプレイやヘッドアップ・ディスプレイ・コントロールパネル、ＴＥＷＴ（戦術電子戦管制装置）といった現代的計器越ごしに、雲海を見下ろしている徳弘一等空くう尉いにすれば、妨ぼう害がい電波を浴びさせられていると考えるほうが順当である。

　なのに、ようやくつながった入いる間ま駐ちゆう屯とん地ちにある中部航空警けい戒かい管制団のオペレーターからの指令が、人ひと型がたの飛行物体オーラバトラーを守れというのである。これでは、電波ジャックにあったか、無線にもウィルスが混入されたのではないかと考えてしまう。

　徳弘一いち尉いのお尻しりについている橋はし爪づめ二等空尉も、隊長機の徳弘一尉と管制団とのやりとりを聞きながら、アニメの世界が混在しているのではないかと思い、入間のオペレーターの頭をチェックするために、府ふ中ちゆうの航空総隊に問い合わせる必要を感じる。

　しかし、徳弘一尉より四年若い橋爪二に尉いでも、この十年はアニメなど見ることのない生活をしているのだから、その方面の想像力などは皆かい無むでもある。

　なにしろ、瘦やせても枯かれても新しん鋭えい戦せん闘とう機きを操作するという、現実的で理学的な行動生活をしている感覚では、空飛ぶ人型のものというのは、想像を絶するのである。

　むしろ、横田が米軍の極東方面の最重要基地でも、そこを爆ばく撃げきされたのなら、それを実行したものは自衛隊にとっても敵性対象であるのだから、なんらかの防空行動をとらなければならない。安あん保ぽ条約云うん々ぬんというような文もん言ごんの問題ではなく、最前線にたつ隊員なら反射神経だけで反応ができる事態であるのだ。

　しかも、中部航空警戒管制団のオペレーターは、不ふ穏おん当とうにもアメちゃんにオーラバトラーは奪うばわれるな、というニュアンスを日本語で口にしているのだから、独自に、冷静に、事態に対応しなければならないと覚かく悟ごしたいのだが、

「冗じよう談だん言っているんじゃないんですか？……隊長！　新興宗教の連中にのっとられたか、そういう連中がつくった管制ソフトのウィルスが作動しているんじゃないんでしょうか!?」

　堪こらえきれずに、橋爪二尉は、徳弘一尉に呼びかけてしまう。

「……ウィルスが無線にまで感染するのか？」

　応じながら徳弘一尉は、レーダー指示器を前方方向の空域索さく敵てきにセットし、アーマメント・コントロール・パネルの輝き度どを少し上げながら、自分に言い聞かせる。

「ともかく、なにかが存在するらしいから、行くには行く……！　ゴジラでも出たかもしれんからな」

　それはもう軽口ではなかった。アメリカの西部の地じ震しんを体験した民間人の発言で、そんな比ひ喩ゆがあったことを思い出して、口にしたまでなのだ。

　第七艦かん隊たいの空母ミシシッピー所属の戦闘小隊の傍受できる範はん囲いでの応答からも、そのくらいのことを想像しなければ、管制団のオペレーターの興奮ぶりには納なつ得とくがいかない。

「了りよう解かい！」

　生き真ま面じ目め一方の橋爪二に尉いの応答と同時に、二機のイエローバードは、翼つばさをひるがえして東京にむかう進路をとる。

　そもそも、今朝けさ、ロシアの大型爆ばく撃げき機きが、三さん陸りく沖おき合あいから領空ギリギリを飛行してきたので、小こ松まつ基地から二機のイエローバードはスクランブルをかけて出動した。

　しかし、ソ連崩ほう壊かい後のスクランブルなど、噓うそっぱちである。飛行場に軍用機を一年中駐ちゆう機きしたままでは、機体が使いものにならなくなるので、機体整備の一いつ環かんとして慣熟飛行をしているだけのことなのだ。

　今日の飛行だってそれで、徳弘一いち尉いも何度か目もく撃げきしている機体ナンバーの爆撃機にたいして、橋爪二尉に教きよう範はんどおりの機体撮さつ影えいをさせ、徳弘一尉は、爆撃機の後部銃じゆう座ざにすわる銃撃手やメイン・パイロットの白っぽい、見覚えのある顔に、手を振ふりあって挨あい拶さつをした。記念の写真を送ってやってもいいくらいなのだが、さすがにそれはお互たがいに控ひかえているのは、軍人としての節度というものである。

　お互いに、こんなことでもしなければ、お仕事らしいことがなくなるのだから、前線で暗あん黙もくの相そう互ご扶ふ助じよ協定を履り行こうしているだけのことで、中央からとやかく言われるような筋合いのものではない。朝ちよう鮮せん民主主義共和国や中国とだって、前線扶助協定を結んだほうがいいという認識も起こっているくらいなのだ。

　それでも、ロシアになってからは、軍隊という巨きよ大だいな職業集団を即そつ刻こく解体できないまま、よほど軍事予算が削さく減げんされているらしくて、こんな定期運行自体減っているのである。

　とすれば、飛行機好きの大人おとなが、寒い土地で畑仕事をさせられているのかと考えれば、それは悲ひ惨さんの一語につきた。

　とはいえ、一挙に巨大集団を解体させれば、新しい就業先を創出しなければならないのだから、ことは深刻である。日本だって自衛隊を解体してしまったら、失業率は一挙に十パーセントの大台に乗るかもしれない。

　時代が見えない指導者が頭にすわっている国なら、時代錯さく誤ごの軍備増強をやって経済効果をあげるという手法も講じられようが、戦争する相手が見えない現在、それもできない。

　職業をもたない大人では、子供にたいしてしめしがつかないといった深層心理から、給料を確保するために、国家に軍事費の増額を要求するという構造はのこっている。

　すこし前までなら、敵がいなければ敵をつくるか、自分が敵になることを想定して、軍事予算を獲かく得とくするという歴史があったし、それしか知らなかった人類なのだが、世紀がかわった途と端たん、国際政治の舞ぶ台たいでも、自らが敵になることを不可能にした時代が到とう来らいしたのである。

　これは喜ばしいことなのだが、経済の側面からみて、軍事にかわる消費経済体制を発見しなければならないという事態は、これは未み曾ぞ有うである。

　戦争を想定せずに国家運営のプランをたて、全地球的共同体意識をもって、地球全体を運営しなければならないという課題は、言うほどやさしいことではないのだから、わずかな局地戦に期待をかけてしまうのが、現代人の頭脳レベルなのである。

　なにしろ、敵の存在とか、武力の脅きよう威いとかいうマイナス要素がなくなってしまった現在、人類は、思考停止してしまっているのだ。

　これは、考えてみれば情けないことで、平和を存続させるというピュアな状じよう況きように直面して、いかに健全に永遠という刻ときをすごしていく体制、施し策さくを編み出すかということは、かつて人類が想定しなかった課題なのである。

　現在の局地戦は、過去の政治学にひきずられた思考回路のなかで行われているものなので、新しい民族意識の勃ぼつ興こうと宗教抗こう争そうによる緊きん張ちよう関係というものでも、それは過去の思考回路の延長線上のものでしかない。

　しかし、いまだ、そんな認識もないのだから、新世紀の絶対平和を維い持じさせるための提言というのは、発芽さえしていないのである。




　自衛隊のアンノゥン（所属不明機）は、つきつめれば、飛行計画書を国土交通省に通告していない航空機でしかないのだから、ロシア機と別れた直後のイエローバードにとっては、ほかに敵性ターゲットなど想像できない。しかし、東京上空を行動する米軍機、エンジェル・フィッシュと横田基地との応答から、実戦が展開されているらしいとは理解できるのだが、その相手が、人形というのが想像できないのだ。

「イエローバード２にー２にー、どう思う？」

　徳弘一いち尉いはバイザーごしに、僚りよう機きの橋爪二に尉いの灰銀色の機体を目のすみに捉とらえる。

「国内に空くう爆ばくができる人形が、あるんですかね？」

　考えていたのだろう。橋爪二尉は、そう訊きいてきた。が、どのみちはっきりした何かを想像できるものではないので、徳弘一尉は反問することもしない。

「……こちらイエローバード２にー１いち。了りよう解かいできません。東京の上空で敵性ターゲットを撃げき墜ついするな、というのはわかりますが、国こく籍せき不明のロボットでも飛んでいるんですか!?」

「ロボットらしいものだが、そんなものじゃないと言っただろう！　それに敵性ではないとも説明した！」

　とち狂くるっているとしか言いようのない入間のオペレーターは、頭ごなしだった。

「なに怒ど鳴なってんです!?　実戦なんでしょ！　在日米軍機が撃墜されたんでしょう!?　だったら、俺おれたちにわかるように説明してくださいよ！」

　徳弘一尉は、アマチュア無線のような応答になってしまっている自分をまずいと思う。

　緊張がたりないのは自覚しているのだが、軍隊が不要な時代に自衛隊にいるという後ろめたい感覚は、とうの昔に麻ま痺ひしていた。なにしろ、トヨタのマークⅡに乗るよりはＦ─15Ｊを操縦するほうが面白いのだから、そのようなことを考えない癖くせをつけるようにしている。

　それは現代っ子の自衛隊員もおなじで、有事を想定して入隊してくる者などはいないし、中東や東とう欧おうの政治情勢を見て、内乱においては、自分たちが自国民に銃じゆうをむけるかもしれないというような想像力をもっている若者は皆かい無むである。

　海自には船好き海好きがいたり、陸自には集団生活好きとアウトドア・ライフ好き、兵器好きという隊員もいて、慢まん性せい的な隊員不足でありながらも、ともかく部隊を構成はしている。

　空自は、飛行機好きの異常な結束力の強さがあるので、まとまりはかなりいいし、欠員補ほ充じゆうもかなり融ゆう通ずうが利きいているのだが、新しん鋭えい機きの導入がなくなれば、魅み力りよくが半減するという問題はあった。

　しかし、世界的な緊きん張ちよう緩かん和わの最大の問題は、直接、給料にひびくことで、生活の問題と社会的プライドの問題は深刻なのである。

　そんな状じよう況きようのなかで、想像できる敵性ターゲットによる攻こう撃げきといえば、日本にちかい国からの亡命機がまちがって爆ばく弾だんを落としてしまうというぐらいのものなのだが、それとは違ちがう、と入間は言っているのである。




「ブルージンジャーも出てるからといって、競せりあうんじゃないぞ！」

　入間は、百ひやく里り基地からも、戦せん闘とう機二機がスクランブルをかけて、東京にむかっていると教えてくれた。

「どうも……妙みようだな……入間。イエローバード２にー１いちだ。どういうことなんだ。オーラバトラーっていうのは？」

「こちら入間。オーラバト、なんて、そんなことを言ったか？　詳しよう細さいなどわかってない。横田が攻撃されて、米軍の第七艦かん隊たいの所属機も撃げき墜ついされた。この事態に適切に対処すればいい。しかし、確認するが、いいか!?　前に言ったことは忘れるなよ」

　言い出しておいてオーラバトラーは知らないと言い、それでいて、前に言ったことは忘れるなときた。

　手て前めえ、正気かっ！　と怒ど鳴なりたい衝しよう動どうにかられる。

　三み国くに山脈を越こえた雲海のむこうに、かすかに、東京のベッタリした灰色が、石板のように視界にはいれば、緊張はするが、それはとりあえず首都だからということでしかない。

　徳弘一いち尉いが東京の空域に進入したのは、観かん閲えつ式しきとか航空ショーのときぐらいで、このようにスクランブルをかけて進入するのは、はじめてであるので、これは本気で緊張する。

　いま見る東京の景け色しきは、まったく違うものに見えるのだ。

　あんなひらべったい処ところに、敵性の航空機が進入したのは、半世紀以上前のアメリカ軍のＢ─29以来であろう。あとは、ゴジラだ。

　そんな話は映画の世界のことだろうが、現代以後の国家にとっての、敵性の存在というものを想定すれば、内なるものであるのだから、この比ひ喩ゆは冗じよう談だんにならない側面があった。

　時代は、そういった新しい思考回路の練達を要求されているのだ。

　永遠平和の時代に、軍事組織が不必要というのは軽率なのである。

　将来もまた、このような組織は必要であって、これを人類社会から削さく除じよすることはできない。

　なぜなら、人は狂くるうときがあるからだ。

　集団で狂うかもしれない、という想定も永遠になくなることはないし、その狂いのなかには、新しいタイプの宗教的衝しよう動どうによる集団の行動も想定しなければならない。また、巨きよ大だいな自然災害に対応する大きな組織というものも必要である。

　端たん的てきな例は、個人でも化学兵器を製造し、使える時代であるのが証明されたのは、よりによって日本であった。また、高校生でも原げん爆ばくを製造できる時代であるのだから、そのような暴力に対応し、殲せん滅めつさせる組織は永遠に存続させなければならない。そのような敵は、ゴジラのようなもので、身内の妄もう想そうから国家が食い尽つくされ、恫どう喝かつされることさえ想定する必要はあるのだ。

　監かん視し、警けい戒かいを主務にする警察力というものとは、異なる武装研究と実行組織でなければならず、それは、広こう範はん囲いの技術を行使する脅きよう威いに対応できるようにしておかなければならない。

　その概がい念ねんは、旧来的に考えれば軍隊的組織であるのだが、そうではないだろう。

　このように考えれば、現在こそ人類史にとって、未み曾ぞ有うの時代と認識しなければならず、古い軍事論では社会を容認させることはできない。

　しかし、女子供を外敵から守る本能をもたされていると信じられている男という性は、まだそのような思考に至っていない。

　とすれば、この訳のわからない事態は、防衛を再考させるきっかけになるのではないか、と、徳弘一いち尉いは考えないではないのだが、それほど明確な言葉になっているわけではない。

　ともかく、このような偵てい察さつ行動ぐらいは継けい続ぞくさせてもらい、自衛隊という概念の新しさに気づいて、この組織の存続を永遠不ふ滅めつにしたいと願うだけである。




「…………！」

　数個の機き影えいをキャッチしたレーダー・データから、民間管制のデータと照合させてその画像の三分の二を消去する。その上で、ミシシッピー所属のデータをブルーでピックアップさせた。が、信じられない話だが、横よこ須す賀か上空エリアにも数個のブルーの表示が移動しているのを見つけて、徳弘一尉は舌打ちをした。

『あいつら、停てい泊はく中のミシシッピーから発はつ艦かんさせたのか!?』

　かってな推測ではあったが、今までの無線のやりとりからも、そのくらいの想像力を働かせなければ、辻つじ褄つまはあわない。

　しかし、それでも、徳弘一尉は、自機の高度と速度を巡じゆん航こう速度にまでさげて、レーダーを注視してみたのだが、入間のいうような敵性ターゲットは映ってはこない。

「……いないぞっ？」

　中部管制団の言うことがデタラメではないか、と断定しようとしたときだった。

「……敵は、板いた橋ばし上空から西に移動しているようだ。それを捕ほ捉そく、威い嚇かくして、東京上空から排はい除じよしろ。しかしぃ、前の命令は生きているぞ！」

　やや間をおいて、入間からはいった命令は、矛む盾じゆんに満ちたものでありつづける。オペレーターの口く調ちようから、最後の命令が本物のオーダーだと聞こえた。

「どういうことだ……!?」

　こうなれば、よほどガチガチ頭のパイロットでも、想像力を喚かん起きしなければならないと直感する。

　前線のパイロットは、あとで非難されるような形で命令を実行してはならないと教え込まれているのだが、ここまで金かな縛しばりになるような命令には、ウィルスだバグだと言っていられないものを感じたのだ。

　行動しなければならない空域は、世界一の人口密集地の上空である。

「……チッ、チッ！」

　徳弘一いち尉いが舌打ちをするあいだに、管制団の言うことが本当かもしれないという事態が、レーダーに映じた。米軍のエンジェル・フィッシュをしめすブルーのサインが、西に移動を開始したのである。

「見えるか!?」

　徳弘一尉は、橋爪二に尉いに声をかけながら、機体を右に傾かたむけて東京を右前方に捉とらえる。頭上をジャンボ機がパスしていくのが見えた。

「いえ、目ではちょっと……」

　橋爪二尉の言葉をうけたときは、利と根ね川がわ中流域を抜ぬけようというところで、東京のディテールが視認できるという状じよう況きようではない。

　雲が邪じや魔まにならないていどに横に配置されているのが救いだったので、一気に音速を超こえて東京との距きよ離りをつめた。

「地上の連中は、あとの処理をこちらに任せて、知らん顔をするつもりなのか……」

　徳弘一尉の視界が東京市街のディテールを識別できるようになったと見えた。が、そこで言葉を切っていた。

　何か異変が見えたような気がしたのだ。と、

「右下っ！　黒こく煙えんが上がっています。エンジェル・フィッシュは、ふたつ見えました」

　その橋爪二尉のコールする声の張りに、徳弘一尉は、若さには負けた、と感じる。

「右下か……東京西部……？」

　右手前方、黒っぽいテーブル状になって拡がっている黒煙が認められたのだが、白雲と平行していたので、徳弘一尉には識別が遅おそくなったのだとわかった。橋爪二尉のコールにしたがえば、その手前にミシシッピー所属の戦せん闘とう機きのきらめきが見えていいはずなのだが、それは視認できなかった。

　機首を南西に振ふって、拡ひろがっている黒煙を視界の正面にとらえるようにする。

「撃げき墜ついされた米軍機か!?」

「そのはずですが、敵機、捕ほ捉そくできますか？」

「いや……」

　徳弘一尉は嫌いやなことを思いついて、機首をまわしながら、入間に聞いていた。

「レーダーにはなにも映らない。板橋から西だって？」

「敵性ターゲットは、レーダーに反応するとジャミングを起こすらしい」

　その入間の回答は、どこか曖あい昧まいにきこえたが、パイロットにとっては、もっとも嫌な内容だった。

「それでも掩えん護ごするのか？　前に発令されたことは忘れるなという話。これをどう整合させたらいいんだ？　状じよう況きようが変わった、というのか？」

「変わってはいない」

「……!?」

　徳弘一いち尉いは、そのロジックの一いつ貫かんしない言葉が、ひどく用心深くしゃべられていると確認すると、ようやく、『……無線ではしゃべれないことがある』と思いつく。

　現実的ではないのだが、そうでも考えなければ、辻つじ褄つまがあわない展開もあるのではないか、と想像したのだ。

　その場合の問題は、結局は、国家の問題しかない。

　アメリカと日本、おなじ列島に同居して暮らしているようにみえても、勢力のありようは根本的に違ちがうという現実があった。技術供きよう与よをうけ、コンピュータだって同じものを使っているようにみえながらも、ある瞬しゆん間かん、絶対に乗り越こえてはならない一線というのがある。防衛問題では、防共という合意があった時代にならいざ知らず、国家の主権にかかわる部分では、絶対不ふ可か侵しんという一線があった。

　中部管制団は、それを承知しろといっているのではないか、と思いついたのだ。慣熟飛行のロシア相手の遊びごととは違うのだと言っているのである。

『……米軍に聞かれたくないことがあるのか？』

　現代の戦せん闘とう機き乗のりは、生き真ま面じ目めすぎるか、飛行オタクのどちらかである。徳弘一尉もそういう面を自認している。それでも、その几き帳ちよう面めんな頭がマニュアルから離はなれはじめて、不可解でどこまでも整合性を欠いた現実に直面していった。

　専守防衛しか頭にない律りち儀ぎなパイロットが、ここにたどりつくまで、多少の時間がかかるのは仕方がないことだ。

『あいつらには知られたくないことが起こっている。というのなら、なんだ……？』

　そのあとのことは、さすがに考えが及およばない。しかし、敵性らしいターゲットが遊ゆう弋よくする空域にはいったのであるから、考えている間はないはずだ。

　神経を視界全体に集中させるように意識した。

　フロント・ビューには、まだ東京の薄うすくくすんだ光景がひろがって、その前方には、阪はん神しん大だい震しん災さいのテレビ中ちゆう継けいで見たような黒こく煙えんの広がりが見え、左横には、高層ビル群の近代的な光景が朝の逆光をうけていた。

　その彼らの前に、かつて想定されていなかった敵が現れたのかもしれないのだが、開眼をはじめた徳弘一尉でも、まだその敵の概がい要ようは想像もつかない。

「…………!?」

　煙けむりは、和わ光こう市あたりからかなりの規模で噴ふきあがって、コックピットからも赤い炎ほのおが地上にひろがっているのが見えはじめる。

「目で見つけるしかないらしい。いいな！」

「ハッ！」

　胴どう体たいのエアブレーキをひらいて機速を落しながら、高度を二百メートルまでさげた。

「…………」

　後発のブルージンジャーが東京にはいる前に、敵性ターゲットを見つけたいとは思う。しかし、地上の惨さん状じようからすれば、減速した結果、敵に撃げき墜ついされるかもしれないという危険性も考える。律りち儀ぎなパイロットは、入間との交信から想像できる任務、敵性ターゲットの確認と威い嚇かくはしなければならない、と決意した。

　それ以上のことは、ターゲットを確認してからである。

『そのときは、こちらがやられているか……？』

　徳弘一いち尉いは、機体横に装備されているバルカン砲ほうの引き金の安全カバーをひらいて、それをマニュアルにセットした。空戦でコンピュータと連動させない射しや撃げきなどは、訓練以外ではちょっと想像できない事態であるのが、彼らの世代の感覚だった。

「ン──!?」

　身を乗り出した。

　いた！

　三機、いや、三人の人ひと影かげが飛行しているのが、見えた。

　まるで、コミックか絵本の挿さし絵えのように、透とう明めいな羽根をふるわせた三つの物体は、お互たがいになにか言いあうようにして、そして、一いつ斉せいにこちらを振ふり向いたのである。

　それも、空中で！

「…………!?」

　徳弘一尉は、引き金においた指に力がはいりそうになった。

　ザウッ！　と、ターゲットの三つの影は、あっという間もなく後方にながれていった。

「見たかっ!?　橋爪っ!?」

「ハッ！　ロボットです。ちがいますか？」

「そう見えたが、なんで飛行機の形をしていないものが、飛んでいるんだ」

「知りません。でも、見ました。人ひと型がたをしたものです」

　徳弘一尉は、『そうだ。幻げん覚かくではない』と、自分に語りかけながらも、あのものに撃墜されるかもしれないという不安を払ふつ拭しよくして、再度、機首をいま見たものにむけていった。







　２　オーラバトラーの三人







　甲こう殻かく類るいのもつ甲こう羅らといった質感をもち、数メートルもある四枚の羽根を震ふるわせる人ひと型がたのものは、巨きよ人じんといっていいだろう。身を寄せるようにしていたそれが、徳弘一等空くう尉いと橋爪二等空尉の戦せん闘とう機きがまきおこす乱気流に、体勢を崩くずす。

　一人は……と表現したい巨人が剣けんを振ふり上げ、もう一方が楯たてをもって制する。そのあいだに、もう一人の巨人が足を蹴けるようにする。その一いつ瞬しゆんのあいだにも、

「ここはバイストン・ウェルじゃない。アの国でもない。バーン、わかってくれっ。ガラリアっ！　もう少し状じよう況きようがわかるまで、堪こらえてくれ！」

　その巨人、オーラバトラーの胸のコックピットにすわるジョクこと城じよう毅たけしは、機体に楯をつかわせながら、そう絶ぜつ叫きようしていたが、ジェット戦闘機の乱気流は、オーラバトラー同士のからみあいに異質な振しん動どうをあたえていた。

「キャウッ！」

　ジョクのすわるコックピットには、そんな金切り声の悲鳴をあげるもうひとりの同乗者、羽根をもった身長三十センチあまりのミ・フェラリオ、チャム・ファウがいた。それは、バイストン・ウェルのコモン界とは別の〝界〟に住むものなのだが、彼女の場合、偶ぐう然ぜんにジョクと出会って、以来ついてまわって、我々の世界、地上界にまで来てしまったのだ。

　彼女たちは、バイストン・ウェルを象しよう徴ちようする存在ではあるが、コモン界では忌いみ嫌きらわれていて、コモン人たちは、けっして彼女たちを可か愛わいいものという認識をもつことはなかった。

　ことに、ミ・フェラリオから成人したエ・フェラリオは、美しければ美しいほど、危険な存在、毒をもつ者、魔ま術じゆつをつかうものと信じられて、それらとの接せつ触しよくは身を滅ほろぼすと信じられている。

　しかし、バイストン・ウェルでもコモン界は、自然の脅きよう威いのなか、もっともふつうの人々が暮す界で、人間のギラギラした欲望が渦うず巻まく社会である。そのために、身を挺ていしてそれらフェラリオたちと接触して、立身出世をするものや仇あだを討うつもの、その他あらゆる目的を達成しようとするものは跡あとを絶たず、コモン人たちは、爆ばく弾だん的な存在であるフェラリオを水みず牢ろうのなかに飼うことで結界を張るという方法まで編み出していた。

　フェラリオの不幸は、コモン界に落ちた場合、基本的に生活力をもてない存在であるため、男性のフェラリオのいぎたなさと、生き方の醜みにくさが目だち、それが、女性のフェラリオをより嫌われる存在にしていた。

　もちろん、フェラリオが住むべきウォ・ランドンの界であれば、フェラリオたちは、ただ精神の浄じよう化かのための学習に数百年という時間をすごすだけで、ギリシャ神話の神々のように、生活をするという意識をもつこともなく、生きられるようなのだ。

　そのような界も含ふくまれているのが、バイストン・ウェルである。

　が、今は、それを語る時ではない。




「黙だまれっ！　またも、奴やつらは攻こう撃げきをかけようとした。わたしは、地上世界の文物を手にいれて、バイストン・ウェルに帰る。そのためにはどのような手段でも講じる」

　ジョクの耳に、性能の悪い鉱石ラジオからひびくバーン・バニングスの声が、明めい瞭りように聞きとれた。ジョクの正面に位置する黒いオーラバトラー、ガベットゲンガーのパイロットである。

　米軍機の一機を撃げき墜ついしてしまった騎き士しだ。

　その気合のこもった声に落ちつきがないのは、彼のオーラバトラーがつかった武器フレイ・ボンムの火か焰えんが、コモン界でつかうよりも数十倍の威い力りよくを見せたからである。

　その一射は、まるで空中で数十発のナパーム弾だんを炸さく裂れつさせたような巨きよ大だいな火焰の筋を地上に放出し、その威力に、バーン・バニングスという生きつ粋すいの騎士上がりのパイロットは、動どう揺ようをしていた。

　彼らの知っているフレイ・ボンムの破は壊かい力りよくは、地上界でいえば中世の大たい砲ほうレベルの威力でしかなかった。それでも、コモン界の天下をとれると信じられるに十分の威力なのだ。

　しかし、地上界ではそうではなかったのである。

　その上、話にきいていた以上にすさまじい轟ごう音おんをともなった飛行機による威い嚇かくが連続するのであるから、どれほど冷静豪ごう胆たんな騎士でも、このカルチャー・ショックをうけいれるには、もうすこし時間が必要だった。

「ならばっ！　ますます連中を敵にするな。バイストン・ウェルに帰る方法を見つけ出す時間も余よ裕ゆうもなくしてしまうぞ！　バイストン・ウェルに帰る方策を見つけるためには、連中と手をむすぶほうが先だ！」

「地上人であるジョクの言うことを聞く耳はもたない！」

「ジョクは、あたしたちを売って、この世界で英えい雄ゆうになるつもりじゃないのか!?　金かね儲もうけをしようというのだろう！」

　あとの声は、バーンとは別のガラリア・ニャムヒーのものだ。彼女は、その力量を買われオーラバトラーのパイロットに推挙された成り上がりである。

　彼女のオーラバトラーは、ジョクと同型のカットグラだ。

　今、ジョクはバーン、ガラリアとは敵対関係にあるのだが、ジョクがアの国に落ちてしばらくは彼らとは戦友同士で、ア国がガロウ・ランの脅きよう威いを排はい除じよしたあと、ジョクは、それまで仕えていた王ドレイク・ルフトの一人ひとり娘むすめ、アリサ・ルフトを娶めとっていながら、王のもとから離り反はんしたのである。

　ガラリア・ニャムヒーは、アリサと結けつ婚こん同然の生活をつづけるジョクに、変ることない親近感を抱いだいていた。彼女は、アリサが彼女の仕える王の娘むすめであるから堪こらえることができたのだが、その心理はコモン界ではめずらしいことではなかった。そして、ジョクがアの国を離り反はんしてからはじめて再会したのが、今、このときなのだった。

　ガラリアが、横田の米軍基地の上空で米軍のヘリコプターを攻撃し、結果、横田周辺の市街地まで炎えん上じようさせた直後に、ジョクは、その炎上する黒こく煙えんを見て、接せつ触しよくできた。

　感情が激発するのもやむをえない事態ではある。

「……バーン！　ジョクをっ……！」

　ガラリアが、バーンに攻撃をうながしたのは、どこかでまだジョクにたいする迷いがあるからだろう。ガラリアのカットグラが、ジョク機の楯たてを、フレイ・ランチャーをもった腕うでのわきで挟はさみつけるようにして、そう絶ぜつ叫きようする。

　両機の羽根がはげしくぶつかりあって、ささくれ立った。

「よせっ！」

　ジョクは、機体を横にながしながら、ガラリア機の楯をはらった。が、バーンはガラリアに応じることができず、二機のもみあいを見ながら、接近する自衛隊機を振ふりあおいでしまった。

　バフッ!!　ギャーン！

　再度、二機の銀灰色のジェット戦せん闘とう機きが接近して、それが巻きおこす気流の衝しよう撃げきが、オーラバトラーの機体を揺ゆさぶる。

　が、戦闘機はパスをしていっただけなので、息をつく間があった。

『ショット様の説明とおなじだ。ジェット戦闘機!?　イルマの基地では見なかった！……』

　ジェット戦闘機を見たあとだと、目の前で、からみあうカットグラ二機は、友達同士が戯ざれあう姿に見えないでもなかった。

　そう思うのも、もともとオーラバトラーが、コモン界、アの国のものだからだ。地上人ショット・ウェポンが、アの国の王ドレイク・ルフトの慧けい眼がんに働きかけ、開発したものであるために、どこか親近感を喚かん起きするものがある。

　昨夜から地上人たちと多少の接せつ触しよくはあったが、バーンの仲間意識が、オーラバトラーのほうに働くのは、同郷のよしみのような心理も働くからだろう。

『ここは、ジョクと同道する必要はありそうだ』

　そう決意した。

　が、そう考えても、三機のオーラバトラー以外はすべて地上界のものである。バーンにとっても、いまだ不明な地上界の文物が足元に広がっているのだ。

　バーンが接触した入間駐ちゆう屯とん地ちの者たちは、友好的ではあったが、今、接触しようとしているジェット機は、敵対行こう為いにちかい行動をとっていると感じる。

『……フレイ・ボンムの威い力りよくがあれほどでなければ、ジェット機を撃げき墜ついすることにはならなかった……！』

　不ふ明めい瞭りようながら、バーンは後こう悔かいしていた。

　地上人と友好的に接触をして、バイストン・ウェルに帰るための方策を見つけ出したいと考えていたから、入間駐屯地の隊員たちが、ガベットゲンガーに異常な興味をしめしたことを利用できるのではないか、とも思っていたのだ。

　が、ガラリアが騒そう動どうを起こした。

　予定外であるが、さもありなん、とも思える展開である。

　戦場でのことを考えれば、このていどの齟そ齬ごは問題ではない。

　ジョクが、オーラバトラーの技術を地上人に受け渡わたすかもしれないというのは、面白くはなかったが、それだって利用次第なのだ。

「……来るぞ！　高度をさげろ。そうすれば、攻こう撃げきされることはない」

　ジョクの哀あい願がんするような声を、鉱石無線から聞きながら、バーンは視界を四方にはなつ。

「…………!?」

　西にまわりこんだ二機の自衛隊機は、再度、ぶつかるように接近をかけてパスしていった。

「……あの戦せん闘とう機きは、日本のものだ。ガラリア、バーン！　彼らは、都市部で攻撃行動などはとらない。地上におりれば、攻撃されない！」

　ジョクは、ガラリア機の背後にまわるようにして、ガラリア機の肩かたにあたる部分をシールドとフレイ・ランチャーでおさえるようにした。それでは、完全に相手を抑おさえこむわけにはいかなかったが、そうされたガラリア機が、ふっとバーン機を見上げるようにした。

　バーンにも、彼女の気持ちがわかった。

　ふたりのコモン人は、異世界にいるのである。一いつ瞬しゆんの感情の爆ばく発はつはあったが、自分たちがいかに困難な立場にいるか気づけば、今は、ジョクとのコモン界での敵対関係にこだわっているときではないと判断できる。

「だからって、どこに降りる!?　この街は人が多すぎる！」

　ガラリアは東京上空を流る浪ろうして、そのことを肝きもに銘めいじている。

「河か川せん敷しきだ。右に川が見える」

　ジョクは、ガラリア機を押おしさげるために、自機のシールドを押しやりながら、羽根で推力をつけていく。

「…………!?」

　その時、ガラリアは、ジョクの気配を背中にはっきりと感じ取って、ゾクッとさせた。

　抱だかれているような奇き妙みようにリアルな感かん触しよくが、背中に貼はりついたのだ。彼の息いき遣づかいは、優やさしくも暖かい……。

　機体をはなして、今度は、ジョク機を見上げる。

「…………!?」

　そして、ジョクの息遣いを感じた瞬しゆん間かんには忘れていたことを思い出してもいた。

『あの機には、フェラリオが乗っている！』

　あのチビのフェラリオに、ジョクが騙だまされているのではないか、と想像した。

　フェラリオは、羽根つきの子供でも油断できない。やることは、コモン人の大人おとなそのものというミ・フェラリオで、そのような噂うわさは、アの国でも山ほどあった。

「収拾できるのか!?」

　バーンが、ジョクに問いかける声が、ガラリアの無線にもはいる。

「自信などないが、飛んでいるわけにはいかない」

「……そういうことか」

　そのバーンの怒いかりが含ふくまれた反問に、ガラリアも同意できる。

　地上界が一様なものではないということを、ガラリアはまだ十分に認識はしていないのだから、ジョクが地上人なら、目の前に見える地上人すべてと、ジョクは話が通じるのではないか、と思ってしまう部分がある。しかし、今のふたりの言葉で、そうではないということが了りよう解かいできたから、怒りの感情がふくれてしまうのだ。

　ドウンッ！

　もう一度、二機の自衛隊機が南から北にはしった。

「ウッ!?」

　それは狂きよう暴ぼうで、慣れることができない。コモン界での戦せん闘とう時に似たプレッシャーを感じた。

　その戦闘機の行動は、見た目にも気配も、先ほどの二機とおなじように見えたのだが、ちがった。攻こう撃げきをしかけてくる、という感かん触しよくを得た。

　ガラリア機は、高度をドンと落とした。

　石がいっぱいという感じの地上がせまったが、そのあいだにある色とりどりの屋根が、ガラリアにはまぶしく見えたのは、コモン界の街並はこれほどにカラフルではないからだ。

　それは、意識して見れば、嬉うれしくなるような景け色しきなのだが、今のガラリアには、目がチラつくものにしか見えない。目の前を飛ぶ飛行物体とジョクとフェラリオのこと。それら自分と対決しようとしている物事の複雑さに、感情がささくれ立ってしまう。

「四機になったか!?」

　ガラリアは上空で旋せん回かいする自衛隊機が増えていることに気づいた。彼女も歴戦のパイロットであるから、いつまでも感傷に流されることはない。

「敵は増えるぞ！　撃げき墜ついしなければ、やられるだけだ」

「そんなことはない。ともかく、ここは脱だつ出しゆつするんだ。時間をかせぐ。夜になれば、逃とう亡ぼうできるかもしれない」

　ガラリアの問いかけに、ジョクは叫さけんできた。

「なんで動どう揺ようしているんだ？　フェラリオといることの後ろめたさか？」

　ガラリアは、勘かん繰ぐる。

「人家の密集しているところなら、絶対に攻撃してこないといったな？」

　無線のバーンの声が遠くなった。距きよ離りをとったらしい。

「バーン!?」

「ガラリア！　民家の密集地帯に、ジョクと着陸しろ」

　バーンの声が、波打つようにガラリアの耳に達する。

「……了解！」

　一いつ瞬しゆんの思考のあとで答える。

「お互たがいの居場所は、地上人どもの騒さわぎ方ですぐに知れよう！」

「了解だ。ジョク、我々を守る気があるなら、バーンのいうとおりに誘ゆう導どうするんだ。川はよくない」

「しかし……！」

　ジョクは、バーンの提案に納なつ得とくしたらしいが、迷いを隠かくすこともしない。

「でなければ、当方としては、防衛行動をとるぞ!!」

　ガラリアは、ジョクを脅おどしたつもりだったが、すでに、そんなことでこの局面が突とつ破ばできるとは思っていない。よしんば、ここを突破できても、そのあとのことはアリスランド以来、考えていたことである。バイストン・ウェルに帰る方策が見つからないかぎり、ガラリアたちにとって局面が良くなることはないと想像している。

　そのガラリアの迷いは、バーンのものでもあった。

　彼の場合は、独自に地上人と接せつ触しよくをした感触から、ガラリアほど悲観的ではないのだが、戦せん闘とう機きという狂きよう暴ぼうな威い力りよくをもったものを目もく撃げきしてから、攻こう撃げき的にならざるをえなくなり事態の混こん迷めいに焦あせりを感じていた。

　ここは、事態を静止させなければならない。

　考える時間を手にいれるのだ。

　闇やみ雲くもに地上人の乗物を撃げき破はしたことがマイナスに働いていることは、すでに骨身にしみていたから、入間駐ちゆう屯とん地ちで地上人たちがオーラバトラーに異常な興味をしめしたことを利用するしかないと決したのである。

「…………!?」

　カットグラ二機が降下の挙動をみせたので、バーンはひとつのことを試す気になった。

　あとから合流した二機の戦闘機の方が、気がはやっているようにみえたから、それにたいして上じよう昇しようをかけた。




　そのバーンのガベットゲンガーの上昇に、四機の自衛隊機が緊きん張ちようした。なにしろ、マンガやアニメに登場する悪役そのままといった人ひと型がたのものが、四枚の羽根をブンブンと震ふるわせながら、両手にもった武器らしいものを大おお仰ぎように振ふり上げて見せたのだから、信じるも信じないもなかった。

「……ブルージンジャー、しかけたと見られたんだっ！」

　イエローバードの徳弘一いち尉いは、怒ど鳴なりつけた。

「そんなつもりはないが、威い嚇かくすることは命じられている。東京上空から撃退しなければならないんだろ」

　同期で、出世のはやい華はな村むら三等空くう佐さの声だった。早とちり奴め、と腹の底でののしってから、

「こんな空域で、どう撃退するんだ!?」

　徳弘一尉は、ブルージンジャーを叱しかりつけながらも、橋爪機とともに、上昇をかけだしたガベットゲンガーを追つい尾びするコースにはいった。

　しかし、このあと、どうしようというのか？　と徳弘一尉は考える。

　地上を爆ばく撃げきすることはさけて、こちらを撃げき墜ついするつもりで上昇をかけてさそったのか。こちらから攻撃されることを、相手は考えていないのか、と。

『玩具おもちやでなければ、乗っているのはパイロットだ。そんなことは承知のはずだ』

　撃げき破はするチャンスもあるかもしれない、と一いつ瞬しゆん思うのだが、中部管制団の指令は、撃げき墜ついするな、である。それは生きている命令だ、としつっこく言ってきていたことだ。

「高度をとってくれているなら、やるぞ！」

「しかし、撃墜するなって命令も生きているんでしょ！」

「管制団だって混乱している」

　徳弘一いち尉いは、橋爪二に尉いの言葉に反発した。戦せん闘とう機き乗のりとしての気持ちがはいってきた。

　だいたい、在日米軍との関係があったにしても、横田が爆ばく撃げきされたのなら、米軍と協同してあの人形を処理することは問題ないはずなのだ。

『しかし、あのロボットも興味ある機体だ……』

　もともと、徳弘一尉も空を飛ぶものに興味をもっている種類の人間である。入間にいわれなくても、目の前の人ひと型がたの飛行物体を撃破することなく観察してみたいという欲求のほうが強い。しかし、敵が誘さそいをかけてきたのなら、戦闘にはいる気分になってしまう。

「徳弘一尉っ！」

　橋爪の絶ぜつ叫きようが、ヘッドフォーンを叩たたいた。

「ウッ!?」

　ガベットゲンガーの黒い人型の機体が小さく旋せん回かいしたのが、薄うす青あおい空を背景に見えた。小回りが利きく。というよりも、本質的に飛行行動という性質が違ちがうのである。速度が圧あつ倒とう的であれば、ジェット戦闘機というものは、どんなに小回りが利くといっても、半径数キロという旋回能力しかないのだ。

　ミサイルだってそうで、そうおいそれと曲がってはくれない。

　徳弘一尉は、機首をかすかに右にふったが、迷った隙すきをつかれた。

　黒い機体は、左上からおおいかぶさるようにして、徳弘機に迫せまっていた。そのとき、徳弘一尉は、数十のガベットゲンガーの影かげを見たとおもった。

　左右から、それらが迫ってみえた。

「なにーっ!?」

　徳弘機は、自分の目をうたがったが、その間もなく、ドウッと機首が大きくゆすられて、徳弘のからだに不規則なＧ（加重）がくわわり、バドウルルル……！　と、機体全体が、きしんだ。

「……なんだ──っ！」

　徳弘は、黒い機体が、数十に見えたことをうたがった。

　そして、この激げき震しん。

　震動の原因など、わかるものではなかった。ミサイルの直撃はこうではなかろう。一撃で爆発する。なら、バルカンの直撃か!?

　身体からだはなんともないのだ。意識がゆさぶられるだけだ。機体自重量が大きくなる。

「なんだ!?」

　徳弘の頭上でなんどか地上の光景が横にはしった。機首を立て直しながら、加速をかけてみたが、機体は重く、前にすすまないと感じる。

　シートを射出しなければならないと思っても、激げき震しんで腕うでが動かない。

「なんだよっ！」

「黒いロボットが、機体にとりついています！」

　橋爪二に尉いの声が、再度、徳弘のヘッドフォーンをふるわせている。







　３　家族たち







　城じよう孝たか則のりは、乗用車を門の前に横づけにすると、いったんは鉄格子の扉とびらを開こうとして、潜くぐり戸どから家に駆かけだしていった。前庭に知らない赤いスポーツカーが停車していたし、鉄格子の閂かんぬきが堅かたくて、すぐに動かなかったことが理由になっていた。

「わたしだ。タケシが帰ってきたんだって!?」

　応接間の人ひと影かげが息むす子こに見えたのは、この二年顔さえも見ていなかったからで、孝則はおもわず大きな声をだした。

「……どなた？」

　知らない若い女性の声が、その応接間のほうからする。

「……？　この家の者だ」

　応接間の窓の鉄てつ柵さくのむこうの部へ屋やの陰かげのなかで、不安そうな挙動を見せたのは女性のようで、孝則は不快感をおぼえた。玄げん関かんの引き戸の鍵かぎはかかっていなかったが、これはいつものことなので気にもしない。

「……どなた？」

　また知らない青年が、台所を背にした右手の廊ろう下かから出てきた。これは無ぶ遠えん慮りよな態度が見えた。

「ここの主人だ。良子は？　君は？」

　足で押おし脱ぬぎをして、玄関口に放りだして廊下に立つ。

「ああ！　むこうの部屋です」

　青年は、茶の間のほうをしめしながら、

「すみません。常とき田た俊しゆん一いちと申します。昨夜からお邪じや魔まさせてもらっています」

　彼は、行きすぎる孝則にペコリと頭をさげ、孝則はその挙動を目のはしでとらえながら、その青年が悪い男ではないらしいと見当をつけたが、ジャケットに白いシャツ、なによりも、物もの腰ごしの臭においから同業者ではないかと見当をつけた。自分の会社でつかっている若者のタイプに似ているのだ。

　茶の間の卓ちや袱ぶ台だいの横、テレビの前に横になっていた良子は、リモコンでテレビのチャンネルを次々にかえていた。

「どうしたんだ？　タケシは？　なにが事件なんだ？」

　孝則は、廊ろう下かからのぞく常田を見やりながら、良子の額にのせていたクールパックをつまむようにして、卓袱台のうえにおいた。良子は、もともと白い顔をいっそう白くして、

「ロボットって言ったでしょ？　タケシが不法入国するのに使ったんですって」

「不法入国？　帰国するのに入国審しん査さをうけなかったというのか？」

「そうらしいのよ。それじゃ、犯罪者じゃないですか」

「理り屈くつじゃそうだが……そのロボットっていうのはなんなんだ？」

　孝則は、車から見た空を飛んでいる風船のようなものを思い出していたが、それが良子の話とつながることはない。

「そちらの方のほうが、正確に説明して下さるわ。わたしにはわからないんですよ。ペット用のロボットぐらいしか知らないんだから……ジョクが帰国したっていうのに、通関していないんですよ……どうにかして下さいよ。見つかったら、刑けい務む所しよにいれられちゃうんでしょ？」

　おなじことを口にしながら、良子は切り替かえつづけるテレビ画面から、目をはなすことはない。で、良子がひとつの画面をフィクスしたので、孝則もその画面を見入った。

　レポーターでもない素人しろうとらしい人物がマイクを片手にして、背後の火事の現場の中ちゆう継けいをしている画面だ。

「……？　そんな大事なときに、なんでテレビなんか見ているんだ!?」

　孝則は良子の手のリモコンに手を伸のばすと、良子はその手を邪じや険けんに払はらいのける。バンという音が、湿しつ気けの多い部へ屋やにひびいた。

「なにも知らないんだから！　あの子に関係がある事件なんですよ、これっ！」

　半身を起こして、横目で孝則をにらみつけてきた良子の目つきは、異様に殺気立っていた。

「…………!?」

　また良子の手がチャンネルを切りかえると、画面には街の景け色しきらしいものが映っていたが、ビルの屋上部分が流れているような画面だった。そんなものが、なぜジョクと関係があるのか孝則にはわからない。

「……？　どういうことなんだ？」

　孝則が、常田という青年に振ふりむくと、彼の横に応接間の窓から見えた女性が立っていた。

「説明は面めん倒どうなのです。すぐに理解してもらおうとすると……ただ……」

「そのテレビ画面に映るロボットらしいものが、ジョクさん……ご子息の乗ってきたものです」

　女性のほうが、きっぱりとした言こと葉ば遣づかいをしてきた。

「タケシのお友達のかたで？」

「はい。中なか臣おみ杏あ耶や子こです。すみません。いきなり……でも、昨夜からずっとこんな調子なんです。あたしたちも、混乱していて……」

「テレビに映っている事件が、タケシに関係のあること、なんです、か？」

　杏耶子の言葉にあらためて、良子が凝ぎよう視ししている画面を振り返りながら、画面と杏耶子の言葉をつなげるような聞きかたができず、言葉を切ってつなげようとする。

　良子は、カメラが街中を写している画面に固定して、膝ひざを乗り出していったが、その画面も移動している車から撮さつ影えいしているもので、安定はしていない。

「……ほかの局、駄だ目めだわ。事件を知らないところもあるのよ」

「事件って、なんなんだ？」

　孝則は、良子の目の周囲の化け粧しようがひどくなっているのに気づいて、台所に行くつもりになった。そんな顔を間近に見たくないからだが、それでも、良子にそう声をかけた。

「タケシがロボットを操縦しているって言ったでしょ!?　どうしてこんなことになっちゃったのか、あの子は、ちゃんと説明してくれなくって。頭痛もするし……ガンガンしているんですよ」

　良子は、卓ちや袱ぶ台だいにのせたクールパックを、これ見よがしにもう一度額に当ててみせたので、

「……えーと、ナカオカさんとトキタさん？」

　廊ろう下かに立ちつくすふたりの若者に、台所のほうに行くように手て振ぶりでしめしながら、孝則は自分から台所に入っていった。

「中臣です」

「ああ、すみません。珍めずらしい名前ですね？　中央の中に、大臣の臣ですか？」

「はい……」

　そんな杏耶子を見れば、十数人の若い者をつかっている経営者の目からすれば、一番雇やとい入れたいタイプの女性にうつる。その意味では、常田のほうは、彼の会社にもっとも多くいるタイプで興味はもてないのだ。

「ああ、榎えの本もとさん。おはようございます。軽い食事をお願いできませんか？」

「ちゃんとお食べになれるんでしょう？」

「そりゃ……」

「そのお嬢じようさんが、ごはん炊たいてくださって」

「ああ……そう……」

　孝則は、台所のテレビにも良子が見ているのとおなじ光景が映っているのを見て、内心、嘆たん息そくをしながらも、

「どういうことなんです？　ジョクの事情を知っているようだけど、良子の言ったことは本当なんですか？」

「ええ。本当のことです」

　杏耶子が、テレビの画面を気にしながらも頷うなずいてくれた。と、玄げん関かんでチャイムが鳴る。

「あ、いいです。ぼくの客だとおもうから……たぶん」

　常田という青年が、エプロンで手を拭ぬぐうお手伝いの榎本さんを制すると、玄関に踵きびすを返す。まるで自分の家のように振ふる舞まう青年に、孝則はカチンとくる。

「誰だれなんです？　ご友人がいらっしゃる？」

「いえ。初対面の方です。朝方、常田クンが呼んだ人なら……」

「フン……」

　わからないことがつづくのだ。

「トージコーの鈴すず木きさんがきてくれたんだけど、応接間を使わせていただけますか？」

　廊ろう下かをバタバタとやってきた常田が、台所をのぞいて孝則に許可を求めるのだが、その言こと葉ば遣づかいは、すでに客を応接室に入れているという口振りである。

「トージコーの鈴木さん？」

　孝則が知るわけがないことを平気で口にする青年である。孝則は、ネクタイを思いきりよくワイシャツから引きぬきながら、

「どういうことなんだ。他人の家で！」

「……!?　でもさ……」

　常田という青年はドアにかじりつくようにして首をすくめて、杏耶子に助けを求めた。

「申し訳ありません。その説明をしなければいけないですけど、ぜんぶ、ジョクさんと関係があるんです。それで、常田クン。まるで、自分の家のように振ふる舞まってしまいまして……」

「あ、いや……」

　身体からだ全体から、フワッとした優しい空気を発散する杏耶子に、外から見た印象とまったく違ちがうとわかって、孝則は、秘書にたいするように頷いていた。それなら許せる、という気分である。が、杏耶子はさらに機転を利きかせてくれた。

「ここに来ていただくというのは、いけないかしらね。常田クン？」

「いいですか？　そのほうが説明が一度ですむだろうし……」

　常田という青年も、人をつかう威い厳げんが多少とも身についている孝則にむかって、緊きん張ちようした声を出してきた。が、はしっこさを隠かくすことはない。そういう抜ぬけたところというか、サバケすぎたところが、都会の青年であると感じる。

「どうぞ……しかし、わたしは食事をさせてもらうからな」

「はい！」

　常田の良い返事は、この城家を他人の家と感じていない。

「おじさま！」

　杏耶子の声に、孝則は壁かべ際ぎわに押おしつけるように置いてある赤いボディのテレビを見た。

「オーラバトラーです」

　杏耶子の冷静な声とは裏腹に、中ちゆう継けいをしているアナウンサーは、金切り声を上げていた。

「まるでアニメに出てくるようなロボットに見えますが、これは現実の画面です。合成した画面でも、ＣＧでもありません。四機の自衛隊機にあおられたように、三機のロボットがバラバラになって見えましたが、そのうちの二機が、西にむかって飛行しているところです」

　道路沿いのビルに視界をさえぎられたものの、孝則は、テレビカメラが捕とらえた人ひと型がたの物体が飛行する姿を見た。自分が見たものとおなじかもしれないとも思えた。

「……!?　風船じゃなかったのか？」

「あれにジョクさんが乗っているんです。この家の裏庭から飛んでいって、操縦しているんです……」

「あんなものに？」

「ぼくが見たものもあれです。常田さん……！」

　孝則は、またも知らない声をちかくにきいて振ふりむく。スーツを着き込こんだ青年が腰こしをかがめるようにしながらも、目はテレビから離はなさずに名めい刺しを差し出してきた。

「鈴木と申します。これ……」

「あ？　ああ……!?」

　孝則は、名刺交こう換かんを考える余よ裕ゆうなどはないところに、えらくシャレた横書きの名刺を突つきつけられたので、反射的に受け取るのだが、それでも目はテレビから離れない。

「タケシの父親の城です」

　常田たちとどういう関係で、どのような人物なのか想像するのもあとにした。テレビ画面では、マンションのあいだといった空間で、降下する人ひと型がたの飛行物体が雑ぞう木き林ばやしにかくれるのを映し出していた。が、アナウンサーの、見えなくなりましたと絶ぜつ叫きようする声を確認してから、名刺を見る。

「……あの東自工の技術開発部の方？」

「ええ、杉すぎ並なみにある研究室で、バイオ関係の仕事をしています」

「ホウ……最さい先せん端たんのお仕事を？」

　孝則は、企き業ぎよう的には多少関心をもっている業種であったから、大手の自動車メーカーがバイオ関係の研究をすすめていることには驚おどろきはしない。

「無む駄だメシ食いといわれていますが、そのオーラバトラーですか？　あれを見せられれば、ぼくらの仕事が無駄といわれないですみますから、嬉うれしいんですけどね……けど、どういうことなんです、あれ？　こんな情報、全然キャッチできなかったんですよ。なんで急に世間に現れることになったんです？」

　鈴木は、孝則がこの話の主人だと信じこんで、右みぎ隣どなりの席にすわりこんできた。

「あ？　いや、わたしも知らんのです。今しがた仕事場から戻もどったところで、息むす子こが急に帰ってきたことも知らなかったし、なんで、不法帰国なのかも知らんのです」

「事情は、ジョクさんから少しだけきいていますから、それはお話しできますが……」

　杏耶子は、簡単ではあるが、要領よくジョクとの出会いについて話してくれる。

「榎本さんは、そのチャム・ファウとかいう妖よう精せいは見たんですか？」

　孝則は、杏耶子のおとぎ話のようなストーリーに、全身の力が抜ぬけていく感覚をどうすることもできない。

「いいえ！　でも、わたしが、お勝手口にきたときに、そのカットなんとかがその裏の竹林から、ドオーッて飛び出したの見ましたよ。まるで、空から繰くり糸いとがあるかのように、そりゃあ、凄すごいもんでした。あたしのお腹の肉が、ボフボフってふるえて、気持ち悪かったですよ」

　榎本さんは六十歳になるが、年ねん齢れいを感じさせない要領良さで、そう説明してくれる。

「それがオーラバトラーかな？」

「そう。物理的にものすごい音おん響きようというのじゃなかったな。なんかこう、見ているこっちの神経というか肉体そのものの精力を、揺ゆさぶってくるっていう感じがありました。ジェット・ノズルの音っていうのは、空港でも、ついさっきも聞いたけど、あれとは、全然、性質がちがうものだったな」

　よくしゃべる常田だ。

「バイストン・ウェルから戻もどったといえば、次元スリップということだが、そんなことが、現実にあるのかなぁ……」

　見ているものだから、全否定はできないのだが、それでも鈴木敏之は警けい戒かいしていた。

「ジョクさんは、コモン界で結けつ婚こんまでして、三年以上暮していたんですよ？」

「あの子が失しつ踪そうしたのは去年ですよ、一年ですよ！　一年！」

　良子が、頭を冷やすためにつかっていたクールパックを手にして、台所のドアのところに仁に王おう立だちになっていた。

「結婚……？」

「そんなこと、言っていた？」

「わたしは聞きました」

　常田のやや不ふ愉ゆ快かいそうな表情に、杏耶子は端たん然ぜんとしてこたえた。その容姿といい物もの腰ごしといい、孝則は彼女の証言ならまちがいがないと思う。

「どういうこと？　親に相談もなく、勝手に結婚なんてっ！」

「こまかい事情はきいている暇ひまはありませんでした。でも、なんでも、アの国の王様のお嬢じようさんだとか……」

「ヘーェ、お姫ひめさまとタケシが結婚かい？　クッ、ハハハハ……！」

　作り笑いでもないのだが、笑いながら自分でもそう感じる。一挙にそんな話を聞かされれば、冗じよう談だんであろうが、作り話であろうが、そのつぎに対応するための時間ぐらいは稼かせぎたくなる。そんなことを息子が体験したと聞かされれば、とりあえずは笑ってみてもおかしくはない。

　バダッ！　と、良子が音をたてて冷蔵庫のドアをとじた。

「榎本さん。お茶ちや漬づけ用意して下さる？　お腹なかがすいたわ」

「そうなさったほうがいいでしょうね。旦だん那なさんも、どうぞ……」

「すまない」

　笑ったので少しばかり食欲もでそうになる。なによりもこんな事態である。なにが起るかしれないらしいし、なによりも、事態を把は握あくするためには、飯ぐらいは食べられるときに食べておいたほうがいいと感じた。それが、三十歳で脱だつサラをして、コンピュータのサービス会社を設立した孝則の哲てつ学がくである。

　かいがいしく榎本さんが朝食をテーブルにならべ出せば、良子も流しでザブザブと顔を洗い、孝則は杏耶子と常田俊一から、ジョクと出会うまでのディテールを聞き質ただしていった。鈴木敏とし之ゆきもそれが聞きたくてここまで来たのだから、それはそれで、無む駄だな時間ではなかった。

　ＮＨＫのテレビ画面は、バーンのガベットゲンガーが自衛隊機を誘ゆう導どうした瞬しゆん間かんの画像を流してくれたが、あまりにも望遠レンズであったために、その瞬間以後がない画面だった。

　それでも、人ひと型がたのものがジェット戦せん闘とう機きと重なって見える画面を何度も映し出してくれれば、機体の識別ができないような画面でも、事の重要さが想像つかないではない。

「……テレビ、捕つかまえられなくなりましたね」

　鈴木敏之が、律りち儀ぎな姿勢をかえずに、誰だれにともなしにいった。いつの間にか、一同の前にはお茶が用意されて、孝則と良子は箸はしをはこんでいた。

「わざわざ来てもらったのに、君から意見をきく暇ひまもなくなっちまって、残念だったな……ジョクさんが出るようになるとは思っていなかったんだ」

　常田俊一が、ようやく鈴木に言い訳がましいことを口にすれば、自分の携けい帯たい用ようのパソコンを開いた鈴木敏之は目をキラキラさせて、

「いやいや、ショット・ウェポンという名前を聞いただけでも、有益だったよ。それは、専門の奴やつに調べさせる……それに、親おや御ごさんがいる前でこんなこと言っちゃいけないんだろうけど、面白い話だよ。それに、事態は現実に展開しているんだから、現実の事件として捉とらえたら、これはノーベル賞ものなんてものじゃない……」

「無責任な！」

　良子が、コメ粒つぶをひとつ飛ばしながら金切り声を上げる。

「すみません」

「いや、本当なら、そりゃ面白いよ。面白い……しかし、横田が爆ばく撃げきされて、米軍機の撃げき墜ついも報道されているし、それをタケシたちがやったのなら、このあと、どうなることか……」

　孝則は、胸がふさがるような不安にかられながらも、あじの干物の最後のひとつまみを骨ごと口にしていた。

「ひとり息むす子こがそんな重大犯人になったら、もうここには住めませんよ。それに不気味で気持ちの悪い空を飛ぶ女の子がついているんですよ。あなたは、あれを見ていないから、平気なんですよ。あれはね、悪あく魔まですよ。魔女が女の子に変身をして、タケシを惑まどわしているんですよ！」

　良子は箸はしを握にぎりしめたまま、正面のなにもないところを睨にらみつけて絶ぜつ叫きようした。

「みっともないよ。良子」

　台所の入口で、ダダッ子がむずかるのを叱しかる老ろう婆ばの声がした。

　孝則は、ギョッとした顔を見せる。三人の若者たちもおなじだった。

「おばあちゃま？　いいんですか？」

　廊ろう下かのところにちいさな身体からだを折るようにして立っているジョクのおばあちゃんの姿に、榎本さんがすっとんきょうな声をあげて、杏耶子の前を擦すり抜ぬけていって、肩かたを抱だいた。

「ああ、榎本さんや、お食事を頼たのみましょうかね？」

「すぐお部へ屋やに持っていきますけど」

「いいの、いいの！　この家にこんなに若い人たちがいるなんて、めずらしいこと。ここでいただきたいわ……」

　浴衣ゆかたの前をあわせながら、ジョクのおばあちゃんは、杏耶子が引いてくれた椅い子すにチョコンとすわって、はじめての客たちの顔を順々に見まわして、

「良子が変なことを口にしたようだけど、チャム・ファウという子はね、悪あく魔まの子供じゃありゃせんですよ。いい子なんだ。気性が純すぎて、頑がん固こなところがなんだけど、ありゃ、いい嫁よめさんになるねぇ……」

「おばあちゃんは、会ったんですか？」

「はいな……朝の挨あい拶さつにちゃぁんと降りてきてくれました。行ぎよう儀ぎだっていい、身体はちっこいのは難だけで、そりゃあなた、似合いの男はいるでしょうよ……」

　と、お茶を口にしてから、

「みなさん、タケシをよろしくお願いいたしますよ。良子、タケシはね、犯罪者なんかじゃありませんよ。そんなこと、しゃぁしません。ねぇ？　タケシのお嫁よめさんになる方？」

　おばあちゃんは、杏耶子を見上げて言う。

「え？　ハァ……たぶん……」

　杏耶子は、自分はなにを言っているのだろうかと思いながらも、ちいさな老ろう婆ばを見下ろして、厭いやな事は口にしてはいないと確認していた。

　常田俊一は、その杏耶子の応答はボケ始めている老婆に対する儀ぎ礼れい的なものだと思い、鈴木は、話題の主と杏耶子はそういう関係なのか、と単純に納なつ得とくする。

　孝則は、そうなっても良いと感じながらも、現実の事件と無関係であるなら、息むす子こが娶めとったお姫ひめさまというのも見てみたいものだ、と思っている。

　良子は、生理的に拒きよ否ひしたいことがらなのだが、いまは母の手前、なにも言わないほうが良いだろうと、血が逆流するような怒いかりにまかせて、最後のお茶ちや漬づけをながしこんでいた。それで、彼女は、今朝けさまで一いつ緒しよだった男友達のことなどはすっかり忘れてしまう。










　４　強行着陸







「バーン！」

　ガラリア・ニャムヒーには、バーン機が高空から自衛隊機と激げき突とつしそうになる前に、降下するガベットゲンガーが数機に分割したように見えた。

「……!?」

　激突と分割のどちらが早かったかは、ちょっと判定ができないというタイミングだったが、ジョクにもおなじ視覚印象として捉とらえられた。

「なに？」

　それはストロボ効果のように見えて、アトランダムにその〝像〟が四方に散り、次にバーン機と激突して見えた自衛隊機がキリモミ状態になって、落下をはじめた。

「やったのか!?」

　ガラリアもジョクもその機体を追っていって、さらに息をのんだ。その機体の中央にガベットゲンガーの機体が、棒のように振ふりまわされながらも、取りついていたのだ。

　そのためである。キリモミをしながらも、自衛隊機はガクッと機首を落すようにして一回転して、水平になる。しかし、それで機体が安定したわけではなく、またも機首をさげそうになり、今度は、急激にテールを落したが、失速はしない。

　ガベットゲンガーは、左ひだり腕うでで主しゆ翼よくの前ぜん縁えんをつかんで、一方の足を機体にむけて二枚の尾び翼よくの一枚に爪つめをかける。水平飛行にちかい姿勢で、戦せん闘とう機きがロール運動をはじめたのは、主翼の一方にガベットゲンガーがつかまっているからだ。




「ガラリアは、ジョクとどこかに退たい避ひするのだ。いいなっ！」

　鉱石無線がバーンの声を届けてくれたのは、そこまでだった。急速にノイズと混信が重なって、バーンの声は聞こえなくなる。

「ジョク！」

　ガラリアは、ジョク機を振ふりむいたが、ジョクのカットグラは、ガラリア機の肩かたをフレイ・ランチャーの筒つつ先さきで押おしながら、前進しろと命令してきたように見えた。

「……!?」

　前方を見た。正面からせまる戦闘機の先せん端たんから光るものが見え、次にそれが左右に白い尾おをひいた。バルカン砲ほうの斉せい射しやだ。ガラリア機はバーン機を気にして、高度をあげすぎていたのだ。

「ガラリア、攻こう撃げきをしかけられた。降下だ！」

　ジョクの声がうわずっているのは、無線をとおしてもわかる。

「バーンのいうとおりだ。人家の密集地帯に逃にげこまなければ、撃げき墜ついされるぞ！」

「なら、こちらから撃墜するだけだ。フレイ・ボンムの威い力りよくはジョクも見たはずだ。あんなジェット機の一機や二機、いまのフレイ・ボンムの威力なら、敵は射程のなかにいる！」

「駄だ目めだ。バーンも言った！　バイストン・ウェルに帰る方策が見つかるまで、少し時間が欲しい」

「逃げきれるものか！　真昼間で、敵の足ははやいんだ！」

「こいっ！」

　ジョクに、当てがあるわけではなかった。が、今のガベットゲンガーの動きから、ひょっとしたら、というアイデアが浮うかんだのだ。それができれば、自衛隊機の目をごまかし、うまくすれば、地上の人々の目もごまかせるはずだと思う。

「最大加速で、西に飛ぶ！」

「よ、よしっ！」

　ガラリアは、その方位がガベットゲンガーの取りついた自衛隊機の飛行する方位だったので納なつ得とくしたが、それはジョクの思おも惑わくとはちがう。偶ぐう然ぜん、符ふ丁ちようがあったにすぎない。




「ジョク！　できるの!?　どうするの!?　ガラリアのいうことが本当だとおもうな」

　ジョクの肩にしがみつくチャム・ファウが、ガラリアに同調するのも不思議なことだ。が、そんなことの意味を考えている暇ひまはない。

「チャムは見ていなかったか？　バーン機が分身したようにみえた。加速すればああなるはずだ。その隙すきに地上に降下する」

「そんなことができるのか？」

「わからない。ほかに方法はない」

「でもさ、そんなの、なんで？」

「この空域は、ぼくの家のちかくだ。そのことと関係があるかもしれない。みんなのオーラ・パワーがあってオーラ・ロードがひらかれたのならば、あの分身現象だって、そんなことと関係があるかもしれない。チャムがいるから、ぼくたちは、いろいろなことができるんだ」

　半分は、うるさいチャムの口を封ふうじこめるためのウソのつもりだった。しかし、その推論を口にしてみて、まちがいのないことであろうと感じた。フェラリオがガラリアと同調した理り屈くつも含ふくめて、そんなことはあとで考えればいいことだ。




　ガベットゲンガーが取りついた徳弘機は、ロール運動をしながらも、一度は、百数十メートル高度をあげた。

「隊長っ！　振ふりはらわないとコントロールできなくなります！　機体を振るんです！」

　徳弘一いち尉いは、重くなった自機の状態を観察することができないので、橋爪二に尉いのいうことを信じるしかない。左の主しゆ翼よくがまるで反応しない。急激なスナップロールをかけることができたのは、左右のエンジンの一方の出力をちがえて、一方のノズルをひらいてみたからだ。が、そのために、機体全体が縦になって横ざまにすべる。

　徳弘一尉は、シートの背後で機体が猛もう烈れつにきしみ、不規則な震しん動どうがくるのに恐きよう怖ふした。機体のコントロールができなくなるのは、時間の問題のように感じる。

「どういうんだっ！」

　激しいＧのなかでは、振りむくこともできない。機体の強度だって、巨きよ大だいな人形にとりつかれたら、いつまでもつかわかるものではないのだ。マッハ３に耐たえられる強度といっても、流体力学ギリギリで計算されてつくられた機体は、局所的な過大な横の圧力や捩ねじれ強度にたいしては脆ぜい弱じやくである。だから、対空ミサイルのあきれるほど少ない炸さく薬やくでも、機体はバラバラになる。

　徳弘一いち尉いが、機種を入間にむけたのは、ともかく、着陸できる滑かつ走そう路ろが欲しかったからだし、入間にはいれば、オーラバトラーのこともわかるかもしれない、と思いついたからだ。

『着陸しろ。すぐに着陸だ！』

「なにぃー!?」

　徳弘一尉は、ギョッとして左右を見まわした。はっきりと他人の意思が、頭のなかで理解できたからだが、徳弘一尉に、バーンの意思が直接感知された、と理解できる状じよう況きようではないので、ただ仰ぎよう天てんした。

「なんだ!?　誰だれだ！」

『貴公のジェット機にとりついている者だ！　命令をきかなければ、爆ばく破はする。こんなやわな機体など、我がガベットゲンガーが叩たたけばすむ』

　その恫どう喝かつする意思は、明めい瞭りようにそう言った。

「滑かつ走そう路ろがない。どこに降りろというのだ!?」

　キャノピーにあらわれる地平線は、高度がおちないのが不思議なくらいに左右に揺ゆれ、ときに回転した。

『こちらにも都合があるのだ。街中に着陸しろ』

「直線の滑走路が必要なんだ。そっちの乗物のように足があるわけじゃぁない」

　徳弘一尉の意思のながれは、バーンというコモン界の騎き士しに理解できるように吐はきだされる。

　二人の気性というか、理性がまったくおなじレベルにあって、徳弘一尉は、バーンの立場を推量する能力をもっていたのだろう。だから、バーンは、かなり動どう揺ようをみせている意思を感知しながらも、目の前のコックピットにすわるパイロットは、ウソをいわない相性のいい男だと理解した。

　しかし、バーンは入間にもどる気はなかった。あそこの連中のガベットゲンガーにみせた露ろ骨こつな興味は、彼には愉ゆ快かいではなかったのだ。それに、このような事態のあとでもある。次も、彼らが友好的であるという保証はない。

　故こ意いではないにしても、地上人の戦せん闘とう機きを撃げき墜ついしたのだから、交こう換かん条件に、ガベットゲンガーの没ぼつ収しゆうぐらい要求されると思えた。そんなことは、どこの軍隊でもやることだ。

　ショット・ウェポンが説明してくれた地上世界の軍隊のありかたは、コモン界以上にすさまじいものであると記き憶おくしている。戦争状態がなくても、数十万の地上軍を擁ようし、空・海軍の規模などは、バーンの知識からすれば、気の遠くなるほど莫ばく大だいなのだ。とすれば、戦争状態にない軍隊であっても、新技術を欲しがるのは当然であるから、油断はできないと考える。

　ガラリアをジョクにつけたのも、いったん彼らと離はなれても、ガラリアなら、再度接せつ触しよくしてくれるという期待があった。なによりも、同じ場所でウロウロするのは、危険だった。

　バーンなりに、人質をとって、まがりなりにも一時の身の安全を確保して、以後の対策を考える時間が欲しいのだ。

「これだけの街なら、直線の道路があるはずだ。そこに降りろっ」

『道路を走る車がいるかぎり、なにもできない』

　徳弘一いち尉いの言うことは、バーンにも瞬しゆん時じに想像がつく。ショットからもいろいろ教えてもらっているうえに、ジェット機という代しろ物ものを間近で観察すれば、地上に降りたつには、かなり不自由な乗物であろうと実感できる。

『無理は承知だが、こちらも命がかかっている。やってくれ！』

　バーンは、自分の意思をパイロットにつたえると、ガベットゲンガーの出力をあげて、徳弘機の上で機体を立てるようにして離れた。

　と、機体がかるくなった徳弘機が、ガベットゲンガーを追いかけるようにしたのだが、バーンは、その戦闘機の挙動を、自機の機体をひねるようにしてよけさせて、そのとき、はじめてガベットゲンガーの反応の良さに、バーンは息を吞のんだ。

「こいつは!?　能力が上がっている。フレイ・ボンムもそうだったが、オーラバトラーそのものもそうなのか!?」

　生体力によって構成されているバイストン・ウェルよりも、この地上世界でオーラマシーンの性能が向上しているとなると、バーンたちコモン人が信じているように、地上界は、正にバイストン・ウェルの最高位にある〝オージの界〟の上にあるものと実感できる。

　しかし、そのことが、世界そのものが異常に歪ゆがんだ結果であるかもしれないというようなことは、バーンといえども想像がつくものではない。

　性能が上がったのかもしれないと思えるガベットゲンガーの反応を確かめようと、バーンは自機を前かがみの姿勢にさせて、戦せん闘とう機きのコックピットを覗のぞき込むようにしてみた。

　ジェット戦闘機の機体が発生させる気流のなかにいれば、羽根は後方に引きつるような感かん触しよくがコックピットにいても感じられるが、飛行性能そのものは安定していて、戦闘機から離はなれる気配はない。

　バーンの意志どおりにガベットゲンガーは、戦闘機に追従してくれる。

『これは!!』

　空を飛ぶものを操る者にとって、この感触は乾かん杯ぱいものだった。バーンは、知れず微笑ほほえみをもらしながら、あまりにも美しい曲線をえがく戦闘機の透とう明めいなキャノピーに感かん嘆たんするよゆうを手にいれられる。

　そのキャノピーに囲まれたコックピットに押おし込められている硬かたいヘルメットと黒いゴーグルがグラグラと動いて見えれば、そのなかに人間がいるのはわかるのだが、頑がん丈じようすぎるものに保護されているその者は、不自由な空飛ぶ機械の一部に見えないでもない。

　が、バーンとの遭そう遇ぐうに動転しながらも、かすかに抵てい抗こうしようとする意志を発している者が、そんな不自由な装備につつまれた者であるとわかれば、可か愛わいいものだとも感じた。

「降りろっ！　でなければ、貴公を殺すぞっ！」

　バーンは、ガベットゲンガーの右手にもたせていたフレイ・ランチャーを左手にもちかえさせ、空いた右みぎ腕うでで背中のオーラノズルのバック・バッグスの横に装着させてある剣けんを引き抜ぬかせてみた。それでもガベットゲンガーの機体は安定して戦闘機に追従して、機体がブレることさえなかった。飛行は、完かん璧ぺきであった。

　楯たてを装備している左腕でフレイ・ボンムを使っても、バーンには不自由に感じないので、それも気にしない。




　戦闘機のコックピットにすわる徳弘一いち尉いは、そのガベットゲンガーの挙動を、はじめて意識して目もく撃げきしていた。まるで、アニメの画面のなかのように、巨きよ人じんが背中にしょった剣を引き抜いたのを見れば、どうしようもできないと思う。

『とりつかれていたんだ!?』

　あんなものにかじりつかれれば、機体の震しん動どうの激しさも納なつ得とくでき、同時に、いまは、機体を正常にコントロールできるような感触を確認もできる。冷静になってきているのかもしれないと感じる。

「一いつ般ぱんの道路はむりだ！　入間なら目の前なんだ！　そこに着陸させてくれ」

『わたしはイルマから出てきた。だから、ここで降りろと命令している』

　そういう意思が徳弘の意識をひっかきまわしているあいだに、黒い巨きよ人じんの手にした巨大な剣けんの切っ先が機首に触ふれて、バン！　とキャノピーに迫せまる。気流に流されたと見えた。

　シャ！　と剣とキャノピーが触れた擦さつ過か音おんが、徳弘一尉の後頭部を打った。悪お寒かんがはしったが、キャノピーは破は壊かいされずにすんだ。バックミラーには二枚の垂直尾び翼よくの上を流れていった剣が、右手に見えなくなった。

　黒い巨人の笑ったような顔が右手上にあった。その目らしいものが薄うすい赤色に輝かがやいている。

　機首が剣に叩たたかれてへこんだようだが、それは見えない。キャノピー正面に流れる霧きり状じようの筋の乱れで、そうなっただろうと推測する。そういうことを考えられて、徳弘一尉は、焦しよう点てんを地上に移している自分を意識している。

「……!?　道路には、車がいる！」

『やればなんとでもできる！　貴公とて騎き士しであろう！　やって見せろっ！』

　その巨人から発した恫どう喝かつには、叱しつ責せきがあった。お世辞ではない叱責、騎士であろうという意味は、徳弘一尉には理解できたのは、同質の体質をもったパイロットであったからだ。

　騎士、それは武士のことだ。サムライである。ひいていえば、軍人である。その魂たましいをもつものなら、やって見せろと巨人は言うのだ。

　命をかけて外敵から身内を守ることを義務としてもたされていたのが、軍人であった。

　人を殺傷しうる武器をもつことが、高額納税者に限り許されていた社会もある。軍人になりうる、戦士であることは、その社会にとって特権的なステイタスである社会もあった。

　それでも、いつか軍は、覇は権けん拡大の道具になった。さらに、市民が軍の指揮権を獲かく得とくしてからは、軍という特別に高貴で栄えある職業が、覇権拡大のための道具に使われることが顕けん著ちよになり、さらには、汚お職しよくの温おん床しようになり、身内にたいする恫どう喝かつの道具になった近代がある。

　そして、日本では、軍という概がい念ねん自体が忌いみ嫌きらわれるものになりながらも、死しに体たいのまま存続して、新しい武装組織論など発見できないまま、男性性の遊び心を充じゆう足そくする場になってしまっている。それが人類の進化の歴史なのである。

　しかし、ピュアな軍人をめざし、真の意味で戦士たらんと欲すれば、絶対的に身内を守るためには、そのときの最高の防ぼう御ぎよ力りよくという技量をもっていることをしめして、身内にその存在を誇こ示じして、安心させなければならない。

　それは、自己の顕けん示じでは絶対なく、ただ己の所属する社会を構成してくれている市民を安心させるためである。そのような戦士、軍人を身内にもっていることを、市民が誇示できる力を見せなければならないのだ。決して己の栄達と誉ほまれのためではない。

　身を捨てられるのが、サムライである。

　黒い巨人は、それを言った。

　それは、徳弘一いち尉いには、目が覚めるような言葉だった。

　高度二百メートルほどから見下ろせる住宅街のあいだの主要道路には、車の列がならんで道路の筋を見せていないし、実戦を想定した整備などはされていないのである。基地の整備などは、実戦では意味がないのだということをわかっていないのが、侵しん略りやく戦争しか想定していない日本人の悪あく癖へきである。

　専守防衛であれば、敵を迎むかえ撃うつわけであるから、敵が内地に侵しん攻こうしてからの戦いになる。そのような実戦では、攻せめる側が第一に狙ねらうのが、基地であり補給ラインである。となれば、日本国内どこでも兵器が運用できるように整備しておかなければならないはずで、道路などは延焼防止のための広さと、戦せん闘とう機きぐらいが離り発はつ着ちやくできる整備はしなければならない。北ほく欧おうの小さな国や韓かん国こくなどはそれを実じつ施しして、道路での離発着訓練も実施している。それが実戦に対応する整備ということなのだ。

　そんなことを考えるのは右う翼よくだ、そのような用意は侵略戦争だ、という論は、軍隊を保有することが侵略戦争をすることである、という刷り込みからくる感情的飛ひ躍やくである。

　憲法の問題は、もともとアメリカの大学院生レベルの理想論を押おしつけられたものであるので、本来、議論するレベルのものではないのだが、黄色人種への白人文化圏けんの過か剰じような警けい戒かい感かんが実施させたことを認めなければならない。しかし、その元げん凶きようは、昭和軍国主義と日本人気質の剛ごう直ちよくさがトラウマとしてあることなので、改憲の道は信じられないほど遠いものになる。




　六車線道路でようやく戦闘機の横よこ幅はばに足りるという状態なので、左右に歩道があれば完全なのだが、気のきいた道路整備をしている区にかかれば、街路樹があったりするし、現実的には、むやみに多い道路標識と歩道橋、交通情報のセンサー類や不必要に多い中央分ぶん離り帯たいをしめす縁えん石せきが、厄やつ介かい物ものになった。

　道路幅があったにしても、少なくとも千メートルの直線が欲しいのだが、実は、実戦での使用を想定している徳弘一いち尉いの機体は、六百メートルもあれば着陸はできたし、徳弘自身それ以下での離発着はこなしている。実戦を想定するというのはそういうもので、映画やアニメ、ゲームでやっているように判わかりやすいものではない。それを半世紀以上誤解したままでいるのが、日本人なのである。

　この出勤時間帯に、車の走っていない道路などは、東京にあるはずがない。

「無理だ！」

『できる。右に見える直線道路をつかえ！』

　バーンはそう伝達すると、自機の左手にもたせたフレイ・ランチャーの出力を最小にし、戦闘機を地上にたいして楯たてにする位置にした。そうしておいて、右手にもっていた剣けんをガベットゲンガーに構えさせる。

「……!!」

　道路上の車の列がとぎれた瞬しゆん間かんに、バーンはガベットゲンガーに剣を投げ下ろさせた。

　ドビューッ！

　バーンの操作は、神かみ業わざである。二百メートルを飛んだ九メートルほどの長さの剣は、四車線道路の中央に、鉄の棒そのまま突つき刺ささり、アスファルトの破片を空に飛び散らせ、信号待ちをしようとした乗用車がその剣に激げき突とつした。減速していたおかげで車は大破することはなかったが、アスファルトの破片の洗礼をうけた。剣けん先さきの下から、破は裂れつした水道管が噴ふん出しゆつして、後方の車が泡あわを食って左右にハンドルを切った。が、そのおかげでその道路の前後の車が排はい除じよされる形になった。少なくとも、進入車がなくなる。

　バーンは、ちらりとその道路を観察しつつ、

「もどれっ！」

　いまパスした道路の上をもう一度なぞらせるために、バーンは戦せん闘とう機きの機首をドンと押おしやった。

　そして、今度は、大きな交こう叉さ点てんらしい道路の手前に車列の隙すき間まを見つけると、そこをパスしようとした瞬間、フレイ・ランチャーを一射した。左右には人家も少ないように見えたからだ。

　最小出力の発射だったが、その道路上には過大な火か焰えんと黒こく煙えんがあがり、爆ばく撃げきのちかくにいた車しや輛りようは、ギシギシと左右に逃にげようとしたし、歩道に車の列ができあがっていった。




「これで車は排除できるはずだな!?」

「本気で……了りよう解かいした……！」

　反射的におびえてしまった自分に、黒い巨きよ人じんが言ってきた騎き士し、サムライ、軍人であろうと問い詰つめてきた言葉に、徳弘一いち尉いは気を立ち直らせる。

『貴公も戦闘機のパイロットなら、選ばれた騎士であろう……！』

　そうも言ってくれたと感じる。言葉ではなく概がい念ねんが意識に共きよう振しんするのだ。

　現代の日本では、戦闘機乗りなどは子供たちの英えい雄ゆうにはなれても、世間では誉ほめられることのない職業であるという現実には不ふ感かん症しようになっていたのだが、そんな自分の子供のころからの自尊心を喚かん起きしてくれたのだ。

「パイロットか！」

　徳弘一いち尉いは、カラカラになった喉のどからそんな言葉を絞しぼりだすと、眼下の道路幅はばを目測して、その四車線の道路がほかの四車線道路にくらべて広いと感じる。

「……？」

　街路樹が、車道と歩道のあいだにあるのが気になったが、なによりも、自機を放ほう棄きすることができない東京上空にいるという意識が、現実対処能力として立ち上がりもした。

　その道路の直線部の距きよ離りを身体からだで感じて、バーンが爆撃した道路の黒こく煙えんをなぞるように急きゆう旋せん回かいして、道路の周囲も観察した。その徳弘機に貼はりつくようにして、巨人が追つい尾びする。

「隊長！　着陸するんですか！」

「人質が欲しいんだろう！　やってみせる！」

　道路を観察しながら、徳弘一尉は橋爪二に尉いに怒ど鳴なっていた。

　意識したことではなかったが、口に出してみて、そんなことをしゃべれる自分に嬉うれしくなった。上空を見やって、橋爪機がヒラリと横に流れるのが見えた。

「そうか！　この道路のことだ。ゼロ戦の退たい避ひ滑かつ走そう路ろ！」

　徳弘一尉は、着陸に利用しようとしている道路が、第二次大戦中に陸軍が緊きん急きゆう避ひ難なん用ように建設した滑走路だと突とつ然ぜん思いついた。であれば、ゼロ戦せんではないのだが、それはいい。

　それが今日では、都内の北西部の主要道路になっているのだ。

『どうりで……！』

　飛行機好きという共通項こうをもった先せん輩ぱいたちが、もともと滑走路として作ったものだということに気づけば、それだけでも安心できるのも不思議だった。

　本当に、やってみる気になったが、その道路がゆるやかに起き伏ふくがあるのが気になり、なによりも、剣けんと爆ばく撃げきによる牽けん制せいをかけても、まだ走っているトラックや乗用車が見える一いつ般ぱん道路である。

　一いつ瞬しゆん、女によう房ぼうとふたりの子供のことが頭をかすめ、十数階のビルが左手に流れて、歩道橋が眼下をはしった。

　が、前方に高いビルはなかった。右手前方に薄うす緑みどり色いろのガスタンクがあったが、気になる距離ではない。

　徳弘一尉は、いつの間にか、自機の車輪を出していた。それで速度が落ちた。

　その徳弘機の行動は、道路上の車に警けい戒かいさせる効果があったが、パスしてしまったところで停車してくれても関係はないのだ。問題なのは、前方にトロトロ走っている車だ。

　左右のやや上空をブルージンジャーの二機がパスしていく。彼らは、牽制しなければならないもう二機の人ひと型がたの飛行物体があるので、その追尾にはいったのだろう。




　橋爪機は大きく旋せん回かいしながら、バーンと対話する徳弘一いち尉いの声だけを受信していたので、確認したのだが、徳弘一尉が人質になるという覚かく悟ごをしての着陸であると知って、そのことを中部航空管制団に報告をしたが、阻そ止し命令は出ない。

「……徳弘機は車輪を出しました。道路に着陸でもするつもりのようです。イエローバード２１の声は受信できていますね？」

　不安になった橋爪二に尉いは、入間に甘あまえるように問いかけていた。

「了りよう解かいしている。隊長機の行動だけを伝えてくれればいい」

　入間のオペレーターの声は冷静で、その背後では、なにかが動き始めていると感じられて、橋爪二尉は、ようやく厭いやなことを思いついた。

『……米軍に勘かんぐられないで、オーラバトラーとかいう奴やつを捕ほ獲かくするつもりでいるんだ……そのためには、どんな手でも打たせると言うのか？』

　そんな中央の戦略を想像すれば、橋爪二尉は一いつ瞬しゆん逃にげだしたい衝しよう動どうに駆かられた。




　徳弘一尉は、前方に一キロほどの道路の面が見えたものの、道路幅はばについては自信がなかった。なにより、電波誘ゆう導どうがない着陸は、まるで全ぜん裸らで道路の側そつ溝こうに飛びこむような気分におそわれる。が、

『やるぞっ！』

　徳弘一尉は、自機がとんでもない住宅の密集地帯に墜つい落らくするよりはましだと決して、東の方向から新しん目め白じろ通どおりに進入して、目安にした歩道橋を一本越こえた。

　道路中央に灰色の筋が見えたが、その中央分ぶん離り帯たいは無視できるような突とつ起きだと信じることにする。二本の歩道橋がせまり、そのむこうのスペースに降りるのが目安になった。

「イエローバード２にー１いち、道路上に不時着する」

「できるのか!?」

　入間が、はじめて徳弘一尉の現実的な行動に不安の声をあげてきた。

「やっている！」

　減速した。徳弘一尉は自機を二百二十五キロまで減速する自信があった。二本目の歩道橋がきた。

『よーし、貴公は勇ゆう敢かんだ……』

　徳弘一尉は、コックピットを覗のぞくように頭上を並進している黒い巨きよ人じんの影かげを意識したが、見ている暇ひまはない。

　二本目の歩道橋が足元で流れるや、徳弘一尉は、大きく機首上げ姿勢をとりつつエアブレーキを開いた。機体全体がドッと落下し、ズギャャガッ……、接地の瞬間の音おん響きようがおそい、徳弘一尉の身体からだが前に放り出されて、体液が身体前面に噴ふん出しゆつするようになった。

　次に貧血だ。ぼやける視界に黒い巨人の影が先行したように見えた。

『親おや父じの死に顔に似ている……!?』

　意識のどこかで、そう吠ほえていた。

　機体が激しい横ブレをして、左の主しゆ翼よくが街路樹のポプラの木に接せつ触しよくし、それを切断した。

　次に、左右の街路樹に翼つばさがぶつかる衝しよう撃げきが、機体全体を左右にゆさぶり、道路中央の分ぶん離り帯たいの縁えん石せきに前輪が、左右に乗り上げていくらしい。前輪が折れたらつぎの衝撃がくる、と絶ぜつ叫きようする意識のなか、それでも、徳弘一いち尉いは逆ぎやく噴ふん射しやをかけながら、フットブレーキからも足をはなさない。

　ドヴッブブブブ……

　次の歩道橋まで千メートルはないのだが、そこまで直進してくれそうもないほど、機体は横ブレをつづけた。が、それを巨きよ人じんの手がフォローをしてくれて直進させたのだが、そんなことに、徳弘一尉が気づくわけがない。

　バーンは、あまりにすさまじい地上走行にあきれて、ガベットゲンガーの脚あしをつかって機体に直進性をあたえるように、蹴けっていたのだ。

　左車線を走っていた数台の乗用車を追い抜ぬけたのは、その車が、背後からせまる徳弘機を見つけてくれたからで、戦せん闘とう機きから逃にげようとした乗用車は歩道にのりあげて、郊こう外がい型がたのファミリー・レストランのエントランスに突つっ込んでいった。

　信号をかすめ、次の小さな脇わき道みちの信号を越こえるところで、右から飛び出したトラックが徳弘一尉の目の下にもぐりこむようにして左に抜けた。徳弘機が信号無視をしたのだ。

「……クソッ！」

　徳弘一尉は頭上におおいかぶさるようにして、身体からだ半分だけ先行する黒い巨人の赤い目をした顔が、やはり父親の死に顔に似ていると思う。

　キュッギッッッッッ！

　三本目の歩道橋がせまり、それがゆったりと徳弘一尉の視界のなかでひろがっていけば、二枚の垂直尾び翼よくがぶつかる、と覚かく悟ごした。

　その歩道橋の中央で呆ぼう然ぜんとした顔を見せて立ちすくんでいる女学生が、歩道橋の鉄骨の陰かげに消えていく。

　ギギュッ……！

　徳弘機はその歩道橋にノーズをもぐりこませて、コックピットが歩道橋の反対側に出たところで、コン！　という垂直尾翼が歩道橋に接せつ触しよくした軽い音を最後にして、機体は停止した。

「……カハッ……!!」

　息が吐はけた。

　と、ワナワナと全身が震ふるえはじめて、神経が視覚の正面数メートルのところに集中して、ほどけないという感覚に縛しばられる。次になにをやるか、どうしたらいいのかというような思考は作動しない。自分の身体でシートが揺ゆれているのさえ判わかった。

『ごくろうだった』

　その聞こえない意思を感知しても、「ああ……」と反応するのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　しかし、この見知らぬ男が、自分のやったことを見ていてくれた、という満足感は悪いものではなかった。




　バーンは、歩道橋に尻しり餅もちをついている少女をみて、問題はなさそうと確認すると、ガベットゲンガーの機体をまわして、さきほど投げこんだ剣けんを取りもどしにいった。

　その剣の周囲には、数台の車が玉たま突つき事故をおこして、その車のあいだには、黒山といえるほどの人があつまっていた。

「うおー！　くるぞっ！」

「逃にげろ！」

「ロボットだ！　ロボット！」

　事故と渋じゆう滞たいの車でつまっている道路の隙すき間まを逃にげ出す人々を横目で見ながら、バーンは、ガベットゲンガーの羽根を大きくふるわせてホバリングすると、アスファルト道路に突つきささって、水道管の水の洗礼をうけている剣を引き抜ぬいていた。ザザッと、剣に貼はりついていた土砂が路面に降った。

「うおーっ！」

　周囲の人々から驚おどろきの声があがり、次にその声が恐きよう怖ふの色をおびていくのがバーンにわかったが、そんな人々に呼びかける気などは起こらなかった。

　バーンは剣にぶつかった車からはいでる男女の姿を見下ろしてみて、それらの人々もまた、コモンの市し井せいの人々とおなじく、弱々しくおのれの保身だけに明けくれているような種類の人だと知った。

　再度、自機を徳弘機の駐ちゆう機きしているところにもどしていったが、戦せん闘とう機きの停止したところの歩道橋にしゃがみこんでいた少女はいなくなっていた。

　その機のキャノピーがあがって、コックピットからゴーグルを外した男が立ち上がって、手を上げるのが見えた。

　その硬かたいへルメットの下の日に焼けた顔は、ジョク以上に戦士の顔に見えた。

「ジェット戦闘機というものは、不自由なようだな」

　バーンは、ハッチを開いて、その男を見下ろして呼びかけて、微び笑しようを見せてしまった。

「助けてくれたようだ。感謝する」

　そのパイロット、徳弘一いち尉いも唇くちびるを動かしてひきつった笑顔を見せたが、その意志はバーンに明めい瞭りようにひびいた。

　頭上では、まだ橋爪機がうるさく旋せん回かいをして、右に丸いガスタンクが四個、テカテカとその表面を光らせていた。







　５　入いる間まの憂ゆう鬱うつ







　イエローバード、徳弘一いち尉いの僚りよう機き、橋爪機は、徳弘機が新しん目め白じろ通どおりに着陸するのを入間に実じつ況きよう報告をするのに精せい一いつ杯ぱいになって、西にむかうブルージンジャーの二機を追つい尾びするわけにいかなかった。

「隊長機には煙けむりも見えません。異状はないようです。あっ、黒いロボットがもどってきて、隊長機と対決する形になりました」

　谷や原はら交こう叉さ点てんの東寄り、池いけ袋ぶくろ方面の道路上には巨きよ大だいな穴があいて、煙をくすぶらせていたが、数台の車が爆ばく撃げきされた跡あとの穴にすべり落ちて炎えん上じようしているようなのだ。が、板いた橋ばし方面から見た横田基地周辺の火災にくらべればひどく小さくて、類焼するようすには見えなかった。

　橋爪二に尉いは、その穴ができたときのことをくりかえし報告しながら、黒い巨人と徳弘機があまりにも接近しているのを悔くやしがっていた。

「離はなれていれば、攻こう撃げきできるものを！」

　徳弘一尉より三歳若い彼は、生き真ま面じ目めゆえに実直に責務を遂すい行こうしようと、血気にはやる傾けい向こうがあった。

　徳弘一尉の見事な路上着陸を目もく撃げきしてしまって、入間がくどいほど繰くり返している前の命令は生きている、という言い方に腹を立てているのだ。

『……傍ぼう受じゆされているかもしれないが、隊員の俺おれに、一度ぐらいはっきり言えよ！』

　そういう気分だ。

　が、黒い巨きよ人じんが徳弘機に接近しすぎていて、攻こう撃げきできないことが、結果的に橋爪二尉に間ま違ちがいを犯させないですんでいるのだが、入間は橋爪の独白を聞き逃のがしはしない。

「先せん輩ぱいまで巻き添ぞえにするようなことはやめろっ！　前の命令は生きているんだぞ」

「……隊長を見殺しにしろっていうんですか!?」

「黒いロボットといったな？　いいか、そのパイロットとの接せつ触しよくの仕方は、こちらから徳弘一尉につたえる。イエローバード２２は上空待機！　余計なものが接近したら排はい除じよするのだ。それが任務だ」

「排除？　なにをです？」

「報道とか、ほかにもいろいろあるだろう。ほかに考えられる干かん渉しよう物ぶつもあるんだということをよっく考えろよ！　いいか、周囲は封ふう鎖さするから、２２は上空待機だ」

「ビンゴまであと十分しかない。それまでなにもするなというのか？」

　抗こう議ぎの言葉を、そんな言葉で代用するしかないというのも、情けなかったが、思いっきり怒ど鳴なっていた。ビンゴとは、基地に帰投するだけの燃料残量のことだ。

　それを伝えながらも、橋爪がどうしても入間のオペレーターの用心深い指令に我が慢まんがならなくなっているのは、自分の想像が確信に育っているからである。だったら、仲間なんだから、アメちゃんにオーラバトラーは取られたくない、ぐらい言ってくれと思うのだ。

「２１に異常がみえたら報告しろ。いまは、それを監かん視しする目はお前しかいないんだ。いいな？」

「……了りよう解かいしている！」

　同どう僚りよう以上である隊長機を放置する気などは橋爪二に尉いにはないのだから、率直に言い合おうぜという怒いかりをぶつける。が、そうはいっても、ビンゴのことが気になりだせば、入間が言うほどに監視もできない立場に焦あせりも出てきた。

　入間で補給をうけられるなら、もう三十分は滞たい空くうできる。旋せん回かい半径をちょっとだけ大きくとって、橋爪二尉は、この状じよう況きようからはなれて小松に帰ることは拒きよ否ひしていいのではないか、と思いついた。

「入間……！」

　そうコールする。




　一方、ジョクとガラリアの二機のオーラバトラーを追ったブルージンジャーの二機は、徳弘機が不時着した場所から、たかが西に七キロほどの空域で、二機のオーラバトラーを見失っていた。

「こちら、ブルージンジャー２５。敵性の人ひと型がた二機の飛行物体は、いきなり数が増えて見えたが、それっきりだ。見失っちまった」

「どういうことだ!?　状じよう況きようを詳くわしく報告しろ」

　入間は、せっつくように聞いてきたが、ブルージンジャーの二機の華はな村むら三等空くう佐さと満みつ能のう二尉は、いま、報告した以上の言葉を見つけることができない。

「いま伝えたとおりだ。それ以上の表現はできない」

「人の形をしたものがふたつだぞ。消えるわけがないだろう。隠かくれたんだ。そういう可能性があると思える。いいな？　その空域で、可能な限り調査しろ。見つけるんだ！　いいなっ、ブルージンジャー！」

「……了りよう解かい……」

　そうは答えるのだが、それは言葉のアヤというものでしかない、と華村三等空佐は感じる。同時に、後こう輩はいの前でとんでもなく無ぶ様ざまなことをしているのではないか、という自分を恐おそれていた。

　自分たちの飛行がアンノゥン機を脅おどしたらしい、それでいて、事態は悪いほうに誘ゆう導どうするように割り込んだったのではないか、という感かん触しよくを思い出す。百ひやく里りから直行してきたので、まだたっぷり燃料はあるし、この地域全体でおこった事件を観察して、調査する必要があるのも了解できる。

「満能、冷静にな……どうも、とんでもないことが起こっているようだ」

　年とし甲が斐いもなく動どう揺ようをしているのも、結局は、平時の訓練飛行以外知らない華村三さん佐さだからで、緊きん張ちようする事態にたいする耐たい性せいがないことを非難することはできない。

　それは、追従する満能二に尉いもおなじで、ひたすら緊張するだけになっている。それでも、ブルージンジャーがイエローバードとは違ちがうのは、離り陸りく当時から、米軍の動きを異常だと察知していたことで、満能二尉は離陸後、米軍の交信傍ぼう受じゆすることを仕事の半分にしていたので、緊張の上に緊張のボルテージを上げていた。

「隊長、ミシシッピーからだいぶ出てきます！」

「だいぶって、どのくらいだ！」

「三個戦隊ってところです。四つ出るみたいです」

　横田の極東方面軍を管かん轄かつするアメリカ軍の管制と、横よこ須す賀か沖おきで移動を開始したらしいミシシッピーとの交信が緊張状態を極めているのだという。そして、南からは、ミシシッピーから発進した機体の影かげが接近するのが見えてきてもいた。

「勘かん弁べんして欲しいな……」

　嘆たん息そくしても仕様がない状況ではある。

　ブルージンジャーの二機は、徳弘一いち尉いがバーンに着陸を強制されているあいだに、西の方位に逃にげだしたジョクとガラリア機を追ったのだが、その速度はたいしたこともなく、飛行コースも直線的で追つい尾びは容易だった。が、その方位が東京の北西、新興住宅街に拡大しつつある方位だったので、海寄りに移動させるように威い嚇かく飛行をしなければならないと華村三さん佐さは、考えてしまったのだ。理想論にとりつかれたのだ。

　そのための二度目の威嚇飛行をかけたときに、二機の人ひと型がたの物体は加速をかけながら、極度に低空飛行にはいり、ふるえる羽根が後方にゆがんで、バック・パックとでもいうべき形状をしたテール・ノズルらしいところから吐はき出される排はい気きガスが長大なものになった。

　そのときだった。

　その二機の飛行物体は、ストロボ効果に似た現象をみせた。人型の飛ひ翔しよう体たいは、十数個に増えたと見えた。ブルージンジャーのふたりのパイロットは、幻げん覚かくを見せられたと思った。

　そして、十数個に見えた人型の飛行物体の影かげに見えたものが消えた空域には、なにもなくなっていたのだ。視覚印象でいえば、それだけのことでしかなかった。

　それを入間につたえた結果が、捜さがせ、である。

「……錯さつ覚かくだったか？　俺おれたちはＵＦＯを見たのか？」

「いえ、自分も二十機にちかい人型のものを見ました」

　華村三佐と満能二尉は確認しあい、頭ごなしにいってくる入間の連中をののしってもいた。

『密室で好きなことをいっている連中にはわかるものじゃない。飛んでみろってんだ。連中は、いつの時代でもこうだ。第一線の状態などはまるでわからずに、机上プランを押おしつけてきゃがる』

　観念的には充分に承知しているのだが、こういう局面になると、戦せん闘とう機き乗のりは地上にすわっている要よう撃げき管制官たちに不信感をつのらせてしまう。それは、パイロットの悪い癖くせなのだが、オペレーターたちがそういわれてもしかたがないのも立場の違ちがいである。

　現在のように、電子戦が優先する時代であれば、プロペラ機の時代ほどパイロットがエリート意識をもつこともない。それでも、このような事態におちいれば、オペレーターを怒ど鳴なりつけたくなる。

　ことに、今回の事態のようにマニュアルにないものであれば、現実の事態を推量するしかないのに、自分たちの目を信じてもらえなければ、パイロットの立場はなくなるのだ。

　しかし、華村三さん佐さと満能二に尉いは、徳弘、橋爪のイエローバードとは、すこしだけちがう立場にいた。

　彼らはスクランブルするとき、少なくとも入間からの電話連れん絡らくで、オーラバトラーという奇き妙みような飛行物体の概がい念ねんは知らされていたし、詳しよう細さいがわかるまでは、米軍には知らせたくないという要よう請せいを承知していた。それでも、オーラバトラーなるものの詳細説明はうけていないので、実態を把は握あくしているというレベルではなかった。

　黒いオーラバトラーが入間から発進したのだということを知っていれば、ブルージンジャーの対応もかわったであろうが、そこまでの説明をしない管制団の用心深さが、パイロットとオペレーターのあいだの不信を生んでしまったのだ。




「まったく、パイロットはデクの坊ぼうか。マニュアル以外の対応は、できないように訓練されている」

　入間駐ちゆう屯とん地ちの中部航空方面司令室にすわる諸もろ岡おか一等空くう佐さは、椅い子すの上でお尻しりをすべらせるようにして、イエローバードとブルージンジャーの応答をきいていた。

「……ですから、黒の人ひと型がたのパイロットの要求を聞き出して下さい！　その上で、その対応を検討しますから！」

「イエローバード２２の補給については、検討している！　急ぐな！　そちらの立場は了りよう解かいしている！」

　モニター・ディスプレーの並んだコンソール・パネルの前で、マイクにしがみついている加か藤とう二尉以下の部下たちの力のはいった背中を見ながら、諸岡一いつ佐さは、

「加藤。内局だけじゃない。国際問題になるかもしれないから、正確にバーン殿どのの……いや、その、黒い人型のアンノゥンのパイロットの要求を聞き出せとつたえろ」

「ハッ！」

　諸岡一佐が言葉を選びながら命令するのを、加藤二尉は注意深く聞き取ってから、ヘッド・マイクを口元にもってきて、諸岡一佐の言葉を口移しするようにイエローバードにつたえる。

「……それでいい。ウン。……ええ!?　テレビは、板橋上空の戦せん闘とうを撮さつ影えいしていたのか？」

　諸岡一佐は、幹部の部へ屋やにおいてあったテレビを運びこませた隊員から、民放のある局が、すでにバーンがミシシッピー所属の米軍機を撃げき墜ついしたときの火か焰えんを、長ちよう距きよ離りからではあるが撮影し、放映しているという話をきいて愕がく然ぜんとした。

　そして、その諸岡一佐のわきには、隊内から運びこまれた数台のテレビが設置されて、それぞれに異なる局の映像がうつしだされていた。

「曹そう長ちよう！　都内の全部の局と衛星放送が受信できる数だけのテレビを調達してくれと、命令しただろう。それと、このテレビをチェックする要員も必要だ！　五、六人は要いる！　なんで、非常呼集をかけないんだ！」

「ハッ！　かけていますけど……！」

　モニターを運びこませていた中年の曹長は、半分文句をいいながら、それでも部下とともにオペレーター・ルームを飛びだしていく。

　関東、関西地区を中心にした本州の中部全域の防空システムをコントロールする中ちゆう枢すうなのに、なぜか一いつ般ぱんのテレビ放送を受信するモニターは設置されていない。確かに、外敵の侵しん入にゆうにたいする防空警けい戒かいシステムなのだから、当然といえば当然ではある。

　内に敵が発生すると想定される場合は、反体制的な分子が騒そう擾じよう事件を起す場合であり、それは、陸上からしかありえないとされて、それなら、陸上自衛隊に任せればいいという考え方である。

　その感かん触しよくは、昔からの軍隊の体質そのままで、そのあいだにある何ともわけがわからないものに対応するという発想はどこにもないから、民間放送から防空や防衛のための情報が得られるなど毛ほども考えていなかったのだ。だいたい、上司、上官というものは、職場にテレビなどをおいたら、部下というものは、勤務中にワイド・ショーを見たり、ゲームをやる輩やからが出るとしか考えない。

　もっといえば、日本の軍人には、太平洋戦争いらい情報は軍が提供するものであって、マスコミは、自分たちの情報を黙だまって流すだけのものであると信じこんでいる習性があって、その残ざん滓しが燻くすぶっているのかも知れない。

　が、いま、この入間ではその迷信が決定的にくつがえされ、四台運びこまれたモニターのうちのひとつが、ビルの屋根ごしに灼しやく熱ねつの火か焰えんが横に流れる映像を映し出したとき、諸岡一いつ佐さ以下のバッジ・システムを管制するスタッフたちは、担当のディスプレーからはなれて、喚かん声せいをあげてその映像に見入ってしまった。

「ナパーム以上だぜ」

「どのくらい離はなれたところから撮さつ影えいしたんだ!?」

「こりゃ、たまらんぜ」

　諸もろ岡おかは、そんな隊員たちを叱しかりつけることはできない。自分でも感動しているのだから。

「まさか、バーン殿どのがやったのではないだろうな？」

　諸岡一佐は、右みぎ隣どなりにすわる水野二等空くう佐さに囁ささやく。

「テレビでは、機体の識別がつかない距きよ離りです。イエローバードに確認させるしかないでしょう」

「ふむ……総員、デフコン１は維い持じだ！　いいな」

　諸岡一佐は、この事件はますます大きな問題になると実感して、スタッフたちにそう宣言した。

「デフコン１のままですか？」

「マニュアルではそういうことにならんが、そうだろう？　爆ばく撃げきをうけたんだ。そうでなけりゃ、なんなんだよ……！」

　諸岡一いつ佐さは水野二に佐さにうなずいたが、本来、防空は外からの敵にたいしての態勢であって、今朝けさのように内から発生した宇宙人の襲しゆう来らいのようなものに、本来的な防空態勢のランクづけは不適当ではあるはずなのだが、どう考えてもなんらかの脅きよう威いをうけているのは事実である。

　デフコンとは、ディフェンス・コンディションの略で、防空態勢のレベルである。デフコン１が臨戦の態勢であって、以下、２から５までの状態が設定されていた。すでに米軍のヘリと戦せん闘とう機きが一機ずつ撃げき墜ついされ、横田という極東最大の司令機能をもつ在日米軍基地も爆ばく撃げきされたのである。

　見た目には、デフコン１の事態であるのだが、しかし、果たして本当にそういう性質の事態なのだろうか？

　バーン・バニングスという異い邦ほう人じんのものだという、ついさっき格納庫で見上げたオーラバトラーは、まるで映画撮影用のミニチュアではないかと思えたものだ。あんなものが、本土空くう襲しゆうなどという深刻な行動をすることができるのだろうか？　怪かい獣じゆうとか宇宙人の襲来というのではないのだ。

　だいたい、オーラバトラー三機の出現は聞かされてはいたが、レーダー・スクリーンに映しだされた光点はもうひとつはっきりせず、対電波塗と装そうをしているのではないかと思えるように曖あい昧まいだったのだ。

「ともかく、だ。さきにいったとおり、詳しよう細さいの連れん絡らくについては、電話をつかって関係者に通報する。航空幕ばく僚りよう長ちようには、俺おれから連絡する。横田の件があるおかげで、中央から直接指揮をしてもらう方がいいという形勢ではあるのだがな……」

　またも、言葉の最後のほうが怪あやしくなる。諸岡一佐は、自分がなにをしようとしているのか、自分でも混乱しているのではないかと意識してしまうのだが、責任回かい避ひをするつもりはない。給料以上の働きをすることが損だとは考えない。

「しかし、バーンの件、信じてもらえますかね？」

「スチル写真を見たぐらいでは、信じてもらえないだろうが、バーンとガベットゲンガーは撮さつ影えいしてあるのだろう。現像、急がせろ。デジカメの奴やつはすぐに送っておけよ」

「それはやらせています。ジカ焼きの奴も、じきにこっちに来るはずです。数本、撮影したのがあるはずです」

「隊員のなかに、自前のホームビデオで撮影していた者もいたようだな？　それらのビデオも回収しろ。資料になる」

「しかし、個人のものじゃないんですか？」

「あのな、基地内で撮とったものの基本著作権は部隊にあるんだ。コピーしたらテープは返すといって、隊員たちに提供させるんだ。数がなければ、中央にたいしての信しん憑びよう性せいは出てこないだろう」

「ハッ……」

　水野二に佐さは、隊内通話用の電話機をとると、諸岡一佐の要よう請せいを各所につたえた。







　６　隣となりのバイストン・ウェル







　ジョクの思ったとおりだった。

　ジョク機とガラリア機は、手を取りあうように加速すると、西にし東とう京きよう市にはいったあたりでストロボ効果に見える現象をおこして、十数個の影かげを空にえがいた。バーン機が徳弘一いち尉いに見せた現象とおなじものだ。

　そのころになると、テレビでオーラバトラーの出現を知った人々が空を見上げていたのだが、そのいくつかの影が、田た無なし地区周辺で空を見上げる人々の目をくらまして、ジョクとガラリアの本体は、三筋ほどの影の連続のひとつにまぎれることができた。

　そのとき、ジョクの両親たちと顔を会わせているのが辛つらくなった杏耶子は、勝手口から出たところで、ジェット機の音に西のほうを見上げていた。竹林と母おも屋やのあいだから覗のぞいたくすんだ青空を背景に、数十のカットグラの姿が列になって見え、そのひとつが、西に弧こをえがいたときに、杏耶子の内臓が膨ふくれ上がるような振しん動どうにおそわれていた。

「ああ……!?」

　震ふるえる腹部を抱いて前かがみになったときに、目の前の竹たけ藪やぶが盛り上がるように震え、左右に大きくなぎ払はらわれるようになると、無数の葉と雫しずくが杏耶子におそいかかった。

「戻もどってきましたっ！」

　そのとき、吹ふき飛んでる笹ささで額と頰ほおを切ったのだが、そんな痛みは、雫しずくの強打と内臓の震ふるえからくる吐はき気けの感覚に、感じるゆとりもない。

　ザヴッ、ザザザッ……！　竹林のあいだにカットグラの影かげが流れるように滑すべり込むと、ふたつに見えたものがそのまま、いきなり静止した。暴風と思えた竹林がウソのようにゆり戻して、おなじ巨きよ人じんカットグラが二機、竹のあいだに前かがみの蹲そん踞きよの姿勢でいた。

「ジョクさん……!?」

　杏耶子は、ジョクが話に出ていた仲間を連れ戻してきたのだとわかった。手前のカットグラの胸がふくらんだように見えて、ハッチが開かれようとする間に、勝手口から、ジョクのおばあちゃん以外の人々が飛びだしてきた。

「カットグラだ!?　二機もいる!?」

　竹林にすすみすぎる杏耶子の腕うでを引きもどそうとする常田俊一の腕を、杏耶子はまた振ふり払はらっていた。いつまでも自分を所有物だと勘かん違ちがいしているのではないか、とは思わないまでも、俊一は動転すると擦すり寄ってくる癖くせがあるのではないか、と思いつく。

「……これがオーラバトラー？」

　鈴木敏之は、狭さ山やま湖こで一度見ている機体だと気づけば、研究者の性せい癖へきで、そのディテールを観察するために竹林のなかに、ズカズカと足を踏ふみ入れていく。

「冗じよう談だんじゃないわっ！」

　そうは叫さけんでみたものの、それ以上の論評など思いつかない良子は、ヘナヘナと濡ぬれた地面に尻しり餅もちをつき、

「二人もいたのか!?」

　ジョクの父親の孝則は、動転はしても気絶をするような男ではなかったが、だからといって、この事態にどのように対応したらいいのか思いつくことはない。

「マア、ちゃんと戻ってきて！」

　カットグラの離り陸りくを目もく撃げきしていたお手伝いヘルパーの榎えの本もとさんは、冷静に事態を観察しているような声をあげたが、本当に冷静なのか、ただ呆ぼう然ぜんとしているのかはわからない。人というものは、それほど明確に感情表現ができるものではなく、曖あい昧まいに表現することの練達者であることが多い。

「周囲まわりの人のようすを見てきて下さい。他所よその人たちにここに着陸したと気づかれたら、ここも出なければならないから」

　ハッチから身を乗り出したジョクが、カットグラの手ての甲こうを踏ふみ台だいに降りてくれば、チャム・ファウは、濡れた竹たけ笹ざさを器用によけて、背後に鎮ちん座ざしているカットグラの胸のようすをうかがうようにした。勝手口の前から動けないジョクの両親たちには、その姿は見えない。

　ジョクのカットグラの足元から腰こしといったところを観察していた鈴木も、気がつきようがなかった。

「いまは、大だい丈じよう夫ぶじゃないかしら……？」

　杏耶子は、自衛隊やアメリカ軍の追つい跡せきや警察の監かん視しから逃にげるつもりになっても、朝も明けてしまえばできることではない、と不安になる。

「俊一クン、周囲まわりを見まわってきましょ！」

　杏耶子の言葉に、カットグラの機体を気にしている俊一が戸と惑まどいの顔を見せたので、腹が立って、「わたしたちがやるしかないでしょ」と腕うでをひいた。

「でも、もう一機、カットグラがきた」

「だからでしょう！」

　杏耶子は、俊一の腕を抱だくようにして、二機のカットグラのあいだの、比ひ較かく的竹が押おしつぶされて歩きやすそうなところをすり抜ぬけようとした。

「ガラリアだ！」

　チャムの声にジョクの背後に位置したカットグラのハッチの扉とびらがひらいて、白人とみえる女性の顔がのぞいた。

『……やっぱりかっ!?　ジョク！』

　彼女の意識の全部が感応できたわけではないのだが、杏耶子は、その女性がチャムに対する敵意をジョクにぶつけたとわかった。好こう奇き心しんを刺し激げきされても、裏の畑のまわりを見てこなければならない、と杏耶子は足をすすめる。

「その男、機体から離はなれろ！」

　ガラリアは、足元に近づく鈴木敏之には頭ごなしだった。振ふり向いてみると、鈴木はあんぐりと口をあけたまま、勝手口に向かって、よりによって水みず溜たまりを選ぶように、バシャバシャと後ずさっていったが、それがチャムを見てのことなのか、ガラリアの剣けん幕まくに恐おそれたのかはわからない。

　杏耶子は、ガラリアの眼光のするどさが、ゆうべ、ここではじめて見たときのジョクの目とおなじだと感じた。

「どうも……！」

　とんでもなく日常的な言葉を吐はきながら、俊一がガラリアにペコッと頭をさげたので、杏耶子は呆あきれた。ソツがないにしても、それはひどいと感じる。

「まわりのようすを見てからでしょ！」

　杏耶子は、俊一の手を引くようにして、竹林の裏から見える畑に人ひと影かげがないのを確かめながら、畔あぜ道みちをはしる二、三の人影が、まったくちがう方向の空をあおいでいるのを確かめていく。

「俊一は、そちらからね。あたしはこっちからグルッとむこうの道路に出て、ここの竹林の見え方をチェックするわ。いいわね」

「わかっているよ。おでこの傷、どうしたんだ？」

「え……？」

「血が出ている……」

「痛みはないから、あとで手当てするわよ」

「びしょ濡ぬれだし……」

「それどころじゃないでしょ！」

　杏耶子は、自分の格好が気にならないではなかったが、痛みを感じるわけでもなかったので、ぬかるんでいる畔道を、ミニュチュアのような建たて売うり住宅がならんでいるほうに大おお股またに歩き出す。

「信用がないんだな」

　俊一は、持ち出した自分のカメラを振ふってみせて、かぼちゃの葉のあいだを反対の畔道にむかったのだが、シューズがドロだらけになるのがどうにも気になるようで、足がすすまない。

　杏耶子は、右手の幅はばのせまいアスファルトの道路にむかいながら、ちょっとした雑ぞう木き林ばやしをぬけて、建売り住宅のならんでいる横手に出た。

　知っていれば、竹林のなかに大きな物があるように見えないでもなかったが、ゆうべ、ジョクといっしょに見たときとおなじで、まず大だい丈じよう夫ぶだと思えた。

「あっちですか？」

「ハッ？」

　いきなり建売り住宅の陰かげから中年の男が杏耶子に声をかけてきたので、息を吞のんだ。自分の挙動が他人から見られても不自然でないように気をつけたつもりだったのだが、そうではなかったようだ。

「ほら、見えたでしょ？　外にいたんだから……」

「ああ、ええ……!?　なにか黒いものが飛んでいましたよね。林のなかを走ったんで、ずぶ濡れになっちゃって……」

「額ひたいから血が出ている……テレビより、ここにいるほうが絶対なんだよな」

　不動産屋のセールスマンといった風な中年男は、一方の耳のイヤホーンを気にしながらも、おなじものを見たかもしれない共犯者のあわてた格好に嬉うれしそうだった。

「ここから見るとあっちの方向ですか？　ぼくはこっちだと思ったけどな……」

　中年のセールスマンは、ワイシャツの胸ポケットから煙草たばこを取りだしながら、行きかけた杏耶子にもう一度、人なつっこい声をかけた。

「あたし、ああいうの気持ち悪くて」

　杏耶子は、自分でもまずい芝しば居いだと思いながらも、建売り住宅のあいだの新しいアスファルトの道をぬけながら、シューズのドロをこそぎ落としていく。

「超ちよう常じよう現象じゃないですよね、あれは。ＵＦＯが投映している映像ですよ。絶対……」

　そんなセールスマンの声が、杏耶子の背中で遠くなっていった。数すう軒けんの建売り住宅の前が静かなのは、主人たちは出勤し、子供たちは学校に行った直後だったからだろう。それでも、一軒の家の玄げん関かんからは、

「こっちのほうにロボットが飛んでいるんだって？　本当かよ？」

　そんな青年の声が聞こえてくる。

「なんかの模型を見まちがえたんじゃないの？　今の模型はさ、結構、見かけがいいものね？　それよりさ、板橋のほうが火事だってさ」

「親おや父じ、大だい丈じよう夫ぶかな。いま死なれたら、大学受験がパアになっちまうじゃないか」

　杏耶子は、その住宅のならびをぬけると、いったん幅はばの狭せまい二車線の道路にでて、そこでまた驚おどろかされた。

　屋根にとりつけた赤いランプを点てん滅めつさせたパトカーが、音もなく現われたのだ。助手席の警官は、窓から身を乗りだして空を見上げながら、

「今のところ、目もく撃げきできませんが、はいっ、監かん視ししていますっ！」

　そんな張りのある声が、運転席からきこえてきた。張り切った警官たちをのせたパトカーにつづいて、やはりノロノロとはしる数台の乗用車の運転手たちは、一いち様ように空を見上げている。

　杏耶子は、その人々の光景を横目に見ながら、背筋を伸のばして、ジョクの家につづく狭い道にはいっていった。

『もう、東京中がオーラバトラーの存在を知っているの……』

　ジョクがガラリアのカットグラを連れてきたということは、もう一機、バーン・バニングスという人物もこのちかくに出現していると思いついた。

『……いまは安全でも、発見されるのは時間の問題だわ……』

　杏耶子は、ゆうべ入り込んだ道から竹林を見上げていきながら、玄げん関かん口ぐちのくぐり戸から、母おも屋やのわきをとおって裏庭に出てみると、ジョクとガラリアといっしょに鈴木と孝則が、二機のカットグラの脇わきに、倒たおれた竹などを立てかけて、周囲から覗のぞかれないように工作していた。

　とっくに帰っていたらしい俊一が、「なんて蚊かだよ！　こんなのっ！」と叫さけんでいたのには、ガッカリさせられた。

　勝手口には、ジョクのおばあちゃんが座すわり込んでいて、その背後に、穿はき替かえたジーンズをたくし上げながら、ジョクの母親の良子が覗きにきた。その顔は蒼そう白はくで、目は吊つり上がったままだ。

　流しの横では、榎本さんが、ジョクの新しい客のために食事の支度をはじめているのが、チラリッと見えた。本当によく気のつくお手伝いヘルパーさんだと思う。

　竹林の目の上といった高さから飛び出してきたチャムは、知った顔の杏耶子を見て近づいてきた。なにかを怒おこっているという雰ふん囲い気きで、

「あのね、あんたさっ!!」

　チャムの飛行する姿はまるで映画そのもので、杏耶子は、このチャムをどうすこやかに世間に伝えたものかと考えようとしていたのに、チャムはケンカを売りにきたのだ。

「あなたはね、ジョクのなんなのさ？」

　チャムのキンキンした言葉の音は理解できなかったが、そう言っているのはわかる。

「ゆうべからのお友だちと説明したはずでしょ？　それでは、いけないの？」

「本当にそうなんだな？　ガラリアは嫌いやな女で、まだずぅっとあたしを嫌きらいなんだってさ！」

　ガラリアと何があったのか想像もできないが、その腹いせを杏耶子にぶつけにきたのだ。

「チャムちゃんや……」

　勝手口からジョクの祖母の呼びかけに、

「はぁーいっ！」

　チャムは、杏耶子の返事に納なつ得とくしたのか、腹を立てていたことを忘れたのか、ヒョイと勝手口に飛んでいく。その祖母の背後で、ジーンズの良子がまた尻しり餅もちをつく。

「ガラリアがね、あたしを叩たたき潰つぶせって、そう言ったんだよ！」

　そんな告げ口をするチャムの意識が、ツンツンと杏耶子の知覚を刺し激げきしてきたが、それはもう取り合わないことにした。ジョクの祖母からは、チャムの寸評を聞いていたので、もう年寄りに任せればいいと思う。

「……!?」

　むしろ、竹林から出てきた革かわ鎧よろいに身をつつんだ白人女性の気き迫はくに、杏耶子は身を硬かたくした。革かわ兜かぶとを手にした紫むらさきに染めたらしい髪かみがささくれ立っているのが凄すごみを感じさせ、その彼女が、鈴木と俊一をしたがえるようにしている、と見えた。

「彼女もぼくたちの力になってくれている。中なか臣おみ杏あ耶や子こさんだ」

　ジョクは、丁てい寧ねいに紹しよう介かいをするという態度を見せたのだが、ガラリアは、それさえも気にいらないように、ムッとした表情をむけた。

「よろしく。大変な経験をなさいましたね。お身体からだ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　ほかの言葉など思いつきようはなかったのだが、本当にそれは気になったので、杏耶子は頭を下げながらそう言った。

「……ガラリア・ニャムヒーだ」

　その発音はしっかりと聞こえた。その声を聞きながら、杏耶子は、敵対関係にあるジョクのところに身を寄せてしまう結果になっていることを恥はじて、ガラリアは身を硬くしているのだと理解した。見上げる彼女の瞳ひとみの率直すぎる輝かがやきに、命を投げ出す覚かく悟ごをしている透とう徹てつした光といったものを感じる。

「……ミ・フェラリオは、近づけないほうがいい」

　わずかに間をおいてガラリアがそう言ったのは、善意の忠告である。

「あ……はい、教えていただきました。けれど、ここは地上界です。彼女にとっても特別な世界ですから、騎き士しであるガラリア・ニャムヒーさんが心配することはないと考えています」

　杏耶子は、ロジックを明めい瞭りようにしようと意識してしゃべってみたが、日本語というのはなんと曖あい昧まいな言葉なんだろう、と感じてしまった。その杏耶子の輻ふく輳そうする意識が、ガラリアに飛び込んでいったらしい。眉まゆをしかめたガラリアは、ジョクに通訳をしろと見やる。

「よぶんなことを考えたようですね。中臣さんは……？」

「日本語の意味性が曖昧だと感じてしまって、嫌いやだなって……」

「そうですか……」

　ジョクはガラリアに英語を使って話をしたようだったが、そうでもなかったらしい。二言三言、ジョクの言葉に耳をむけていたガラリアは、杏耶子に向き直ると、微び笑しようを見せてくれ、

「血がついている。頰ほおにも……」

「ありがとうございます……ジョクさん、しばらくは外の人の目は、心配しないでいいと思います」

　杏耶子の報告にジョクはガラリアを勝手口に招き、ジョクの祖母が、あれまぁ、という声をあげる。

　ジョクは榎本さんに消毒液を取ってくれと声をかけてくれたので、杏耶子は、勝手口で待つことになり、ガラリアが上がりがまちで半はん長ちよう靴かを脱ぬぐのを、男たちが覗のぞき込むようにした。

「母さん、ガラリアをシャワーに案内してやってください」

「あいよ、チャムちゃんは、むこうに行っておいで！」

　テーブルの椅い子すに座すわり込んだ良子にかわって、廊ろう下かのほうに立ったジョクの祖母がこたえ、チャムの返事が遠い廊下のほうでした。

「すまないな。厄やつ介かいになる」

　勝手口に立ったガラリアの均きん整せいがとれた体たい軀くは、男たちの頭越ごしにも頑がん丈じようそうに見えて、杏耶子の目には女性だとは見えない。

「母さん、中臣さんにブラウスかなにか、貸してあげられないかな？」

　ジョクはそんな気もつかってくれたが、杏耶子は、晴れているからブラウスなどはすぐに乾かわくと断っている間に、孝則、鈴木と上がりがまちをあがっていく。

「コックピットを見学させてもらうには、もう少し時間が必要だな」

「ハッチの開け方、わかりませんでしたものね。単純な鍵かぎのようだったけど……」

　恨うらめしそうな鈴木の嘆たん息そくに、俊一が応じたので、杏耶子はムッとして、

「俊一クン。あなたは、会社に行ったら？」

「……!?　やりゃあしないよ」

　俊一は、杏耶子の剣けん幕まくに、なんで怒おこられたのか考えもしないで、押おし黙だまってテーブルのほうにノソノソとカメラを置きにいく。

　鈴木は、杏耶子にすまなそうな顔を見せた。研究者の衝しよう動どうからなんとかしたいという鈴木の気持ちはわかるのだが、俊一の立場はちがうのに、と杏耶子は恥はずかしくなった。

　しかし、そんな騒そう々ぞうしさが、ジョクの家をひさしぶりに賑にぎやかにしているようでもある。

　ジョクは、自分の半はん長ちよう靴かの紐ひもを緩ゆるめながらも、勝手口に上がる気はないようだった。勝手口の上がりがまちから、榎本さんが消毒液の容器をジョクに渡わたしてくれ、それをジョクは杏耶子に手渡そうとしたが、その手をひっこめて、ジョクが容器の蓋ふたをあけはじめた。

「……？」

　ジョクは断りもしないで、コットンにひたした消毒液を杏耶子の額に叩たたくようにしていって、血を拭ふき取ってくれた。

「頰ほおにも切り傷があるんですよ？」

「そう……」

　こんなことを立ったままされるのは何年ぶりだろうと思いながらも、杏耶子は、今朝けさはファンデーションもつけていないままだったことに気づく。

「……チャムのことは、我々の首を締しめることになるかもしれないのは、事実なんですからねぇ……」とジョクは嘆たん息そくした。

　杏耶子は、革かわ鎧よろいが染み込んでいるジョクの体たい臭しゆうを嗅かいで、尾び骶てい骨こつを押おされたように感じて、動どう揺ようをするが、ジョクは頰の擦すり傷きずの血も拭ぬぐってくれながら、

「ぼくも家のまわりを見てきたいので……」と言った。

「ああ……」

　杏耶子は、ジョクは戦場ではこんなこともしょっちゅうやってるので、自分が感じているようなことはなにも意識していないのだろうと思いついて、自分の感じすぎを後ろめたいことのように思う。

　ジョクが消毒液の容器を上がりがまちにもどすあいだに、あらためて竹林のなかに隠かくされて、頭部と脛すねをこちらにむけて座り込んでいるカットグラを見上げて、まるで、双ふた子ごのようだと感じた。

　成なり田たや羽はね田だでならんでいる同型機の旅客機にそんな感情を抱いだいたことがないのに、人ひと型がたのものにそのようなシンパシーを抱くのは、ぬいぐるみに感じてしまうのとおなじような感じ方なのだろう。そのようなものを操縦していたのが、ジョクとガラリアであり、それぞれに戦士らしい気骨をもっていることに、杏耶子はあらためて現実の重さといったものを実感する。

　それにくらべれば俊一は、という感覚におそわれて、杏耶子は、突とつ然ぜん、俊一とつきあうのはやめようと決心した。

　外から見ても、勝手口にならべられたガラリアの半長靴は、自分たちの履はき物ものを圧しているように思えて、その隣となりに、自分のドロだらけシューズを置くのは女の沽こ券けんにかかわるようなこと、とも感じている自分を意識していた。

　ガラリアは、シャワーを使いにいったようだ。

「……家から外に出るのは禁止だ！　そうしないと、ウォ・ランドンに転生することもできなくなるぞ」

「おばあちゃんのお手伝いをしているんだから！」

　台所からのジョクの呼びかけに、移動するチャムの意識が飛んでくる。ジョクの祖母の部屋にむかっているとわかる。

「……すみません。教育ができていなくって……」

　台所のテーブルに陣じん取どった鈴木と俊一に愛あい想そ笑わらいを見せながら、ジョクは木のサンダルに履はき替かえて、

「……ガラリア、まだぼくのことを怒おこっているんです」

　と、杏耶子のところにきた。

「ガラリアさんは、生き真ま面じ目めな方なんですね？　チャムさんも、わたしがジョクさんを好きなのが、気にいらないんでしょ？」

　思わず杏耶子は言葉数が多くなってしまっている自分に気づいたが、まちがったことは言っていないと自覚していた。

「ですから、ガラリアにはアの国を離り反はんしてしまったことは、本当にすまないと思っているんですけど、それがチャムといたせいだと思っているんですよ……あの娘むすめには、人に好かれるのは財産なんだから、やきもちは焼くなといっているんですけど、それを勘かん違ちがいして、開けっぴろげすぎるんで危険なことになってしまう……」

「でも、チャムさんはいつもジョクさんのことを気にしています。助けられていることのほうが多いと思いますよ」

　杏耶子は、ジョクが自分の言葉を一いつ般ぱん的な意味にとらえたらしいので、ちょっと不満だったが、チャムについては、そう口にしてみて、その感かん触しよくは正しいだろうと思う。

「助けられている……そうですね、視点が違ちがうんで、ぼくの見落としたことを補完してくれていることは、それはそうです」

「まったく違う種族に見えるけど、住む世界はおなじなんですよ。メンタルな意味で……だから、パートナーとしては最高なんじゃないんですか？　おなじタイプの人同士って、視野が狭せまくなるだけですから……」

「いい勘をしてますね……これからどうしたらいいんでしょう？　ぼく……」

　ジョクは、竹林の背後の明るくなっている畑のほうを窺うかがいながら、そう言った。

　甘あまえ上じよう手ずというのだろうか、と杏耶子は、ジョクの言葉の飛ひ躍やくに感かん嘆たんする。ということは、違う立場にいる自分を本当に認めてくれだしたのかもしれないとも感じて、嬉うれしかった。

「さあ……事実を伝えるしか方法がないんじゃないかしら？　ここでは隠かくれつづけるのは不可能でしょう」

　杏耶子も、竹と雑ぞう木きのあいだに見える畔あぜ道みちにチラホラ蠢うごめく人ひと影かげの正体を見定めようと腰こしをかがめる。

「そうでしょうね……」

「でも、この地上の世界の人たちが、上手に対応してくれるかしら？　わたしは、あなたたちが、バイストン・ウェルからこの世界にきたことは、なにか、特別な意味があると思えるんだけど、それを世間に丁てい寧ねいに説明するしかないんじゃないかしら？」

「……丁寧に……？」

　意外なことを聞くものだと、ジョクは杏耶子の顔を覗のぞくようにしてくれた。

「こんな大事件が起こってしまったんだから……バタバタ説明しても、空中戦をやったりしたことのエクスキューズにはならないでしょう」

「オーラバトラーを公開して証明することはできると思うけど……そのあとがもっと厄やつ介かいになりそうで、怖こわいな……」

　革かわ兜かぶとをかぶっていないと頭が痒かゆくなるのだろうか、と杏耶子は、ジョクが濡ぬれているように見える頭とう髪はつに手をつっこんで搔かき出したのを見つめて、

「髪かみ、洗ったんですか？」

「夕べ、洗いましたよ。フケが増えているような気がする……」

　裏庭から、母おも屋やの前庭にぬけていこうとすれば、ジョクの祖母の寝ねている部へ屋やの廊ろう下かに面した庭に出ることになる。

　そこでは、おばあちゃんが簞たん笥すから浴衣ゆかたを出してひろげ、チャムは伊だ達て巻まきの紐ひもを引きずりだしたりしていた。

「どうしたの？」

「浴衣の用意ですよ」

「……あたしに……？」

「フン……お前さんも着ますかい？」

「いえ……？　結構ですけど……!?」

　杏耶子は、そそっかしいことを言ってしまったのかとジョクと目を合わせたが、ジョクも祖母のやろうとしていることが想像できずに、祖母がひろげた朝顔のおおきな柄がら模様の浴衣を見つめて、

「それ……まさか……？」

「なんです？」

「いや……」

　ジョクは縁えん側がわのガラス戸に手をかけたが、その手を引っ込めながら、前庭のほうに足をすすめた。ガラス戸をしめようとして、またチャムの外に出たい衝しよう動どうに火をつけることになるのを警けい戒かいしたのは、杏耶子にもわかった。

「おばあ様の手伝いで一いつ所しよ懸けん命めいじゃないですか」

「わかるものですか……まわりの人はなにも気づいていないようですね……」

「ええ……ジョクの意見はあるんでしょ？　バイストン・ウェルとこのわたしたちの世界の関係性の考え方……？」

　杏耶子は、さんづけをやめて呼びかけてみながら、チャムそのものを公開したらどうなるんだろうかとも考える。が、ここは、ジョクの一いつ般ぱん論ろんを聞いておきたいとも思った。

「異次元世界が生体エネルギーでつながっているという考え方は、ショットもマーベルも言っていたことです。パイストン・ウェルが生体エネルギーで構成されているんだから、この世界の状じよう況きようを映すだろうと考えると、ぼくがバイストン・ウェルのコモン界に落ちた頃ころというのは、ショットがオーラバトラーを完成させた頃です。偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとは思えないんですよね……因果関係はあるんでしょう。もちろん、地上人が呼びこまれる仕し掛かけというのはあるんですが、それにも、人間が介かい在ざいしていますから、生体エネルギーというようなものは想定していいでしょう。ショットも言っていたことです」

「仲ちゆう介かい者しやって、フェラリオでしょ？」

「え？　そうですけど、どうしてわかるんです？」

　ジョクは、母屋の前にある農作業用にしていた建物のまえで足をとめた。杏耶子は、俊一の赤い車のわきから、正面の鉄てつ扉びのむこうを通り過ぎていく車を見つめていた。それも、オーラバトラー騒さわぎを目もく撃げきしたい人々の車で、明らかに道に迷った風だ。

「わかりますよ。チャムちゃんが成長したら、忌いみ嫌きらわれる大人おとなのフェラリオになるという話のフェラリオ……」

「エ・フェラリオの話はしましたか？」

「ええ、少しだけでしたけど……生体エネルギーを考えたら、存在するものすべてが、世界を構成する要因と考えるのは当然でしょう？　そうでなければ、人間の存在そのものが世界に関係しますよ。いろいろなレベルで……とすれば、神的な上位の存在も考えなければならないけど、ガロウ・ランじゃないとすれば、巫み女こ代わりとか、さにわ的な媒ばい介かい者しやになれるものが、媒介していると考えれば、そういうものでしょう？」

「巫女さんは、霊れい魂こんを呼ぶことなんてないでしょう」

「そうですけど、ほかに日本語がないんです。霊れい媒ばい師しでもないし、それに似た者といっても、媒介者というような言葉はないけど、存在する世界につながる人の存在は考えないと……」

「さにわっていうのは、なんです？」

「神おろしをする人という意味で言われてもいるんですけど、霊媒師のそばにいる仲介者というか、名代、場合によっては、霊媒の憑ひよう依いを請うけ負おう役目をする人……」

「そういうのあるんだ」

「あります、昔から。……ひとりで勝手に感じてお告げがあったなんていうのじゃ、ウソか本当かわからないじゃないですか。ですから、言こと霊だまを呼ぶ場合や憑つき物ものを祓はらう感かん応のう者しやのそばには、かならずさにわがいて証明してもらうんです」

「ふーん、そういうシステムが存在していたんだ」

「そういうものが、日本にも土着的にあったということは、感覚論かもしれないけど、霊界とか異次元とか、これも正確な表現はないんだけど、そういうものの存在を、みんな信じていたんですよ」

「そういうバイストン・ウェル的な世界の実感は、昔からあるということか……問題は、それを現代用語でどう信じてもらうかということなんだよな」

「ガラリアさんだって、異世界の人だとわかる宇宙人みたいじゃないですものね」

　杏耶子は、ゆうべこの裏庭に侵しん入にゆうした道に歩みはじめる。

「うん……。そう、ね、世界のことだけど……」

「はい……」

「納なつ得とくしてもらえばもらうほど、今回の事件の裏には、大問題があるとわかっちゃうな。ＳＦ的な次元のちがう世界でもなく、こことバイストン・ウェルが、プラスマイナスの関係でもなく、同居しているものだとすると、こうも世界の界かい位い相そうを無視するような事態が起っている原因というのが、怖こわいことだと思えるんですよね」

「ショット・ウェポンさんが指し摘てきしていた、世界の構造が狂くるってきた証しよう拠こだという話ね？」

「バイストン・ウェルでも、フェラリオの界とコモン界の境目にほころびが出ているんですよ」

「つまり、フェラリオが呼びこむものじゃなくって、世界そのものがそうさせていると言うことでしょ？　バイストン・ウェルは、その世界を永遠のものにするために、いつまでも生体エネルギーの補ほ充じゆうが必要なんでしょう。それができそうもなくなったから、その危険を報しらせるために、生体エネルギーをもったものを呼びこんで、そして、オーラバトラーを地上世界に送りこんだ？」

「たぶんね……」

「バイストン・ウェルのような世界存在を、この世界の人間たちにも報せて、世界を存続させなければならない、そう、存在そのものが意思した。そうしないとバイストン・ウェルだけではなく、世界そのものも崩ほう壊かいする……」

「そうでしょう。それをどうやって世間に認めさせられます？……バイストン・ウェルという世界が、こういう予測を演説してくれるわけじゃないし、ぼくにできる表現は、オーラバトラーを操縦するだけだ」

「でも……チャムちゃんを連れてきたわ」

「しかし、ああいう子だ。見せ物小屋の出し物にはなっても、世界を語ることはできないよ」

「深夜テレビのトークショウになるというわけね？」

　杏耶子は、ジョクとその周囲のものが地上に出現した意味を考える糸口をつかめたと感じたが、すべて推論であるのだから、不安定感はどうしようもない。

「……でも、オーラバトラーにチャム・ファウ。ガラリアさんに、もうひとりのお仲間、バーンさん？　その人たちが一堂に会して、わたしたちに世界を語り、人類の問題を考える材料を提供してくれることは、できない相談じゃないと思いますよ」

「しかしね、ぼくらは軍人なんだ。こういう種類の人間が世界を語ったって、世界中の人を信じさせることはできない」

「方法は見つけられますよ！」

　杏耶子が言い切ったとき、ふたりは勝手口に戻もどっていた。

「ホウ！　楽なものだ」

　ガラリアが、赤と青の朝顔の柄がら模様の浴衣ゆかたに、赤い帯をしめて、廊ろう下かからもどったところだった。体格がいいのだが、浴衣のおかげで、印象がずっと女性らしい柔やわらかなものになっていた。

「似合いますよ。女の子があんな鎧よろいなんか着るものじゃないわね」

「おばあちゃん！」

　ジョクが勝手口に身を乗り出すようにしたものの、おばあちゃんは恬てん淡たんとして、テーブルにつく。

「ユカタというのだろう？　おばあ様には厄やつ介かいになった」

　ガラリアはまぶしそうな顔を台所にいる人々に見せながらも、テレビの前の椅い子すにすわってみせた。

　テレビは、いまだに横田基地周辺の火事の報道をしていた。

　チャムもガラリアとの距きよ離りをとりながらも、おばあちゃんの肩かたにとまったりすれば、鈴木敏之は、そのチャムを間近で観察しようとして、まるで、ロリコン・オタクという風ふう体ていに成り下がってしまう。が、それは、ジョクの父、孝則もおなじで、あからさまに首を長くして、その小さな生き物に好こう奇きの目をむけるのは、やむを得ない。

　異世界の存在を証明する唯ゆい一いつのものになるのではないか、と思えないではないのだが、猟りよう奇き的な興味を引くだけかもしれないというのは、その男たちの態度からも匂におうことは匂うのだ。

「すてきですよ」

　俊一はまたも愛あい想そ笑わらいをして、ガラリアにカメラをむけたりしたが、ガラリアは榎本さんが用意してくれる朝食に目を奪うばわれてしまうので、俊一は祖母とチャムのツーショットを撮とったりするのだが、その態度からも懸け念ねんのほうが大きくなる。

「ガラリアにとっては戦せん闘とう中だ……休めるときに休んでもらったほうがいいでしょう」

　気をとり直してジョクが上がりがまちにあがるのは、家族のやり方に気き恥はずかしさを感じているからなのだ、と杏耶子は微び苦く笑しようをするだけになり、男たちがチャムにしめす態度のほうを気にした。

「はい。どうぞ」

　榎本さんが、ガラリアのまえに箸はしをおき、かつおの角かく煮にの佃つくだ煮にをだしたので、ガラリアはそれを珍めずらしそうに覗のぞき込む。

「こっちのは、しゃけという魚なんですよ。食べられます？」

　これも俊一だった。なにも懲こりていないらしい。本当に愛想が尽つきるという思いにとらわれて、杏耶子は台所に上がる気になれず、上がりがまちに腰こしをおろしてしまった。

　鈴木はチャムの存在が気になりながらも、いかにも謙へりくだるという風にオーラバトラーの構造のことを教えてくれと切り出していた。

「……操縦者は、そういう質問には答えられないよ」

　ガラリアの明快な苦笑が印象的だ。

　彼女がそう言いながらも、箸をつかいはじめたので、杏耶子は内心で驚おどろきながらも、それもジョクに教えてもらったのだろうと思いついて、かすかに嫉しつ妬と心しんを刺し激げきさせられる。

「そちらさんも、どうぞ……」

　榎本さんがテーブルの隅すみにおいてくれた湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わんに誘さそわれるようにして、杏耶子は湿しつ気けをふくんだシューズを脱ぬぐ気になった。







　７　パイロット同士







　関かん越えつ高速道路や環かん状じよう八号線、東京外がい環かん道どうともつながっている道どう路ろ網もうの喉のど仏ぼとけともいうべき目白通りに、黒光りする全長二十メートルあまりの仁に王おうのようなものがそそりたち、その歩道橋の下には、自衛隊の戦せん闘とう機きが駐ちゆう機きしたとなれば、東西どちらから流入する車も動けなくなる。

　朝方にこの道路をつかう運転手は、たいてい道路のようすを熟知しているという安心感があるから、テレビやラジオでちかくに異変がおこっていると知っても、その当事者と対面するとは思っていない。そのために、やすやすと玉たま突つき事故をおこしたりして、道路をふさいでしまったのだが、結果的には、この段階で道路をふさいだことが、それ以後の混乱を大きくしないですんだ。

　運転手たちは、自分たちの車から逃にげ出しても、このあたりには、地下鉄の駅もないし、逃げこめるような大きな店もビルもないから、ガベットゲンガーから距きよ離りをとるために、ただ走るしかなかった。住宅地といったあたりには、安心して逃げ隠かくれできるところはないのだが、この感覚も現代人の考え違ちがいで、地下やビルに隠れるほうがリスクは大きい。

　しかし、生活のカプセル化がすすみ、個室の行動様式が身についてしまっている現代人は、おうおうにして狭せまい空間に身をおくことを考えてしまって、脅きよう威いの対象を目で見て、逃とう避ひすることを忘れる。考えるまでもなく、逃にげられる方位がどこにあるのかということや、野や次じ馬うま根こん性じようを満たすにしても、脅威の対象がある場所を知っていなければできるものではない。




　ガベットゲンガーの前に、機体の半分を歩道橋にくぐらせて停止した徳弘一等空くう尉いの戦せん闘とう機きは、主しゆ翼よくの両りよう端たんがめくれあがり、何度かガベットゲンガーに蹴けられたりしたので、機体はベコベコで、左右の空気取り入れ口の可動部分などは、上にそりかえった状態で動かなくなってしまったが、電気系統にショートを起こすようなことはなかった。

　コックピットの左右にも、ガベットゲンガーの足の爪つめのあとが裂さけ目めをつくっていたが、コックピット内にとどくほどではなかった。

　徳弘一いち尉いは、コックピットから立ちあがった姿勢で無線をつかうことができたので、バーンが徳弘一尉を誉ほめたあと、ガベットゲンガーのフレイ・ランチャーの狙ねらいを自分にむけたのを報告できた。

「……巨きよ人じんが手にした武器をこちらにむけた。狙そ撃げきされるかもしれない！」

　徳弘一尉は、これが最さい期ごのメッセージになるかもしれないと覚かく悟ごする。

「飛び道具のほうは、火か炎えん放射器だが、とんでもない威い力りよくがある。使わせるな！」

　入いる間まのオペレーターが、米軍に傍ぼう受じゆされていることを忘れて、無線では口にしてはいけない単語をしゃべってしまう。

　徳弘一尉は、ガベットゲンガーが剣けんを取りにいっているあいだに逃げられないではなかったのだが、衆しゆう人じん環かん視しといってもよい町中で、ミサイルをつけっぱなしの機体を放ほう棄きすることはできなかったし、入間もそれを許してはくれなかった。だからと言って、飛べなくなった機体をどうやって回収するのか、と入間とやりあっているうちに、巨きよ人じんは引き返してきた。

　徳弘一尉は、この敵と一いち蓮れん托たく生しようかと決意をしたのだが、恫どう喝かつされている形で、拳けん銃じゆうひとつ携けい行こうしてもいないのだから、戦い方は思いつきようがない。

「腹のところがコックピットらしい。どういう奴やつなんだ……」

　革の衣装に全身をつつんだ青年が、ハッチの前といったところで、高さを恐おそれることなく立って見えれば、誉ほめられたあとでも位負けだけはしたくないと感じる。

「そいつと話をつけろ。当方の意志も理解できるはずだから、説得は可能のはずだ。そう確信して……」

　どうやって説得するのだ、と思う間もなく、その無線は中断してしまった。

「……!?　ここに着陸を強制したロボットのパイロットなんだぞ!?　おれが死ぬ思いをさせられたんだ！」

　怒ど鳴なり返したのは、目の前の青年は巨人に託たくして、自分のサムライ魂だましいを喚かん起きしてくれたらしいと了りよう解かいしたからであり、それに反して、入間は無責任に事態を放り出すように感じたからだ。

　と、入間駐ちゆう屯とん地ちのオペレーターの担当者がかわって、さらに妙みようなことを徳弘一尉に告げる。

「イエローバード２にー１いち！　こちらの無線が不調だ。いいか？　以後の状じよう況きよう報告は、２にー２にーからもらう。無線はつかうな。電力が無む駄だになるからな」

　その言い方は強圧的なのだが、断じてこのような場合に、発令される内容ではない。米軍の傍ぼう受じゆを気にしたらしいとはわかっても、別の魂こん胆たんがあるような気がした。

「どうしたんだよ!!　ハッ……？」

　息をひとつ吐はいて、徳弘一いち尉いは、入間がこの事件についてもともとなにかを知っているのではないか、と思いついた。

「了解！　救きゆう援えんは送ってくれっ！」

　探りを入れてみた。

「その件は、了解だ！　徳弘一尉」

　交こう替たいした担当官が、嬉うれしそうに名指しで応答をしてきた。徳弘一尉が直感どおりだと思ったときに、巨人の腹に立っていたはずの青年が、ハッチに装備されているロープをつたって、徳弘機のノーズの上に足をかけてきた。

『……来たっ……!?』

『怪け我がはないか？』

　相手の意思が頭ず蓋がい骨こつに直ちよく撃げきするという感かん触しよくは、巨きよ人じんと交わしている時とまったくおなじである。

　同時に、曲面のノーズのうえを恐れることもなく歩いてくるその青年、バーン・バニングスに、徳弘一尉は警けい戒かいすることを忘れていた。

　するどい眼光で周囲の警戒を忘れていない青年は、キャノピーに足をかけると、徳弘には優しい眼まな差ざしをむけてきた。

「サンキューソー、ユゥアケア！」

　見かけが北ほく欧おう人じんだったので、徳弘一尉は、反射的にそう言っていた。

　その青年の濃こいブルーといった色で染められた総そう髪はつが風に舞まったので、その色が地毛かも知れないとも考える。

『ロックでもやっているミュージシャンじゃないか？』

　その感想は侮ぶ辱じよくすることになるのかもしれない、と徳弘一尉は、反射的に頭に浮うかんだ感想を打ち消す。

『…………？』

　青年の曖あい昧まいな反問の意思が、徳弘一尉に感じられた。

　ロックンロールという概がい念ねんが、わからなかったようだ。

　しかし、徳弘一尉には、青年がコックピットから乗り出したときに、自分を認めてくれたらしい彼の風ふう貌ぼうが、目の前で見ても、期待と一いつ致ちしていたので嬉うれしかった。

　サムライ魂だましいなどという、懐なつかしい概念を喚かん起きさせられて、心底自分を鼓こ舞ぶしてくれたという発見は、生まれてはじめて、川底の石をどかして魚を手て摑づかみしたときの記き憶おくや、里さと芋いもの葉の上の夜よ露つゆのうつくしさに感動したときの記憶に似ていた。そのようなものの初めての発見という体験は、人の心に未来が巨大であると感じさせて、幸福にする。そんな感覚は、体内の血のめぐりを良くするものだ。

　それは、バーンもおなじだった。

　足元に機体の感かん触しよくを感じれば感じるほど、よくもこんな着陸性能の悪いジェット戦せん闘とう機きで、市民がつかう道路に着陸したものだと思えれば、バーンにとっては、目の前の男はガロウ・ランに似た風ふう貌ぼうに見えはするのだが、共感をいだける。

「あなたが爆ばく撃げきした道路の爆撃跡あとに、車が落ちていたようだが……？」

「あのていどでは死者は出ていない。確認した。しかし、フレイ・ボンムの爆撃は最小にとどめたつもりだが、多少の被ひ害がいはあろう。民間人を戦争の巻まき添ぞえにしたのは、戦場を選べなかったからである。無念である」

「……？　そう感じてもらえると嬉うれしい」

「ガロウ・ランの戦いでも戦場は選ぶものだ。この世界では、人が住むところが広すぎて、戦場が選べないのはひどいぞ」

　徳弘は、青年がナポレオン以前の戦争を語っていると了りよう解かいできた。それまでの戦争は、規模が大きいといっても、たかが知れていたもので、戦場の範はん囲いを設定できたものだ。極きよく端たんな話が、戦争をやっている隣となりでは農作業をやっていた時代もあったのだ。

　戦争にたいする倫りん理り感かんの違ちがいもあったろうが、物理的な機動力や破は壊かい力りよくが、ダイナマイトの発明以後の機械動力をつかう現代ほどに極端ではなかったから、範囲を限定できたのである。

　それでも、人々は政治家たち権力者たちの覇は権けん主義におびえたのは、戦争に駆かり出されるからであり、日常を破壊されるからだ。兵に駆り出されれば、いつも突とつ破ぱ口こうづくりの決死隊か、殿しんがりの逃にげ遅おくれの公算が大きい場所に追いやられるのだから……。

　高額納税者の軍人たちのいた時代であれ、高貴な者たちが軍人になり、職業軍人たちが現われるにつれて、徴ちよう兵へいされた市民たちは消しよう耗もう品ひんになっていき、市民が軍を統率するようになればなったで、消耗が大きくなるという弊へい害がいが拡大していったのである。

「あなたの助けがなければ、無事に着陸できなかった。感謝はしているが、しかし……こんなところに着陸を強制したあなたも、ひどいぞ？」

　徳弘一いち尉いは、ロジックを明確にして話してみた。

「怒おこるな。わたしとて生きるか死ぬかの狭はざ間まにいるのだ。許してくれとはいわん。まだ、わたしは、貴公を人質の立場においているつもりでもある」

「人質？」

　その概がい念ねん、さすがに両者のあいだですぐに伝わることはなかった。バーンは、説明のためのロジックを多少駆く使ししなければならなかった。

「……了解したが、自分には、あなたのほうが孤こ立りつ無む援えんのようにみえる。自分は、ここに着陸する決心をしたときに、命はないものと覚かく悟ごした。つまり、いま、あなたに殺されてもかまわない立場だ。そんな人間に、人質の価値があるのか？」

「ふむ、騎き士しの言いようだが、わたしが貴公の命をとらないかぎり、周囲は、わたしが貴公を人質にとったと考えて行動してくれる」

「……!?　もしそうなら、わたしは自分で命を絶って、周囲の人々や隊の上層部に迷めい惑わくがかからないようにするつもりだ」

「貴公、名前をなんという？　わたしは、バーン・バニングス。バイストン・ウェルのコモン界、アの国の騎士でオーラバトラー、ガベットゲンガーのパイロットである」

「名前が、バーン・バニングス？」

「そうだ」

　応ずるバーンの瞳ひとみは自信にあふれて、高貴に見えた。

「自分は、徳弘栄作。見られるとおり、航空自衛隊のパイロットだ」

「トクヒロ、エーサク殿どのか？」

「そうだ。バーン・バニングス殿」

　徳弘一いち尉いも、相手の名前を発音してみせた。そういう心づかいというものは、相手につたわるものだ。ふたりのパイロットは、旧知の者同士が感じるおだやかな感情でつながる。

　やや距きよ離りがある光ひかりが丘おか団地の高層住居群のほうからと、低い屋根を連ならせる南のほうからも、しのびよるパトカーのサイレンがあり、旋せん回かいをつづける徳弘の僚りよう機きの爆ばく音おん、そして、報道のヘリコプターも接近を開始していた。上空には、ミシシッピーを発した戦せん闘とう機き群ぐんが二機ずつの編隊を誇こ示じしながらも、前後左右に警けい戒かい飛行をしかけていたが、そんななかでも、ふたりのパイロットのあいだには、なんの夾きよう雑ざつ物ぶつもなかった。

　どういう方面からの指令が出たのか知れないが、ミシシッピーの編隊は、しばらく事の成り行きを監かん視しするだけの我が慢まんをしてくれているようだった。

　それでも、足元に大量に移動する車の喧けん噪そうがないというのは、静せい寂じやくを意識させられる。

「バーン殿どの、警察が来るし、このちかくの基地から陸上部隊も来る。どうするのだ？」

「わたしが聞きたいくらいだ。バイストン・ウェルへのオーラ・ロードが実在するということは、わたし自身が体験したことだ。が、それがどこにあって、どういう方法でそこに行けるのか……そういう話を聞いたことはないか？」

　徳弘一尉は肩かたをすくめたが、咽の喉どのかわきが思考を鈍にぶらせているのではないかと思えて、

「水を飲みたいが、いいか？」

「水？……わけてもらえると嬉うれしいがな」

　バーンの素直な意思が、徳弘一尉にするっと感知される。

「待ってくれ」

　徳弘一尉は、シートの下のサバイバル・バッグから水すい筒とうをとりだすと、それをバーンに差しだす。それを受けとりながら、バーンの目が、周囲を見ろ、というような動きをしめした。

　環かん状じよう八号線にはいる角の玉たま突つき事故をおこした車のむこうに、数台のバトカーが赤いライトを点てん滅めつさせて停車して、警官たちが車のあいだからこちらのようすを窺うかがいはじめていた。

「……すぐに完全に包囲されるぞ？　空も……どうするのだ？」

　バーンは水筒の蓋ふたに水をそそいでゆっくりと飲みくだし、徳弘一尉は、その悠ゆう然ぜんとした態度に感かん嘆たんをする。

「くさいな？　この水は？」

「そうかい？　百里基地の水道の水は、それほど悪いものではないはずだ。加工したミネラルウォーターよりは、俺おれは好きだな」

「スイドウな……。ショット様から聞いて知ってはいるが、こまかいシステムは納なつ得とくできんでな……どうもこの地上世界の技術の進歩は、我々の世界の五百年分ぐらいすすんでいるらしい。自分には、この世界の科学技術を理解する基き礎そ学力がない」

　バーンは、遠えん慮りよせずに二杯はいの水をのんでから、水筒を徳弘一いち尉いにもどしてくれた。

「馳ち走そうになって、無礼も言った。すまない。トクヒロ殿」

「いや……」

　徳弘一尉は、バーンの口をつけた蓋から唾だ液えきが検出できれば、ＤＮＡ鑑かん定ていなどから、彼の言うことを証明する資料を手に入れられるかもしれないと直感する。しかし、異い邦ほう人じんとつきあうコツは、彼らの眼前でおなじものを飲み食いしてみせることである。徳弘一尉は、そんな思考がバーンに感知されているかもしれないと恐おそれて、一気に水筒の口から水を飲んで、うまそうに感嘆してみせた。

　バーンは、周囲がうるさくなってきたのを気にして、徳弘一尉のそんな思考を感知しなかったようだ。

　バラバラバラッ！

　陸上自衛隊のヘリが数機、旋せん回かいをはじめた。練ねり馬まと朝あさ霞かの駐ちゆう屯とん地ちは目と鼻のさきなので、このタイミングで接せつ触しよくしてくるのは容易だった。が、徳弘一尉は、バーンという青年に興味を抱いだきはじめていたので、神経を苛いら立だたせるヘリなどには来て欲しくはない。

「ヘリコプターがうるさい。退去させたいが？」

「ああ、うるさいな。しかし、わたしは、あれを見るのがはじめてなんだ。すこし観察してから、追いはらってくれるほうがいい」

「……？　バーン殿どのの世界では、そのオーラバトラーというようなものを開発しているのに、ヘリコプターはないというのか？」

　バーンの世界の科学技術が、五百年おくれているという話などは、徳弘には信じられない。

「ショット様という地上人から聞いたのだが、我々の世界は、この世界でいえば、中世のレベルだというな。オーラバトラーもショット様の開発になるもので、我々の発明ではない。だから、わたしは、逆にオーラバトラーの技術が、地上世界にはないもので、もし、これが地上世界でつかえるなら、地上人は驚おどろくであろうという話も聞いてはいたが、信じられなかった」

「そのとおりだ。そのマシーンはすごいものだ」

　徳弘は、頭上に旋せん回かいするヘリコプターを眺ながめているバーンを見やって、彼を制圧できないものかと思ったが、戦せん闘とう機きのノーズの上を身軽に歩けるバーンに、勝てるとは思えなかった。

「うむ……すごいと思う。コモン界でつかっていた以上の性能を、ここでは発揮している。この地上世界にはバイストン・ウェル以上のオーラ力が充じゆう満まんしていると実感できる」

「…………」

　この青年の語る意識をつなげると、彼は異次元世界のことをしゃべっていることになるのだが、彼の実像を見れば、どこも異世界人には見えない。

　戦闘機乗りは、敵性の人物と対たい峙じしたときには、その身み柄がらの安全を確保して、それを護送する任務を課されているのだが、専守防衛を鉄則とする自衛隊のマニュアルは、本物のアンノゥン機が国内に不時着した場合のマニュアルはなかった。

「バイストン・ウェルという世界はどういう世界なのだ？　それがわからないと、応対のしようがない」

「うるさいな。ヘリコプターを追いはらってくれ」

　バーンは、褐かつ色しよくの小型ヘリを手で払はらうようにして、徳弘一いち尉いの話は取り合おうとしない。面めん倒どうな話なのだろう。

「……!?　どうやって」

「とりあえずは、貴公の命が危ないから退いてくれ、と無線で通信をすればいいだろう？」

「ああ……すまないな。バーン殿を悪人にして」

「しかたあるまい？」

　入間を呼び出して、徳弘一尉はバーンの指示どおりに、陸自のヘリを退去させるように要よう請せいした。

「すこし時間がかかると思う。入間の航空自衛隊から陸上自衛隊に連れん絡らくして、それからヘリの所属する基地からヘリに指令がいくから……」

「面倒なのだな。それで戦争ができるのか？」

　徳弘のていねいな報告に、バーンは笑ってみせた。

「さあな。この半世紀以上、我が国は戦争を知らない国だから……」

「ジョクに聞いた」

「日本人を知っているのか？」

「コモン界の我々の国、アの国におりてきた地上人だ」

「そうか……。入間基地は、あなたの機体を知っているように感じたが、どうなんだ？」

「わたしは、そのイルマで休養をして、そこから仲間と合流するために飛んだのだ」

　徳弘一尉は、それで入間が、あんな妙みような話し方をしていたのだと了りよう解かいできた。となれば、入間は、米軍より先にオーラバトラーの存在を知りながらも、横田基地の爆ばく撃げきを阻そ止しできなかった責任を、アメリカから追つい及きゆうされることを避さけたいのだ、と推測した。

　その徳弘一尉の思考は、バーンに伝わったようだ。

「アメリカ軍とかザイニチベイグンは、イルマでは敵のように言っていた」

「敵じゃありませんよ。同盟国です。一番、仲がいい国だから、アメリカという国の軍隊に基地を貸している。それを在日米軍と日本語で呼んでいる」

「外国軍がこの国を占せん領りようしているのか？」

「日本が、基地を提供しているだけだよ」

「それで、このオーラバトラーをアメリカ軍に見せたくないのか？」

「誰だれがそんなことを言いましたか？」

「誰だれ、ではない。イルマ基地の総体の意思として感知できた。そして、口では協力というが、外国軍を嫌きらうという気持ちも感知できた」

　徳弘一尉は、そのことについて反論する気はなかった。第二次大戦で連合軍に敗北した日本であったのだが、現代はそんなことも知らないで入隊してくる隊員もいるのだから、付つけ焼やき刃ばの教育を隊内にはいってから施ほどこしているのが現状なのである。

「こちらからも聞きたいが、貴公のジェット機がくる前に、我々を恫どう喝かつしたジェット戦せん闘とう機きがあるが、あれが米軍のものか」

「そうだ。しかし、あなたが、一機、撃げき墜ついしましたね？」

「ジェット機を狙ねらったつもりはない。内輪もめがあってな。仲間を制裁するつもりだったが、フレイ・ボンムの威い力りよくが拡大していた。その余波で、ああいうことになった」

「火器の威力が拡大していた、か……」

　おうむがえしにこたえながら、徳弘一尉は、遠い住宅の屋根などに、野や次じ馬うまの影かげが見えだしたので、多少不安になった。

「アメリカ軍のことだが……ショット・ウェポンという人物の名前は、知っているのだろうか？」

　バーンはキャノピーに身体からだを寝ねかせるようにしてきた。

「オーラバトラーを開発したのがアメリカ人なのか？」

「そうだ。米軍がアメリカ人なら、会いたい。イルマが、わたしに好意的なのはわかったが、物事は確かめる必要がある。それに、誤射したことについては謝罪もしたい」

「バーン殿どの!?……それはどうでしょう？　謝罪を米軍はすなおに受けいれましょうかね」

　徳弘は、さらに、バーンという青年に人間的な興味を感じたが、さすがに、そのバーンの善意の発想には懐かい疑ぎ的だった。アンティークながら、機能的にみえる革かわ鎧よろい姿のバーンは、どこか野の武ぶ士し的な粗そ野やな風ふう貌ぼうがあって、徳弘は好きなのである。

「しかし、協力者が必要なわたしにとっては、ときには、火に飛びこむ虫にならなければならない」

「…………!?」

　徳弘は、バーンの意思のなかに、日本人が信用されていないらしいものを感じる。

「……バーン殿は、アメリカ人がお好きのようだな」

「アメリカ人などは、ショット様以外は知らん。偏へん見けんはない」

「しかし、まちがいとはいえ、あなたが撃墜した戦闘機が所属する軍にいらっしゃるのは、リスクが大きいでしょう。しかし我々のような日本人を相手にするよりは、いいかもしれません。あなたの可能性をひらくものになるという気がします」

「…………？」

「自分は、あなたの機体には大いに興味があります。調べさせていただきたい。しかし、現在の我が自衛隊の組織では、あなたの希望するようには参らないでしょう」

「自分の所属する軍隊の悪口をいうのか？」

「日本人は外国人に不ふ寛かん容ような国です。ですから、そんな日本よりは、アメリカのほうが、あなたの可能性をひらくものがあるかもしれません」

「自己に厳しいな？」

「……日本人は、技術や経済については貪どん欲よくですが、異なる人種については、極度に不寛容です。リスクは大きいでしょうが、アメリカという国は、バーン殿のお立場を理解すれば、その後の協力体制は、日本などとはくらべものになりますまい」

「フム……。トクヒロ殿？　なぜ、そうまで言うのか？」

「自分もアメリカには何度かいっています。話をしたのは軍人ばかりですが、アメリカ人の気質もすこしは知っているつもりです」

「同どう胞ほうは、嫌きらいか？」

「いえ、好きです。嫌いなのは日本人がつくる体制です。ことに、狭せまい視野しかもてない初老の連中は面めん倒どうなのです」

「それについては、どの世界でもおなじだ。試すよ。アメリカの出方によっては、イルマに戻もどる」

「そのときに、またお会いできることを楽しみにします」

「オーラバトラーに興味があるのか？」

「飛行機乗りですから。しかし、あなたが好きになったという理由のほうが大きい」

「ありがとう。トクヒロ殿どの。どこに行けばいいか？」

「横田でしょう。あなたが爆ばく撃げきした」

　徳弘一いち尉いはパイロット・スーツの膝ひざ下したに押おし込んでいた地図を取り出して、バーンにしめした。

「ここからなら、ほぼ南西の方向です」

「ああ、わかったよ。ヨコタを爆撃したのはガラリアだ。わたしではない」

「それなら、なおのこと行く価値はあるでしょう。そのガラリアさんは、すでに横田にむかわれたのですか？」

「それは知らん。貴公らのおかげで、我々は十分協議する間もなく別れた」

「すみません……では、バーン殿。自分を助け下さいますか？」

「わたしは、貴公をあやめるつもりはない」

「いえ、こんな話をあなたとしたことが上にバレますと、命令違い反はんになります。本来なら、自分がバーン機を捕ほ獲かくすることを、司令部は望んでいたのでしょうから……」

「なるほどな。では、言葉が十分伝わらなかったために威おどされた、と言うのでは、貴公の自尊心が承知しないか？」

「いいでしょう。少しばかり動転していましたというのは、この場合の理由になります」

　徳弘一尉がそう言ったときに、橋爪機が機体をバンクさせたので、

「自分の仲間が燃料切れで、この空域を離り脱だつするようです」

「ああ……！」

　大きく弧こを描えがいていた橋爪機は、徳弘機の頭上を去り、入間にむかうように見えた。

「また会えよう。トクヒロ殿。わたしは、今回の地上世界の旅で、多くの良い日本人に出会っている。貴公がいうほど悪い人情の国ではないぞ」

「そういって下さって、嬉うれしい」

　バーンはロープ一本を器用につかって、数メートルの高さのあるガベットゲンガーのハッチに潜もぐり込むと、ブロゥ！　と機動音を上じよう昇しようさせて、背中の巨きよ大だいな羽根を左右にひらくと、カブト虫のようにそれを振ふるわせて、巨体をフワッと浮うかせた。

「…………!?」

　外からは半はん透とう明めいにみえる腹部のハッチの扉とびらが閉じていくと、バーンの姿は完全に見えなくなり、こんな飛ひ翔しようするものを見てしまえば、ヘリコプターのようなものは、重々しい機械でしかないと実感させられる。

「……!?」

　徳弘一いち尉いは、全身の力が抜ぬけて、シートに倒たおれこんでいった。

　フロントの右方の玉たま突つき事故をおこした車の陰かげには、陸上自衛隊の車しや輛りようが停止して、十数人の武装した隊員たちが、飛びおりるのが見えたが、そんな光景を見ても、徳弘一尉は仲間が来たとは思えなかった。










　８　台所の人々







「バーン、どこに行くつもりだ……!?」

　赤と青の大きな朝顔を染め出した浴衣ゆかた姿のガラリア・ニャムヒーは、食事の手をやすめて、ジョクの家の台所においてある赤いテレビの画面に見入った。

　数秒前に画面はライブ中ちゆう継けいに切り替かわって、偶ぐう然ぜんにもバーンのガベットゲンガーが離り陸りくしていくところを、小さなテレビ画面が映し出したのだ。

　かなりの距きよ離りからの映像なのだが、そのテレビ局がチャーターしたヘリコプターは、道路に着陸した徳弘一尉の戦せん闘とう機きとガベットゲンガーを識別できる距きよ離りまで接近していて、正面から飛ひ翔しようしてくるガベットゲンガーをとらえ、それが頭上を通り過ぎてしまったので、あわてたカメラがヘリの内部を映し出していた。

　それでも、はじめてテレビ・カメラがかなり明めい瞭りようなサイズでオーラバトラーをとらえて、赤い眼と四枚の羽根がふるえるのがはっきりと捉とらえられたスクープ映像になった。

「すげぇ！」

　鈴木敏之は素直に感かん嘆たんしてしまい、ガラリアはテレビの美しさに唸うなり、孝則と良子は声も出ない。

　テレビのなかのカメラが、反対側の窓にカメラをすえる頃ころには、ガベットゲンガーはフレームに捉えられなくなって、昭あき島しま方面の黒こく煙えんを映し出していた。

「なあに？　バーンのだったけど、これなにを見せてんだ!?」

　チャムはテレビに映るものがどういう意味をもっているのかよくわからないようで、ジョクの祖母に聞いたりする。

「どこかのものを写しているんですけどね、こんなものなんですよ」

　祖母がテレビの説明をすれば、そのようなものとのみ込んで、ただ現実を見つめるだけで、それが認識に立ち上がることはない。

　祖母はＢ─29が飛んできたときとおなじような気持ちにでもなれば、現実的な対応も思いつくのだろうが、人ひと型がたの機械の空くう襲しゆうというのでは、漫まん画がとおなじようなものとしか思えないのだろう。事実、祖母は、説明にもならないことをしゃべったあとで、

「そうそう……」と、何事かを思い出して、隣となりの居間に立ってしまったので、チャムも追いかけていく。

　そのテレビ・カメラをもったスタッフがのった取材ヘリが、陸上自衛隊と消防庁のヘリの制止をかいくぐってくれたおかげで、ジョクやガラリアは、バーンの行動をリアル・タイムで知ることができたのだが、取材ヘリの飛行は咎とがめられる行こう為いではある。バーンの勘かんにさわるような飛行をしていれば、局面はかわったかもしれないのだから、何事も起こらなかったから良い、ということではすまされない。

「バーンは、どこにむかうと思う？」

　ガラリアの問いかけに、ジョクの両親や俊一、鈴木もジョクを振ふり向いてくる。

「……ここにくるなら、話は簡単かもしれないけど……」

　ジョクだって、自衛隊と在日米軍の関係などは想像もつかないから、曖あい昧まいに返答をしながら立ちあがってしまう。

「どこに行くの!?」

　良子のヒステリックにはじける声を無視して、ジョクが木のサンダルをつっかけたので、杏耶子もシューズを履はく気になる。そのかたわらを、ガラリアの浴衣ゆかたがドサドサと駆かけ込んで、三和土たたきの自分の半はん長ちよう靴かに素足をつっこんできた。口をモゴモゴさせていたが、杏耶子に頭をさげる気分を投げかけてくれる。

「こっちに来るのかい？」

　ガラリアの大きな背中が、カットグラのほうに立ち上がっていったが、浴衣姿が半長靴姿で歩く姿は戦場の気分そのままで、朝顔の浴衣には似合うものではない。

「いや……バーンなら、アメリカ軍と接せつ触しよくをするほうを選ぶな」

「……!?　さっきジョクは、ここがジョクの生まれ故郷だから戻もどってこれたと言っただろう。とすれば、バーンだって、ここに呼ばれるということはあろう？」

　口のなかに物を入れたままよくしゃべれると思うが、半分の意思伝達がテレパシーであれば問題はない。

「考え方だよ。でも、オーラ・ロードの実態というのは、誰だれも知らないんだから……」

「しかし、場フイールドの力の問題とあたしたちのオーラ力の関係があったんだから、ジョクだって、二度もここに戻ってこれたんだろう？」

「そりゃ、理り屈くつだ」

　ジョクは、チラッとガラリアを見て、彼女の浴衣ゆかたの襟えり元もとがひどく艶つやっぽい形になっているので、あわてて目を勝手口にそらしてしまって、そこから出てきた杏耶子と視線をあわせてしまう。

「はい？」

　杏耶子にすれば、なにを照れているのだろう、とジョクの表情に興味をもってしまう。

「いいえ、ガラリアが正論を言い過ぎるんで……」

「正論？」

「タケシ、今は出ないほうがいいんじゃないか？　ここが爆ばく撃げきでもされたら、一家心中ものだぞ」

　孝則が勝手口から身をのりだして、忠告をする。

「警察にも消防にも、まだ連れん絡らくをしないで下さいよ」

　ジョクは父親を牽けん制せいしておいて、ガラリアの口元がようやく落ち着いたのを見定める。革かわ鎧よろいの姿とはちがった浴衣姿は、ガラリアでも若い女性らしく和やわらいで見えるのがおかしかった。

　それで、ジョクは、ガラリアはジョクの前では、いつでも肩かた肘ひじをはっていたのだと回想できる。

　せまい空を見上げてみれば、ミシシッピーの戦せん闘とう機き群ぐんはあいかわらず、戦闘小隊ごとに高空をパスしていったが、その挙動はターゲットを見失っているのは明らかだった。が、見上げたときに、千メートルあたりを遊ゆう弋よくしていた小隊が、急きゆう旋せん回かいをして南に機首をむけていった。

「常田さん。航空無線、傍ぼう受じゆできません？　戦闘機の動きに変化が出てきました」

　ジョクが勝手口に声をかけると、鈴木が、横田との交信が極度に多くなったと伝えてきた。

「……バーンのガベットゲンガーが入るかもしれない」

「横田基地にですか？」

「そう……どうしよう？」

　ジョクは、先ほど杏耶子に見せたとおなじように、唐とう突とつに擦すり寄るような言葉を吐はいた。

「行きます？」

「在日米軍にはちょっと……少なくとも、ぼくは日本との関係性を第一に考えたい。事件自体が、日本で起こっているんだから……」

「しかし、世界を巻き込んでしまうんだろう？　我々の出現は？」

　ガラリアは、自分の靴くつに浴衣が似合わないことに気づいて、三和土たたきにある下げ駄たに目をつけたようだ。

「落ち着いてきたか？」

「ここに来たときから、落ち着いているよ。ジョクの婆ばあ様は昔から知っている人だと感じてな」

　そのガラリアの言葉に、杏耶子は、ジョクの祖母に、彼女の身近にいた人のイメージをダブらせているのだろうと感じる。そんなガラリアの懐なつかしみの感情が、ジョクの祖母の昔むかし流りゆう儀ぎの過か剰じよう接待をうけいれさせたのだ。

　ジョクの祖母にすれば、全身に刃は物もののような殺気をただよわせたガラリアを見て、胡う散さん臭くさいことだと感じて、浴衣を提供しただけのことで、それほど深い意味があってのことではないかもしれないのだが、楽になれば、どんな困難な事態でも打開策は見つけられよう、というような年寄りの信条を感じないではない。

　そんな風に納なつ得とくしていけば、杏耶子自身、自分のなかに流れている血の意味だって、それほど特異なものではないと思える。

　変なことをいう娘むすめ、シャーマン的すぎる言説が多いんだ、という周囲の嫌いや味みを聞かされつづけられてきた記き憶おくが、いま、ふんわりと当たり前のことのように感じられてきた。それも、楽なことだった。

　世間の人々は、時代の表層にあらわれる事象に敏びん感かんで、そのようなことで生活が脅おびやかされることをいつも気にしているのだから、血の骨幹といったようなことや、記憶の底のことを口にする女の子などは、相手にはしてくれないのは、当然のことだと思える。

「おばあちゃんもそんなことを言っていたな。ガラリアのような戦士を夢にみたことがあるってさ」

「ホウ……そうかい？　なら、バーンは来るかい？」

「いや、彼には、彼の生いき様ざまがある。それに賭かけたんだと思うな」

　ジョクと杏耶子が同時に一方の空を見上げたのは、オーラバトラーが発する独特の震しん動どうが、空気を震ふるわせたからだ。竹の梢こずえのむこうに、ガベットゲンガーの姿が、一いつ瞬しゆん見えた。

「バーンだ！」

　ジョクはカットグラに駆かけよってしまう。勝手口から孝則、鈴木、俊一と飛び出してきて、俊一はカメラのシャッターを押おしたらしいが、舌打ちをした。撮とりそこなったらしい。

「無理だ！　ジョク！　ここに来たときのように、影かげをつくって発進できるとは思えない」

「……!?　テレビのほうがあてになるかな？」

　浴衣ゆかたの裾すそをはねあげて、カットグラの足下にきたガラリアに、エンジンを起動させようとしたジョクは、手をとめてしまう。

　見下ろしたガラリアの浴衣姿は、もっと襟えり元もとが覗のぞけて、仰あおぎ見ている瞳ひとみにも、切せつ迫ぱく感かんはない。

　声自体にも、休息をしている戦士の気だるさがあった。そんなガラリアの雰ふん囲い気きに、ジョクは反感も嫌けん悪お感もない。昨夜から、すべてがはじめてといってよいさまざまな経験をしたガラリアにすれば、ここでの出しゆつ撃げきはかなり辛つらいはずだろう。

　ガラリアの背後から、杏耶子もカットグラを見上げて、

「もう少しようすをみたほうがいいと思います。今、バーンさんの飛んでいった方向って、横田基地のほうなんでしょう？」

　杏耶子もガラリアに口ぞえするようになってしまったが、このままジョクと別れてしまうようなことになるのは、損なことだと感じる自分をどうしようもできない。

「…………」

　地上数メートルの高さからふたりを見下ろすジョクにすれば、ガラリアと杏耶子の意識を感知して、それがひどく似たものであるのに気付いて、カットグラのエンジンの始動をやめていた。

　チュリーン！　という音は、チャム・ファウの癇かんがたっているときの息い吹ぶきで、高く歪ゆがんで聞こえる。

「どうしたんだよっ！　ジョク！　敵なんだろう!?」

　チャムは竹の葉をすりぬけて、カットグラのコックピットに飛びこんでジョクの耳元で叫さけんだ。

「バーンは、ここに気づかないで飛んでいった」

　ジョクはシートから立ち上がり、ハッチから足を下ろしながら、きつい顔をしてみせる。

「バーンか!?　あいつ、テレビに映っていたのとふたりになったのか？」

「そうじゃない。それに、そういう言い方はするな。ここにいるかぎり、バーンだって仲間なんだからな」

　オーラバトラーの気配に敏びん感かんに反応してしまうチャムに、ジョクは、人間の子供とは違ちがう部分があるのではないか、と思いつく。

「……ばあちゃんのところにいたほうがいい。クスタンガのモアイたちといるようで、落ち着くんだろう。そうすることが、チャムの勉強になるんだから、しばらくはそうしていな」

　カットグラの手ての甲こうを踏ふみ台だいに地面に降りながら、ジョクは、チャムが生まれたクスタンガの丘おかという、バイストン・ウェルのなかでもまた特別な結界である世界が、生物世界の基本をしめしたものであるのだと気づいた。

　あの睡すい蓮れんの花を咲さかせた山がある結界……。

　そこで誕たん生じようしたフェラリオたちが、老人たちから見守られて成長するというのは、誕生したものたちが、自分たちもまた死んでいくものであることを知る構造をもっているものだ、と教えるところなのだ。

　その老人たちは、次の代に生きつづけてくれる自分たちを見守ることで、若い命に希望という芽ぶきを実感でき、生きているあいだだけは、その希望にすがることができるという生物の基本構造を学ぶのである。だから、結界になっているのだ。

　とすれば、その中間に存在する青年と壮そう年ねん期きというのは、なんだろう、とも思う。

　ガラリアは、チャムの姿を目にとめると、杏耶子に目で挨あい拶さつをおくりながらも、背をむけて勝手口にはいってしまったが、ほかの人々は、チャムが外で飛ぶ姿にも、またも感かん嘆たんの眼まな差ざしをむけていた。

「……フェラリィというんでしょうけど、なんで、こんなものがここにいるんです？」

　オーラバトラーに目が奪うばわれている鈴木敏之には、チャムのような存在が、オーラバトラーの存在やら、バイストン・ウェルという世界存在と同列のものであるということが、結びつかないのだ。現象としてはまったく違うものに見えるのだが、存在世界の構造そのものにいろいろなものがあるわけがないのだから、その根本を見定めれば、不思議でもなんでもないはずのものが、頭の良い鈴木にはそれをつなげることができない。

　しかし、ジョクには、そんなタイプの青年は不思議ではなかった。

　人の能力や思考には癖くせがあって、それに個性というようなものがくわわれば、かなりの偏かたよりをもってしまうもので、その上に、民族性や宗教的な考えも重なれば、結局は、ひとりの人間は考えられる範はん囲いで理解して、物事を裁断してしまうようになる。それは、アメリカに行ってみてもわかったし、コモン界でも痛感した。

『知ち恵えの問題なんだよな……青年と壮年期の人間は、生物として元気だから、それぞれの知恵をもって、生体の欲望そのままで動きまわるから、葛かつ藤とうを生む……それが誕生と死のあいだで人間がやることだった……が、昔は、それこそが生物的正義だったんだろうけど……』

　しかし、知恵が生んだ葛藤を、人類は解決することはなかった。

　やったことといえば、現実的擦すり合わせ作業だけである。だから、世界大戦というレベルの抗こう争そうはなくなったであろうという感かん触しよくは得ることができても、それにかわって、宗教と地域民族意識の抗争が復興しているのは、いまだ知恵の問題を解決できない人類の様を証明しているのだ。

　それに、人間が獲かく得とくした科学技術の成果が、物理的に世界を侵しん害がいするところまできているのだから、存在世界という主体は、意志をもったような行こう為いをすることもあり得るのではないか？

『だから、存在は、人類を排はい除じよしたがっている……？』

　と、ジョクは考える。




　チャムが、ふっとジョクの髪のなかに下半身を沈しずめるようにすわりこんだのは、疲つかれが出たからだ。早くから起きて、ガラリアとも対決して、浴衣ゆかたの支度の手伝いまでしたのだから無理はない。

　眠ねむいのだ。ジョクは頭皮に感じるチャムの感かん触しよくで、そういうことはわかる。そのチャムの姿を撮さつ影えいしながら俊一が、

「……ぼくらの想像の世界では、こういう種類の生物は天使以来の定番なんですから、それはバイストン・ウェルには棲せい息そくしますよ」

　と、鈴木に説明をしていた。ジョクにとっても、俊一の説明は、世界の関係性を簡潔に言い当てているように感じる。

「じゃあ、これは昆こん虫ちゆうではなくて、哺ほ乳にゆう類るいになるんですか？」

「そうでしょうね。格好は、人間ですもの」

　杏耶子には、鈴木の言い方が気にいらない。

　鈴木は、ジョクの背後にまわりこんで、チャムをぐるりと見上げたようだ。

「ウヘ、背中と羽根の付け根が、モコモコしている」と、ゲッソリとした顔をみせる。

「見慣れれば、どうってことないですよ。天使やフェアリィの絵を見すぎたんじゃないんですか？　昆虫の生態観察をしすぎているからかも知れないけど……」

　チャムは、鈴木のあからさまな反応に、嫌いやな顔を見せたものの、相手にする気はないようだ。

「…………」

　杏耶子はそのチャムの姿に、具体的になる嫉しつ妬と心しんを意識したが、自分にとって、ジョクという存在はどういうものか冷静に考えなければいけないと自覚して、身をひくようにした。それでも、人種がちがうと断定できる以上のものであれば、チャムは自分と競合する関係ではないと簡単に思い込めないのが、悔くやしい。




「常田さん、その写真のデータ、貸してくれません？　ぼくのパソコンに取り込んでおきたいな」

　ジョクのあとから勝手口にあがりながら、鈴木が俊一に頼たのんでいる。

「いや。常田さん。それ自分に預からせてくれません？　他所よそに持ち出されたくないんです」

　ジョクは、チャムを叩たたき起こして、二階の部屋で寝ねろと追いやりながら、鈴木を牽けん制せいした。

「でも、ほかにいろんなの写してますし……」

「常田クン、肖しよう像ぞう権けんをいうつもりはないけれど、あなたは勝手にチャムを撮影しているのよ？」

　杏耶子が割ってはいってくれたので、ジョクはそのことについては、杏耶子にまかせておいて良いと感じて、台所に上がる。

「横田だぞ。ガベットゲンガーがむかっているのは……」

　ジョクの父親の孝則がテレビの中ちゆう継けいをつなぎあわせた結果を教えてくれた。そのかたわらで、榎本さんがいれてくれた日本茶を飲んでいたガラリアが、

「あたしの行った処ところだな？」

「そうなんでしょうね……」

　ガラリアの質問にこたえるつもりになった孝則は、食器棚だなの引き出しから使い古しのロードマップを取り出しながら、ジョクを顎あごで招いた。

「……なんです？」

「あの羽根つきのチビ、物を食ったりしたことの結果はあるんだろう？」

　孝則が、ジョクの耳元に囁ささやいた。

「物を食べた結果？……　ああ、そりゃそうです。あの子、羽根はついていますけど、人間そのものですよ」

「フム……どういうんだ？　気持ち悪くないのか？」

　孝則の質問というか、彼のチャム・ファウにたいする感情は、ジョクにはいいものには感じられない。父親の感性が俗ぞくすぎると感じるのは、気持ちのいいものではなかった。

　が、そのふたりの気分を感知したガラリアが、浴衣ゆかたの身体からだをひねって、

「あれは人を堕だ落らくさせるものだ。ご子息には、あれを捨てるように、お父上からも諫かん言げんしてほしい」

「そうですか？」

　孝則は、ガラリアの瞳ひとみを見つめてから、ロードマップをテーブルの上に広げて、それぞれの場所の位置関係の説明をはじめた。

　ジョクは、廊ろう下かのほうでゴチャゴチャやっている杏耶子と俊一の姿に、これが青年期にやる人間の行こう為いなんだろうが、存在というものは、それらの行為にどういう意味をもたせているのだろう、と嘆たん息そくまじりに考えようとして、やめた。

　肩かたをならべている父親が、ガラリアの肉体に充じゆう分ぶんに関心がある態度を見せていたからだ。







　９　おばあちゃん







「おばあちゃん。あまり強い熱で乾かん燥そうさせないで下さいよ」

　ジョクは、この数年、寝ねたり起きたりをつづけている祖母が、こんなにも元気そうに振ふるまっているのを見て、あきれもしたし嬉うれしくもあった。台所の隣となりの居間では、祖母がドライヤーをつかって、ガラリアの革かわ鎧よろいを乾かわかそうとしているのだ。

「今朝けさはよく食べられたし、いいんだよ」

　ちょこんと正座をして、膝ひざの上に革鎧をおいたおばあちゃんの手は、とまることがない。

　アの国では、こんな仕事は、新参の若い兵とか使用人のすることである。いやしくも、騎き士しの祖母にあたるものがやることではなかった。ジョクは、自分のなかにそんな意識が働いているのを自覚して、苦笑する。

　祖母のむこうの座ざ布ぶ団とんのうえに、タオルをかけてもらって眠ねむっているチャム・ファウの姿も、それは伸のび伸びとしていた。

　こういう現実を見ると、世界の存在というのは、見たとおりのものと納なつ得とくするしかなくて、理り屈くつなどいらないと感じる。

　祖母の老おいた小さな身体からだに、ガラリアやチャム・ファウを承服させる力があるのではないか、と思ってしまうのだが、それは違ちがうだろうとも思う。

　老人、死を間近にしたものの存在そのものの力が、それを追う者たちを立ち止まらせるものがあると考えるほうがいい。つまり、存在の在あり様ように生き物は屈くつ服ぷくするのである。

　であるから、死を想定できない生き物は、緊きん張ちよう感かんを欠き、その場しのぎの思考に囚とらわれてしまうだけで、だらしなくなるのであろう。

　別の言い方をすれば、すべてのものを受けいれる寛かん容ようさをもてるようになると、周囲は、その寛容さに屈服するという関係があるのかもしれない。

「チャムは、ばあちゃんのところがいいみたいだね？」

「人見知りをする子だけど、ここに来てからはこうなのさ」

　老いてボケがはじまっているはずの祖母は、明快である。すべてにふつうだ、と感じる。

　しかし、ジョクは、祖母が寛容で柔じゆう軟なん性せいのある人ではないことを知りながら、育ってきた。

　畑仕事しか知らない頑がん固こ者もので、生まれ育った田た無なしという土地しか知らず、海などは一度伊東の海を見たのでいい、と旅行に行くことも拒きよ否ひをして、この土地を守ってきた。

　周辺にマンションが建たちならびはじめれば、それは、農家の首を締しめる行こう為いだと拒きよ絶ぜつをしつづけた。その態度を貫かん徹てつすることが、連れ合いにたいする義務であるといって聞かなかったのである。とうぜん、外国への興味もなく、まして、異世界の人に接する能力などないはずなのだ。

　ジョクは、チャムの前にすわりこんで、リモコンでテレビ局の報道を追いかけはじめた。

　杏耶子と話をすませた俊一は、カメラを抱かかえて無ぶ遠えん慮りよに居間にはいってきて、座ざ布ぶ団とんのうえのチャムの撮さつ影えいをすますと、カメラのデーターチップを抜ぬきとって、ジョクに渡わたしてくれた。

「彼女と約束したから、君に預ける」

「ありがたい。君を信用していないわけじゃないが、どうあつかったらいいか、考えさせて欲しいんだ」

「わかってる。ちょっと出てくる」

　常田は、ジョクと居間の障子にもたれかかるようにしている杏耶子に声をかけると、玄げん関かんのほうに出ていこうとした。

「どこにいくの？」

「新しい奴やつを買ってくる。電池もさ。将来、ちょっとしたスクープ写真になるチャンスだろ？」

　その臆おく面めんもない声は、ジョクの神経に障さわったが、そこまで制止する気にはなれない。

「……わたし悪くて……。彼、もうここに来させないようにしますから」

「いいさ。そんなことをして、彼が帰ってこないのはいいんだけど、ぼくらのことを他所よそでしゃべられたら困るな……まだ対処の仕方がわからないんだから……」

　民放のテレビ局が、防衛庁の建物を映しだして、突とつ然ぜん、リポーターの画面に変わり、型通りの紹しよう介かいもそこここに、画面は、その防衛庁の記者会見場にかわる。

「……ですから、我々にもまだ具体的なことは、なにひとつわかっていないのです」

　すでに報ほう道どう陣じんとのやり取りが始まって、騒そう々ぞうしさがそのまま画面に映し出された。

「カメラは、まだいれないって約束でしょ！」

　そんな声が、画面の外からきこえて、画面が揺ゆれたりもする。

「そんなんじゃ、会見の席を設けた意味がないじゃないか！」

「いいじゃないの！　だけど、そのカメラを持ちこんだ局は、ほかの局との約束を破ったんだから、その映像は全部の局に配信して下さいよ」

　インタビューをうける形をとっていた自衛隊の幹部が、温厚な口く調ちようではあるが釘くぎをさしてから、言葉をつづける。

「防衛をつかさどる側が、こんなことをいうと国民から非難されるかもしれないでしょうが、我々の理解をこえるものだ、という表現しかできない現状なのです」

　会見にのぞんでいるのは陸海空の広報担当者の内局の幹部たちで、前線という制服組の苦労などは想像がつかない、よほど正直な人たちである。

　そうでないとすれば、東京の空を飛んでいるものについて、入いる間まから具体的な情報を手にいれて、それを隠かくすために煙えん幕まくをはっているのかもしれない。その幹部にむかって、防空態勢はどうなっているんだ、というような質問が飛ぶ。

「それについては、スクランブルはかけましたし、威い嚇かくして東京上空から排はい除じよした、という状じよう況きようであります」

　航空自衛隊の広報担当が、なにも書いていないメモを読み上げる芸当をやって見せる。

「昭島市方面に飛んだロボットの件は、どうなってんです？」

「そのことは、確認できていません」

「どうしてです？　首都を飛んでいるものを追つい跡せきできないんですか!?　見ている民間人はいっぱいいるんですよ！　なのに、専門家がわからないと言うのは、おかしいじゃないですか！」

「そういう問題ではないんです」

「でも、ウチのカメラはロボットを撮さつ影えいしているんですよ？　まだ横田周辺の火災はおわっていないし、ほかの局のカメラも確認しているんです」

「横田基地に着陸したのを撮影したのは、うちのカメラです」

「ですから、現在、総力をあげて、確認中です。在日米軍からは、まだ、そのような報告は、はいっていません。それに、ロボットという決まりきった概がい念ねんで呼ぶ対象ではないので、それについては、気をつけていただきたい」

　三人のなかでは上級者である陸上自衛隊の広報担当が、背筋をのばして応対しようしたが、幹部のすわるテーブルの前にもぐりこむようにしていた若い記者が、

「人間型のものがどうしてロボットじゃないんだよ。だったら、着ぐるみですか!?」

　ドッと哄こう笑しようが会見場を満たした。

「機械的なロボットという意味ではない、と言っています！」

「だったら、なんなんです!?」

「鋭えい意い、調査中ですと申し上げています」

「どこが仕し掛かけてきたんです!?　知っているんでしょ!?」

　その質問は、言葉とおなじように気性のはっきりした男の声だった。

「なにがです！　なにをです!?」

　陸上自衛隊の広報担当の幹部が、年ねん齢れいににあわないリンとした声を発した。

「どこの仮想敵が攻せめてきたか、わかってんでしょ？　発表してくださいよ」

　自衛隊にとって、一番口にして欲しくない言葉が発せられたのだ。

「わかっていません。敵などと誰だれがいいました!?　すべて不明です」

「首都を攻こう撃げきされたんですよ!?　それなのに、防衛を担当する者が、そんなのんきなことを言っていて、税金の無む駄だ使づかいじゃないですか！　今日までのバッジ・システムは、なんだったんです！」

「そういう性質の議論をする場合ではありません。現状は説明いたしましたので、これで終しゆう了りようします」

「逃にげるのか！」

「つぎの発表は？」

「不明です！」

「なんでだ！」

「その無礼な質問をする男は、つまみだせ！」

　そう発言したのは、別のテレビ局の取材記者だ。広報担当の幹部たちは、その発言を味方にして、カメラの前から姿を消していく。

　ジョクは、自分たちの特異な立場をおおやけにしなければならない時がきたのではないか、と思ってしまう。が、大人おとなたちの騒さわぎは重く、面めん倒どうだと感じる。

「どうしたものだろう？」

　ジョクは、テレビのレポーターのいうことは聞かずに、杏耶子に振ふりむく。一いつ瞬しゆん、杏耶子は、困ったな、とは思うものの、さきほどふたりで話してことを確認する気になる。が、

「この娘こを、世間さまに紹しよう介かいすればいいんだよ」

　おばあちゃんだった。

「本当にそう思うかい？」

「簡単なことだろ？」

「そうね。それが一番ね」

　杏耶子は、自分の考えとおなじだったので、居間の畳たたみに膝ひざをついて、ジョクの祖母の手元を覗のぞいた。

「そうするにしても、どういうルートでやったらいいんだ？　田無警察でいいのかな？」

　そういったときに、ジョクは、現実的な問題を想像してゾクッとする。どこかで警察などとかかわりあうことの面倒さを意識するのは、ふつうの人の感覚があるからだ。

「……厭いやなのでしょう？」

「わからないんだよ。ガラリアとバーンのやったことを、どうやったら、穏おん便びんに処理してもらえるか」

「ウソよ。バイストン・ウェルそのものを、ジョクひとりの個人的な経験にしておきたいんじゃないの？」

　祖母をはさんでのことだったのだが、ジョクには、杏耶子の瞳ひとみが間近にせまったと感じた。

　その視覚感かん触しよくは、奇き妙みようにジョクに杏耶子を冷たいと感じさせたのだが、じつは、その指し摘てきのとおりの欲望があるのではないか、とも自覚した。

「…………？」

「異世界の存在を証明するには、チャム・ファウは、絶対的な証人よ？　彼女を見れば、誰だれだって、あなたたち三人が、異世界からきたって信じられるわ」

「そうかな？　それほど人間ってやつは簡単か？」

「そうよ。簡単でないのは、あなたの心よ」

「そうか……ぼくは、バイストン・ウェルを他人には教えたくないのか……」

　杏耶子は、ひどく従順な反応をみせたジョクを見つめてながらも、杏耶子は杏耶子で、いまの指摘が自分の嫉しつ妬とから出たものではないことを祈いのっていた。

「そうだろうか？　どうしたらいい？」

「こういうときのために警察があるんだよ」

　祖母は簡単だった。

「ほかの方法はないんだろうか？」

「警視庁レベルに、直接接せつ触しよくを取るほうがいいだろうな」

　ジョクの父親、孝則が台所のほうから顔をのぞかせた。

　孝則は、ようやく、現実的に自分たちが対処しなければならない問題を理解し、ジョク自身が、その問題で動かなければならなくなったことを心配しながらも、安心もしたのだった。わけのわからない事態の進行に身をおくとき、傍ぼう観かん者しやでないかぎり、自分ができそうなことが見つかれば、その発想の是ぜ非ひに関係がなく、人は安心をするものだ。

「……ガラリアさんは、かなり神経質になっているからな。なんというか、組織の末まつ端たんからはいると、彼女が爆ばく発はつするかもしれんぞ」

「だれか知りあいがいるの？　警視庁とか自衛隊の上のほうに？」

「高校時代の連中で、何人か自衛隊関係者はいるが、それほど出世している奴やつはいない。警視庁にもいないではないが……」

　婿むこ養よう子しの孝則は、鹿か児ご島しま出身である。同郷人に、その方面の職業についている仲間はすくなくないのだ。手帳を取りだした孝則は、住所録をくりだしてくれる。

「バーンが、横田基地にはいったっていうのは、本当なんだろうか？」

　ジョクは、なんどとなくチャンネルを切りかえて、その場面をキャッチした映像をさがしたが、どの局でも見ることはできない。

「東京には、ふたりほど友人がいるが、どうするかな？」

　そんなことをいいながら孝則が台所にもどっていったので、ジョクもついていく。

「良子、お前の関係している局で、報道関係のプロデューサーかディレクターを知らないか？」

　テレビを食い入るように見ているガラリアを凝ぎよう視しして、機械のようにお茶を飲んでいる良子に、孝則はきいた。

「あたしは、教養番組関係の人しか知りませんよ。どういうことです？」

「相談したい。ジョクとかガラリアさんたちを世間に公表するについて、もっとも安全で、ジョクたちが不利にならない方法というのを検討したいんだ。そういう意見を聞ける人はいないかね？」

「ジョクを助ける方法？」

「ジョクは犯罪者ではないよ。しかし、この世界でその証明をするのが難題なんだ。それをうまくやる方法を見つけたいんだよ」

　孝則の説明の後半は、ガラリアも用心深く聞き取って、ジョクには、ガラリアがかなり孝則のいうことを理解していると見えた。

「どうだ？　ガラリア？　父が考えていることは？」

「了りよう解かいするが……あたしは、実戦の最さ中なかだったのだ。その証明ができれば、あたしが、この世界でやったことが戦せん闘とう行こう為いで、犯罪ではないと理解してもらえるわけだな？」

　これは、すでに、鈴木や俊一たちもまじえて語られた問題である。ここにいる人々はようやく、逼ひつ塞そくせずこの世界の世間に出ていこうという決意をはじめたのだ。

「うちの会長も、政界と官界には個人的なルートをもっていると思いますから、接せつ触しよくしてもらいましょうか？」

　鈴木敏之である。東京自動車工業といえば、日本でも三本の指にはいる自動車メーカーで、鈴木のいうことには期待がもてた。

「しかし、迷めい惑わくがかかるかもしれない」

「このことで、トージコーだけが、漁ぎよ夫ふの利りを得るという立場も考えられる。それは、厭いやだな」

　ジョクは、自身、とても先走った発言で、事態を楽観的に見すぎていると感じながらも、釘くぎを刺さす必要もあると感じるので、そう言い切ってしまう。

　バイオ関係の研究を自動車メーカーの研究室でやっている鈴木が、オーラバトラーの技術を独どく占せんしたいと考えるのは当然だからだ。

「そういった助平根性は否定しませんけど、ぼくが会長に直接電話をいれれば、そのことで首を切られるかもしれないのが、サラリーマン社会なんですよ？　でも、いまは、穏おん便びんにみなさんの存在を、世間に認知させる必要があるんでしょう？　そのためのお手伝いはさせて下さい」

「君の首を賭かけてか？」

　ジョクは、ダメ押おしをした。

「ええ、懸け念ねんしなければならない現実的な問題はありますけど、やりますよ」

「なぜだ？」

「すくなくとも、ぼく自身は、この現実を目もく撃げきして信じました。この幸運をくれたことにはお礼をしたい。首を賭けてもいいものです」

　ジョクは、鈴木という独身のサラリーマンを信じる気になった。







　10　在日米軍基地







　第七艦かん隊たいに所属する空母ミシシッピー麾き下かのヘリコプターが、ガラリア・ニャムヒーに撃げき墜ついされ、その報復に発進した一線の戦せん闘とう機きの一機が撃墜されれば、極東地区の最重要基地である横田の在日米軍は臨戦態勢をとる。

　当初、オーラバトラーの出現を日本国内の不ふ穏おん分ぶん子しの策動か、自衛隊かどこかの企き業ぎようで秘ひ密みつ裡りに研究されているものではないかと考えた。日本をこえる技術立国が近きん隣りんにあると思わないのは、横田基地に勤務する軍人たちも、自分たちの勤務地の外地にシンパシーを感じてしまうからだろう。

　その基地に、当のバーン・バニングスのガベットゲンガーが、接せつ触しよくしようとしているのである。コントロール・タワーのスタッフならずとも、パニックにおちいる。

　バーンは、ガベットゲンガーにタワーの周囲を旋せん回かいさせながら、驚きよう愕がくの表情をみせるスタッフに、簡潔な意識をもって自分の立場を説明した。

「……!?　いまの意思は、あのロボットのパイロットからだな!?」

「あれは、ヘリをやった奴やつとは形がちがう。エンジェル・フィッシュをやった奴じゃないのか!?」

　自分たちがすぐには攻こう撃げきされそうもないとわかっていて、右手に大口径の武器を装備した人ひと型がたのマシーンが、巨きよ大だいな昆こん虫ちゆうのような羽根をふるわせて飛んでいれば、これを、ただちに現実的な脅きよう威いと信じるのは生理的にむずかしい。

「司令官に照会する。しばらく滞たい空くうしてくれ」

『待てない。急ぎたい！』

　バーンの意思は、かなり刺し激げき的にタワーのスタッフの頭をふるわせた。

『ここの独断というわけにはいかないんだ』

　そんな応答のあいだに、バーンは、ガベットゲンガーをコントロール・タワーの設置してあるビルディングの前に着陸させてしまった。

　ガベットゲンガーのオーラ・バッテリーの消費は緩かん慢まんなので、エネルギーの心配はないのだが、この世界での性能の確証は得ていないので、あとあとのことを考えて、バーンは用心したのだ。しかし、その基地の滑かつ走そう路ろの南と西側では、まだ消火がしきれない市街地の煙けむりがおおきく太陽の光をさえぎり、炎えん上じようしている大型輸送機は鎮ちん火かはしたものの、濃こい白はく煙えんが塊かたまりになって天にのぼっている。

「これでは、穏おだやかにすむものではないが……」

　さすがに、間近に見る惨さん状じようからうける印象と、それに刺激されて行動する人間の感情を考えれば、バーンは小しよう銃じゆうの弾だん倉そうを確認する気にもなった。

　しかし、管かん制せい塔とうのオペレーターたちの感触は、はじめて出会った警官たちや入間の隊員たちとは、ちがっている、と確信できた。

　ガラリアの攻撃の余よ燼じんがくすぶっている基地で、建物や軍用車しや輛りようを楯たてにして接近してくる兵士たちは、後続の者ほど携けい行こうする武装を堅けん固ごにしてくるのがわかったし、ひどく口径の大きな武器を肩かたにした兵士たちもみとめられた。

　その意味では、バーンには、入いる間ま駐ちゆう屯とん地ちで見た隊員たちより、この基地の軍人たちのほうが共感できる容姿と挙動をしていた。実戦慣れをしているのだ。

　とすれば、バーンはフレイ・ランチャーを使うことになるかもしれないと覚かく悟ごするのだが、それでも、コントロール・タワーとの交信などでは、どこか柔じゆう軟なんな意思が感じられて、最悪のことにはならないのではないか、と予測する。

「ガラリアのフレイ・ランチャーの攻撃を目の当りにしているはずだ……それでも、こんなに近きん距きよ離りで包囲してくるとはな……」

　バーンは、先ほど共感を抱いだいていた日本人のパイロットともちがう手て応ごたえに、包ほう囲い網もうを威い嚇かくするためにガベットゲンガーの上体をゆったりとめぐらせて、彼らを睥へい睨げいしてみせた。

　ザッと身を低くする挙動も軍人らしい、と感じれば、バーンのほうも、戦場での平静を取り戻もどされて、判断力までが明めい晰せきになってくるような気持ちがする。

『ここに来て、まちがいがなかった……』




「次元スリップをしたといったか……？」

　ニゲス・ギンガム中将は、そのあとの言葉が出ない。

「ＳＦでもあるまいし、と感想をいうのは、やめておきます。どうなさいます？」

「会おう。相手の意思を確認する必要は認めるのだな？」

　横田基地の司令官、ニゲス・ギンガム中将は帽ぼう子しをとると、久しぶりに実戦にのぞむときに感じる武む者しや震ぶるいにはげまされる。

　しかし、年ねん齢れいからくる老ろう婆ば心しんが、恐おそれだけを感じてしまっているのかもしれないという危き惧ぐは払ふつ拭しよくしきれないので、意識して足早に執しつ務む室しつを出て行ってみせる。

「敵は、滑かつ走そう路ろを百数十メートルにわたって溶とかすほどの武器を携けい行こうしているロボットです」

　ハレイ・ウォルターズ大たい尉いは、いちおう自分の見たものを説明する気になるのだが、

「いい。すぐに自分の目で確かめられる！　よりによって、目の前を爆ばく撃げきされて、その敵が接せつ触しよくをして来たんだ！」

　ギンガム中将は、ベトナム戦や湾わん岸がん戦争などの、昔の実戦と質感がちがう電子戦しか知らない士官などは信用をしたくないのだ。それがまた起こっているのである。

　ここが外地であろうが、敵性のものが接触してきたのなら、息の根を止めて、そのうえで尋じん問もんなりなんなりすればいいのだと思っている。その考え方に矛む盾じゆんがあることなどは考えようがない。一方、

「申しわけありませんでした」

　と、応じてしたがうウォルターズ大尉は、六十をこえた将軍が昔むかし気質かたぎの軍人で、人類は猜さい疑ぎ心しんをそだてることによって歴史を構築してきたのであるから、一時の平和的様相は、次の戦争の準備をする時間かせぎでしかない、と主張している老人だと思い出している。

　この時代、そんな主張をするのはいたずらに誤解をまねくもとであって、ギンガム中将自身、若い部下たちのまえに口にすることはなかった。

　ウォルターズ大たい尉いでも、冷戦解かい凍とう後ごの軍規の緩ゆるみには、腹を据すえかねる部分はあるのだが、その後におこった局地戦が、世界に影えい響きようをおよぼすものであったりするのをみれば、ギンガム中将の主張が、あながちタカ派的な考えとはいえないのではないか、と考えるときはある。

　世界が、経済構造を基き盤ばんにしてせまくなれば、軍事組織のありようも過去のものとちがう位置づけをしなければならない時代がきた、という認識はあるのだ。しかし、二十一世紀にむけての軍隊の在り様がどういうものであるべきかというコンセンサスは、いまだ、アメリカ軍でさえなかった。

　だからこそ、中国や中東諸国からの非難がありながらも、全米を網もう羅らするミサイル網はいまだ必要とみなされて、新規整備の予算が議会に計上されつづけたりしているのである。単に軍事産業へ金をまわすとか、失業率を緩かん和わさせるための発想からではない。新時代の軍事のありかたについての概がい念ねんが生み出されなければ、社会は旧来の手法を踏とう襲しゆうするしか選せん択たく肢しはないのである。

　ことに、アメリカは多民族国家であるために、国内テロでも、外国の脅きよう威いを背景にした性格があったり、新興宗教の過激行動に対応する必要もある。銃じゆう規き制せいだってすすまないのだから、どこから勃ぼつ興こうするかわからない民兵組織に対応するためにも、規律ある武装集団は必要なのである。軍事的組織が先細りする時代は、まだまだ後のことではあるのだ。

　ニゲス・ギンガム中将のような軍人にとっては、第二次大戦以来、世界の警察を任じていた米軍が、闘たたかうべき敵を設定できないこの時代は不本意で、フラストレーションにおちいっているのだと、ウォルターズ大たい尉いの世代は感じとっている。だからといって、大尉たちの世代が、軍隊を安あん穏のんとした生活の場にしているのかといえば、それはそうではないのだ。

　フロンティア精神とピューリタン的な日常戒かい律りつに縛しばられる生活がアメリカの信条であれば、軍隊的規律は、生せい活かつ基き盤ばんのものであると信じているから、現状のままでも日常のフラストレーションはなかった。

　ギンガム中将の意気があがっているのは、オーラバトラーなるものを旧来の概念に合がつ致ちした敵として設定できそうだ、と感じているからであろうと想像するのだが、それは幸せな生き方だと同情はする。

「自分は、現実主義者だ。見たものしか信じない。ロボットなんて話は信じんが、見せてもらえればそれは信じる……日本語という奴やつは、あれは、ロック・ミュージック以上にひどい音で、理解も想像も拒きよ否ひする音声だ」

「ハ……？　ああ！」

　ウォルターズ大尉は、一いつ瞬しゆん、狐きつねにつままれた感覚におそわれる。が、思い直す間に、ギンガム中将の罵ののしりが、謎なぞの物体を報道する東京のテレビ局のことを言っているのだとわかった。

「事態の推移は、横よこ須す賀かと厚あつ木ぎに逐ちく一いちおくっておけ。一挙に、ここが全ぜん滅めつさせられるかもしれんからな」

　ギンガム中将は自分の言葉に戦せん慄りつをするのだが、同時に、興奮する自分も自覚して、ますます足が速くなった。このまま戦せん闘とう状態にはいるのも悪くはない、ということだ。

「……こんどは、一方的にやられはしない、ということを敵にみせてやる」

　そうつけくわえてしまって、ギンガムは、あわててウォルターズ大尉に作り笑いをみせて、

「冗じよう談だんだよ。奴は、いわば、白旗をかかげてきたのだろう？」

　こんな芝しば居いは大人おとなのやることで、中将自身好きではないのだが、これも指揮官としてやってみせなければならないことである。部下によけいな不安をあたえてはならない、というのも戦場での鉄則である。

　エントランスを横切ると、中将は、若者のように身軽にジープに飛びのって見せた。

「……エンジェル・フィッシュがやられ、リチャードたちのヘリもやられちまったんです」

　ジープを運転する軍ぐん曹そうが、中将に告げ口をした。

「知っているのか？」

「リチャード・コルボーンは同郷で、高校の先せん輩ぱいでありましたから」

「そうか……」

　中将は、やはり戦場にちかいと実感して、満足する。助手席の大尉は、電話をとってタワーとみじかい受け答えをしていた。

「厚木に着陸したキャグニー・ストガノムから、戦闘詳しよう報ほうがはいったようです。モーリー・エンゲルス中ちゆう尉いが、黒い人形に撃げき墜ついされたのはまちがいないようです」

「ここに着陸している奴のことか？」

「さあ……それは……」

　さすがに、ウォルターズ大たい尉いは、推測で即そく答とうするのはさけた。

「日本の軍隊からは、なんと言ってきているんだ？」

「反応がにぶい、というのが正確なところです。あの人形について、なにか知っているような気配があります」

「ということは、日本のどこかで開発されたものだということじゃないか」

「その点については、なんとも……」

　ウォルターズ大尉は、それについて即答できる情報などはもっていなかったが、そんな馬ば鹿かな話はない、という気もなかった。

『ジャップは、民間でも小型のロボットを製造販はん売ばいしている。あれを局地戦用の歩兵に転用することは不可能ではない。基き礎そ技術を玩具おもちやを口実にして開発しているのではないか』

　その推測は、軍人であれば誰だれでも想像することなのだ。民生用と軍事用の機器の差というのは、その境界線などがなくなって久しいのは、家庭用の電子オーブン以来、コンピュータ機器、コンピュータ・ゲーム機のチップにまで及およんでいるのである。

　玩具だと舐なめてはいけないのだ。連中のダークスーツとオリエンタル・スマイルは、裏でやっていることを隠かくしている鎧よろいなのである。

　ビルの角をまがると、前方にガベットゲンガーが立っているのが見えた。大尉は助手席から、包ほう囲い網もうをはる将兵たちに道をあけるように命令した。

「ホウッ……」

　巨きよ大だいロボットというので、どれほどのものかと警けい戒かいしていたギンガム中将は、ガベットゲンガーが比ひ較かく物ぶつがないところに立ってくれていたおかげで、意外と小さくみえるので多少は安心した。が、火災の黒こく煙えんがうっすらと流れている背景は、実戦を想像させてくれる。

「速度をおそく！」

　大尉の緊きん張ちようした声とともに、彼の右手が拳けん銃じゆうにかかるのを中将は見み逃のがさず、

「楽にな、大尉。軍ぐん曹そうも」

「ハッ！」

　運転席の軍曹の背中が、小さく丸くなった。

「腹のところがコックピットか……」

　中将は、ガベットゲンガーのコックピットの前に、クラシックな革のスーツを着込んで小しよう銃じゆうをささえ持っている白はく面めんの青年を見とめる。

「…………!?」

　ちかくで見上げれば、身長が二十メートルに満たない人ひと型がたの乗り物といっても、それなりに脅きよう威いを感じる立ち姿である。機体の装そう甲こうのなめらかさ、というのが気になった。

　巨きよ大だい昆こん虫ちゆうを感じさせるというのは、生々しい迫はく力りよくを具備していて、航空機に感じるものとは、異質の力があった。

　ギンガム中将は、コックピット前にたつ青年の端たん正せいな姿に、敵というものがいつも凶きよう悪あくな姿をしているとは限らないと自分に言いきかせながら、停車したジープから、できるだけゆっくりと降りてみせた。

「自分が、この基地の責任者である」

　ウォルターズ大たい尉いから言われているとおりに、言葉を頭にうかべてその概がい念ねんをつたえるようにする。

『バーン・バニングスです。騎き士しであり、オーラバトラーのパイロットであります』

　白面の青年が叫さけんできたので、名前の部分は耳に達していたのだが、ギンガム中将の頭にひびいてくるような意識のつらなりには啞あ然ぜんとした。

「……あなたがしゃべっているのか？」

「そうだ！」

　ギンガム中将は、今度は、バーンの意思を明めい瞭りように音声として正面から聞いて、思わずウォルターズ大尉を見やった。

「ふつうの人間だぞ……!?」

「自分も、姿をみるのは初めてでありますので……」

「状じよう況きよう証しよう拠こをかためるしか、我々には、貴兄の立場を確認しようがない。そのためには、貴兄からもっと具体的な説明を聞くしかない。そのために、我々は、貴兄を我が軍にうけいれた。以後は、武装を解いて対話する時間をもちたいが、いかがか？」

「貴公らにとっては、自分は敵対行こう為いをとった者とみなされていよう。我が身とこのガベットゲンガーの安全が保障されないかぎり、ここを動くわけにはいかない」

　中将は、バーンのいうところは了りよう解かいしたが、安全の保障など口でできるものではない。

　が、中将は、ガベットゲンガーが自分の知識を超こえるものではあっても、頭から拒きよ否ひできる存在ではないと理解できたので、ここは相手の言いなりになってでも、このロボットを調べる必要があると決意した。

　航空好きの人間には、ガベットゲンガーが技術の行きつく先のものらしい、ということは看過できない。機体の調査をすれば、技術的なものを手に入れられると思うのは、ドイツ人からロケット技術を導入して、以後の宇宙開発までつなげていった歴史を知っているからであるし、なによりも、バーンが北ほく欧おう人じんの容よう貌ぼうをもっていることが、中将をその気にさせたのである。

「……よし、わたしがそこに行こう！」




　中将は、ウォルターズ大尉に、タラップ車を用意させると、ガベットゲンガーのコックピット前のバーンと対した。

　ガベットゲンガーを包囲する下士官や兵士たちは、事態の進行から、いますぐ生き死にの状態にはならないらしいと判断すれば、資料の入手に動き始めて、メンテナンス関係のクルーを中心に、一いつ般ぱん将兵たちも、われ先にとホームビデオまで持ち出すために隊舎に駆かけもどりはじめる。

　それに並行して、横田の管制指令室では、バーンから教えられたショット・ウェポンなる人物のデータを収集していた。

　カリフォルニア工科大学に所属する生物工学の教授で、学生時代は、電子工学を専せん攻こうし、オックスフォード大学大学院ではバイオ・テクノロジーの応用を学びながら、コッホ研究所にもかよいつめて、ウィルスと酵こう素そとの相そう互ご干かん渉しようシステムの研究をつづけてもいた。コンピュータ・ソフトの開発会社に勤務したのはそのあとで、つまらないゲームの開発に手を出したりもしていた。三十代にはフランクフルトの大学の医学部で、脳のう腫しゆ瘍ようの研究に没ぼつ頭とうした時期があり、体内生息ＪＴウィルスの論文も書いていたりする。のちに、バイオ・テクノロジーの工業化への転用についての論文を集中的に書きはじめて、行方ゆくえ不明になっている人物である。

　失しつ踪そう直前の居住地は、ロスアンジェルス市内のアルタデナである。彼の乗用車がサン・ガブリエル山地のハイウェイのガードレールを破は壊かいして、墜つい落らく。同乗者の女性の焼死体は発見されたが、彼の肉体的痕こん跡せきは発見されていない……。未み婚こん。髪かみは灰色。目はブラウンで、身長百八十五センチ。子供はない。要するに趣しゆ味み人じんとしか見えない経歴である。その先代が北方ヨーロッパ人であるのだが、そこにさかのぼることは、意味がないらしい……。

　そんなデータは、バーンと会見しているギンガム中将にも、携けい帯たい電話のファイルに逐ちく一いち電送された。

「……君のいうことに、かなりの真実がふくまれていることは、了りよう解かいした」

　ギンガム中将が、手にした携けい帯たい電話のディスプレーをバーンに示したりしていると、地上から、ウォルターズ大たい尉いがお茶とクッキーをのせたトレイと二脚きやくの椅い子すを整備台車であげてくれた。

「で、貴軍は、自分とガベットゲンガーをどうあつかうのか？」

　バーンは、ガベットゲンガーの手のひらから、その台車の整備台にうつると、スチール製の椅子をつくづくと観察してからすわった。

　その態度を観察して、中将は、現代的な事物を珍めずらしがっている青年の素そ振ぶりに、異世界から来たというのを信じそうになった。が、まだ、バイストン・ウェルの世界については、青年が口にしたていどのことしか知らないのだから、信用してはならないと自じ戒かいする。なにしろ、北ほく欧おう人じんの実像をもつ青年とオーラバトラーという機器のイメージが重なり合わないのだから、しかたがないことである。

「……!?　誤ご爆ばくによって、我が軍のヘリコプターとジェット戦せん闘とう機きが撃げき墜ついされたことについては、純じゆん粋すいな軍事行動とみなすことは、承服しないでもないが……そう、これは、わたしの私見だ。正式の審しん判ばんをうけてもらえまいか？　我が本国で？」

「それをうけいれれば、自分がバイストン・ウェルに帰る方策を検討するという件は、了りよう承しようしてもらえるのか？」

「万全の研究体制をとる。むしろ、我が軍のパイロットも同道して、バイストン・ウェルのコモン界を見聞させてもらいたい」

　ギンガム中将の言葉の半分は、ウソなのだ。

　彼は、信じようとしても、そんな異世界の存在を肯こう定ていできる思考回路はないのである。

　が、その意識がバーンに感知されることがなかったのは、ここでのふたりは、交こう渉しよう事ごとをおこなうことに集中していたために、相手の深層意識にあるものを感知するよゆうはなかったからだ。

「……その間、自分とガベットゲンガーの安全をどう保障するのか」

「技術的な質問だと思うな。信じてもらうしかないのだから……」

　その後、ふたりはその問題について協議したが、バーンは、アメリカ本国に行くということに心をひかれ、それに、ガラリアを同道させたいということにこだわって、交渉をつづけた。

　しかし、ガラリアがヘリコプターを誤ご撃げきした問題が、本当に不問に付されるという保証がないかぎり、彼女を呼ぶべきではないと判断せざるを得なかったのが、中将との交渉結果になった。

「数時間以内に、貴公のオーラバトラーを輸送する飛行機を用意させる。その間は、ここにテントを用意させるので、そこで休息していただきたい」

　ギンガム中将は、ウォルターズ大たい尉いにそれらについて命じてから、バーンという青年が、ほんとうは何者なのだと考えこんでしまったが、中将に解答が出せようはずがなかった。

　そのような夢物語は、そういう話が好きな連中に任せればいいだけで、バーンをアメリカ本国に移送するという判断をして、自分が左さ遷せんされることなく、定年を迎むかえてたっぷりと年金をもらえればいいのである。

　とは思うものの、整備台から見上げるガベットゲンガーは、ハリウッド映画の作り物に見えてしまうので、こんなものを本国に送り込んで免めん責せきをうけるようなことになったら、惨みじめだとも考えてしまう。

　しかし、本物の人ひと型がたの兵器であるという確信はあった。

『まるで、カトゥーンの世界にしか見えないが……』







　11　重役室







　その日の東京は、昼ちかくには快晴になり、気温も夏の暑さにちかくなっていた。

　小お笠がさ原わらの南方洋上から北上する台風は、進路を北西にかえて、二日後には、本土に接近するか上陸する可能性もでてきたと昼の天気予報が報じる。

　そんな正午前の天気予報をながしたあと、すべてのテレビ局が、バーン・バニングスのガベットゲンガーと自衛隊機の不時着ニュース、横よこ田た基地周辺の火事、板いた橋ばし区内に撃げき墜ついされた米軍機とそれにともなう火災のニュースで時間をうめ、田た無なし周辺の空域で行方ゆくえ不明になった二機のオーラバトラーのことも、追つい跡せき報道されていた。

　しかし、この時点では、どのテレビ局も、オーラバトラーという単語をつかうことはなく、各局で好きな表現をつかっていた。そして、どの局もこの四つの事件が、一連のオーラバトラー関係の事件である、という表現もさけていた。

　その用心深さは、日本のマスコミ一いつ般ぱんの通つう癖へきである。

　報道の自由を口にしながらも、誤報を恐おそれる以前に、自分たちの意見に対立意見が出ることを面めん倒どうがって、自分たちの感性まで疑うようになって、口を閉ざすのである。

　私見の表明をはばかるのは、電波を管理している政府官かん僚りようにたいしての気き兼がねであり、スポンサーに嫌きらわれないようにして、生きる術すべを身につけすぎた結果である。あらゆる軋あつ轢れきを回かい避ひしようとするあさましい感性ともいえる。

　とはいえ、面白くなければ読みもしないし、観みもしない大衆相手では、リベラルにマスコミ経営にとりくむ企き業ぎよう家かなどはいなくなるという側面もあって、大衆にも一いつ端たんの責任はある。

　しかし、企業や官僚のトップには、それらの問題を承知して、ある種の理念をもって経営に参画しているケースもあるのだが、組織が巨きよ大だいになればなるほど、組織を維い持じ管理するために膨ぼう大だいな中間知識層が存在して、それら小利口な中間管理職が、洞どう察さつ力りよくを秘めたひとりの意思を、組織のなかで吸収していく、というシステムの闇やみの部分も作動する。この組織の悪あく癖へきは、コネクションと僥ぎよう倖こうによって出世した愚ぐ鈍どんな才能をトップに押おし上げ、隠いん蔽ぺいもする効用があるために、真実、問題の根が永遠に根絶されることがない。




　この日。

　東京自動車工業株式会社、通つう称しようトージコー。一般的にいえば、日本でもっともロングランのスポーッカー・シリーズ『セリティ』を生んだ会社の定例重役会議のおわった直後に、電話が鳴った。

「ン……」

　六十代なかばながら、見た目には四十代と思わせる精せい悍かんな印象をあたえる技術者あがりの会長、富とみ房ふさ源げん治じは秘書からの確認にちょっと考えてから、

「鈴すず木き敏とし之ゆきクンね。いいよ。つないでくれ」

「はい……」

　富房源治は、デスクのむこうの会議テーブルにすわっている六人の役員たちの顔を順に見まわすだけの時間があった。

「あの、会長でいらっしゃいますか？　じ、自分は、杉すぎ並なみの研究室第八課の鈴木敏之であります」

　こんな風に、若い社員が直接会長に電話をしてくれば、緊きん張ちようするのは当り前で、富房は鷹おう揚ようだった。

「おぼえているよ。鈴木君。なにかね？」

　富房は、目の前にいる役員たちの反対を押おし切って創立させた研究室のスタッフだったので、鈴木を思い出すことができた。富房は、年に一度の入社式で若者に顔をあわす以外、同どう年ねん輩ぱいの同格としか顔をあわさないというタイプの経営者ではなかった。そうはいっても、一研究員が、自分を名指しで電話してくるのはよほどのことである。

　第二次大戦後のある時期までなら、労働組合員が電話をしてくることもあったようなのだが、バブル経済がはじけてからは、富房は平社員からの直じき訴そを経験していない。

　直訴というのは、経営トップにとっては面白いものではないのだが、都下の八課のスタッフの話というのは、そのような性質のものではないだろうと踏ふんだ。

「本日、朝からの一連の事件、ご存知でしょうか？」

「ロボット騒さわぎか？」

「はい。ロボットというよりも、もう少し性質のちがうものでして、オーラバトラーといいます」

　一気にしゃべっているのがわかる。

「落ち着いて話したまえ……技術的な発見でもしたのかね？」

「残念ながら、そういうものではないんですが、直接お話をしてお力をお貸し願えれば、会社のためにもなるのではないかと考えまして……」

　鈴木という青年は、決して落ち着いていなかった。富房も、うっすらと自分もうかつだったのではないかと感じはじめていた。

　ロボットらしいものが東京都内を飛んでいるというニュースを聞かないでもなかったのだが、今朝けさの会議は来年春のモーターショウにアメリカのメーカーが出展する複合エネルギー・エンジンの車に対たい抗こうするため、最後の判断をしなければならない会議であったので、出社する車中ではテレビもつけず資料を読み込んでいたのだ。

　それは、会議をひらいたときもおなじで、朝のワイドショウで、人ひと型がたの物が飛んでいる、昭あき島しまのほうで大火になっているというニュースも耳にいれたのだが、その詳しよう細さいについても、なにかあったら報しらせてくれ、と秘書に言って済ませてしまっていたのだ。

　その事件が本物で、自社にも関係がある？　火災の類焼に巻き込まれる工場はあったのか、とは考えてみた。

　しかし、どちらにしても、空飛ぶ人、という興味のある単語を耳にしながら、業務一いつ辺ぺん倒とうになってしまう自分の気性に、一点のミスを感じていた。

　世間に疎うとくなっているかもしれない老人という烙らく印いんである。そのような自覚が、言こと葉ば遣づかいを優しくした。

「前置きはいいんだよ。問題点……いや、提案があるのなら、今なら聞く時間がある。楽にして、教えて欲しい」

「はい、すごく興奮することを目もく撃げきしまして、現在は、その目撃したもの、つまり、オーラバトラーを所有している方のお宅にお邪じや魔ましています」

　言葉はわかるのだが、内容が理解できない富房は、電話を切るべきかと思う。が、それは、年寄りの傲ごう慢まんだと自じ戒かいした。

「事情を説明しないと、納なつ得とくしていただけないのはわかりますが、会長のお立場ならば、良いアイデアがあるのではないかとお電話をしたのです」

「アイデア？　どのようなアイデアかね？　わたしは、直流エンジン派だぞ？」

　富房の苦笑した表情に、佐さ々さ木き専務が立ってかわりましょうか？　という仕草を見せたので、それがかえって、富房に鈴木との電話をつづけさせることになった。富房は、営業なれしている専務の物もの腰ごしが嫌きらいなのである。

　それと、昼食の弁当が運ばれるのを待っているときでもあれば、即そつ刻こく電話を切る必要もなかった。

「オーラバトラーというものの説明からしなければなりませんが、現在もテレビで中ちゆう継けい放送中のやつのことなんですが、生物的機械なんです。直接見た感じでいえば、機械というものともちがうと感じるものでして、それが空を飛ぶ、火か炎えん放射器のような武器も使うのですから、その技術の応用は無限であると感じています……」

　富房は、テレビをつけろ、と手て真ま似ねで報しらせる。非常勤役員である青年が、会議室の大型テレビをつけてくれた。

「テレビをつけた……で……!?」

「その……今、練ねり馬まにいるのですが、その自衛隊と米軍の戦せん闘とう機きの捜そう索さく網もうを逃にげてきたオーラバトラーのパイロットの家にいるんです」

　会議室のテレビは天気予報をやっていた。他のチャンネルに切り替かえさせてみたが、すべてＣＭだった。密室にいた人々は、外で何が起こっているのか知らない自分たちをひっそりと意識する。

「オーラバトラーのパイロットか……？」

「はい、彼とその戦友という人ともいっしょになってしまいまして、オーラバトラーをかなり観察することを許してくれたんですが、とんでもない機体だと理解できました」

「なんだい？　もう一度いってくれないか」

　若い社員からセンユウという発音をきいても、戦友という単語は思いつくものではない。

「はい……事情はちょっと面めん倒どうですが、戦いから帰ってきた男でして、彼の家にいるんです」

「ちょっと待て……！」

　富房は、まだ鈴木敏之のしゃべっていることの全体は理解できなかったが、第一秘書の坂さかに、電話を録音させるように指示して、天気予報を映し出している画面に固定させた。

「センユウって、軍隊の戦友という意味だな？」

「はい……同どう僚りようだったようです。それで、練馬に自衛隊機を着陸させた黒いオーラバトラーと、いま、自分がいるところのすぐそばにあるオーラバトラー、カットグラというんですが、それが、なんというか、バイオ・システムみたいなもので動くということで、興味がある対象なんです」

　会議室のすみにおいてある大型テレビがニュースに切り替わった瞬しゆん間かん、富房は鈴木の言葉が遠い世界の言葉になっていた。

　ＮＨＫは、ガベットゲンガーを正面から捉とらえた映像はもっていなかったが、それでも、民間人の撮さつ影えいした画像も手にいれて、ニュースのアタックに使ってくれたのだ。

　はっきりと人ひと型がたのシルエットが空を飛ぶ映像を映し出して、この午前、すべてのテレビのアナウンサーの常じよう套とう句くになっているアナウンスが飛び込んできた。

「……この映像は、ＣＧで作ったものでもなければ、合成されたアニメーションでもありません。現実の光景なのです……」

「今、はじめてテレビの画面で見ている。これがオーラバトラーか？」

「はい、当事者がそう言っています」

「機械ではないと君は言ったね？」

「はい、生体力で動くものだと言っていますんで、オーラマシーンとかオーラバトラーというのだそうです」

「ウム……我々のいうロボットとはちがうのだな？」

「本質的にちがいます。断定できます」

「わたしは、いまはじめてＮＨＫで見ているんだ。専門的なことはあとで聞くとして、オーラバトラーのことを知らないわたしに、どういう用なのだ？　どういうアイデアが欲しいのだ？　その関連のニュースは、すべて記録するように……」

　最後は、役員たちに指令をして、富房の頭がようやく現実の事件と自分をつなげる必要がある何事かにむかって、作動をする。未知のものに足を踏ふみ入れることが、生きることであるのなら、それがこの初老の男に、あしたの活力を投入しようとしはじめていた。

　鈴木がかかえている問題は、オーラバトラーの問題であるのだろうが、現実的な切せつ迫ぱくした問題を抱かかえているのではないか、と言葉が焦しよう点てんを結びはじめる。

「はい、オーラバトラーを操縦してきたパイロットたちの背景がひじょうに複雑で、そのことを解かい析せきするにしても、そのなんというか、そのオーラバトラーを持ちこんだ人を、安全に保護する方法がないと、どうしようもないところに来ているのです。現在いる場所は、民間のふつうの家ですから、いつ周囲の人に見つかるかヒヤヒヤしていて、警察に入り込まれるのも困ります。自衛隊と接せつ触しよくするにしても、どうしたらいいのかわからない状態なんです」

「保護する？　パイロットとオーラバトラーをか？」

「はい……うかつに動いてしまったら見つかってしまいます。それで、在日米軍に見つかるのもどうかと思いまして……」

「米軍に見つかる……今、テレビでは、横田基地にはいったと話しているぞ？　そのことか？」

「違ちがいます。オーラバトラーは現在三機あります。その一機が横田に向かったんですが、ぼくがいるところに、二機のカットグラがあるんです。パイロットもふたり……」

「ちょっと待て！　オーラバトラーが二機とパイロット!?　君はそれといっしょにいて、周囲の人には気づかれていないというのだな？」

「ご明察のとおりです」

「それを保護したいといった？」

「はい、竹林のなかに隠かくれているんで、見つかるのは時間の問題です。ですから、どうやって穏おん便びんに自衛隊あたりに収容してもらったらいいのかと……」

　富房にちょっとわからないことが出た。

「直接、自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちにはいればいいじゃないか」

「それが問題なんです。パイロットは、そんなことをして、誤解されることを恐おそれているんです。彼らがきた世界のことを理解してもらえるだろうかって……」

　傍ぼう聴ちようしている第一秘書の坂の眼め鏡がねがひさしぶり光ったのを、富房は見み逃のがさない。それに、坂第一秘書が応こたえる。

「……トップダウンが安全と踏ふんだんじゃないんですか……？」

「……!?　横田を空くう襲しゆうしたのか？　そこにいるパイロットは？」

「そうなんです。それで、身の危険を感じている……というより、自分たちの立場を認識して欲しいという希望があるんです。それに、ぼくの立場から見れば、オーラバトラーの技術が、アメリカに持っていかれるのも問題があると感じました。つまり、オーラバトラーを安全に、ぼくらの管かん轄かつ下かにおいておおやけの場に登場させられるかということについて、会長のご尽じん力りよくをいただきたいのです」

　一方的に若者にしゃべらせたのは、問題点を考えたかったからだ。これはゴジラの映画ではないのだから、鈴木が言うことが本当であれば、若者たちの思っているように単純に仲ちゆう介かいの労をとっていいものではない。国際問題にも関かん与よするサムシングを含ふくみ、国防にかかわるかもしれないのなら面めん倒どうであろうし、世間の評判というのがブランド名にまで影えい響きようする時代なのであるから、経営のトップとしては、現実的な問題点は明確にピックアップする必要があった。

「どうして欲しいんだ？」

「つまり、ぼくは、二機のカットグラといっしょで、とてもハッピーなんですが、彼らは、敵対行動をとるつもりなどは毛頭なかったのに、この大事件をおこしてしまいました。この世界で、フレイ・ボンムがあんな威い力りよくを発揮するなんて、ガラリアだってジョクだって、知らなかったんです。彼らのいた世界、バイストン・ウェルでは、その力りき場ば、つまりですね、フィールド・エナジィというのが、こことは根本的に違ちがうらしいんです……」

　鈴木の興奮している口く調ちようはかわらなかったが、デッチアゲではない事実だと感じられる。

　鈴木が言っているパイロットも、とんでもない処ところから来たらしいと推測できるが、どう裁量したらいいのだ？

「なら、彼らが来たところに帰ればいいんじゃないかね？」

「それができないのです。世界の構造とそのフィールド・エナジィの関係性がまったくわからないんですから……！」

「フム……それで、隔かく離りとか保護とかいうのか？」

「はい、ここには、横田でヘリを撃げき墜ついし、基地周辺に火をつけた張本人がいて、彼女をガードするかたちで、もうひとりの日本人の騎き士しがいるのです」

「キシ？　なんのキシだ？」

「ああ、ナイトです。馬に乗る戦士。いや、パイロットです。いまはオーラバトラーのパイロットです」

「君の杉すぎ並なみの研究室の敷しき地ちが、あるじゃないか？」

「米軍とアメリカ大使館が、日本政府に抗こう議ぎを始めているような状じよう況きようでは、オーラバトラーは飛べません。ですから、おおやけの許きよ諾だくを得られないか、と会長のお力をお借りしたいのです」

　ようやく話が、要点に到とう達たつした。

「そういうことでは、わたしにも、いますぐにはちょっとアイデアがないな。電話を切ろう。いったん考えさせてくれ。君はそこを動くな。電話番号は教えてくれるか？」

「会長ご本人にはお伝えしてもいいんですが、これ、盗とう聴ちようされていませんか？」

「盗聴？　そう正面切っていわれれば自信はないが、この十年、業務上、そういう形けい跡せきはなかったはずだ」

　富房は苦笑したが、不ふ愉ゆ快かいな話題ではなかった。少年時代に読んだ冒ぼう険けん譚たんを彷ほう彿ふつとさせるような素そ朴ぼくな話だからだ。

　富房は電話をきり、一いつ斉せいに善後策をどうするかという顔をむけた役員たちに、

「……鈴木君の話を信じる信じないの議論はやめよう。あのような機械があるのなら、それは見すごしにはできない……榛はい原ばら常務。この話の指揮は、わたしでいいのかな？　それについては考えてくれ。さきほどの佐々木専務の決済事じ項こうについては、会議のとおりに任せる」

　鈴木との電話をきったとたんに、富房は、鈴木をフォローしようという決心をしていた。若い血がたぎるというやつである。

「しかし……もしまちがいだった場合、会長の名前に傷がつきます。午後の予定もそれなりにございます」

　佐々木常務は、太った額ひたいに汗あせを噴ふん出しゆつさせて、あからさまにあきれ顔をみせた。

「ああ、どうとでもするさ。坂君、古山君を呼んでくれ」

　電話を傍ぼう聴ちようしてくれた第一秘書の坂に声をかけて、第二秘書を呼んでもらう。その間に、役員たちから鈴木の電話の内容をかいつまんで説明して、

「……国際問題になるといってもな……複雑な背景というのがわからないので、これについては、鈴木君から直接聴ちよう取しゆしたいところだ。当面の問題は、坂君がいったとおりで、トップから下ろさないと誤解が生じる性格のようだ。営業部に自衛隊担当者がいるだろうから、あのオーラバトラーを受け入れる窓口を設定させるように、働きかけてくれ。警察への通報をどうしたらいいのかも、検討しなければならん」

「問題は、噴出したと感じますな。我々で処理をしますから、会長は、その鈴木君から、彼らの背景を聞くていどにして下さい」

　榛原常務は用心深くスリーピースのベストから懐かい中ちゆう時計を取り出して見たりする。別に意味はない仕草である。が、そうしたあとは、率先して動き出す男ではあった。

　テレビでは、長々と人型のロボットの映像を流し、オタクと称しようされる青年のコメントを流したりしている。

　昼食の弁当がとどいたことをつたえにきた古山第二秘書に、富房は、午後の面会人のキャンセルと、会長室に東京の民放すべてを映しだせるだけのモニターを運びこむように言うと、自分の携けい帯たい電話のプッシュ・ボタンを押おしはじめていた。

「会長！　総務の若い者を呼びますから」

　運びこまれる弁当になど目もくれずに、重役のひとりが言った。

「そりゃ、だれかに動いてもらわにゃならん。口のかたい連中を二、三人、待機させてくれ」

　そういっている間に、富房は、受話器のむこうに若い女性の声をきいていた。

「はい、ジョウですが？」

　その声をきいて、富房は、心のどこかで清せい涼りよう飲料水を飲み干した時のようなさわやかな感覚をおぼえた。

「ああ、富房と申します。鈴木君を電話口にお願いします」

　その女性、中なか臣おみ杏あ耶や子こであろう声が、ちかくにいるらしい鈴木を呼ぶのがきこえた。

「はい！　さっそく、すいません」

「ウム。ひとつ教えてくれ。そのオーラバトラーか？　そのバイストン・ウェルとかいう異世界のものだと証明できる決定的なものでもなければ、わたしは手伝えんよ？」

「ありがとうございます！　それはいます。絶対的です」

「オーラバトラーは、動かせんのだろう？　それでは、駄だ目めだぞ」

「可能です」

「うちだって、自衛隊との関係もあるし、防衛庁や政府関係にも知ったものがいる。そういう公か、そういう機関の連中を承服させられるものがなければ、救済も保護も要よう請せいはできんのだよ」

　重役たちは、会長の語調に、酔すい狂きような事件と関かん与よすることをあきらめてくれるかもしれないと、一いつ瞬しゆん、安あん堵どした。が、その期待は、簡単にうちやぶられた。

「……羽根つきの人間!?　身長が三十センチだと？　バカなっ！……写真がある？　ビデオはないのか？……フン？　デジタル・データがあるか……それでもいい。まず、それを見せろ。それまでは……いや、小さいものなら、隠かくしてもってこられるのではないか？……もってこれない？　なんでだ？」

　さすがに、そのやりとりに、その場に居あわせた人々は、弁当をひらくのもわすれて、硬こう直ちよくしてしまった。

「……そのチビが、わがまま？　ジョクのいうことしか聞かない？……ああ、わかっている。そうか、チビでも人間だというのだな。よし、データをメールで送るのもバグやウィルスがきたら嫌いやだというのか？　わかったよ。用心深すぎるな……。ＣＤロムでもチップでもなんでも取りに行かせる。杉すぎ並なみの研究室からなら、そこまでは時間はかかるまい？　それを研究室からこちらには、ケーブルの伝送する分には、盗とう聴ちようも傍ぼう受じゆもされないよ。いいな？……わかっている。おおやけにするまでは、用心させる……それと急ぎ会いたい。そちらの人物、ガラリアといったな？」

　一度聞いた固有名詞を覚えているという会長の特技が発揮され、それら手配一いつ般ぱんについては、懐かい中ちゆう時計男の榛原常務にまかせると、重役会議に似合わない質素な弁当をひらいた。

　役員たちも、富房にならいながら、口々に電話の内容について聞き質たださずにはいられない。

「諸君が、わたしの口から聞いた以上のことを、わたしも知らんよ。想像もつかない。最後は冗じよう談だん話になったかな？　鈴木に、かつがれたか？」

　富房は、照れてみせたが、鈴木敏之の真しん剣けんな声こわ音ねには、いっさい疑義をもっていなかった。

　ふつうの社員なら、あそこまでウソをつくりあげることはできないだろう、という確信である。ただ、ひとつだけ別の可能性はあった。

　鈴木が、なんらかの理由で脅きよう迫はくされているのかもしれない、ということである。

『そうではあるまい……そこまで、マンガのストーリーをやれるものか』

　会長室のテレビは、横田基地に着陸したオーラバトラーを、フェンスごしに超ちよう望ぼう遠えんレンズでとらえた映像を流しはじめていたが、そのオーラバトラーの周囲には、クレーン車が出て、テントのようなものを張る準備がされはじめた。

「なにやっているんだ？　米軍は？」

　その光景をみて、富房の技術屋的なセンスにグサッとくるものがあった。

「横田が、あのロボットを見せたがらなくなったということは、本物だな？」

　れんこんの煮に物ものを口にしながら、富房は、佐々木専務、坂第一秘書に目配せをする。彼らは、営業をやりデスクワークになっても、技術屋の気持ちを忘れてはいない男たちではある。

「昔、ソ連時代に、ジェット戦せん闘とう機きが函はこ館だて空港に亡命したときの自衛隊の処理に似ていますな……」

「価値があるものと連中は睨にらんだんだよ」

　富房は、この問題を現実的に対応したほうがいいと感じて、

「坂君、官かん房ぼう長官と接せつ触しよくできないか探ってくれ。相手の秘書には、現在都内をさわがせているロボットの問題で、有力な情報を手にいれたといってな」

「防衛庁長官と接触するほうも並列的にすすめましょうか？」

「二足のわらじか……」

「政府関係には、チビの写真とかを確認してからで、いいんではないんですか？」

　一いつ瞬しゆんためらう富房に、佐々木専務が箸はしをとめ、富房の返事を待つあいだに、味み噌そ汁しるをすすって、やにわに携けい帯たい電話を取り出していた。富房は作り笑いを見せて、

「子供っぽい想像だがね、横田基地が、あのオーラバトラーのパイロットと接触して、なんらかの情報を手にいれて、鈴木君のところにあるオーラバトラー、カットグラ二機も米軍に確保されたら、手が出せなくなる。そんなことになったらどうする？」

「そうですが……あんなもの、模型だってことありませんか？」

　携けい帯たいを耳にした佐々木は額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、テレビのほうを見やりながら立ち上がった。自衛隊の担当者と通話するためのようで、それと入れ替かわりに、研究室から出る人の手配をした榛原常務が秘書室からもどってきた。

「だれが出られるんだ？」

「ハッ、大おお峰みね室長と、橋はし田だ常つね行ゆき君が行ってくれました」

「そうか。よし、あとは、待つだけだな……」

　富房は、年寄りの世よ迷まいごとだとでも思わせておくのも、問題が起こったときにはいい言い訳になるだろうとは思う。しかし、この歳としで汚お職しよく事件などにかかわるよりは、ずっと気に入った事件で、嬉うれしいと感じてもいた。







　12　杏あ耶や子ことガラリア







　トージコーの杉並研究室からきた大峰と橋田が、手にしたカメラと照明器つきのビデオ・カメラをつかいはじめたとき、中臣杏耶子は、ジョクたちの存在すべてを、社会にしめしてしまったほうが安全ではないかと思った。

　彼らは、鈴木との電話から三十分もしないで城家をおとずれることができたのは、バイクで来たからで、事件以来、主要道路は使い物にならないと言う。

　いかにも実直な研究者という雰ふん囲い気きなのだが、ひとつだけふつうのサラリーマンと違ちがったのは、自分たちの好こう奇き心しんにしたがってはしっこく行動するということだった。

　だから、玄げん関かんからジョクの祖母のいる居間を覗のぞいて、そこの座ざ布ぶ団とんの上にタオルケットをかけてもらって眠ねむっているチャム・ファウを見つけると、さっそくカメラの照明をつけて、撮さつ影えいする。

「動かないとわからないな」

　大峰という名前のとおり大おお柄がらのほうの一言に、杏耶子はカチンときて、鈴木に好きにさせるな、と言い渡わたした。

　それでも、裏の竹林に行けば、カットグラの周囲に立てかけてあった竹をどけて、そこでも照明を使おうとしたので、

「そのライト、使うのやめて下さい。外から見えてしまうでしょ！」

　杏耶子は、鈴木とジョクを押おしのけるようにして、大峰と橋田に抗こう議ぎしてしまった。なんでジョクまでが黙だまっているのかと思えた。

　ジョクにすれば、最低限度の映像的な資料は提供する必要があるのではないかと感じたまでのことで、注意はしたつもりだったのだが、杏耶子にはそうは写らなかったのだ。

「会長に納なつ得とくしてもらえるような映像でないと、会長としても、手助けをすることができないじゃありませんか」

　大峰は冷静に会社の立場を説明しながら、若い橋田に照明を消させても撮さつ影えいをさせ、カットグラから目をはなすことはなかった。

「本当にこれが飛んだんだよな？」

「狭山湖のおれのマンションのちかくで飛んでいるのは見たんだ。羽根をひろげてホバリングもしていたも、浮ういている不自由を感じなかった。それが、羽根をうしろにたたんで高速で飛んだときには、カブト虫なんてもんじゃなかった。テレビで見たとおりだよ」

　そんな説明の仕方で、鈴木と橋田が同期だろうとわかる。

「ジョクさん、ちょっとだけ動かしてくれませんか？　そうすれば、画面的に訴そ求きゆう力りよくが出ますから……」

　橋田は竹林の暗さを気にしながらも、二機のカットグラを四方から撮影して飽あきない。

「いいかげんにしなさい」

　杏耶子は、ついに、橋田のビデオ・カメラのレンズを手でふさいでしまい、

「なんであなた方を呼んだんだか、まるでわかっていないのね。もうお帰りなさい」

「あなたは、何者なんです？　カットグラといっしょに、そのバイストン・ウェルとかから来たとでも言うんですか!?」

　若いぶんだけ橋田は元気がよかったし、対人関係は子供のままでもあって、杏耶子とカットグラ、それを傍ぼう観かんするジョクとその両親たちを撮影することも忘れない。

「そうだな。もうやめてもらいましょう。十分、撮影なさったでしょ」

　ジョクは杏耶子のナーバスさの原因がわかって、大峰が手にしているカメラを強引にとりあげると、電源を切り、データーチップを抜ぬき取って、それを大峰に手て渡わたす。

「君っ！」

「物品を傷つけもしないし、撮影したものを取り上げてもいません。もう、撮影はしないでくれと言っているんです。ここは、ぼくらにしたがってください。でなければ、カメラを没ぼつ収しゆうしますよ」

　そんな若者たちの応答を見ていたジョクの両親は、音もなく勝手口から消えると居間のほうに行ってしまった。

「どういうことなんだ？」

「こちらの主張は、おおやけにしたいということです。偏かたよりたくないんだ」

　ジョクは言いながら杏耶子に視線を返してきた。杏耶子は、その言葉にジョクの感性が自分のなかにあるものと同質になったと感じて、安心する。

「そういうことなんです。どこかに偏かたよるとあたしたちというより、ジョクやガラリアさんたちが誤解されるだけだから、公平に広く知らしめたいんですよ」

「このカットグラを？」

「存在論を、です」

「……ソンザイロン……？　難しいことを……！」

　大峰は鈴木を振ふり返って嘆たん息そくをもらし、橋田とは顔を見合わせて、ヘヘヘッとあいまいな笑い声をあげる。

「会長に、世界観のこと、少しは説明したつもりだったんだけど、聞いていなかったのかな？」

　専門については頭が良くても、概がい論ろん的なことに解わかりの悪い鈴木が、さすがに、杏耶子とジョクが言うことが思い当たるようになったらしい。

　未知のものに接したとき、それが機械的なものや道具であれば、性能や効用だけを気にするスペック主義というものがあって、それだけにとらわれると、なんでそのようなものがあるのか、ということは想像できない。

　新しい道具が発明された時期であれば、その道具の性格と社会との関連性、もっといえば、人間の悟ご性せいとのかかわりあい方という問題を考える時期があったものだ。

　携けい帯たい電話であれば、不便であったり危険な状じよう況きようのときの通信を想定して開発された。その想定は、社会的行動のなかでの悟性の在り様というものを限定しすぎていて、現代の若者の子供たちの自じ堕だ落らくな使用は想定されてはいない。

　それはダイナマイトもおなじで、これだけの破は壊かい力りよくがある火薬なら、これをつかって戦争をやる人類はいなくなるだろうと考えたのが、発明者のアルフレッド・Ｂ・ノーベルだったのだが、道具に慣なれると人間は、道具の本質的な意味を考えず利便性だけで理解して、その用法をまちがえていく。

「俺おれたちは、榛原さんから説明を受けて来ただけなんだ。常務は純じゆん粋すいに機械屋の人間だからな……」

「チャム・ファウのことは承知していたんでしょうから、少しは、世界の問題は考えなかったんですか？」

　杏耶子は、彼らが居間に寝ねているチャムを撮さつ影えいしているときに、たいして驚おどろいていなかったことを気にしてからんだが、

「あのロボットのこと？」

「ロボット……？」

　杏耶子が絶句し、ジョクは、ゾクッと背筋に悪寒がはしった。

「……!?　なに誤解してんだ！　あれは人間だぞ。フェラリオなんだ。ロボットじゃない！」

「あれ、が……!?」

「人間って、あの、あの大きさで、羽根が肩かたのところに見えていましたよね……」

　ジョクは、大峰の巨きよ体たいがウドの大木に見えて、ぶん殴なぐってやろうかと思った。

「ジョク、やめましょうよ！　こんな人たちとつきあうの……」

「ちょっと待ってください。室長、橋田、あの、ジョクさんたちはね、ロボット扱いにされることなんかを徹てつ底てい的に恐おそれているんですよ。誤解はいけません。どうやってというか、どうして世界中にこのオーラバトラーとチャムの存在を認めてもらおうかって……」

「応接間に行ってもらってください。カメラは没ぼつ収しゆうさせてもらう」

　必死にとりなそうとする鈴木の肩かた越ごしに、ジョクが吼ほえるのを杏耶子は、とめるつもりにはなれなかった。

「どこの世界にも、ガロウ・ランがいるんだねぇ」

　勝手口の三和土たたきで、さきほどから目につけていた下げ駄たを履はこうとしながら、ガラリアがせせら笑った。

「そうだ、まるでギィ・グッガだ！」

　その悲痛に皮肉な日本語は、日本人たちにはわかるものではない。杏耶子だって、真実、悲しい色を帯びたジョクの呻うめきに聞こえたその言葉の意味は、想像がつくものではなかった。

　ずい、と迫はく力りよくがある上体をガラリアが外に出してきたので、大峰と橋田は、身を合わせるようにして、ガラリアを見上げる。

「……しかしっ……！」

　もう一度、ジョクの背中が呻いたように、杏耶子には見えた。

『あっ……ジョクはガラリアさんのことを考えている』

　杏耶子には、ジョクがガラリアのために、どんな助けでも受け入れるだろうとわかった。

「…………？」

　身を寄せた大峰と橋田に、ジョクは大きく深呼吸をしてから、説明をしてやる。

「テレパシーのようなもので、彼女の意思が伝わったのです。彼女がガラリア・ニャムヒーです」

「ああ……!!」

　ふたりの研究者は、まるで機械のようにそろった頷うなずき方をしてみせる。

「あんたたちのバタバタするのを見ていると、本当に、人間は信じられないものだと思うよ」

　赤と青の朝顔が染め抜ぬいた浴衣ゆかた姿のガラリアが、足の親指と人差し指のあいだに鼻はな緒おを押おし込んで歩き出す姿に、大峰は眉まゆをしかめて耳をこすったりした。

　橋田は、外人の浴衣姿を了りよう解かいしたのだろう。上司である大峰の肘ひじをつっついたので、大峰は引きぎわだと考えたようだ。

「すみませんね。悪い気持ちにさせてしまって。会長には報告だけはさせてください……きっと悪いようにはしませんから」

「そうして欲しいですね。応接間のほうに！」

　ジョクは、杏耶子のかたわらに立って軽く腰こしを叩たたいてきた。杏耶子にも、もう怒おこるなというサインだとわかるから、杏耶子もジョクの手の甲こうを叩たたいて応じる。

　ガラリアは、大峰と橋田の背中がまるくなって、勝手口を上がっていくのを面白そうに見送り、杏耶子は、なんとなく振ふり向いた鈴木に、さようなら、の視線を送った。

　そして、勝手口との竹林のあいだのちいさな隙すき間まに、浴衣ゆかた姿のガラリアと杏耶子がのこった。

『……アヤコか？』

「はい……」

『ジョクとは、ゆうべ会ったのがはじめてだというが、夫ふう婦ふみたいだね』

「はっ……？」

　嬉うれしい感想とは思えない。ガラリアの立場を想像したからだ。

『呼吸いきが合うんだよ』

「ああ……それほど簡単に馴なれあっているつもりはありませんけど？」

『みんな黒い髪かみをしている。顔の形も二、三種類といったところで、それほどの違ちがいも見えない民族の国のようだからかな？』

「そうかもしれませんね。日本は、単一民族の国ではありませんけど、モンゴロイドというひとつ囲いの民族の集まりですから、あんな男性にも、シンパシーを感じてしまうんでしょうね」

『甘あまいんだな？』

「甘い、でしょうね……」

　杏耶子は、その異い邦ほう人じんの意識のなかに、彼女自身の優しさも感じる。

『……お前はあたしたちを優しく理解しようとしている。それでは、あたしの立場はなくなるな……』

　ガラリアの慨がい嘆たんが明めい瞭りように杏耶子の脳のう髄ずいをうったので、

「……でも、この家は、あなたを受けいれています。ご安心なさってもよいと思います」

　ガラリアの瞳ひとみが地におちてから、杏耶子を見返して、

『あの連中がはいってきてここは変わった。結界が破やぶれたという感じがする。ジョクは、うかつだった』

「そうですね……」

　ガラリアは、ジョクの祖母からもらった団扇うちわで、蚊かを払はらう手つきをしていた。風がまったくとまって、熱気が竹林からも立ち上がってくる時間になっているのだ。

「……ガロウ・ランの戦いというのは、特別に大変な戦争だったとおっしゃっていましたよね？」

　ガラリアは、襟えり元もとに風をおくりながら、

『コモン界には、地底界というのがあってな、そこに生息する醜しゆう悪あくな連中だ……コモン人をそそのかして悪事をやる悪あく霊りようみたいな連中で、あたしたちコモン人の悪い部分しかもっていない獣けもの以下のものだ……しかし、ギィ・グッガは、それまでは、徒党を組むことが苦手なガロウ・ランを束ねて、あたしたちのアの国をのっとりにきたんだ。そんな頃ころに、ショット様がオーラマシーンを開発してくれて、それを扱あつかえるジョクのような聖戦士が降りてもきた……そのおかげでガロウ・ランの軍を駆く逐ちくすることができた』

　ガラリアの意識のながれは饒じよう舌ぜつだったが、杏耶子には、新しい知識が染みこんでゆく過程に、世界を覗のぞくといったワクワクしたものを感じた。

「ジョクさんからもすこし聞きましたけど……ガロウ・ランが徒党を組むということも、ガロウ・ランの変質ですよね？　突とつ然ぜん、ショット・ウェポンがオーラマシーンを開発できたことと同じように、ギィ・グッガという天才的なガロウ・ランが生まれた……」

『そうだな。世界が人間のやることに、悶もだえているようなものを感じるが、それでコモン界が元気になったんだから、悪いことではないかもしれん……あたしだって出世できたし、いい戦友にも出会えた』

「ジョクさんのこと……うかつなことしたんでしょうか？　あの人たち、この世界では力になってくれると思うって、ジョクは考えたと思いますけど……？」

　はじめはジョクに敬けい称しようをつけ、そのあとでは、呼び捨てにしている自分の意識のありように、杏耶子は意識を停止させて、ガラリアの瞳ひとみのなかに、自分の意識を投げかけてみる。

　そんな杏耶子に、ガラリアは微び笑しようして、こたえてくれた。

『正直な女だねぇ……』

　杏耶子は全身が真まっ赤かになっていくのがわかった。身体からだが震ふるえた。

『ハハハッ……まったくさぁ……あたしは妬やいているんだよ』

　その言葉になっている並び方などはわかりはしないのだが、杏耶子には、ガラリアのいう意味も感情的なディテールもすべてわかってしまった。

「すみません……でも、あたしの勝手な気持ちですから、ジョクが、受け入れてくれなければ……」

『そうだね。この世界でも男同士でやらなくちゃいけないことがいっぱいあるようだからねぇ……』

「……ジョクさんは、元の世界にもどって動どう揺ようしていたこともありますけど、ガラリアさんたちをどうしたら安全にしておけるかって、いろいろな可能性をさぐっているから、あの人たちを受け入れたんですよ」

『ハハハ……言うなよ』

　ガラリアは朗らかに笑った。

『お前みたいな女がついてくるのも黙だまって認めてしまうから、ジョクは騎き士しなのだよ』

「……アリサ・ルフトという方のことは？」

『あれこそ、ジョクの甘あまさだね。コモン界に慣れていなかったにしても、処世術としても認められんが、アリサ様が、俗ぞくな娘むすめだったということもあるか……いい女王であらせられた実母が、ガロウ・ランに拉ら致ちされて殺されたんで、可か哀わい想そうではあったが、あたしには面白くない……』

「ガラリアさんこそ、お優しいんですね」

『そんなことはないさ……』

　ガラリアはそう言って、応接間のほうでトージコーの男たちが退出するらしい気配を感じたので、下げ駄たを脱ぬぐ気になる。

　杏耶子はガラリアを先に勝手口にあげるように身をひいて、ふたりの女は、そうやって台所から応接室に面する廊ろう下かにいくと、空の盆ぼんを手にた榎本さんが、

「なにか、欲しいものはありませんか？」

「いえ、あたしは結構です」

『そちらのかたづけがおわったら、甘あまいものをもらいたいな』

　杏耶子は、そのガラリアの意識が榎本さんにつたわるのかと心配したが、よけいな心配だった。

「はい、応接間をかたづけたら、すぐに……！」

　元気に返事をする榎本さんは、応接間のテーブルの上のカップの回収にかかる。ジョクの家のお手て伝つだいさんは、テレビで報道されている事件に関係のある人々といっしょにいられるので張り切っているのだ。

「どうでした？」

　そのテーブルの左右には、ジョクの父親の孝則と常田俊一もすわりこんだままだった。

「内閣関係の人間ともコネをもっているようなんだ。鈴木さんの会社の会長さん」

　ジョクは、うっとうしそうだった。

「そう……」

　ガラリアがジョクのかたわらの椅い子すにすわるのを見ながら、杏耶子は、入口のところで、玄げん関かんのほうからもどってくる鈴木を見やる。

「……どうも」

　鈴木はどこか緊きん張ちようしていて、ペコリと頭をさげて、自分のすわれそうな椅子をさがす。

「すみませんね。鈴木さんとのお約束では、常田さんの撮さつ影えいしたデータを渡わたすはずだったのに、出すのを忘れてしまって」

「ああ、いいんです。あれだけ撮影させてもらったんですから。あれで会長だって信用してくれます。絶対、悪いようにはしません。うちの会長は若いんだけど、結構、人格者で文化財団なんてのも主しゆ宰さいしているんですから。聞いたでしょ。大峰室長が、会長とやりとりした電話。あれだけでも、会長は絶対本気になって、我々に力を貸してくれます」

「ありがとうございます」

　ジョクは、両手をもむようにして、一同を見まわしたものの、次になにをいおうかと迷っているようだった。ガラリアは、そんなジョクに眉まゆをけわしくしたので、杏耶子は、戦友同士でなにか画策することを考えている、と感じとる。

「……お宅の会長さんが、政府関係のトップと接せつ触しよくがとれるというのはありがたいけれど、それでどうなるんです？」

　杏耶子は、ガラリアとジョクのガードになれない自分に、感情がささくれだつのがわかった。

　ことに、ガラリアがあんなに優しく自分の存在を認めてくれたのだから、見返りをあげたいという気持ちが、焦あせりになっていた。

「ジョクさんとガラリアさんの身の安全を確保するためです。ぼくには、そのつもりしかありません」

　鈴木は、多少、他人の立場を慮おもんばかる意味がわかったらしく、そう弁明する。

「そうかしら？　あなたは、技術者だからオーラバトラーの技術的なことにしか興味がないんでしょ？」

「それは、否定しません。でもね、横田基地は、バーンさんのガベットゲンガーを隔かく離りしはじめました。第二次大戦の戦後処理で、アメリカがやったこととおなじで、技術の独どく占せんをはかろうっていうんですよ」

　会長が後うしろ盾だてになってくれたという自信が言わせていることでもあるのだろうが、鈴木の意識が社会性というところに多少は想像力を喚かん起きさせられているらしいとはわかる。

　さすがに、鈴木は、杏耶子のほうに曖あい昧まいな作り笑いをみせたりして、自分の饒じよう舌ぜつに照れてみせた。

　ガラリアは、オーラマシーンの開発に勝ったアの国の騎き士しとしては、鈴木のいうことも理解できるので、うすら笑いをした唇くちびるを杏耶子にむけたりする。

「……でもね、ガラリアさん。この地上世界は、ガラリアさんが想像されるような天国ではないのです。資本主義社会の競争の世界なんです。韓かん国こくだって台たい湾わんだって、東南アジアの国々だって、日本を追いこすために必死なのですから、傍ぼう観かんするわけにはいかないでしょ」

　ガラリアは、鈴木の言おうとするこまかいことには興味はない。ジョクの手の甲こうをたたいてから、立ちあがった。

「ふたりで話をしたい」

「……鈴木さん、おたくの会長がどう判断なさるか、すこしは時間がかかるでしょうから、それまではここにいてください。これ以上の接待ができないのは、ご承知ですね？」

『あんたは子供みたいな顔をして、あたしたちの身の安全とひきかえに、カットグラを掠かすめとることだけしか考えていない』

　ガラリアは杏耶子の意識をもふるわせる意思を鈴木に発し、鈴木は、「え……!?」と、泣きそうな顔を恥はじらいもなく杏耶子にむけた。

「同情できませんね。サラリーマンのお立場では仕方がないんでしょうけど、ご自身の目的意識に縛しばられすぎるんですよ」

　杏耶子が、そうまで言ってしまったのは、二階にあがっていくガラリアとジョクのことが気になっている自分の気持ちを隠かくすためだ。

　杏耶子のように、平和しか知らない時代の、友情さえも死語になっているような世代にとっても、戦友同士のつながりが、はたから断ち切れるような関係ではないだろう、ということは想像がつくことだったが、それは、心底、うらやましいことなのだ。

　しょせん、杏耶子にとってのジョクは、ゆうべからの錯さつ覚かくでしかつながっていない関係でしかなく、杏耶子の片思いなのだろうと思う。勝てない……、それが杏耶子の実感だった。
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「チャムちゃんは？」

「はい？」

　杏耶子は、ジョクの祖母が応接間の入口につかまるようにして覗のぞいてきたので、ギョッとしたが、鈴木を相手にしないですむので、ホッともする。

「ジョクさんの部へ屋やに上がったんじゃないんですか？」

「なんだか知らないけど、叫さけんでいたから外に行ったんだろ……タケシに叱しかられちゃうよ」

「ちょっと見てきます」

「ガラさんは？」

「え？　ジョクさんといっしょに階上うえにいきました。なにか相談があるみたいですよ」

「そうかい？　ジョクに内ない緒しよで見てきておくれでないかい」

「はい」

　杏耶子が、おばあちゃんのわきをとおって、台所を覗きにいったのは、俊一のことが気になったからだ。が、廊ろう下かに出たときに、居間ではジョクの両親が、深刻な表情で顔をつきあわせているのが見えた。俊一は、台所でジョクのオールレンジの受信機のまえで、しかつめらしい表情をつくり、テレビとも睨にらめっこをしていた。

「チャム？　いません？」

「え……？　そこ飛んでいましたけど……？」

　洗いものをしていた榎本さんが、振ふり向く。

「入間、必死だな。この場所、特定されそうだぜ」

　俊一が、教えてくれる。

「どうして？」

「目もく撃げき情報を総合して、ということらしいね。警察とも連れん絡らくをとりはじめていて、リアクションが早くなっている」

「そう。ありがと」

　杏耶子は作り笑いにも情をこめたつもりだ。それから、パタパタと廊下から玄げん関かん前の階段を駆かけあがって、ジョクの部屋をノックをしながら、声をかける。

「ジョクさん！　チャム、いません？」

「いや……また出ていったの？」

　ドアを大きく開いたジョクは、いくらなんでもという表情をしてみせたのは、部屋の窓は大きく開いていて、庭のほうは見ていたと言うからだ。ガラリアは半身乗り出すようにして、外のようすを窺うかがうようにしていた。

「まだ、家の全部は見てはいませんけど。奥おくのほうは見ていないんですけど、おばあ様は居間にいるんです」

「そうか……ガラリア、そこからチャムが外に出るのが見えたら、叱しかってくれ」

「…………!?」

　ムッとした顔を杏耶子のほうにみせたガラリアは、もうおなじような愚ぐ痴ちはいわず、杏耶子を見てくれたので、ジョクを追おうとしていた杏耶子は、ガラリアの表情に惹ひかれた。

　ガラリアの『……？』の反問が、杏耶子に感知できる。

「どうなさるんです？」

「ジョクの家で休ませてもらったおかげで、身体からだも楽になった。試してみる」

　戦士の覚かく悟ごを感じた。

「どうやって？」

「バイストン・ウェルに帰る方策が見つからなければ、退くも攻せめるもできない。しかし、オーラバトラーもある。あの性能をためす必要はあるだろう？」

「試すといったって、どのような意味です？……あ、ごめんなさい。くれぐれも急ぎすぎないでくださいね」

「……死に急ぐつもりはないよ。せっかく地上世界を見たのだ。長生きする価値はある」

　ガラリアが、表面の意識とは別に、チャム・ファウにたいする嫌けん悪お感かんにいらだっているのは杏耶子にもわかったが、その感想はもたないようにして、その場をソッとはなれてみせた。

　二階の部屋をみてまわったジョクは、杏耶子と目を合わせて、首を振ってみせる。

「階下したは見ますから……」

「たのみます」

　そう言い残すジョクのドアを閉じる仕草がひどくそっけなく見えたので、杏耶子は、またうらめしくなった。チャムのことが気にならないのか？　という気分から抜ぬけ出そうと、勢いよく階下に降りてみる。

　と、応接間から俊一の声が聞こえてきた。

「……へんな隠かくしだてをするより、ぼくたち一いつ般ぱん人じんのレベルから、ジョクやチャム・ファウの情報を公開するんだよ。そうすれば、世論をこちらのものにできる。そうすりゃ、ガラリアさんだって受けいれてくれるってもんでしょう。あんたのところの会長さんに力があってさ、オーラバトラーのことなんかを、政府筋から公表してみろよ。即そく、国際問題じゃないか。横田は、ガベットゲンガーだけで納なつ得とくすることはないぜ？」

「隠しだてなんてさせるつもりはないよ」

　鈴木の元気のない声も聞こえ、杏耶子は、俊一が自意識をもってきたという感かん触しよくが嬉うれしかった。

「そうかな？　そういう根性だからアメリカに負けるんだぜ。ガベットゲンガーを、アメリカ本国に運ぶ準備をしているってことは、すでに、むこうが取得権を確保したってことなんでしょう」

「テレビで、そんなことを言っているのか？」

「横田の無線が、入間や府ふ中ちゆうに情報をよこせって嚙かみついてるんですよ？」

「本当ですか？」

「たぶんな。おれ、英語、ほとんどわかんないけど」

　常田俊一のこの積極的な態度は、杏耶子には知らない側面だった。今日までのふたりのつきあいのあいだで、このように、彼の気性をあらわにするような事件などはなかったのだから、知りようがなかった。恋こい人びと同士という関係は、狭せまいものだと気づく。

　しかし、ゆうべから今日にかけて俊一にたいする気持ちが、大きく揺ゆれ動いてしまった自分に、今になって彼の別の側面を見せられたからといって、心変わりのスプリングボードになるとは思えなかった。

「…………！」

　杏耶子は、なにかザワッとする気配を感じて、玄げん関かんでビニールのサンダルをつっかけると、濡ぬれた庭を駆かけ出していた。裏庭のほうだ。ジョクの祖母の寝ねていた部へ屋やのわきを抜ぬけて、裏の竹林にまわる。




　その杏耶子のうしろ姿を、ガラリアとジョクは二階の部屋の窓から見ていた。ガラリアがカットグラで横田に向かうというのを、ジョクが制止しているときだった。

「なんだ？」

　ジョクは、部屋から廊ろう下かに出て、裏窓から竹林をのぞく。

「来たのか？」

　ガラリアも来て、ふたりは竹林の繁しげみのむこうの畑の畦あぜ道みちに、パトカーの点てん滅めつする赤いライトを見つけた。

「しまった……！」

「敵か？」

　ガラリアの感知能力というのは、言葉の不足を補完するという性質のもので、周囲の人の意思を吸収するように感知するものではない。それは、ジョクが、バイストン・ウェルにおちたときに実感したものとおなじで、それほど便利なものではないのだ。

「警察だ……どういうつもりなんだ？」

　ジョクは、杏耶子が屋根の庇ひさしのしたから竹林のほうに走りこんで、ギョッと立ちどまるのが見えた。

「フェラリオ奴め、あれがうかつに外に出るからっ！」

　ガラリアが顎あごをしゃくった方向、竹林のちょっとうえに、チャムが飛ぶのが見えたが、ガラリアが非難するような行動をとっていたとは思えない。

「チャムッ！」

　ジョクが呼んだのがいけなかった。チャムは、叱しかられると思ってか、もう一度、竹林のむこうに飛んでいってしまった。

「叱らないから、もどれっ！」

　そのときには、ガラリアは階段を走りおりていた。

「ガラリア、駄だ目めだ！　警官は拳けん銃じゆうをもっているぞ。どういうつもりであそこまで来たのか、見定めてから行動をするんだ」

　ジョクが、階段をかけおりたときには、ガラリアは、ジョクの祖母のまえで片かた膝ひざをついて、

「着き替がえます。お世話になりました」

　衣い桁こうにかかっている革かわ鎧よろいに手をのばしながらも、ジョクの両親の目を気にした。

「出てくれるのか？」

「警察が来たようだ」

　孝則の問いに答えながらも、ガラリアは浴衣ゆかたを脱ぬぎ始めたので、孝則は腰こしを上げる。

「警察!?　あなた！」

　良子が孝則を追って廊ろう下かに出てきたが、そんな良子でも、ガラリアが身につけている下着が、古めかしい木も綿めんのそまつなものであるのを目にとめていて、そのことで、良子は、ガラリアがこの世界の人ではないと実感した。




「気が立っておいでのようだけど、楽にできないんですかねぇ？」

「ご老体はそうおっしゃるが、自分はまだ修しゆ行ぎようがたらぬ身です。必死でやるしかないのです」

　ガラリアは革鎧を着込み、腰のベルトを締しめると、それをパンと叩たたいてみせた。

「よくお手入れをして下さった。この礼は、生きていればかならずしてみせます」

「気にしなさんなって言いたいけど、お礼は言いに来なさい。それがあんたさんの元気の証しよう拠こになるんでしょうから……」

「ウム……！」

　革かわ兜かぶとを手にしたガラリアが廊下から台所へむかうときに、杏耶子の悲鳴に似た意識が、ガラリアに感知される。意識にはなっていないのは、杏耶子が極度に緊きん張ちようしているからだ。

「あなたは出ない方がいいですよ」

　榎本さんが、勝手口をふさぐようにしてガラリアに言う。

「…………？」

　榎本さんの肩かた口ぐちから、竹たけ藪やぶをのぞいたガラリアの目に、ジョクと杏耶子が、竹林のなかで、数人の男たちと言い争いをしているのが見えた。

「……いろいろ事情があるんです！　せめて署長クラスと接せつ触しよくしたいと考えているんです。ですから、いまは、ここにちかづかないでください」

「さっきここで、えらく明るいライトがついたりしたって通報もはいってんだ。それが、例のロボットなんだろう!?」

「見せなさいよ。その上で、署長も連れてくるから！」

　ジョクは、警官たちを刺し激げきするような切り出し方しかできなかったことを後こう悔かいしていた。

「そうなさい。仕方がないわ」

　杏耶子が、ジョクの背後から応おう援えんする。

「いま東京中で大おお騒さわぎしている事件は、知ってるんだろう？　まさかとは思うが、そのロボット、見せてくれないか？　ハリボテの人形ならそれでいいんだから、怒おこりはしないよ」

　一番年かさの警官が、ジョクの気持ちがひるんだのを見て、ズカズカとカットグラのほうに近づいていく。

「しかし……専門家に見せるのがさきなんだ」

「あの空を飛んでいる女の子らしいのはなんだ。知っているんだろ!?」

　ジョクの抗こう弁べんを封ふうじるように、別の警官が、チャムのことを詰きつ問もんした。

「……え？」

「あの人形は、リモコンなのか！」

「ちがいますよ。あの娘こには、なにもしないでください。人間なんですよ！」

　杏耶子が叫さけんでいた。

「人間の形をしたものが、あんな風に飛ぶかっ!?」

　カットグラに近寄って機体を隠かくしていた竹をどけた警官が、ジョクと杏耶子に振ふり向く。

　半はん長ちよう靴かを履はきおわったガラリアは、杏耶子につめよる若い警官の肩口をつかんで押おしのけ、

『ミ・フェラリオはああいうものだ。カットグラには触さわるな！　それはあたしの機体だ！』

　竹を手にした年かさの警官は、革かわ鎧よろいの装備に身を固めた外人女の格好とその剣けん幕まくに、恐きよう怖ふと蔑べつ視しをないまぜにさせた頰ほおをヒクヒクと痙けい攣れんさせた。







　14　三機接触







　髪かみが紫むらさきの体格の良い白人女性が、革かわ鎧よろいの恰かつ好こうをしていれば、警官たちにはあまりに芝しば居いがかって見えただろうし、ジョクの革鎧の姿よりは威い力りよくがあって、四人の警官をひるませるには充分だった。自衛隊の戦せん闘とう機き乗のりのパイロット・スーツの装備だって、かなりの迫はく力りよくがあるもので、それがヘルメットとゴーグルをすれば異星人にだって見えるのだが、ふつうはそうは考えない。

　彼らが、竹林に腰こしを落としている二機のカットグラが、もはやハリボテのものではないらしいと理解しているのは、テレビの威力である。自分の見た目のものは信じなくても、テレビで報道されたものは無条件で信じるのだ。その現代の心理的な疾しつ病ぺいは、我々が自覚するより大きい。

　ジョクの制止も払はらってカットグラのコックピットにあがるガラリアは、

「バーンとの約束もあるんだ。彼と接せつ触しよくするのが、なんで問題なんだ！　離はなれないと、カットグラで揉もみ潰つぶすぞ！」

　シートにすわりこむガラリアは、あがってこようとするジョクを、逆に牽けん制せいする。それを、竹の梢こずえ越ごしに見ていたチャムが、降下してきて嚙かみついていく。

「ガラリア！　ジョクが行くなっていってるでしょ！」

「フェラリオごときが、コモン人に口をきくのかっ！」

　コックピットの正面に滞たい空くうするチャムを怒ど鳴なりつけるガラリアの形相は、下から仰あおぎ見ている警官たちにも異常なものに写った。それほど蔑べつ視しと嫌けん悪おが激しいのだ。

「でもね、ここは、地上界なんだよ。コモンとは違ちがうんだから、今、バーンのところに行くのは、ジョクが困るんだよ！」

　ガラリアを説得しようとするチャムは、コックピットに乗り出していく。なんでこうまでチャムが日本の事情を理解しているのか、とカットグラの手の甲こうに乗ったジョクは感かん嘆たんした。

　警官たちには、ただのキィキィ声にしか聞こえないだろうが、それでも、人の姿のものの感情表現が、なにをあらわしているのかぐらいはわかる。

「ケンカをしている!?」

「白人女と天使がかよっ!?」

　が、そんな光景がつづくわけがなかった。

「アウッ！」

　チャムが、剣けんの使い手のガラリアの手で払らわれて、コックピットの壁かべにぶつかり外に跳はねてきた。

「ガラリアっ!?」

　ジョクがカットグラの手の甲から、ハッチの縁ふちに飛びつくようにして、ガラリアの足を摑つかもうとする。

「ザイニチベイグンに接せつ触しよくすることが、ジョクたちの都合に障るんだろう!?」

　ガラリアの手がカットグラのエンジンを起動させ、胴どう体たいをはらわれたチャムは、かなり落ちてから羽根を振ふるわせて体勢をととのえる。警官たちは、その姿にますますアングリと口を開いていく。そこにカットグラの排はい気きノズルから噴ふき出すガス圧で、竹がしなり、葉が吹ふき荒あれれば、パニックになった。

「さがるんだ！」

　ガラリアがカットグラの腕うでを動かす前に、ジョクはその手の甲を踏ふみ台にして地に飛び降り、自分のカットグラに飛びうつる。チャムも竹林をゆするガス流に巻き込まれる前に、ジョクのカットグラのほうに流れていく。

「危険ですよ！」

　勝手口に半身を隠かくすようにして、杏耶子は警官たちに呼びかけたが、そこにも竹の葉が荒れ狂くるった。

　ザザザッ！

　頭上で竹をはげしく鳴らして、身を引く警官たちの視界いっぱいに、ガラリア機が立ち上がっていった。

「これだ。これっ！　人型のマシンが日ひの出で村むら方面で目もく撃げきされたという話は、本当だったんだ」

　警官のひとりが顎あごをはずしそうに叫さけびながらも、母おも屋やを盾たてにする位置に後退する。

　ガラリア機は、竹たけ藪やぶを中央から四方になぎたおすようにして上じよう昇しようして、揺ゆれる竹の梢こずえの上空で方向をかえた。

　ジョクは、ガラリアの移動した方位を確認しながら、カットグラの四枚の羽根で竹を押おしわけるようにしてから、浮ふ上じようしていった。勝手口にのこした杏耶子の姿が気にはなったし、その背後に鈴木と俊一が顔を出したのも見えたが、ジョクは、ガラリアを制止するよりは、警官たちと会話をすることをさけたい衝しよう動どうのほうが強い自分を意識していた。

　両親や杏耶子、それにあのふたりの青年に、自分たちのことを説明させるほうが、警察関係者には穏おん当とうに理解してもらえるのではないかとも考えたのだ。

　もちろん、そんなことを杏耶子たちに押しつける後ろめたさはあったものの、鈴木の背後に、それなりの力になってくれそうな人物もいるとなれば、そうひどいことにはなるまいという計算ははたらく。

　ガラリアは、地図でみた地形が頭にあるからだろう、まちがいなく横田方面にむかってくれた。

「ジョク！　ほうっておけ！　ガラリアなんか！」

「そうはいかないよ」

　あからさまに嫌きらわれれば、誰だれでも癇かんがたつ。コックピットに取り付いてくれたチャムは、さきほどガラリアを説得しようとしたことを忘れて、怒おこっていた。

　ジョクは、その真しん剣けんなチャムの気持ちに感謝しながらも、チャムは人間そのものになっているのではないかと思いつき、

『これは、異次元世界にスリップしたせいでなのか……!?』

　その自分たちが経験している事態の意味、場のエネルギーと生体の関係性という世界の問題について慄りつ然ぜんとするものを感じながらも、人の感性、ここでは、コモン界のガラリアたち騎き士しのミ・フェラリオにたいする偏へん見けんは、この世界の人種偏見とおなじ頑がん迷めいさがあって、それは、百年二百年の時間をかけてもなくなるものではない、とも実感する。その頑迷さもエネルギーになっている、とは思いたくはない。




　横田基地では、周辺の鎮ちん火かにともなって、滑かつ走そう路ろの補修が大車輪でおこなわれて、バーンのガベットゲンガーをアメリカ本国に移送する準備が加速していた。

　そんなときに、またも、人型の飛行物体の情報がキャッチされれば、横田基地は緊きん張ちようする。

　しかも、それは、空母ミシシッピーから発進したヘリコプターを撃げき墜ついしたものとおなじ形であるという。

「二機だというのか!?」

　視認されたうえで、そのことがニゲス・ギンガム中将に報告されたとき、さすがに、この基地はおしまいになるかと思い、手にしていた受話器に、

「すまない、また事態が変動した。このまま待ってくれ。ミハエル」

　言いつつ、インカムをとり、

「ウォルターズ大たい尉い！　バーン・バニングスに牽けん制せいさせることはできないのか!?　形が違ちがうのなら、バーンにとっても敵性のオーラバトラーなのだろう!?」

　ギンガム中将の発想は、いろいろな面で事態を刺し激げきさせるような要因をはらんでいた。

　中将は、バーンに全ぜん幅ぶくの信しん頼らいをよせるところまではいっていないし、敵てき襲しゆうにたいしては、防御するという第一の発想ではなく防戦するという発想が支配する人物である。

　横田には対空ミサイルは装備していないのだから、バーンのオーラバトラーを考えたのだ。しかし、それをさせれば、そのまま逃にげられてしまうか、接近しているオーラバトラーと結けつ託たくして逆に爆ばく撃げきされるかもしれない、と思いつく。

「バーンは、僚りよう機きと次元スリップをしたというのだ。バーンの言うことが本当なら、うまくすれば、さらに二機のオーラバトラーを手にいれることもできる」

　その手ごたえもないではない、とウォルターズ大尉につけくわえていった。

「……バーンは出るつもりで、自分に許可を請こうています。仲間のガラリアが、こちらに入るつもりかもしれないと言っています」

　ウォルターズ大尉は、ガベットゲンガーを収容しているテント囲いのなかから応答してきた。

「……その仲間も我々に投降するというのか？」

「司令、投降という言葉は使わないほうがよろしいと考えます。バーンたちの自尊心を傷つけるだけです」

「そうか……？」

「もうひとつ。ガラリア・ニャムヒーが当方に合流してくれるのなら、以後、彼女についての免めん責せきをお考えいただきたいのです」

　さらにウォルターズ大尉が老人に釘くぎを刺さしにきたので、中将はさすがにムッとした。

「軍法会議の話などしている場合ではないだろう！」

「……オーラバトラーの技術は、原げん爆ばくの技術以上の潜せん在ざい力りよくがあるのです。対応が違ってきます」

「爆撃されたら、議論どころではない！……バーンにやらせるんだ！」

　ギンガム中将の世代は、奇き襲しゆう、つまり不意打ちの記き憶おくとして旧日本軍のハワイの真しん珠じゆ湾わん攻こう撃げきを忘れることがない。若者はバカ者だという意識が噴ふん出しゆつする。そして、

「すまなかった……敵襲かそうでないか数分したらわかる。連れん絡らくがなかったら、敵襲で全ぜん滅めつしたと思ってくれ」

　ワシントンの国防総省ペンタゴンのミハエル・バレンスキー国防長官次席次官とつないでいた電話に、怒ど鳴なるようにいうと、初老の中将は立ち上がっていた。

　コントロール・タワーまで駆かけ上がる覚かく悟ごをつけたのだが、上着を脱ぬぐ必要は感じなかった。




　バーンは、ガベットゲンガーの周囲がさわがしくなったから、ガラリアが来たと感じたのだが、それだけでなく、ガラリアの〝気〟そのものを感知していた。ピリピリとした直線的な神経の震えといったものなのだが、それが、周囲の地上人のものとはちがって、遠い木こ霊だまのような、つまり、ほかのものとして脳のう髄ずいを打ってきたのだ。

　はじめての感覚である。

　身体からだの前面からきた神経の震えは、後頭部全体で跳はねて木霊になりながらも、そこでサイクルのようにひびくのだ。自分の生理ではない生理がもぐりこんでくるという感覚、その異質感が、バーンにガラリアの気性を想像させ、方位も感じられた。

　だから、テントから出てみて、その感覚が滑かつ走そう路ろの北側からくるもので、感応したときとおなじだと知れば、この地上界は、オーラに充みたされた天上界だと感かん嘆たんもする。

　ガベットゲンガーに駆け寄りながら、テント前に立つウォルターズ大尉にむいて、

「大たい尉い、出させてもらうぞ！」

「どうぞっ！　まさかここを爆ばく撃げきはしないだろうな!?　それをみんなで恐おそれている！」

「それは貴公次第だ！」

　バーンは、この基地にあるクレーン・タラップをつかってコックピットに上がってみて、結局、足で上がるほうが早いと確認した。

　ガベットゲンガーが息を吹ふき返すのに手間はかからなかった。むしろ、早くなっていると感じるくらいだ。

　巨きよ体たいを立ち上がらせながら、その上体をテント囲いから乗り出させ、広いエプロンのほうに一歩を踏ふみ出していく。

「あんな簡単な操縦装置で、本当に動かしているぞ！」

　ガベットゲンガーの機体を映像資料におさめていたスタッフたちのなかから、感かん嘆たんの声があがった。

「足の爪つめの稼か動どう部分をもっと撮さつ影えいしておけ！　足の裏もだ！」

　観察しているメカニック・クルーのあいだで、それぞれの角度からの資料映像を撮影するのに躍やつ起きになる。

　バーンは、米軍の将兵に、直接手をふれて機体を調べることは許さなかったが、観察し、映像化することは黙もく認にんしていたために、十数人で編成されたチームが、ガベットゲンガーの外形から観察できることは調べつくそうとしていたのだが、動いてみれば、その身体の各部の関節状態について新たな発見があって、スタッフたちは興奮していた。

「あとは、パイロットとオーラバトラーのシステムの関係を調べないかぎり、あの稼動原理はわからないということか……」

　将兵たちは、ガベットゲンガーの巨きよ大だいな羽根が広がるのを見上げて、その背中の構造というか骨格が明確に見えないのに苛いら立だつ。

「昆こん虫ちゆうの専門家の意見も聞かなきゃなんないぞ。こりゃ……」

「ジェット推進装置については、烏い賊かか蛸たこの専門家の見解を聞けばいいはずだが、内燃機関構造に相当するものについては、どういう奴やつと相談したらいいんだ？」

「飛ぶぞ！」

　バーンは、エプロン上で各種のカメラを使っているスタッフを見下ろして、羽根の羽ばたきとテール・ノズルの排はい気きで浮ふ上じようしてみせたが、最大出力にすることはしない。

「見ただけで何がわかろう……！」

　それがバーンの戦士としての感かん触しよくである。




「バーンが、飛びました」

　コントロール・タワーから司令室へ電話をしているのが聞こえる。

　ギンガム中将は、タワーに上がる階段を一気に駆かけ上がって、年寄りの冷や水というのをいやというほど痛感する。退役直前であれば、心臓も肺も悲鳴をあげていた。

「……ヒッ……!!」

「司令っ!?」

　管制官の驚おどろきを無視して、見上げる視界のなかに、黒い人型のものが羽根を左右に震ふるわせて飛ひ翔しようしていくのが見えれば、背筋を伸のばしながら、絶句するしかない。

　その足元には、日本人のみすぼらしい住居群が海のように拡ひろがっているのが、いかにも似つかわしくなかった。

　翼つばさというより羽根なのだが、それを背負った巨きよ人じんが飛翔する光景には、ヨーロッパ、それも中将の先祖の地、ババリアが似合うと感じる。それも、中将がオーラバトラーに舐なめられていると感じる所以ゆえんではあるのだ。

「ペンタゴンのミハエル・バレンスキー国防長官次席次官につなげ。彼は、わたしの電話を待っている」

　ギンガム中将は管制官の一人にそう伝えながら、丸まる椅い子すに腰こしをおろす。

「司令、こちらに……」

「いや、いい。諸君の仕事の邪じや魔まはしたくない……ガベットゲンガーが逃とう亡ぼうするか……仲間の二機と合流してどうするか？」

「失敗しました。オーラバトラーのパイロットにこちらの無線機を押おしつけていれば、通信ができたのに……」

　そのときのタワーの責任者、チャーリィ・メイヨウ大たい尉いが舌打ちをする。

「厚あつ木ぎの戦せん闘とう機き部隊は出たな？　ミシシッピーには、スクランブル待機させろ。横須賀から距きよ離りをおいているな？」

「了りよう解かい、上空掩えん護ごと追つい撃げきをふくめて、厚木からは四チームを発進させていきます」

「自衛隊のほうの動きは、どうなっている？　連中をできるだけ牽けん制せいして、オーラバトラーとやらをこちらに捕ほ獲かくする必要が、あるんだな」

　中将はまだどこか人型の乗り物に脅きよう威いを感じるので、若者たちのように単純に捕獲して、自軍の資料にしようと思い切っていない。それで、現在のタワーの責任者のメイヨウ大尉に、半分は問い掛かけをしてしまうようになった。

「絶対、有効な何かです。兵器と断定しないほうがいいでしょう。格好はディズニーかルーカスの映画でしかないんでしょうが、ごまかされちゃいけません」

「どういうことだ？」

「生物機関という奴やつです。有機物を燃料にする機関、これは絶対的未来志向の動力源になります。そういう潜せん在ざい能力を秘めたものだと思いますね」

　大尉はＳＦファンか、と初老の中将は考えたときに、若いオペレーターが受話器を差し出してくれた。

「……すまない。まだ無事だ。リアル・タイムで極東の基地が消しよう滅めつするには、まだ間があるらしい。捕獲したはずのオーラバトラーは四枚の羽根をふるわせて、カブト虫より力強く飛び立っていった……むろん、ハリアーよりは機動性能はずっといいな……なに？……えっ!?………どうやって、スチル写真とかビデオの映像を信用しろというのか……？」

　ギンガム中将は、丸椅子にまたがった姿勢で身体からだを硬こう直ちよくさせて、想像もできないような詰きつ問もんに絶句した。

「……動いている映像を送れ？　そりゃ随ずい時じ送る。送ってもいるはずだが、ファックスのスチル写真では信用できないって言ったって……プラスチック・モデルじゃあない。国防総省としては、想像しにくいのはわかるから、実物の輸送も視野にいれているが、捕獲している、という状態ではないんだよ。一機ではない。うまくすれば三機手に入るかもしれないが、最悪の場合は、連中に、ここを爆ばく撃げきされる可能性もまだ否定できないんだ」

　チャーリィ・メイヨウ大たい尉い以下のコントロール・タワーのスタッフは、中将の狼ろう狽ばいした応答にそりゃそうだろう、という顔を見せる。

「中将、ニッポンのＮＨＫの海外放送のほうが、画像は早いかも知れません。映像の種類もあるでしょうから、そっちをチェックしてもらってはいかがでしょう？」

　メイヨウ大尉は、中将の歳としに似合わない頑がん丈じような肩かたを叩たたいて、タワーのコントロール・パネルの下においてあるテレビ画像をしめした。なにかのためにと常設のテレビが二台あって、日本の放送は受信しているのだ。事実、ＮＨＫともう一台には、民間放送の拡大ニュースが、市民のコメントを映し出したりしている。

「……ああ、すまん……。衛星放送でこちらの状じよう況きようが、そちらでも見られるはずだ。日本のＮＨＫだ。ＮＨＫの海外放送のチャンネルは、ワシントンにもあるだろう？　いいか、それで見たって、プラスチック・モデルに見えるかもしれないが、本物なんだ。こちらの写真の人物と機材との対比は、実態としての容量はわかるはずだ……そのほうが早い……ああ、そうだ……」

　ようやく、ギンガム中将は、空軍士官学校の同期で出世頭のミハエル・バレンスキーの声が緊きん張ちようしてくるのを感じる。

「その映像と、今までおれが説明したことを考えれば、意味はわかるはずだ。いいな。そっちにガベットゲンガーを運ぶのは了りよう解かいしてくれよ。オーラバトラーの名前だよ。ガベットゲンガー……逃にげられたら、また次の手を考えるが……。ともかく、ワシントンにいるお前たちが猜さい疑ぎ心しんのかたまりでは困るんだ。また連れん絡らくする」

　ギンガム中将が受話器を置いたときに、

「ガベットゲンガー！　仲間と合流したようです」

　双そう眼がん鏡きようでバーンを追つい尾びしていた若いスタッフが絶ぜつ叫きようする。

「三機になりました！」別の観測員である。

「敵が三機か!?」

「あ、いや、ガベットゲンガーを含ふくめて三機です。接近してきたのは、二機。おなじ形のものに見えます。機体の色はちがうようです」

「カメラは、つかっているな」

「はい！　偵てい察さつ観測部にも、動いてもらっています」

　丸まる椅い子すから立ち上がったギンガム中将は、バーンとジックリ話しこんだ今となっては、ガベットゲンガーを日本に置いておくことなどは、金輪際できない相談であると決していた。

　力ずくでも、アメリカ本国に送りこんで、その技術の背景にあるものとか、バイストン・ウェルの存在について確証を得たい。できることなら、この事件の一いつ切さいの全容を把は握あくしたレポートが書き上げられれば、軍の退職金など不要なほどの印税も夢ではないという想像だ。

　その上で、オーラ・ロードなるものを発見したら、アメリカ軍の手でその航路開発をさせる。その功績をもってすれば、第一等金獅し子し章ものだという想像は悪くはない。

「監かん視し用は、散開して包囲させる。観測のためだ」

「了りよう解かい！　三機のオーラバトラーは、距きよ離り一キロといったところで、滞たい空くう飛行をしています」

「貸してくれ……！」

　ギンガム中将は、若いスタッフの手から双眼鏡を取り上げていた。




「ともかく、話は地上におりてからだ。ガラリア」

「あの滑かつ走そう路ろのある基地にか？」

　ガラリアは、開いたハッチの前方にひろがる横田基地の、太陽の光にかがやく滑走路を見下ろすと、そのむこうに、まだくすぶっている街が背後にひろがっているのを遠望して、さすがに自分の罪を意識した。

　地理的なスケールがいまひとつ理解できないガラリアの目にも、カットグラの一発のフレイ・ボンムのあたえた被ひ害がいの大きさはわかる。

　ジョクの家に降下したことで、家の密集度がアの国の街のスケールではないということは、想像できた。

　だから、このまま被害地に隣りん接せつする基地に降下することは、危険ではないのかという予想が、ガラリアの脳裏にはしる。

　しかし、バーンとは、ゆっくりと話し合ってみる必要もあるのだ。

「バーン、ぼくの家にもどらないか。話なら、そこでするほうがいい」

　ジョクは、ガラリア機とバーン機のあいだにはいるようにして、呼びかける。

「自分は、アメリカに行くことにした。ガラリアも協力してくれるなら、あの攻こう撃げき行動は不問に付ふすとあの基地の司令官は言ってくれている」

「協力？　なんの協力だ？」

「……彼らは、われわれのオーラバトラーを驚きよう異いのマシーンと理解したのだ。この技術を提供するだけで、彼らは、ガラリアのすべてを許すと言っているのだ」

「信じられんが……ジョク、どう思う!?　バーンの言うことは!?」

　ガラリアの問いかけに、チャムが本能的に嫌けん悪お感かんを見せて、ジョクの髪かみの毛のなかで叫さけんでいた。

「ジョク、言うことを聞かないコモン人なんか、うっちゃっておけ！　あたしは、あの男は嫌きらいだ！」

　そのチャムの叫びは、バーンの耳にも届いたのだろう。

「ジョク！　いいかげんにフェラリオに惑まどわされるな！　そんなものは揉もみ潰つぶせ！」

「バーン！　米軍の言うことはわかるが、それではバイストン・ウェルに帰る機会を失うかもしれないぞ！」

　ジョクは、チャムのことには答えずにそう叫んでいたが、チャムのことがあったからだ。バーンが、軽率に米軍を信じているように感じられたが、強行に説得する意志は萎なえていた。見かけが白人である者同士のシンパシーというものがあるのではないか、と想像してしまったということもある。

　それは、ジョクの人種偏へん見けんという根があるからかもしれない。

「わたしは、日本のジエータイとも接せつ触しよくし、ショット様の出身地であるアメリカの軍人とも話しあったのだ。わたしは、ガベットゲンガーそのものを、彼らに提供するつもりはないが、ショット様の前歴をしらべてくれたあの基地の人間たちは、ジエータイよりは有効な組織に感じられる」

　バーンもハッチをひらいて、ジョクとガラリアの顔が見えるようにした。

「そんな……！」

　ジョクが、バーンの説明をすべて信じる気にはなれなかったが、だからといって、日本という国や日本人の総意が、バーンやガラリアやオーラバトラーというものを、平静に受け止めることができるのかといえば、自信をもって応こたえられる国ではないとも意識してしまうのは、情けなかった。

「放ほうっておけ！　あんな分からず屋！」

　そういうチャムの言葉もこの場合、ジョクの意志を減速させるのだ。

　それが、自分が日本人であるということを考えさせられる部分にもなる。人種以前の認識論の問題で、日本人は自分もふくめて、未知なるものに寛かん容ように広くうけいれる素地があるとは思えない、という思い込みを働かせることにもなる。

　偏見というのは、自己の円周から見て、認識できる問題ではないのだ。客観的判定がどうしても必要な問題である。

　それとは別に、ジョクは、バーンが仕えるべき王、ドレイク・ルフトさえも裏切りかねない野心を抱いだいた騎き士しである、ということを思い出していた。そのような衝しよう動どうを内在した悟ご性せいというものの行方ゆくえを、ジョクはまだ想像できるだけの人生は送っていないのである。

　それで、バーンに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せられない……。

「そうか……ショット様の出身の国の基地かい……」

　ショットというバーンとの共通語は、ガラリアに安心感をあたえたようだ。

「心配なら、カットグラに乗ったままでいい。空中で協議することもあるまい。ともかく、降りるぞ？」

「了りよう解かいだ。ジョクはどうする？」

「ぼくは、あの基地には降りられない。あそこは日本じゃないんだ。日本という国が、アメリカに貸している基地なんだ。ぼくがかってに降りることはできないんだ」

「……しかし、ジョクがいなければ……」

「ガラリアっ！　ジョクはアの国を裏切った聖戦士である！　それは、忘れるな！」

　そのときだけ、バーンがするどくガラリアを叱しかった。

「ぼくは自分の家に帰るか、日本国の保護をうける。ガラリアの気持ちがかわったら、ぼくのところに戻もどってきてくれ」

　ジョクは、ガラリアに身をのりだすようにして叫さけんだのは、欲得からではなかった。米軍の基地内に降りてしまったら、自分に想像ができない大人おとなたちの国際感覚というものが介かい在ざいしてきて、面めん倒どうなことになるだけで、その場合の対処のしかたなど想像できなかったにすぎない。

　それだけのことで、それがうかつな発想だといわれれば、返す言葉もない。

「了解した。まだ、どうする、と決めたつもりはない」

　ガラリアは、ガベットゲンガーの前に出て、横田基地にむかって降下のコースにはいっていった。

「バイストン・ウェルに帰るには、ぼくの家のちかくがポイントのはずなんだ！」

　ジョクは、バーンとガラリアの鉱石無線によびかけて、二機が、横田基地の滑かつ走そう路ろのわきのエプロンに降下するまで、その空域に滞たい空くうした。

　その三機の行動は、周辺部に点在する市民のアマチュアのホーム・ビデオカメラに撮とられただけではなく、都内のすべての局の報道カメラにおさめられて、全国に放送されていた。

　このことによって、オーラバトラー三機は、日本中の人々に認知された。

　そして、その十数分後には、ＮＨＫさえも、正体は不明だという解説をつけながらも、その映像をトピックスとして、世界の三分の一の地域に中ちゆう継けいされていった。

　アメリカの国防総省も、ロシアの極東軍司令部も、中国、大だい韓かん民みん国こく、朝ちよう鮮せん民主主義人民共和国、台たい湾わん政府も、それによって実在する人型の飛行物体を確認したのである。

　ただ、彼ら、外部の人々は、まだオーラバトラーの外見を知るだけで、チャム・ファウのような生物がいるということは知らなかった。







　15　横田と田無







　ジョクが、米軍の基地に降りる気がなかったのは、外国までとりこんだ騒そう動どうに巻きこまれるのをさけたかったからだ。が、バイストン・ウェルに行っていた感覚が、この世界を想像するセンスを喪そう失しつさせているとも感じていたので、政治的な問題を考えるよゆうなどないというのが本当のところだ。

　横田基地からジョクの家のある西東京市の田無まではひと息の距きよ離りだったが、そのあいだにも、報道関係の数機のヘリコプターに消防庁と警察のヘリコプターが追つい尾びをしてきた。

　ことにテレビ局の報道とおもえるヘリコプターは、ニアミスを承知で接せつ触しよくしてきて、チャムを驚おどろかせる。

「なんだあれはっ！　音をだす機械かっ！」

　メインのローター・ブレードとテール・ローターを回転させて大気中に浮うく機械は、チャムには、空を飛ぶものには見えない。空を飛ぶものは、優ゆう雅がなものであるのが生物の規き範はんである。

　オーラバトラーもかなりの音おん響きようをだすとはいえ、巨きよ大だいな体たい軀くが力をこめて羽根をふるわせる気力の気配と昆こん虫ちゆうのそれを大きくした羽音は、生理的に許容できる。オーラ・ノズルといっても、オーラマシーンの体内の老ろう廃はい物ぶつがガス化したものを濃のう縮しゆくさせて噴ふん射しやするもので、簡単にいえばおならにちかい。

　それに、ショット・ウェポンは、ジェット・エンジンの構造を付加して、大気中の酸素と混合した酸化剤ざいをノズル内で圧縮爆ばく発はつさせるシステムでも、素材は強きよう獣じゆうの甲こう殻かくを硬こう化かさせたもので構成したために、低音域の回転音は耳につくものではない。

「あんなものなんだよ。地上の機械ってのは」

　ジョクがそんな風に説明してやっても、チャムが納なつ得とくするわけはない。

「落しちゃえ！　あんなうるさいのは、空を飛んじゃいけないよ！」

「わかるけどさ、お前もうるさいよ」

「あたしは可か愛わいいんだ。あれは、可愛くもない」

「でも、人が乗っているんだ。機械を落したら、乗っている人が死んじゃう」

「戦争なんだぞっ！」

「ダメ！　いまは戦争じゃない」

　ジョクは、目の前をブンブン飛ぶチャムのお尻しりをペタンと叩たたいて、目の前から追い払はらう。

「痛いじゃないかっ！　好き者っ！」

　この好き者というのは助平というほどの意味で、そういう言葉はいつの間にかおぼえてしまう。が、テレビ局がチャーターしたヘリの一機がスレスレにパスをして、カットグラが揺ゆすられれば、滞たい空くうしていたチャムがコックピットの壁かべにぶつかってしまう。

「チッ！」

　その危険すぎる距きよ離りに、ジョクはカットグラの手でバック・ノズルの横に装備された剣けんをひきぬかせ、威い嚇かくしようとした。

　四方から追つい尾びしていたヘリ群は四方に散ってくれたが、たいした距離をとらずジョク機に併へい進しんするのは、カットグラのポーズがテレビ画面や写真にはうってつけだからだ。

　ジョクは、鉱石無線のダイアルをまわして、周囲のヘリのやりとりを傍ぼう受じゆしようとしたが、それはできなかった。

　新青梅街道が見え、田無の交こう叉さ点てんの北西寄りのわきにジョクの家がある。湿しつ度ど変化によって色の変わるタナシ・タワーは、道路をはさんだ南側にある。

「……!?」

　家の周辺の道路は、赤いライトを点てん滅めつさせるパトカーと消防車の動きだけが見えて、ほかの車しや輛りようは数じゆ珠ずのようになっていて動いていないように見えた。

「ジョク！　一発、射ってやれっ！　射てばみんないなくなる」

「黙だまるんだ。チャム。警察というのは軍隊とおなじなんだ。赤い車も火事を消す仕事をしているけど、おんなじようなものだ。それが、家をかこんでいる」

「へ？」

「ぼくたちは家を出るのは見られたし、お前が地上人に見つけられて、家に逃にげたりしたんで、家は隠かくれ家がじゃなくなったんだ」

「……!?　逃げられないのか!?」

「だから外に出るなと言っただろう。チャムは、そういうことを守らなかったな」

「ウー……」

　さすがのチャムも、身体からだを小さくして、コンソール・パネルの上にしゃがみこむと、ハッチのすりガラスのように見える扉とびらから、近づいてくるジョクの家を見つめる。

「自衛隊もきているか……」

　ジョクは、ひばりケ丘おか駅の周辺の道路に、迷めい彩さい色しよくのトラック数台とジープらしい車輛を見つけると、このまま裏庭の竹たけ藪やぶに着陸する覚かく悟ごを決める。

　両親はわずらわしいだけの存在で、相談する気になれなくても、杏耶子とは会ってから、つぎの行動をきめたいと思った。祖母は……相談をもちこむ相手ではないのだが、中臣杏耶子以上に見ていたい顔ではある。

　田無は、地名がしめすとおり、小高い丘きゆう陵りようにあって、昔から田たん圃ぼをつくることができなかった土地なのだが、その畦あぜ道みちには人の影かげが筋になり、道路らしい筋には数珠状になっている車輛のあいだに、赤いランプを点滅させたパトカーがグリグリと頭を押おし込んでいくのが見える。

　ジョクのカットグラが降下を始めたので、ヤジウマ根性をむきだしにした人々は、歓かん声せいをあげるのが、ジョクの目からも識別がつくようになった。




「またこっちに来るぞ！」

「ここが狙ねらわれているんじゃねぇのかっ!?」

「民間人は退たい避ひっ！　ここが、攻こう撃げきされるかもしれないんだ！」

「車はどけろっ！」

　警察と消防関係者がハンドマイクを手に、ヤジウマを整理しようとしても、東京周辺の新興住宅街は、もともとがまずしい旧街道と畦道を車道にしているので、交通を便利にさばくようにはできていない。路地につっこんだ車は、後退も前進もならず、人々は、停車した車のあいだをウロウロするだけで、ジョク機の降下がはじまると、人の波は畑にまであふれだし、乗用車でさえも、畑にはいって方向転てん換かんをしようとするのだが、四輪駆く動どうでもなければ畑を走破しきれるものではない。

　朝あさ霞かと練ねり馬まの駐ちゆう屯とん地ちから、ジョクの家を隔かく離りすることを目的に出てきた陸上自衛隊のトラックなどは、ひばりケ丘の駅を越こえることはできても、それっきり、二車線道路上に停車して動かなくなっていたが、民間マンションのビルのむこうに、はっきりと人間のシルエットをしたものが、降下していくのが目もく撃げきできた。

「バイクを出せっていったでしょ！　甘あまいんだよ！　東京都下で車で作戦ができるなんて考えるのはっ！」

「朝霞駐屯！　二輪車を総動員してくれなければ、隊員は集結目標には到とう達たつできない！」

　そのような要よう請せいにたいして、駐屯地の司令室からは、「地図をよく見ろっ！　駅から終結ポイントまでの距きよ離りを考えるんだ！　走れっ！　二本足があるだろう！」

「城宅へ急行して、一いつ般ぱん人じんから隔離しなければ、捕ほ獲かく物件の捕獲は難しくなるぞ！」

　室内にいてなにを気楽なと思いながらも、トラックを指揮する幹部たちは、一般市民の嗅きゆう覚かくの良さにあきれながらも、荷台にもっともらしい顔をならべている隊員たちに、駆かけ足を命じる。

「これは実戦だ！　部隊競争の得点にも加算される！　距離は四キロとない。一気に行けっ！」

「えーっ!?　暑くなってんですよ!?」

「オーラバトラーを見られるんじゃないんですか!?」

　ヘルメットを手にした隊員たちをどやしつけて、荷台のテールゲートを落しながら、幹部たちが隊員たちに気合をいれる。

　そうなれば、さすがに、教練ではないと覚かく悟ごをした隊員たちが、日本人の体格にはやや荷が重い国産小しよう銃じゆうを肩かたにして、それでもフル装備ではないのに助かる、と駆け足行進をはじめる。六台のトラックから吐はき出された隊員たちは十二班で、そのなかには、五月女さおとめ陸りく曹そうが班長になった女性隊員の一班もあった。

　彼らは、車輛で埋うめ尽つくされている二車線の狭せまい道路の左右と場合によっては、車両のあいだを班ごとに縦列隊形で走り出すのだが、その隙すき間まにも逃にげまどう市民の群があるのだ。

　そのなかを、五月女陸曹は、五人の隊員を引き連れて、携けい帯たいナビゲーターの指示する目標地点にむかう。

「どいてください！　一般の方は、警察の指示にしたがって、家から出ないでください！」

　五月女陸曹も必死になってしまうのは、こんな制式装備で市民にまぎれるような行動ははじめてだからで、教科訓練で市街地に出て行くことがあっても、行動範はん囲いは決められた道路や場所であるから、それを見てくれる市民たちも慣れているのだが、現在の行動はまったく質のちがうもので、そこに、

「よー、姉ちゃん！　いさましい恰かつ好こうして、どこに行くの!?」

「その鉄てつ砲ぽうさ、本物!?」と、口さがない市民が、興奮にまかせて声をかけ、ぶつかってもくるのだから、眉み間けんの縦じわはしだいに深く、目は吊つり上がっていく。

　自衛隊も、もともといけないところがあって、駐ちゆう屯とん地ち周辺の市民に、このような隊員がいると十分に広報活動をやったりしていないから、必要以上に珍めずらしがられたりもするのだ。

「気後れするんじゃないっ！　駆け足、いそいでっ！」

　五月女班長は腹立たしくなりながらも、前をいく男性隊員たちからおくれまいと、女性だけの班をはげます。

　その頭上、道路ぞいのビルの屋上のむこうを、着陸寸前というカットグラが横切る姿が見えてしまった。

「……!?　あれが……!?」

　五月女陸曹は、妙みような悪寒にとらわれる。

『交戦なんてことになったら、どうするの!?』という想定だ。

　同どう年ねん齢れいの若者たちのフワフワした生き方とか、無責任な大人おとな社会という偏へん見けんが、彼女を自衛隊に入隊させただけのことであるのだが、規律をもつ生活が心身ともに健全にしてくれるという実感は、上等なアスレチック・クラブという認識さえある。浮うき世よ離ばなれしていると思わないのは、国家というものの枠わく組ぐみを考えれば、玄げん関かん口ぐちを守る軍隊はまだあっていいと思うし、そのために青春をささげるのは、将来の自活のための心棒をいれるという意味もあって、五月女陸りく曹そうには、快い日々であった。

　が、映画のエキストラとして協力するのとはちがって、臨戦態勢という現実に突とつ入にゆうしているのではないか、と実感されれば、頭の中が白くならないように自意識を保持しろ、と自分に叱しつ咤た激げき励れいするのである。しかし、手にしている小しよう銃じゆうには実包が装そう塡てんされ、行く場所は射しや撃げき練習場ではなく、そんなところで、入隊一年をすぎたばかりの童顔の女性隊員が血まみれになっていく姿などは見たくもない、と思ってしまう。

　朝霞駐屯地の司令にしてみれば、民間人と対面せざるを得ない周辺警護には、女子がいるほうが市民に刺し激げきをあたえなくて良いのではないか、と考えての出動で、直接、人型のマシーンと接せつ触しよくする場に参入させるつもりなどはないのだが、一いつ般ぱん市民たちを押おしのけるようにして駆かける五月女陸曹にしてみれば、緊きん張ちようはたかまるばかりである。




　ザザウッ！　バリリリッッ！　竹林をおしわけるようにして着陸するカットグラの姿は、映画以上にリアルなのは、現実だからで、視覚的に貧相に見える光景でも、警官たちは戦せん慄りつする。

「伏ふせぇーっ！」

　どこからともなく、そんなもっともらしい命令がはじけ、それに呼応したわけではないのだが、ジョクの家の周辺を警護していた数十人の警官たちは、パトカーの陰かげにかくれ、里さと芋いも畑やかぼちゃの畝うねのあいだに身を伏せる。

　が、それっきりちいさな竹林は静せい寂じやくにつつまれて、動かなくなる。

「…………!?」

　感動的なシーンを想像しても、現実はそうはならないものだし、所在なげに立ち上がるのも照れ臭くさくなるくらいなのだが、市民の安全を考える警察官であれば、そのような状態でも恥はずかしがってはいけない。騒そう々ぞうしいのは自分たちのパトカーの配列であり、物もの腰ごしでしかないのだが……。




「……父さん！　母さん！」

　ハッチをひらいたジョクは、覚かく悟ごして勝手口に叫さけんでみた。

「呼んでくるか？」

　チャムは、さすがにジョクの耳にささやいてくれる。

「いや、榎本さんが……」

　勝手口からのぞいた榎本さんが、家の奥おくのほうを不安そうに見やりながら、曖あい昧まいな表情を見せたのが竹越ごしにのぞけた。

「…………？」

　ジョクは、オーラ・バッテリーのチャージが完かん璧ぺきであるので、これなら、半日でも飛べつづけると確信して、カットグラの膝ひざの上に足をかけて、地におりる。

「ジョクさん！　田無署の署長さんが、きているわ」

　勝手口から出てきた杏耶子は、まだジョクをどう呼ぶかまよっている風に声をあげ、その背後から、鈴木が、

「ガラリアさんは、どうしたんです」

「横田におりた」

　ジョクの返答に鈴木は、口のなかで『冗じよう談だんじゃない！』とののしったのが、奇き妙みように不自然だった。ジョクも杏耶子もそれを無視して、

「どうするの？」

「ああ、バーンはアメリカに行くつもりになっている。ガラリアは、バーンに説得されそうだが、まだわからない」

「アメリカに……？」

「チャム、榎本さんに飲むものをもらったら？」

　ジョクが、倒たおれた竹の一本にあくびをしながらすわりこんだチャムを見て呼びかけると、チャムは返事もせずに、勝手口に飛んでいった。

「日本政府の保護を受けたほうがいいような気がするけど、どう思う？」

「保護してくれると思うの？」

「ここにいるわけにはいかなくなったのは、わかるだろう」

「ええ……テレビでも知っている……」

「ああ、常田さん。ぼくの無線機に、新しい電池をいれておいてくれませんか？」

　勝手口でまたカメラをつかっている俊一に、ジョクは声をかける。

「あれは、カットグラの鉱石無線よりは役にたちそうなんで、こいつに持ち込みたいんです」

「そうだね、そのほうがいい。取り付け、やってやろうか？　コックピットに固定したいんでしょう」

　俊一の意外に積極的な返事に、杏耶子はその先回りをした俊一の返事を気にして、ジョクに振ふり向く。

「まわりの道路はつかえないようだから、歩いて買いにいくしかないけど、いいんですか？単二、六本、お金は榎本さんにもらってください」

「俊一、頼たのむわね」

　杏耶子が、ジョクの反応に安心をして、あらためて俊一に声をかけたときだった。

「……これかっ!?　これっ!?」

「なんですー!!」

　男たちの悲鳴に似た声が台所ではじけた。榎本さんと流しのところにいるチャムを、田無署の警官たちが見つけたのだろう。

「どこに？　警察にいくの？」

「いや、横田基地との関係もある。入間だな。いちばん近い基地なんだ」

　警官たちの声に急せかされように、杏耶子が訊きいたので、ジョクは決断した。

「入間にはいってしまうんですか？」

　鈴木が、絶望的な声を出す。その背後から、勝手口をおりる孝則が、「あれです。あの革製の衣い裳しようをきているのが、息子のタケシです」

　署長らしい男が、靴くつを三和土たたきにおろしてそれを突つっかけると、それにあわせるように、母おも屋やのわきからは、数人の警察官がまわりこんでくる。チャムを見たあとの茫ぼう然ぜん自じ失しつという署長と、それを補ほ佐さするという感じの中年の警官、庭伝いにきた警官たちは、竹林に守られるようにしているカットグラに、さらに汗あせを吹ふき出させる。

　ジョクの母親の良子は、勝手口から降りることができず上がりがまちにしゃがみこんで、青い顔をみせていた。

「君が……」

　署長のおどおどした顔を見て、ジョクは、それ以上彼らになにかをいわせて、時間を浪ろう費ひする気がなくなる。彼ら官かん僚りようの一員にはなんの決定権もないのだし、上からの指令を待つあいだに事態はどう変化するかわからないのだから、ジョクは、警察官たちに言う。

「あの機体をカットグラといいますが、あれで入間基地にはいります。自衛隊がうけいれてくれるかどうかわかりませんが、これ以上、両親にも祖母にも迷めい惑わくはかけたくありませんから」

「あ……？　そう……」

　定年にちかい署長は、ジョクからいきなり結論めいたことをいわれて、一いつ瞬しゆんは、不快そうな顔を見せたものの、厄やつ介かいな事件の張本人が管かん轄かつ外がいに出てくれるとわかって、舌で唇くちびるを舐なめてみせた。饒じよう舌ぜつになりそうなサインだ。

　好こう奇き心しんから、ともかく目の前の青年とは接せつ触しよくをもちたいとも思い直すのは、ジョクが時の人だからである。なによりも、カットグラという人型の機械をちゃんと調べたい衝しよう動どうにかられるのは、男の生理ではある。それは、左右にしたがう警官たちもおなじだ。

　しかし、ジョクは、職権を利用しようとする彼らに、カットグラを見学させたり、不必要な質問をうけたりする気はなかった。

「杏耶子、来てくれないか？……いいですね？」

　ジョクは、ちょっとヤクザな言い方をして杏耶子の手をひくと、署長に許可をもらう仕草をして見せてやる。

「ええ……!?」

　署長はジョクのいきおいに負けて頷うなずいてしまったが、左右の警官たちはそうはいかなかった。

「待ちたまえ！　君が不法入国者だという話は、お母さんから聞いた。まずは、我々の職務質問にこたえる義務がある」

「それは拒きよ否ひしませんが、現在、カットグラは臨戦態勢だということを忘れないでください。まずは、軍と接触をするのが順当と考えます。自衛隊が軍であるのないのという表現の問題は、ここではしないでください」

「実戦中だというが、どこの軍のもとでだ？」

「バイストン・ウェルのコモン界のミの国の軍の指揮下です。同道の二機のオーラバトラーは、敵対するものですが、この世界に次元スリップしたので、一時的に休戦をしています。しかし、戦せん闘とう状態は終しゆう了りようしていません。入間にはいります」

　これは恫どう喝かつである。相手にどう聞こえるか無視して、杏耶子をカットグラのコックピットにあげる時間を確保したのだ。

「ペラペラと冗じよう談だんをいうっ！」

　中間管理職というのは、むずかしい立場にいる。ここには、田無署のみならず周辺のパトカーが集合しているし、消防署員もいるのだ。一方的に、若わか僧ぞうひとりの意見だけをきいて、解散するわけにはいかない。

「入間には、こちらから連れん絡らくして受けいれ態勢をとってもらうように要よう請せいしよう。その間に、そのカットグラの移送方法の検討と君の尋じん問もんをさせてもらう」

　署長のわきの警視格の男が、当然の要求をしてきた。

「理り不ふ尽じんかもしれませんが、事態そのものが、まだこの世界でも解明されていないのです。自分は、その渦か中ちゆうにいるのです。次元スリップについての法的な処理の裏づけなどは、どこにもないはずでしょ？　一方的に、そちらの法体系のなかに組み入れられては、事態は悪化するかもしれませんよ」

　ジョクは、すでに、カットグラのコックピットにすわっていた。

「脅おどかすのか!?」

「事実をいったまでです。チャム！　いくぞ！」

　ジョクは、久しぶりというよりも、地上世界にきてはじめて、戦場で出すような声を発した。

「ホウッ！」

　署長は、そのジョクの裂れつ帛ぱくの気合に目をほそくする。柔じゆう剣けん道どうの道場でもなかなか聞くことができなくなった気合だったからだ。

「ジョク！　そんな乱暴な態度では……」

　孝則が、警察官たちを押おしのけてきた。

「申しわけないけど、これでも一国の運命を左右するような責任ある立場にいる騎き士しです。市民相手の警察に、行動を規制されるわけにはいかないのです」

　ジョクは叫さけびながら、杏耶子のお尻しりを左右に開いた足のあいだにすわらせる。

「貴様は、市民だろう！」

「ミの国にあっては騎士です。サムライなのです。軍人といってもいい。ここの常識だけで、世界のすべてを規制できるとは思わないで欲しい」

　杏耶子は耳元でジョクの言葉を聞きながら、肩かたを狭せまくしてジョクの操縦の邪じや魔まにならないようにしようと努める。言っていることは、心ここ地ちよかった。臀でん部ぶに感じる大だい腿たい部ぶの暖かさが、抱ほう擁ようされていると錯さつ覚かくできた。だから、背筋を伸のばして、そうではない、と大人おとなたちに見せようとする。

　ジョクは、カットグラのエンジンのアイドリングを高くして、四方から距きよ離りをつめていた警官と消防署員を牽けん制せいするために、カットグラの四枚の羽根をゆったりとひろげていった。

「どこに行くんだ！」

「ちょっとした冒ぼう険けんだよ」

　孝則の絶ぜつ叫きように、竹の葉をすりぬけたチャムが応こたえる。

「このフェラリオの位置づけは、日本の法律のなかにあるのか？　ないだろう？　となれば、この娘この人権が保障されるという約束をとりつけなければ、日本国内に居つづけることだってできないのだから、軍にはいる」

「自衛隊だって治外法権ではないぞ！」

「しかし、現在の自分の立場にちかい」

　ジョクは、おばあちゃんに挨あい拶さつができなかったのが心残りだったが、カットグラを浮ふ上じようさせた。竹たけ藪やぶから見通せる勝手口にすわりこんでいた母の良子は、あきらかに鬼おにの顔になっていた。が、自分がいなくなれば休めるだろう、と期待するしかない。

　そうでなければ、また激しい我わが侭ままがでて、父を困らせるだろうし、浮うわ気きだって激しくなるかもしれない。

　ジョクは、ドレイク・ルフトの娘、アリサと結けつ婚こん同然の生活をしてから、婿むこ養よう子しになった父が、母の反対を押しきって脱だつサラをして自分の会社をつくった心情が、ようやく理解できるようになっていた。
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「すごい乗物！　飛行機とぜんぜんちがう！」

　杏耶子は自分が事件の中央にいることを気にしなければならないと思いながらも、カットグラのコックピットの振しん動どうが、遊園地にあるジェット・コースターともちがって、身体からだの鼓こ動どうに合わせてくれるような安心感があるのに驚おどろいていた。

　カットグラが上体をあげて立ち上がるとき、羽根をつかって飛び上がったとき、オーラ・ノズルというジェット流をつかった本格的な飛行になったとき、それぞれ異質な感覚を味わいながらも、それらが、すべて自分の身体を動かしているときの変化に似ていて、強圧的でないのだ。

　が、ジョクの家が家並みに隠かくれれば、ジョクに抱だかれた姿勢のままでいることが、失礼だと感じる。

「うしろに、立っていられません？」

「すわっていてもらっていたほうがいいんだけど、これじゃあ……嫌いやでしょう」

　ジョクも杏耶子の臀でん部ぶを股こ間かんに感じるのは、辛つらいといえば辛い。それほどの関係ではないのに、事態の進展にながされてこんな格好になってしまったことが、後ろめたいのだ。

「なるべく椅い子すの真後ろに立つようにしてください。それほど、危険な飛行はしないですむと思うけど……なにかあったら、前にきてください」

「ええ……」

　杏耶子はキッと怖こわい顔をしているチャムに、ごめんね、とあいまいに謝りながら、身体を横にずらして、椅子の背後に自分を押おし込んで、ジョクのすわるシートを抱くようにした。

　そのコックピットの左右には、報道関係と陸上自衛隊のヘリが併へい進しんをはじめて、そのローターの音のほうがコックピット内をうるさくしていた。

「こちらが、攻こう撃げきするかもしれないとは考えないのか？」

　ジョクは、ヘリたちのことをののしりながらも、カットグラの飛行性能のことを、杏耶子が感かん嘆たんしてくれたのが嬉うれしい。

「あんたは、無神経な女だな」

　チャムは、ジョクの左ひだり肩かたにとまっていやみを言ったので、

「そうでしょうけど、チャムさんは、自分でも飛べるからどうも感じないんでしょうけど、カットグラは小さいのに、ジャンボ・ジェットの旅客機よりずっと居い心ごこ地ちがいいのよ」

「ジョクのオーラで飛んでいるんだ。ジョクに抱かれているみたいなもンよ」

　チャムは、なんてバカな女だ、と言っているとわかるので、杏耶子は、頰ほおが熱くなった。

「あたしに内ない緒しよでジョクと寝ねたりしたら、承知しないから」

「チャム、なんてことを言うんだ！」

「好き者のくせして！　いいかい、ジョクと寝るのは、あたしがいいっていう時以外は、だめなんだよ」

　杏耶子の顔の前に飛びこんできて、チャムは脅きよう迫はくした。

「しませんよ。そんなこと！」

　杏耶子もけんか腰こしになるつもりはないが、売られれば買ってもいいと思ったときに、

「入間だ。どういう反応に出るかわからないぞ」

　ジョクは、チャムの身体からだを押しやるようにして、コンソール・パネルの上で前方を監かん視ししろといったときだ。連れん絡らく用につかっている軽量小型のヘリではない、シャープな機体幅はばをもち左右に大きなポットを装備したヘリが接近してきた。陸上自衛隊のガン・シップ・ヘリで、西から進入してきたので、カットグラを迎むかえる格好になった。

「戦せん闘とう機だ！」

「あれが……!?」

　富士の演習場から飛来したのだろう。その二機のヘリは、果か敢かんに左右からカットグラを牽けん制せいするようにして、背後で急速に旋せん回かいをして、報道ヘリと警察、消防のヘリを追い払はらっていく。

　ジョクは、カットグラの両りよう腕うでを上にかかげて投降の意思をしめしたが、手にはフレイ・ボンムのランチャーが装備され、シールドも携けい行こうしているのだ。それで、ガン・シップ・ヘリは、こちらの投降の意思を認めてくれるかどうか……。

　ジョクは、せめて自分の無線機が欲しいと思い、俊一のことを思い出す。

「常田さんには悪いことをしちゃった。電池を買いにいってくれた隙すきに、逃にげ出したようで……」

「いいのよ。あの人、勝手なんだから、このくらいの目にはあわせないと」

　二機のガン・シップ・ヘリは、カットグラの周囲を旋回してから、左右についた。

「……!?　着陸していいようだ」

　ジョクは、左右のヘリのキャノピーのパイロットの手つきを確認すると、入間基地の滑かつ走そう路ろを目ざしてカットグラを降下させる。

「いいの？」

「わからないな。バーンから、基地のようすをきく間はなかったんだ」

「でも、それは、今朝けさ早くのことでしょ？　今度は、ようすがちがうわ」

「どうちがうんだ？」

　チャムが杏耶子にからんでくる。

「あなただって、テレビは見ていたでしょ？　オーラバトラーが東京でいろんなことをやったのよ。オーラバトラーは犯罪者だと思われているのよ」

「騒そう動どうは、バーンとガラリアが起こしたんだ！」

「だけど、地上世界の人には、オーラバトラーはおなじようなものに見えるのよ」

「おなじじゃない！　ジョクはジョクだ！」

　さすがに、杏耶子は、チャムとのやりとりを打ちきって、滑かつ走そう路ろのほうを見る。

「ほれみろ！　あたしのいうのが正しいから黙だまった！」

「黙れっ」

　こんどはジョクだ。

　コントロール・タワーのスタッフは、カットグラに進行方向の前方下、といったところを腕うでを振ふってしめそうとしていたし、地上要員が黄色の手旗をもって、エプロンの一角に駆かけ出している。それを見れば、こちらが無線をつかえないことを承知していることがわかる。

「……チャム、静かにしないと軍隊につかまって、解かい剖ぼうされちまうからな」

　冗じよう談だんにもならないと思いながら、ジョクはチャムに言い聞かせ、黄色の旗を振っている地上要員を目指す。

「カイボーって、なんだ？」

「身体からだをバラバラにして中身を調べるんだよ。ここの人は、人の形をして空を飛ぶ生き物はいないから、調べたくなるんだ」

「いやだ！」

　倉庫前のエプロンの地上要員は、わずかにたじろいだように見えたが、それでも、警官たちとはちがって、黄色い旗を左右水平から打ち下ろすようにしてくれた。

　コントロール・タワーのあるビルの屋上では、カットグラの着陸を撮さつ影えいするためのビデオ・カメラが構えられていたし、地上にも数台あった。倉庫、滑走路に待機する隊員たちの姿にも、油断のない挙動が見える。

　ジョクは、カットグラには両腕をあげたまま、コンクリート面に着陸させ、その上空、背後には、二機の戦せん闘とう用ヘリが貼はりついて、前に回ることはない。

　間かん髪はつをいれずに、ワゴン・タイプのランクルがカットグラの前に停車し、倉庫からは、整備台が引き出されてくる。

「……自分はー、諸もろ岡おか一等空くう佐さだ！　この基地の責任者だ。そのオーラバトラーに乗るのは、城じよう毅たけし君かっ!?　ガラリア・ニャムヒー殿どのかっ！」

　ランクルから降りたった幹部は、日焼けした端たん正せいな顔をあげてきた。ジョクは振ふり仰あおぐようにして、杏耶子の視線をうける。杏耶子の手が肩かたを叩たたいてくれたので、ジョクは、コンソール・パネルを右に寄せてから、ハッチの扉とびらをひらく。

「自分が城毅です。ご覧のとおりのオーラバトラー、カットグラと自分の身み柄がらの保護を願うために、許可なくこの基地にはいりました。着陸を認めていただけて感謝します。同道している者は、バイストン・ウェルからの者ひとりと、この世界での友人の中なか臣おみ杏耶子です」

「了りよう解かいだ。そちらに条件があるはずだが、どうか!?」

「身の安全に引きかえるものはありません。しかし、カットグラを交こう換かん条件にするつもりもありません。自分はバイストン・ウェルにもどる方法を見つけて、帰き還かんしたいと考えています」

「虫が良すぎるな。ジョク！」

　諸岡一いつ佐さは、紋もん切きり型がたの言葉づかいをやめた。ジョクの呼こ称しようは、バーンから聞いたのだろう。

「…………!?」

　ハッチから乗り出したジョクが身を引いたので、シートのわきに出てきた杏耶子がその腕うでを取り、

「チャムも動かないで！　姿を外に見せないほうがいいわ」

　チャムも杏耶子のいうことを聞く気になって、シートのヘッドレストの上から動かない。

「横田基地にバーン機とガラリア機がはいった事実はご存知のはずでしょう。自分がここに来ただけでも、自分の身柄の安全は保障される価値があると思います！」

　ジョクは、頭を冷静にしながらも、横おう柄へいに構えようとする。敵対する相手と対等に話をする場合、ときには、そのような姿勢が有効でもあるのは、バイストン・ウェルで身をもって覚えたことだ。

「……!?　そちらにもいろいろ問題があるはずなんだろう!?　ここは、日本人同士、我々に協力してもいいはずだ」

　諸岡一佐にすれば、言葉がつうじる相手であるだけ、バーンにたいするよりは楽だったし、オーラバトラーや異世界のバイストン・ウェルの輪りん郭かくを知ったうえでのことであったので、ジョクのペースにはまることはない。

「情じよう緒ちよ的な言い方をして訴うつたえるのは抵てい抗こうがある！　それが一番危険だと感じて、まっすぐに自衛隊と接せつ触しよくをすることを避さけてきたんだ。諸岡一佐！」

　ジョクも負けてはいない。次の相手の出方次第ではアメリカ軍と接触する、と言ったのだ。

「そうか……思い出した。君は民間人ではないんだな……よろしい。まずは、カットグラを格納庫に収容して、その上で協議しよう。もちろん、君は、カットグラから離はなれなくていい。こちらとしては、ただちに、横田基地のことを知りたいのだ」

「了りよう解かいだが、カットグラが収容されても、格納庫の扉とびらは開放したままだ。武装した隊員を警備と称しようして、カットグラの周囲にちかづけることも、認めるわけにはいかない」

「わかった。ジョク」

　諸岡一佐は、島田三さん尉いにジョクのいうとおりに行動してみせろと命令してから、ジョクに、格納庫にはいるようにうながした。

「……どうなる？」

「わからないから、好きかってなことをするなよ」

　ジョクの叱しつ責せきに、チャムはヘッドレストの上で、不安そうな目を杏耶子にもむけてきた。

「日本人って、ジョクのいうようなところがあるの。残念だけど……」

「ガロウ・ランだな。ガロウ・ラン……」

　杏耶子の言葉に、チャムは口のなかでそう呟つぶやく。
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　格納庫には、航空自衛隊がはじめて練習機として採用したクラシックなジェット機が二機、初級教材用として格納されていた。

　その手前で、ジョクは、カットグラの機体を開放されたドアのほうにむけて、静止させた。

　三段の踊おどり場ばのある整備台がカットグラの機体にななめにつけられて、コックピットの高さにあうステップに、諸岡以下の幹部があがってきた。

　彼らは、ジョクの頭に隠かくれるようにしていたチャムの姿を、厭いやでも見ることになる。彼らの驚きよう嘆たんがおさまるまでは、ジョクも杏耶子も、黙だまって待つしかなかった。が、

「しかっし、よく見れば、きれいで愛らしい顔をしていますね！」

　そんな幹部たちの誉ほめ言葉が、いけなかった。

「へへへ……！　でしょ！　でしょ？　あたしは、きれいだから、ジョクは、あたしが人に見られるのが厭なんだ」

　はしゃいでしまったチャムは、コックピットから飛びだして、格納庫のなかを飛びまわりはじめたので、それを見つけた隊員たちのあいだにも動天驚地の騒さわぎがおこる。

「チャム！」

「いいんじゃない？　ちがう世界があることを実証する生き証人。これで、ジョクのいうことも信用されるし、バイストン・ウェルがあることが認識されれば、みなさん方の対応も、そう……率直なものにかわってくださるわ」

　杏耶子は必死でジョクを説得するのは、どこかで猜さい疑ぎ心しんの塊かたまりになってしまっているのでは、隊員たちに嫌きらわれるだろうと心配したからだ。日本人同士であれば、交こう渉しよう事ごとをするにあたって、嫌われないほうがいい。言葉がつうじるからこそ、用心すべきことなのだ。

「そうだ。その方、中臣さんの言うとおりだ。ああいうものを早く見せてくれれば、バイストン・ウェルというような話が、デッチアゲではないとわかる」

　整備台にあがった幹部たちは、下で騒さわぐ隊員たちを見下ろして嘆たん息そくするのは、回収したものが日米双そう方ほうの軍に振ふり分けられてしまったことで、一方的な扱あつかいが、国益なり、将来の利害関係を左右するのではないかと想像したからである。チャムを見つけた女性隊員たちのすさまじい反応などに関心をもっている場合ではなかった。

「諸岡一いつ佐さ、現在の懸けん案あん事じ項こうは、オーラバトラーをいかに確保するかです。こいつは、政府の問題としてとらえるべきでしょう？」

　諸岡一佐は、島田三さん尉いの耳打ちに憂ゆう鬱うつになりながらも、あらためて、ジョクに横田基地のようすをきいてきた。

「……わからないのは、なんでバーンが横田基地にはいったかです。練馬に自衛隊機を着陸させて、まっすぐに横田にはいっていったのがわからないのです」

　ジョクは、横田基地のようすを説明したあとで、そう言ってみせた。半分以上、ウソなのだが、そういわなければ、日本人相手の話が面めん倒どうになると思ったのだ。が、そんな頭が、ふと、練馬に着陸したパイロットは、ここの管制をうけていたはずだと思いついた。

「われわれだって、ガベットゲンガーを見た瞬しゆん間かんに、その価値は了りよう解かいしたから、積極的に米軍に探知されないように配はい慮りよしたのだね？」

「……でも、今の問題は、オーラバトラーの技術的価値の問題ではないでしょ？　バイストン・ウェルという世界が、なんでこの時期に、我々のこの世界と接点をもつようになったか、という世界のかかわりかたの問題なんです。その本質を考こう慮りよしているように思えないのは、不満です」

　ジョクは、そのテーマは、この場の自衛官たちには飛ひ躍やくしているように聞こえるだろう、と覚かく悟ごした。事実、入間の幹部たちは、いちように怪け訝げんな顔をみせる。

「ジョク。そのテーマは、駄だ目めよ。観念的すぎて……」

　杏耶子の忠告に、諸岡一いつ佐さは、

「そうだ。いわんとすることは理解できるが、いまは、しばらくここで待機してくれ。現実的な対策をたてなければならない。必要なものがあればなんでも申し出てくれ。待機させた隊員にやらせる」

「ありがとうございます」

　諸岡一佐は、左右の幹部たちを押おしやるようにして整備台をおりながら、左右の幹部たちに、

「……一番心配していたことが起った。オーラバトラーの件で、国際問題になる前に、ガベットゲンガーをこちらに回収する方法はないものかどうか、内局と検討しろ。それと、あれを駐ちゆう屯とん地ちの外に出ないように監かん視しするんだ」

　諸岡は、格納庫を飛びまわっているチャム・ファウを見上げて命令する。

「糸で縛しばりますか？」

「それができたら、心配などはしない……なぁ、聖戦士殿どの!?」

「バーンから聞きましたか？」

「ああ、事態の輪りん郭かくは理解しているつもりだ。チャムへの対応については、これでいいな？」

「はい」

「技術競争の問題は、君が思っているほど、甘あまい問題じゃないんだということは、わかって欲しいな」

「……!?　次期戦せん闘とう機きのことで、アメリカ側のゴリ押しを気にしているんですか？」

「そういう問題じゃない。一いつ般ぱん論ろんを言っている」

「ぼくだって、兵器を自分の国で開発するのは反対じゃありませんよ。でもね、憲法の問題をさけて、軍ぐん需じゆ産業を育成するという構造は嫌きらいですね。今回のぼくらの……」

「それは、あす以降の検討事じ項こうだ」

　諸岡一佐は、そのことでは、ピシャリとジョクの口を封ふうじて、格納庫前に待機させてあったランクルに乗り込むと、チャムを見たがっている運転担当の隊員をせかして走り去った。




「いいすぎよ」

　コックピットから整備台に足をかけた杏耶子が、手を貸してくれているジョクの手をきつく握にぎりしめてたしなめる。

「……君ならわかってくれると思うけど……」

「駄だ目めよ。一般公務員にはできること、考えることは限られているわ。現職の自衛官には、あんなことを口にしてはいけないわ」

　ジョクは、杏耶子の非難する視線から目をそらせると、隊員たちの前で、チャムが演じているファッション・ショーまがいの行動を、漠ばく然ぜんとした気持ちで見下ろした。ビデオ・カメラやらスチル・カメラをもちだした隊員たちは、チャムを撮さつ影えいしながら、その意識が自分たちの頭にひびく感かん触しよくに狂きよう喜きしていた。

「すみません。あのー！」

　ジョクは、整備台のちかくにいる隊員に、なんどか声をかけてから、振ふり仰あおがせる。

「は、はい！　いやー、世の中にはあんなにも天使そのものっていう生き物がいるんですね。ビックリしちゃった」

　まだ若い幹部候補生が、興奮した顔を整備台にむけてくれる。

「天使じゃありません。見み栄えっぱりの女の子だっていうのは、わかるでしょ？」

「そうかなー。可か愛わいいじゃないですか!?」

「ありがとう。彼女の友人としてお礼をいっておきます……諸岡一佐に頼たのんでくれませんか？　横田の動きが知りたいので、テレビを貸してもらえないか、ということと、このカットグラに搭とう載さいできる航空無線機を譲ゆずってもらえないかってことです」

「ハッ！　上申します」

「お金も払はらいます。すぐに使うようになるかもしれません」

「でも、テレビの予備はないと思います。オペレーション・ルームにモニターを集めるのだって、大変だったんですから」

　言い終わらないうちに、その幹部候補生は格納庫の一角に駆かけ出していってくれた。

　杏耶子は、ホッとしたように整備台に腰こしをおろして、

「でもね、ジョク……案ずるよりは産むがやすしってことかしら。そう感じるわ」

「そうかな……家のことはどうなるんだろう？　そういう現実的なことが心配になってしまう……戦争をしているとそういうことは考えないんだが……」

　隊員たちが、チャムの相手をしてくれるおかげで、まずチャムは、格納庫から出る気配はないと思えて、ジョクも杏耶子のとなりに腰をおろす。

「たいした時間もかからないで、あなたは、日本政府の特別措そ置ちとかなんとかで、入国の事実は認められるでしょう。トージコーの会長さんから話がいって、この入間の状じよう況きようが政府部内に報告されれば、すべて安あん泰たい……そのあとよ。問題は……」

「……？」

「バーンがここに来たことは、政府も知っているでしょ？　そのうえで、カットグラとかチャムのことが報告されれば、政府はあなたの身に起こったことを認めるでしょ？」

「対アメリカの問題を考えれば、知らぬ存ぜぬでいこうという考え方もあるんじゃない？」

「日本だって勉強しているわ。なんでもかんでもおよび腰ごしで、事後処理でいいとは考えないわよ。この問題は、深刻な歴史的背景という側面がないんだから……国家としての主権をもった発言をしないと、オーラバトラーを全部アメリカに持っていかれるって考えるトップはいるわよ」

「そうか……！」

　ジョクは、格納庫前につぎつぎに現れるチャムの見学者のなかに、ひとり、ちがう雰ふん囲い気きの隊員がいるのを目にとめた。その彼は、チャムをひととおり観察して、納なつ得とくした顔をみせると、整備台に足をかけてきた。

「城毅さんで？」その声を聞いた瞬しゆん間かんに、パイロットとわかった。

「はい……!?」

「徳弘一いち尉いです。お恥はずかしいが、バーン殿どのの命令を吞のんで、練馬に強行着陸した者です」

「ああ！　よくも、一いつ般ぱん道路に着陸をされました。すごいものだと感動しています」

　ジョクは、差しだされた徳弘一尉の手を、力をこめて握にぎりかえして、先せん輩ぱいに会えたと感じられる皮ひ膚ふ感に、気持ちが落ち着くのがわかった。
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「お恥ずかしいといったのは、着陸をバーン・バニングス殿が助けてくれたからで、自分ひとりでは、ああはいかなかったからです」

　年季のはいったパイロットは、そういうこともきちんと言えるのか、とジョクは感動する。いい大人おとなというのはこういうものだ。

「バーンが助けましたか？」

「たいしたパイロットです。ガベットゲンガーが、とんでもなくフレキシブルな機能をもっている機体だったからできたことなんでしょうが、あれはいいですね……これも、性能比ひ較かくはしていないけど、いいんでしょ？」

　飛行機好きなのだ。徳弘一尉のカットグラにむける目は、キラキラと光っていた。

「人の形をしていることのもつ意味は、深いですよ」

　ジョクはそういってから、杏耶子を紹しよう介かいした。

「……オーラバトラーが生体力によって動くこと、それによってテレポーテーションできたということと、そんなものの力を中臣さんは感じられたということですか？」

　そんなパイロットだからだろう。ジョクの簡単な紹介で、徳弘一尉は、ジョクと杏耶子をとりまく現象全体を総そう括かつしてくれた。切れ者というのではなく、やさしい人なのだ。

「そうです。なのに、バーンは横田にはいってしまって……東京にいなければ、バイストン・ウェルに帰れる可能性はなくなるはずなんです」

「…………？」

　徳弘はジョクの言葉に、硬かたい表情をみせたが、ジョクは自分の言った意味を反はん芻すうしていたのでそれには気づかない。

「人間の気性を考えれば、わかるんですがね……バーンは野心家で、それでいてオーラバトラーの発明を納なつ得とくしきれない古風なところがある人間なんです」

「ああ……」

　徳弘一いち尉いは、髪かみに中指をつっこんでかくようにしながら、

「彼が横田に行ったことについては、自分にも責任があると思いますね」

　と、バーンとかわした会話について説明した。徳弘自身のアメリカ寄りの心情は多少口をぬぐって説明してしまうのは、しようがないことではあろうが、ジョクには、徳弘一尉の心情も理解できる。

「あなたがアメリカという国のことを教えたのなら、そりゃ、バーンは横田に行くでしょうが、あなたの罪ではありません。正確に事実をお話しただけでしょう？」

「そのつもりです。アメリカがいいとは言わなかった」

　好きになった人物が、どこかで後ろめたさを感じているので、ジョクは、バーンとショット・ウェポンの関係について説明して、徳弘一尉を安心させようとした。

「なるほど……そうですか……偶ぐう然ぜんにバイストン・ウェルにテレポートした君が、ショットの開発したオーラバトラーにのることになって、聖戦士ですか……」

　徳弘は、ようやく、ジョクが言おうとしている違ちがう世界が存在している意味について、考えるよゆうをもてたようだ。

「そうですよ。世界がちがうから、ぼくのような者も聖戦士になれたんです。これは能力や資質の問題ではありません。その逆が、今回のオーラバトラーのこの世界での反応です」

「オーラバトラーが、こっちの世界での聖戦士になるとでもいうのか？」

「可能性はあるんですけどね、なんでそういうことが起こるのかは、想像つきません。けど、起こるからには、バイストン・ウェルとこの世界は関係があると思いますよ。その因果関係を見つけだせれば、バイストン・ウェルに帰る方法も見つけだせるのではないかって思っています」

「しかし、現在までの現象のあらわれ方には、ふたつの世界のかかわりを説明できるものがないんだろう？」

　わきで聞いている杏耶子も、徳弘というパイロットが、好きになれそうだった。犀さい利りだと思う。

「アの国でも、何人かの仲間と考えたことがあるんです。コモン界で、伝説としてある地上人が現われた物語は、たいていひとりのヒーローの物語として語られているんです。なのにぼくの時は、何人もが、集中してひとつの場所に現われ、そのひとりはオーラマシーンまで発明してしまった。これには、理由があるはずだということです。だいたい、ショット・ウェポン自身、なんでオーラマシーンを開発できたのかよくわからないと言っています。それで、彼が言うには、コモン界をささえるオーラの力とそこにある強きよう獣じゆうやらなにやらのすべてが、自分にそうさせたんだって……」

「技術史の必然とは、無関係だと？」

「ええ……」

　徳弘は、隊員たちがかんたんな単語を発音して、それをチャムがどのように反応するのかテストをはじめているのを見下ろす。ジョクや杏耶子にとっても、それでこの場は、安定してくると感じられる。

「たとえば、カットグラの装そう甲こう板ばんですけど、あれは強獣といわれているものの甲こう羅らを加工したものですし、駆く動どう系けいのマッスルという筋だってそうです。われわれがいう機械の概がい念ねんとは、根本的にちがうものです」

「世界がつくらせたというんだな？……で、世界と現象は一体のもので、バイストン・ウェルでは、それがここの世界以上に緊きん密みつだってことかい？」

「ああ！　そういうことだったんだ……！」

　杏耶子は、徳弘の簡潔な言葉に感動する。

「ショットがオーラマシーンを開発するまでは、バイストン・ウェルでも、この世界とおなじように存在と現象の関係は漠ばく然ぜんとしていた。ところが、それ以後は、オーラバトラー自体が世界と接していると……」

「なるほど、思い出した。イギリスの海洋学者のラヴロックという人の、この地球そのものもひとつの有機体であって、我々生物の生命系とシンクロしているというガイア説っていうのがあったな？」

「……!?　地球がつくられていったプロセスを物理学的に考えれば、こんな薄うすい大気層などは、何億年も前に沸ふつ騰とうしてなくなっているはずなのに、こうも均きん衡こうがとれて生命を持続させているのはなぜかっていう……あれですか？」

「そうだ。よく頭にはいっているじゃないか」

「だとしたら、バイストン・ウェルとおなじね？　ジョクは、バイストン・ウェルは生体力で支えられているといったわ。そうなら、ふたつの世界は、別個のものじゃないって説明がつくわ……！」

　杏耶子は、すこしばかり興奮した。

「そのためのオーラ・ロードか……」

　そう言ってみて、ジョクはその関係は確たるものであろうと確信できた。

「ということと、こうして起こっている現象は、どういう意味をもつんだ？」

「わたしたちに、異世界があることをしめすことによって、なにが起こるか、ということを考えればいいんじゃないんですか。わたしたちが、こういう異世界を知ればどうなります？」

「侵しん略りやくを考えるかい？」

　徳弘は、ちょっとうっとうしくなった気分を晴らそうと冗じよう談だんを言った。

「われわれ生命体のオーラで成立している世界だということは、世界がもともとわれわれのものだということです」

「そうだよ。嬉うれしいよな？　あんなフェラリオがいたりさ、恐きよう竜りゆうも徘はい徊かいする。ファンタジーそのものだ」

　徳弘に少年のような顔がのぞく。

「……解答はそこにありますね」

「バイストン・ウェルがあるのはいいことだわ。あたしたちの想像そのものの具現化なんだもの……。でも、それがこうやって現実のものとして示されるということは、世界が歪ひずみだしたということでしょ？」

「それを無視すれば、世界は破は滅めつまで行きつくんだろうか……？」

「飛ひ躍やくじゃねぇか？」

「でも、そんな予告的な現象だと思いません？」

「ちょっと前にはやった世紀末的な考え方だな。好きじゃない」

　徳弘は、まだ現実主義者であった。

「それは認めますが、ともかく、われわれは人間的な視点に立ちすぎたガヤガヤした行動をとるべきではない、とは思いますね」

「…………」

　徳弘は、そのとき、ガベットゲンガーを背にしたバーンという青年の凛り々りしい姿を思い浮うかべていた。彼には人間的な魅み力りよくがあったから、あのような対応ができたのであって、ジョクの言うように、つきつめて考えた上で観念的に彼を理解したのではない。徳弘は、世界の問題であっても、人間的な視点からとらえなければ、解決の糸口はみえてこないような気がした。

「物理的なことをいえば、ぼくたち三人とあのチャム・ファウ、それに、三機のオーラバトラーは、ぼくの故郷である東京においておきたいのです。それがオーラ・ロードをひらく道だと思うんですけど……？」

「話はわかるが、観念的なことと現実は、えらく隔かく絶ぜつしているって感じだな」

　徳弘の皮肉は、ジョクには痛つう烈れつだった。

「……そりゃ、ぼくだってガラリアだって、バーンだって俗ぞく物ぶつです。しかし、ここで言ったようなことは、オーラマシーンをつくりだしたあとで、ショットでさえ考えたことです。新兵器をつくっておいて、その意味を考えてしまうのは、ダイナマイトのノーベルや原子爆ばく弾だんのオッペンハイマー……いや、共産主義思想をまとめたマルクス、エンゲルスだってそうですよ。前後の見境なく道具をつくっておいて、結局、人間がまたその犠ぎ牲せい者しやになる。どっちもみんな俗物……」

「チャム！　やめなさい！　外に出ちゃいけないわ！」

　杏耶子が整備台から乗りだして叫さけんだ。

　隊員たちがどのくらい速く飛べるんだと聞いたので、チャムが飛んでみせる気になって、旧式のジェット練習機の上で身構えたところだった。

「チャム！」

　ジョクの気合のはいった声に、チャムは、格納庫でおおきなカーブをえがいて、また、ジェット練習機の上にもどってくると、隊員たちにおやつをねだりはじめたので、騒さわぎはおさまる。

「……ですから、徳弘一いち尉い、俗物的な視点からいえば、自衛隊なり、日本政府の力で、バーンとガラリアをここに留とどめておくように、米軍に要よう請せいしてほしいんです」

「難しい話だよ。むこうのほうは、結構すすんでいるようだぜ」

「たのみます。内局がどうのって話になっているようですけど、そういうのわからないんです」

「ウン、運用全ぜん般ぱんの指揮をとるのが内局でね、政府と連れん絡らくをとるところですよ」

「運用ですか？」

「ま、昔流にいえば、作戦ね」

　ジョクは、憲法問題がクリアされていない自衛隊でつかわれている特別な用語の問題こそ、俗物の小細工がひねりだす、まやかし方の常じよう套とう手しゆ段だんではないのかと思う。運用といおうが作戦といおうが、外国語に訳されるときは、その国の軍事的用語である〝作戦〟でしかなく、逆に、英語の戦略という軍事用語も、かならずしもその国で軍事的につかわれているものでもないのだ。

　言葉は、物事の本質をゆさぶることはないのだから、政治的なつごうで時々の造語をつかって、現象を曖あい昧まいに理解させるのは危険なことだと考える。

「自衛隊の歴史は、いじめられてきた歴史だから、こんな事態に正面から堂々と対処できるかな……」

「それは、昔の軍隊だっておなじでしょ？　天皇にあるべき統とう帥すい権けんを、自分たちにあるものと信じてしまって、昭和軍人は国を滅ほろぼすところまでいっちゃったんでしょ？」

「しかし、戦後、日本は復興したよ」

「だからって、戦前の昭和軍人の罪はきえませんよ。昭和軍人がああなったのも、社会全般の貧しさが原因で、それに、一いつ般ぱん大衆もお先棒をかついだっていう面があるのも知っています。けど、いまの日本人はそんな背景を理解しないで、日本人が犯した誤ご謬びゆうについての後始末もしなければ、アメリカの都合とはいえ、戦後、復興させてもらったことも忘れている。共産主義の脅きよう威いと、朝鮮半島の戦争があったおかげで、近代日本人が犯した罪が不問にされたことが、日本人に安易な民族国家意識をもたせてしまったってのは、ヤバイ話ですよ？」

「…………」

　徳弘は、口をつぐんだもののジョクのいうことを否定はしなかった。が、ジョクは、また余計なことを口にした、と反省する。

「まあ、しかし……曖昧さが事態を穏おん便びんにすませているというところはあるぜ？」

「そんなことが基き盤ばんになっているから、日本ではちゃんとした軍隊だってもてないんじゃないですか」

「言うなよ……」

「でも、徳弘一いち尉いは、あの戦せん闘とう機きが日本の防空に役立っていると、本気で信じています？」

「専守防衛ならミサイルだけでいいってんだろ？　しかし、それはちがうな」

「ええ、ぼくは飛行機好きだから、戦闘機がない空軍はサマにならないと思いますよ。でもね、軍隊の正面装備なんて、そういう好き者の感覚を満足させるためのものだと思いません？　空は戦略爆ばく撃げき機き、陸は戦車……」

「海は巨きよ大だい戦せん艦かんと空母だろ？　確かに男の玩具おもちやになっちまっているよ。そこまでいうなら、我が自衛隊にもっとも似合うのはオーラバトラーだな」

　これは藪やぶ蛇へびだった。徳弘の言うことは感覚的に正しいのだ。

「たしかに、人型の兵器は、人間にたいしては恫どう喝かつ力りよくがありますね。だからオーラマシーンって人型になったのか……」

　ジョクは、オーラバトラーのまた別の一面をのぞいたようで、ガッカリした。兵器というものは、たえずいくつもの側面を内包しているものなのだろう。

「城さん！」

　さきほど、ジョクが用件を頼たのんだ幹部候補生が、整備台にかけよって、

「横田にはいったカットグラが、また田無方面に移動したようです」

「ガラリア機が!?」

「横田からはこちらに、そのガラリア機を捕ほ獲かくして、引き渡わたせって要よう請せいがはいりました」

　ジョクは、横田に先手をとられたと直感する。

「司令と会う。気をつけないと、米軍のペースにはまるぞ」

　徳弘一尉が整備台をかけおりて、格納庫前に駐ちゆう車しやさせていたジープに飛び乗る。

「ガラリアを捕獲する……？」

「うかつにそんなことをしたら、日本側としては、ガラリア機を米軍に引き渡さなければならなくなるわ。そんな面めん倒どうなこと、日本側はやるのかしら？」

「……!?　わざと見み逃のがすほうが、楽だっていうのか」

「そうでしょ？」

「政府の態度が決まるまでは、時間稼かせぎをしておいたほうがいいでしょうね。そうでないと政府は困るでしょうから……」

　杏耶子とジョクのやりとりに、幹部候補生がわりこんできた。

「ガラリアが、かってにここに来たらどうするんだ？　ぼくがここにいれば、彼女は来るよ」

「そうなんですか!?」

「そうですよ」

　ジョクは、また先が見えなくなりそうで、気持ちを奮いたたせようと、冗じよう談だんめかすように応こたえる。

「チャム！　チャムちゃん！」

　すっかりチャムのことを忘れていた杏耶子は、格納庫内からチャムをめぐる騒さわぎが消えているのに気づいて、ゾッとした。

「チャム!?　どうしたんです？」

「え？　外に出ていきましたよ。駐ちゆう屯とん地ちからは出ないように、みんなで監かん視ししているから大だい丈じよう夫ぶですって」

　そんな意味のことを、整備台のしたを警備している隊員たちがいう。

「どうやって空を飛ぶ娘こを監視するんです!?　昆こん虫ちゆう網あみでももって追いかけるんですか？」

　ジョクは、そんなことを叫さけぶ杏耶子のうしろすがたを見ながら、カットグラのコックピットに飛びこんで、エンジンを始動させる。

　チャムを捜さがしだすためにも、ガラリアに対応するためにも、気持ちの準備をしておきたいのだ。しかし、自衛隊の誰だれかが、チャムになにかやったのではないかという疑ぎ惑わくが、頭をもたげていた。







　19　キャグニー・ストガノム







　ガラリア・ニャムヒーとバーン・バニングスがお互たがいの接点を見いだせず、袂たもとをわかつことになったのは、単純すぎる理由からだ。

「あの轟ごう音おんをまきちらすジェット戦せん闘とう機きが、上空を警護しているのに、バーンはアメリカ軍を信用するという。笑止だ」

　ガラリアは、まずそのことをバーンに言った。

　ニゲス・ギンガム中将の命令で発進した、厚木基地からの戦闘機隊のことである。

「彼らは信用できる。大たい尉い！　あの轟音をまきあげるだけの戦闘機なるものを、退どけてくれないか？」

　ウォルターズ大尉は、その要求を中将につたえた。そして、中将は、「もう一機のオーラバトラーが手にはいるなら、戦闘機隊を帰投させる価値はある」と判断して、その要求をコントロール・タワーに伝える。タワーのメイヨウ大尉は、その中将の命令を戦闘機隊につたえて、戦闘機隊は厚木基地にもどる。

　しかし、基地の好意をガラリアが了りよう解かいしたわけではない。

「今しがた、顔を知った連中の腹づもりが、どこにあるのかわかるものではない。自分には、ここの臨戦体制のシフトを知らないんだからな」

　そのガラリアに、バーンは、

「ここの人々を信用できないんなら、ガラリアに聞きたいことがある。ここ、日本という国にいたからといって、ただちに、バイストン・ウェルにもどれるのか？　そうではあるまい？　ならば、ショット様の情報を手にいれたアメリカ国にいって、ショット様を育てた国を見聞するのは、今後のためになると考えんのか？」

「いつの今後というのか？　バーン」

「何人もの地上人が、地上界の各所からコモン世界におりたったのだ。とすれば、アメリカからでも、オーラ・ロードにのる手立てはあるはずだ。地上界の文物をしらべ、その知識を獲かく得とくするのも、騎き士したるものの務つとめであろう？」

　そんなやりとりが、ふたりのあいだであった。

　ガラリアの目には、バーンは理想の騎士にうつっていて、ジョクが感じるように、悪い意味での野心家とは思っていないし、その功利主義を見み抜ぬくこともない。しかし、ガラリアには、外界を感じる皮ひ膚ふ感のちがいを容認できない。

　ガラリアには、カットグラとガベットゲンガーの周囲をとりかこむ米軍の将兵たちの鷹おう揚ような態度に、自分を虜りよ囚しゆうとみなしているのではないか、と疑ったのだ。

　それは屈くつ折せつした感じ方なのだが、成り上がってきたガラリアには、地上界という高い界にある人々が、自分に似た民族であると感じられれば感じられるほど、見下されるのではないか、という負い目を意識させられた。

　屈折するというのは、世の中をはすかいに見るということと同義語で、その認識がまちがっていると自覚するためには、鬱うつ屈くつしている意識から解放されないかぎり、腑ふに落ちることはないし、きわめて理知的に思考していくか、時間をおいて反省できる自分を手に入れないかぎり、できることではないのだ。

　地上界に落ちてきて、たった一晩である。気持ちが高ぶったままなのは、いかんともしがたく、平静になれというほうが無理であろう。

　ジョクがアの国を離り反はんしたときからつづいていた疑問にたいして、自分はどうなのか、という疑問が、ここにきてガラリアの胸を抉えぐっていたのである。

　ドレイク・ルフトの後妻、ルーザが連れてきた娘むすめ、リムル・ルフルが、ガラリアの邸てい宅たくに深夜相談に来たことを、ガラリアは忘れていない。

　リムルが、父と後妻の政策に疑問をいだき、自分もアの国を出しゆつ奔ぽんしたいと言ってきたときに、あの小こ娘むすめまでが、『聖戦士殿どのがいなくなって、アの国は空くう洞どうになってしまった……』といい、『ドレイク・ルフト王に、ギィ・グッガが取り憑ついたのではないか』といい、さらに『ガラリア様には、聖戦士殿のことをよくご存知ではないか』といったのだ。

　そのように見えてしまう自分の立場と、バーンがこうもあっけらかんと地上界の人々と同調しようとしている感かん触しよくに、とんでもない距きよ離りがあって、アの国の騎士団の盟友と考えるのがうかつではないか、と感じたのだ。

　それが、ガラリアに横田を去らせた理由ではある。が、感触としては、そのような事象が列挙されてガラリアを決断させたのではなく、〝バーンは地上界のガロウ・ランに憑ひよう依いされたのかもしれない〟という直感にすぎない。




「出ていいなっ！　オーラバトラー一機が、横田を出たのだろう!?」

「ちょっと待て、エンジェル・フィッシュにつけるチームを考えている」

「やられたモーリーの敵かたきを討つために待機している俺おれに、同どう僚りようはいないっ！」

　キャグニー・ストガノム中ちゆう佐さは、格納庫に駐ちゆう機きしている自機のコックピットから、最大限の声をマイクに叩たたきつける。午前中にオーラバトラーと接触して、バーンに僚機を撃げき墜ついされ、さらに横田の基地に来てくれたオーラバトラーに離り陸りくされてしまえば、キャグニーのようにはなる。

　あの戦せん闘とう後、緊きん急きゆう補給をうけるために、厚木基地にはいったのだが、第二次出撃からはずされ、再度、出撃命令が出るのを頑がん固こにもコックピットで待ちつづけていたのだ。

　横田から帰投した四チームの戦闘機は、順次、エプロンにむかってタキシングしていた。

「……キャグニー！　出てもらうぞ！　いいな！」

「よーし！　そうこなくっちゃ」

　自分でも年とし甲が斐いもない気合の入れ方だと感じるが、とめようがなかった。湾わん岸がん戦争のように、敵てき影えいが見えない爆ばく撃げきなどは、射程の短い対空ミサイルの用心をするくらいのもので、戦争という様相ではない。が、これは違ちがうのだ。得体の知れない敵機というターゲットがあって、空戦を体感できる。なによりも、報復戦という大義名分があった。

「こちらも反省している。前の四チームは、横田に着陸してるオーラバトラーを威い嚇かくしすぎた。帰投したチームから二チームをつけるから、レクチャーしてやってくれ。威嚇しすぎるんじゃないぞ！　エンジェル・フィッシュ！」

　コントロール・タワーは、キャグニーの鼻っ柱を抑おさえることを忘れない。

「……了りよう解かいだ！　いくぜ！」

　キャグニーは、両サイドの地上要員が地におりるやいなや、スロットルをひらいた。

「スヌーピーとスパイダーをつける」

　かなり荒あらっぽいタキシングをしたキャグニー機は、すでに滑かつ走そう路ろのはじに出ていた。

「スヌーピーとスパイダーには、オーラバトラーの癖くせをできるだけレクチャーしてやれ。経験者！」

「わかっているよ！」

　キャグニーは、フル・スロットルにしてアフターバーナーの加速に身をゆだねる。厚木から横田までは、直線で三十キロほど。離陸して高度八百メートルで一気に加速をかければ、ひとつ丘きゆう陵りよう地ち帯たいをこえて到とう達たつする。

　キャグニーの背後には、二チーム。計五機の戦闘機は、その丘陵地帯をこえると、その編隊を左右に大きく散開させる。

「…………」

　キャグニーは、川ふたつを越こえながら、大火のあとの煙けむりがうすいかすみの層になっている左に、横田基地を見ると、そこから指令がはいる。

「エンジェル・フィッシュ！　そのまま北東にガラリア機が移動しているはずだ。高度は、四百のはず！」

「ラジャー！　レーダーには映らないのか？　こちらはダメだ」

「オーラバトラーの機体表面が、電波を乱反射させているらしい。吸収しているかもしれないな。映らんことはないが、ガラリア機の速度はおそいんだ。目でガラリア機の行動を監かん視ししろ！　スヌーピーにスパイダー！　ガラリア機は、こっちの世界になれていない。刺し激げきするなよ。自衛隊機にも接せつ触しよくさせるな。飛行データは、こちらでいただく」

　横田の最後の一言が、キャグニーに『そうか』と思わせ、カットグラの飛行性能だけは自分の手で確かめてみようと決する。

「……あれか……」

　オーラバトラーは、またもキャグニーの目の前で羽根をふるわせて、複葉機よりもブザマな恰かつ好こうで飛行していた。その左手には楯たてをもち、右手には高性能の火か炎えん放射器といえるライフル銃状のものをもっていて、ロールプレイングゲームの光景そのままである。が、すでに、後続の四機も、この光景をカトゥーンだとは思っていない。

　時速九百キロで接近してパスしてみると、ガラリア機は、五百キロちかくで移動しているとわかる。

「いいか、距きよ離りはとっておけよ」

　キャグニーは、スヌーピーとスパイダーにいって、急旋せん回かいしながらカットグラとの距離をつめる。場合によっては、トリガーをひいてもいい、そういう局面をガラリア機がつくってくれれば、ありがたいと思う。

　ドウッ！　と、視界がせまくなり、カットグラが正面に拡大して見えたかと思うと、後方にながれた。




「チッ！」

　ガラリアが、キャグニーの戦せん闘とう機きの威い嚇かく飛行に動じることがなかったのは、バーンから『アメリカ人たちは、オーラバトラーの機体を欲しがっている』という言葉を聞いたからだ。が、今の戦闘機は異常だと感じる。

「……奴やつっ……!?」

　ガラリアは、まっすぐにジョクの家にいくつもりなのに、それを制止しようとする雰ふん囲い気きがあるのは、敵意しかないことを意味する。

　ガラリアは、機体をひねると上じよう昇しようをかけた。と、それは、キャグニーたちには、戦闘行こう為いにちかいものに見えた。

「気をつけろっ！」

　キャグニーは怒ど鳴なりながらも、ガラリア機を追つい尾びしたが、ガラリア機は、上昇するとみせて降下に転じる。

「逃にがすかよ！」

　キャグニー機も翼つばさをキラリとかがやかせて、横よこ滑すべりにガラリア機を追う。




「そうかいっ！」

　ガラリアの頭にあったのは、ジョクの家のちかくに、オーラ・ロードがあるのではないかということだ。高度をさげながら速度を増して、ジョクの家のちかくの空域まではいって、再度、高度をとる。

「…………!?」

　カットグラの俊しゆん敏びんな飛行は、キャグニーには曲技飛行そのものに見え、次に警けい戒かいしたのは、クラッシックな空戦の巴ともえ戦せんというものである。空中で優位なポジションにつけるために、おたがいに急激な姿勢をとる飛行のからみあいである。

　ギャグニーは、それに巻き込まれると直感し、高速を旨むねとする機体に強引にループをえがかせる。大地が数回頭上を横切り、太陽が四方に振ふり回される。と、ガラリア機が上昇に転じて見え、それを追尾できた！

　そうなれば、ガラリア機の上昇速度など、キャグニーたちはあっという間に追い越こしてしまい、照準にいれるために、太陽を背にする。




「きゃつら！」

　ガラリアは、五機の戦せん闘とう機きが正面から垂直にちかい状態で、自機に包ほう囲い網もうをひろげたと見た。

　ガラリア機が反転すれば、狙そ撃げきをしてくれというようなものなのだが、その反転は航空機のものではなく、高空で踊おどる人そのものになって、降下する。

　追尾しようとする、キャグニーたちの減速には限界があった。地上に激げき突とつする前に機首上げをして、頭上になってしまった踊る人ひと影かげをさがすことになる。

「見失うなっ！」

　加速のＧに貧血がくるのをかまっていられる状態ではない。もう一度、反転し逆落としになりながら、キャグニーは、追尾する二チームの四機が高度をとってしまって左右にひろく散開するのを見てしまう。

「いないのか!?」

　追尾する戦闘機の重圧を感じながら、ガラリアは、降下させたカットグラを可能なかぎり加速させた。その速度は、羽根が千切れる危険さえあった。

「ジョクの家は!?」

　ガラリアは、目標にしていた道路やタナシ・タワーを確認しながら、オーラ・ロードがあらわれる前兆のようなものがないか、と全身の神経を前方の空域に集中させる。

　ザウーウウウッ！　ガラリアは機体の震しん動どう以外、なにも感じなくなる。

「オーラが、機体をつつんでくれている!?」

　そうでも思わなければ、説明できる降下ではなかったが、迫せまる地上の家々の壁かべに激突するのではないかと見えた高度で、急激に減速した。腰こしを底にして、上体が潰つぶれたと感じる。

「ゲッ!!」

　その瞬しゆん間かん、ガラリア機の機体が分化するように、いくつかの影かげをうんで、その影が空中に流れる。




「あ!?」

　影が目くらましになって、本体が地上の物の影にまぎれた、と、上空から追っていた者には見えた。本体が地上の事物にかき消えたように見えたのだ。

「見失った!?」

「どこだっ！　どこかに着陸したんだ！」

　キャグニーたちは、田無地区の周辺を旋せん回かいしながら、いま目もく撃げきした光景を厚木と横田に報告するしかない。自分は虚こ仮けにされた、と感じたギャグニー中ちゆう佐さは、自分の不ふ甲が斐いなさを、ガラリアに撃げき墜ついされたモーリーに詫わびるしかなかった。
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　ジョクの家の周囲は、キャグニーたちの編隊の爆ばく音おんがひびく以外は、平常にちかい静けさをとりもどしていたが、それでも、周辺には、パトカーと警官にまじって、陸上自衛隊の隊員たちの姿があり、朝霞駐ちゆう屯とん地ちから派は遣けんされている五月女陸りく曹そうの班も立りつ哨しようしていた。

　ジョクの家の玄げん関かん口ぐちにつづく狭せまい道路は、それら警備の車でふさがれて、トラックなどは車体の半分を畑につっこむようにして駐ちゆう車しやしている。

「ヘイ！　ホワッツ、カインドオブビジネス、ハブユー？」

　差し迫せまったジェットの爆音を気にしながらも、五月女陸曹が、なれない英語でジョクの家に向かおうとしている外人たちの前に立つ。

「横田基地からきた者ですけど、でもね、城家にお邪じや魔まする者です。タケシ君の友人でもあります」

　先頭にたつ日系らしい青年が、ネイティブ・スピーカーのような流りゆう暢ちような日本語でこたえながら、背後につづく三人の私服をジョクの家のほうに押おしとおそうとする。

「ドントセイ、エンプティ・ワーズ！」

　五月女陸曹の声がとがり、「半藤陸士！　大竹一いち尉いに連れん絡らくっ！」

「ハイッ！」

　頰ほおをいつも赤くしている半藤隊員が、女性には重い小しよう銃じゆうを肩かたに、米軍のスタッフを追おい越こして、ジョクの家の敷しき地ちにかけこむ。

「ピューッ！」

　その口笛は、あきらかに、身体からだの小さい半藤隊員をチャーミングな兵士と見てのものだ。三人のアメリカ人は、あからさまではないが、ハハハ、と軽く笑いあうのだが、五月女陸りく曹そうは、彼らがピクニックで来ているとは思わない。

「現在は、警察と自衛隊で調査中ですから、関係者以外は、敷地にはいらないでください」

　五月女陸曹の声に、日系人の通訳はウインクをしながら、先行した三人を追う。

「…………？」

　五月女陸曹は、富士山の裾すそ野のの米軍との合同演習などで、大竹一尉がけっこう器用に米軍の将兵とつきあっている姿を見ていたので、心配はしない。

「…………!?」

　五月女陸曹は、ジェット機の爆音の変調にギョッと空を見上げたとき、あの人型の飛行物体が、その空にこつぜんと現れて見えた。しかも、その前後にはおなじ形の影かげがつながり、それは消えていく。背後の上空では、ジェット戦せん闘とう機きがきしむように上じよう昇しようをかける。

「オーラバトラー一機、来ましたっ！」

　キャグニー機が低空から上昇をかける爆音が、地を打つ。

「伏ふせーっ！　気をつけろっ！」

「大竹一いち尉いっ！　オーラバトラーが！」

　五月女陸曹は、道路側を警護している部下たちに、地に伏せるように手でしめす間もなく、畑とパトカーのあいだに飛びこむ。

「そっち！　竹林の方向っ！」

　五月女陸曹は、パトカーの下から、米軍のスタッフに応対しようと門のところに出てきた大竹一尉と半藤隊員に声をかけるが、門もん扉ぴのところにいた数人が、頭上を見上げる間もなく石いし塀べいの陰かげに身体を縮める。

　バサバサバッ！　と竹林全体がへこむように波打ち、竹が爆はぜる音が周囲の空気を震ふるわせると、竹の葉が煙けむりのように舞まい上がり、ザン！　と流れ込んだカットグラの巨きよ体たいが、竹たけ藪やぶに機体を隠かくす。

　で、あたりはまた、午後のふだんの光景にもどっていって、雲が太陽をつかのま隠したものの、日差しが暑くなる。




「……おばば様に会うっ！」

　ガラリアの人を威い圧あつするような意思は、確実に、正面に位置する警察官と自衛隊の幹部たちの意識を打ちのめしていた。

「この家の老人にか？」

　朝霞基地から出動して、ジョクの家の警護の指揮をとっている定さだ家いえ三等陸りく佐さが呻うめいたのは、他人の意識を直接自分の意識にうけた感覚に、身体からだ全体がよろめいたのだ。

「……ガラリア・ニャムヒーさんか……」

　田無署の署長は、定家三佐よりジョクの家に長くいるぶん動どう揺ようはすくなかったが、それでも、会えるとは思っていなかったガラリア本人の意識をうけて、嬉うれしさに喘あえいでしまう。これで米軍に勝てるかもしれないという思いは、打ち消しがたい。

「知っているなら、邪じや魔まをしないでもらいたい」

　ガラリアは、ズカズカと勝手口からあがりこむと、榎本さんに、ジョクの祖母の部へ屋やに案内してもらう。

「出ていってください！　もう、この家にかまわないでっ！」

　階段のところで、ジョクの母親の良子が、また現れたガラリアに吠ほえたのをおさえながら、「興奮したままなんですよ」と、榎本さんはガラリアに白い歯をみせて、奥おくの部屋の廊ろう下かをしめす。

　そのつきあたりにも、二人の女性警官が身をかたくして立っていた。

「ここかい？　ばば様！」

「ガラさんかえ？」

　障子のむこうからジョクの祖母の声がしたので、ガラリアは、障子の建てつけを調べるようにしながら、障子をまわりこんで部屋をのぞく。

「帰ってきたんですかい？」

　ジョクの祖母の小さい身体は、布ふ団とんの上にちょこんと正座して見上げてくれる。

「お身体の具合が悪いのか？」

　生活様式はちがっていても、布団の上の老ろう婆ばをみれば、それがふつうではないと心配になる。

　ガラリアは畳たたみの上にお尻しりをおとすようにすれば、廊下に立っていたふたりの女性警官が、ガラリアのピリピリする神経に眉まゆをしかめる。

「歳としですよ。あなたたちがいらしって、疲つかれがでてねぇ……」

「すまなかった」

　ガラリアはショートヘアーを両手でかきあげながら、

「ばば様は、本当にあたしの養母ははにそっくりでね……」

「ありがと……」

　ジョクの祖母は、急きゆう須すにポットのお湯をそそいで、茶の用意をするにしても、二度つかったお茶の葉のことは気にしない。

「歳をとった養母でしたので、ますます、なんというか、ばば様の顔を見たくなって、参りました」

「そうですかい……嬉しいねぇ」

「いや……おばば様に言うほどのことではないのですが……戦友に会ってきたんですがね……彼は、あたしが思っていた男とはちがったのです……あれでは、われわれは行くもならず帰るもならず、と感じましてね……」

「……よくあることじゃないですか……」

「ふん……それで、おばば様の孫だよね、ジョクは……彼と相談をするつもりです」

「あの子が、役に立つのはうれしいねぇ………はい」

　結構、香かおりの残ったお茶がはいったので、ガラリアは、すすめられるままに、お盆ぼんに手を伸のばして祖母の湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わんをとって、それを口にする。

「……フフッ……養母ははの味ですよ……」、

　髪かみの毛の先を茶色にそめたふたりの女性警官が、革かわ鎧よろいのガラリアの大きな背中を凝ぎよう視しして、庭から様子をうかがいにきた警官たちに、しゃべるな、というサインを送ったりする。

「……わたしは、自分ひとりでも国に帰るつもりです。一度、地上に出られたからには、わたしにも、聖戦士としての資質の一いつ端たんがあろう。それだけで、国では、これまで以上の業績をあげられよう……バーンのように考えるのは、オーラバトラーの騎き士しが考えることではない」

「落ち着かないと……まちがえますよ」

　ジョクの祖母は、夏なつ掛がけのタオルの縁ふちをまっすぐにそろえるようにして、横になる準備をはじめる。

「わかりますが、ジョクはこの地に生せい還かんしたのです。ここにはオーラ・ロードがあるのです。でなければ、オーラバトラーが分身してみえた現象など、説明がつきません」

「ガラさんや、人は、生きられるだけ生きるものだ。気負いは、お前さまを早死にさせますよ」

　ジョクの祖母は、下からガラリアをのぞくようにしながら、布ふ団とんに手をついて、枕まくらに頭をのせようとすれば、革鎧のガラリアの上体が祖母の動きにあわせて、その一方の手が老人の首の下にはいって、浴衣ゆかたの襟えりを握にぎりしめてささえてやった。看護なれした手つきである。

「やさしい娘むすめさんだ……今度会えるのは、あっちなのかね？」

　枕に頭をのせきった祖母は、ガラリアの瞳ひとみを覗のぞき見る。

「……!?　そうなるでしょう……おそらく」

　ドブルルル……ン！

　低空をパスする戦せん闘とう機きの爆ばく音おんに、部へ屋や全体がゆれた。

『あいつら！』

　ガラリアは、心静かな時間をメチャメチャにしようとする地上界のブザマな乗物を嫌けん悪おする。部屋が静かになった。

「ありがとうございます。おばば様。これでこの世界に思い残すことはなくなりました。また、ここに来られたら会いたい。長生きなされ」

　ガラリアは、ジョクの祖母の手を自分の両方の手でおしつつんで、その甲こうに接せつ吻ぷんすると、夏掛けの下にいれてやる。

「わたしも、生きているあいだに、ガラさんのような方に会え、孫の修しゆ羅ら場ばの夢をみた。長生きは、悪いものじゃないと思いましたよ。でもね、もう、じっ様のところに行く頃ころでね」

「それもよかろうな」

　ガラリアは、ズイッと立ちあがると、もういちどジョクの祖母を見てから、背中をむける。

「邪じや魔ましたな」

　ガラリアは、廊ろう下かで聞き耳をたてていた二人の女性警官に声をかけて、台所のほうにいこうとした。

「どうするつもりだ！」

　玄げん関かんぎわの廊下には、数人の自衛隊の幹部と警官たちが、ガラリアの行く手をふさぐようにして立っていた。玄関口には、横田基地からきたアメリカ人の顔もみえた。

　彼らは、ガラリアが横田基地にはいったときには、すでにこちらに向かっていたので、ガラリアのこともカットグラのことも知らない。移動する車のなかで横田からの連れん絡らくはうけていたが、いまここにいるガラリアが、横田からもどってきた本人とは思っていない。

「……ジョクと接せつ触しよくする。どこにいる？　拘こう束そくしたのか？」

「誰だれと接触するだと？」

　定家三さん佐さが、気色ばむ。

「入間にはいった本人ですよ」

　応接間の入口にいた鈴木敏之が、情けない声をあげた。彼は、事態が次第に自分の手からはなれてゆくので、自社の会長の富房にバックアップしてもらうことの意味がなくなって、気落ちしているのだ。常田俊一は、電池を買いに行ってもどってきたときに、杏耶子がいなくなっているのを知って、出しゆつ奔ぽんするように姿を消していた。

　結局、傍ぼう観かん者しや以外のなにものにもなりえなかったという腹いせが、そうさせたのだが、写真週刊誌に、ジョクの家で撮さつ影えいした写真を売りこんで、けっこうな金をせしめたのは、常田の常田らしいところだった。

　彼の撮影したチャム・ファウの写真は、世間に異世界を認識させるに十分な効用があった。

　自衛隊は、隊員たちの撮影したものは、資料として秘ひ匿とくされてしまったし、トージコーの研究室の大峰と橋田の撮影したものは、彼らがカットグラの取得権を主張する証しよう拠こ物件にしたかったために、自ら埋まい蔵ぞうするしかなかった。

　ただ、富房会長が、そのスチルを官かん房ぼう長官の神崎にわたしたために、政府の判断に影えい響きようをあたえるものにはなった。

　その結果が、定家三佐にあたえられた命令である。すなわち、『ガラリアを拘こう留りゆうせずに、遊ばせておけ』と。

　米軍機を撃げき墜ついしたガラリア機を拘留すれば、米軍に引きわたさなければならず、それでは、そのあとも、米軍がどんな注文をつけてくるかしれないという恐おそれがあって、そういう曖あい昧まいな命令になったのだ。

　それでいて、政府には、オーラバトラーの存在が確定的なものになれば、その技術的な背景を、米軍よりもはやく手にいれたいという底意はあって、その場合、その仕事をトージコーにやらせるというのは、順序として非難されるべきものはないのだが、富房は、それほどあからさまに、技術取得権を手にいれるために動いてはいない。

　しかし、事態が大きな組織にとりこまれれば、表面的な意味だけが先行してしまって、トップにたつ者の気持ちのディテールが生かされることはない。




　拘こう留りゆうせずに遊ばせておけ、という命令は、定家三さん佐さの立場で実行できるものではなかった。

「入間基地とは、どこかっ！」

　ガラリアの詰きつ問もんに、定家三佐はたじろぎ、陸上自衛隊幕ばく僚りよう長ちようからの命令を実じつ施しするなら、ガラリアには、ジョクが入間にはいったことも隠かくして、適当に東京上空を飛んでいてもらいたいというのが、定家三佐の本音になった。

　しかし、なぜか、横田基地から派は遣けんされたアメリカ軍の士官たちまでが、目の前にいるのである。

　米軍の士官たちにしても、通常の敵対関係ならいざしらず、今の状態では、日本の軍隊と警察の対応をみせてもらって、その上で、次の対応を考えるしかないと感じていた。

　彼らは、バーンの証言から、バイストン・ウェルにいった地上人がここにいるのなら、オーラバトラーの技術的な問題をかんがえる場合、有用な傍ぼう証しようになると考えたのである。

　バーンの証言の信しん憑ぴよう性せいを疑っているのではなく、バイストン・ウェルにいった地上人の資料としての価値を、彼らの即そく物ぶつ的な直感力は洞どう察さつしていたのである。




「入間に行ってくださるなら、警察としてはなんの問題もない。なんです？　陸上自衛隊は、航空自衛隊にオーラバトラーをもっていかれるのが、嫌いやなんですか？」

　田無署の幹部が、あいまいな態度をとる定家三佐に嚙かみつく。

「旧日本軍じゃあるまいし、そんな内部抗こう争そうはありません」

　定家三佐は、台所から勝手口に出ていくガラリアについて行きながら、警官たちに抗こう弁べんする。

　その日本人同士の会話を、玄げん関かんからのぞいていた通訳が直訳するように、アメリカ人たちにつたえていた。

「行きましょう。裏に彼女のオーラバトラーがあるらしい」

　日本人の通訳にうながされて、アメリカ人たちは、巨きよ体たいをおりまげるようにして、玄関口から外に出ていく。

「だめです！　ここからは出ていってください！」

　玄関口に待機していた五月女陸りく曹そうと半藤陸士は、果か敢かんにも銃じゆうを楯たてにして、彼らを敷しき地ちから追いだそうとするのは、任務に実直だからだ。

「オーラバトラーが、離り陸りくするんだ。見たくないのか？」

　ユーモアが得意らしいアメリカ人のひとりの言葉は、五月女陸曹にも理解できるものだ。

「そうなんですか!?」

「どこで」と、ふたりの若い女性隊員は、うかつに聞いてしまう。

「バックヤードでだ」

　間かん髪はつをいれない通訳の声に、玄関前で警護していたはずの彼女たちと警官数名が、ドドッと裏庭の竹たけ藪やぶのほうに駆かけ出す。彼らの行動をだらしがないと非難するのは不適当だろう。

　ガラリアは、カットグラの機体を調査するつもりで竹藪にはいりこんだ自衛隊員を追いはらうようにしながら、

「機体に傷をつけたりはしなかっただろうなっ！」

　と、一いつ喝かつしてコックピットにあがっていった。

「…………！」

　ジョクの父親、孝則は、ガラリア機が竹藪をおしわけて上じよう昇しようしていくのを二階の窓から眺ながめて、ただ嘆たん息そくするしかない。良子は、ベッドカバーの上に横たわって、耳をふさいで兎うさぎのように身をふるわせているだけだ。

「鈴木君といったか……彼の会社の会長が官かん房ぼう長官と親交があるといっても、結局、なんにもならなかったな」

　孝則は、小さな会社を経営して、いっぱしの社会人になったつもりでいても、このようなときに、相談する相手ひとりいない自分の人脈の薄うすさを痛感する。彼の同郷で、自衛隊や警視庁につとめている友人たちは、それぞれに出動していて、結局、誰だれひとり連れん絡らくがとれなかったのだ。

　また、ベッド・ルームで、良子の携けい帯たい電でん話わが鳴った。テレビ局関係者からの電話で、ジョクが入間にはいったころから、良子の関係している番組のプロデューサーやディレクターから、照会の電話がはいるようになったのだ。

『ロボット騒さわぎのご本人はそちらだって話ですが、本当ですか？　今から取材させていただけないですか？』

「ノーコメントです。関係機関からいわれていますから。それに、良子は伏ふせていますので……」

　孝則は、三度ほど断わりの応答をしたが、そんなことで引きさがる人々でないことは、毎日の主婦向けワイドショーを見れば推測のつくことだ。孝則の応答の仕方で、ロボット騒ぎの震しん源げん地ちは確定できたと確信したテレビ局のスタッフたちが、車を飛ばしているだろうと想像がつく。

　孝則は、自分たちも隔かく離りしてもらったほうが良さそうだと気がついて、定家三さん佐さに相談する気になった。
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　ジョクが、ガラリアが田無方面に飛んだのを知っても、入間をはなれられなかったのは、チャムが行方ゆくえ不明になったからだった。

「調査隊!?」

　杏耶子は、水野二等空くう佐さからその部隊名をきいて呆ぼう然ぜんとするのは、その種の呼こ称しように、本能的にどこか秘密めいたものを感じるからである。

「ええ、隊員たちがチャムを歓かん迎げいしていたのはご存知でしょ？　われわれには、彼女をどうこうする権利はありません」

「なら、どうしてそのような、他所よその部隊の人がきて、チャムを捕ほ獲かくするのを黙もく認にんしたのです」

　杏耶子は、ちかづいてくるジョクのカットグラの前で、悲鳴をあげていた。

「自分もいましがた、調査隊の者がここにはいったと聞いて、駆かけつけて来たんです。彼らは赤坂からきたもので、自分たちとはちがうんです」

　四谷に防衛庁が引っ越こしてしまって、元の施し設せつのあった赤坂は空家になっているはずなのだが、いくつかの残留部隊があって、それを赤坂と称しているのだろう。そのなかに防ぼう諜ちよう機関関連のものがあっても不思議ではない。

「……たしかなんですか？」

「ええ、何人もの隊員たちが見ている前で、チャムを抱だいて車に乗せたと……」

　ジョクは、カットグラのハッチの上に立って、滑かつ走そう路ろのほうを見やったが、航空機が飛び立った形けい跡せきはない。

「そうか!?　このちかくに自衛隊病院がありましたよね？　調査隊の人たちは、そこで、チャムを調べるつもりじゃないんですか？」

「ああ……防衛医科大学校が所ところ沢ざわにあるが……連れん絡らくするんですか？」

「それ以外に考えられないでしょ。車なら……」

「われわれに悪意があってやっていることではないということは、わかってください」

「わかっていますが、これでは、ぼくも米軍に合流したくなる」

「待ってください。手配します」

　水野二に佐さがランクルの電話をつかっているあいだに、諸岡一佐の車が、カットグラに横づけされ、

「ガラリア機が、こちらにむかっているそうです」

　ジョクに報告をしながらも、水野二佐が調査隊についての調査を指令しているのを聞いて、諸岡一佐は、怒いかりで身体からだをふるわせた。

「赤坂はなにをやろうってんだ！」

「司令、ガラリア機がここにむかっているというのは、まちがいないな？」

「無論だ。直接、君の家を警護している陸自の部隊からの連絡だ」

「チャムが無事に回収されないなら、本当に、ぼくらは日本を離はなれますよ。アメリカも友好的でないらしいけど、天てん秤びんにかけさせてもらうことぐらいしないと、生き延びられないようだ」

「ジョク！　君のいおうとしている世界についての問題は、わたしからも防衛庁に報告してある。君たちのフレイ・ボンムの破は壊かい力りよくも、バイストン・ウェルとはちがっていた。そのことも、オーラ力と世界のかかわり方の問題だと君はいうのだろう」

「そうです。よく理解してくださっている。しかし、世間のしくみは、ひとりの人間が理解しただけでは機能しないでしょ!?」

「もうすこし時間をくれ」

「あれでもか？」

　ジョクが、諸岡一いつ佐さの言葉を頭から否定して、指さした上空には、米軍の戦せん闘とう機きが二機接近していた。

「なんだ？」

「ガラリア機を追つい撃げきしているようです」

　ジョクは、カットグラのコックピットにすわり、離り陸りくしたとたんに、ガラリアの機き影えいを認めていた。

「……ジョクかっ！　わたしは、この連中が嫌きらいだっ！」

　鉱石無線から、ガラリアの絶ぜつ叫きようが嵐あらしのようにジョクの耳をふるわせ、ガラリア機の左右から随ずい伴はんしていた三機の米軍機が、ジョクのほうに散開して、パスする。




　その頃ころ、横田基地では、米軍最大の巨大輸送機が、離陸しようとしていた。

　オーラバトラーによって焼かれたのは、滑かつ走そう路ろの一方のはじだけだったので、ニゲス・ギンガム中将は、ガベットゲンガーの本国移送を強行させていた。

　事態がどう転ぶかわからないのは、エンジェル・フィッシュのキャグニーとスヌーピー、スパイダーのチームがガラリア機を監かん視ししているからではない。オーラバトラーが、異世界のものであると確認されればされるほど、それにともなう権益確保の問題が、日本政府とのあいだで問題になるだろうと予測したからである。となれば、ガベットゲンガー一機だけでも、本国に移送しておくほうが、事後処理を有利にはこぶことになると踏ふんだのだ。もちろん、それは国防省の判断でもあった。

　滑走路の長さは、問題ではなかった。

　ガベットゲンガーは、応急のベッドにうつぶせになる恰かつ好こうで、巨人輸送機に押おしこまれて、バーンは、コックピットの最後部のシートに賓ひん客きやくとしてすわらされた。

「……脅きよう威いのマシーンです。この世界にあっては、貴下のマシーンのようなものの開発は、想像を絶することです」

　バーンの監視役を命令された横田基地のハレイ・ウォルターズ大たい尉いは、バーンをおだてることが任務になっていた。在日米軍や国防省の思おも惑わくをバーンに感知されないためには、ひたすらもてなすしかないので、担当士官に、女性要員を配置することも、世の常として忘れはしない。

　そのために、ガベットゲンガーを輸送機に搬はん入にゆうするあいだの業務は、その人選に奔ほん走そうした。

　幸いにして、医い療りよう部隊に、ローズボールのときにチアガールをやったという栄えい誉よをもっているオールマイティにチャーミングといわれるマーゴ・キース少しよう尉いを見つけることができた。

「オーガニック・マシーンという概がい念ねんは、想像がつきますけど、それにしては、どこか機械的すぎて、まだ完成されたものとは感じませんけど？」

　出発直前、リキュールのサービスをしたマーゴ・キース少尉は、バーンに率直な感想を口にしてしまった。大尉にすれば、身の毛がよだつような局面であった。この愛くるしい少尉の問題は、プレイボーイ誌のピンナップガールのモデルになることを断ったという点だ、というレポートももらっていたのだが、こういうことか、とゾッとするのだ。

　が、幸いなことに、彼女の意思を判読したであろうアナクロな騎き士し精神をもつバーン・バニングスは、腹を立てなかった。

「そうでしょう。ショット様もそうおっしゃっていた。国家の技術的なすそ野がひろいか広くないかの問題があるのです。それで技術の有あり様ようは変わってくるというのは、この一日、地上界の見聞で想像がつくようになった」

　マーゴ・キース少尉の豊かすぎる腰部の心豊かにさせてくれる光景を目にして、総そう髪はつのバーンが緊きん張ちようしていると見み抜ぬいたとき、ウォルターズ大尉は、第一関門は突とつ破ぱしたと感じる。

　しかし、マーゴ・キース少尉がギャレィに退出すると、バーンは、コックピットの背後の窓から格納庫をのぞいて、息にならない息をつくのも、ウォルターズ大尉は見み逃のがしはしなかった。

「気になることでも……？」

「いや、ガベットゲンガーが窮きゆう屈くつそうでな……」

　小さく呻うめいたその気持ちは、大尉に理解できた。

「われわれの言いなりになっているという圧あつ迫ぱく感かんが気になりますか？」

「いや、このような巨きよ大だいな航空機の搭とう乗じようをさせていただけて、見聞が広がるのは悪いことではない」

　このような巨大な空を飛ぶものを建造できる人々の国なら、ショット・ウェポンを生んだ民族の国にまちがいなかろう、という納なつ得とく。そうであれば、アメリカという国は、自分にとって有益ななにかを提供してくれるのではないか、と期待する。それは、さもしい要求ではあるまいと、バーンは反問をつづけていた。

　ガベットゲンガーを乗せた輸送機は、補修工事中の滑かつ走そう路ろのはじをかすめるようにして離り陸りくすると、騒そう動どうがおさまりそうもない日本をあとにして、本国にむかうコースをとった。




　ジョクは、ガラリア機を入間駐ちゆう屯とん地ち内に着陸させて、基地の建物がならんでいるところから、もっとも遠い雑草地に誘ゆう導どうしていたのだが、そうすれば、隣りん接せつする住宅地に近くなってしまうという問題があって、市民のギャラリーたちの視線を意識するようにもなってしまう。

　厚木から追つい尾びしてきた米軍の戦せん闘とう機きは、ガラリア機もそれを出で迎むかえたジョク機も、抵てい抗こうする気配をみせないので、威い嚇かく飛行にもならない飛行をくりかえしていた。

「ジョク！　あれらを黙だまらせたいっ！」

「待てよ。そんなことをしては、ガラリアが窮きゆう地ちにおちいるだけだ」

「あれらには敵意があるぞ。あたしを殺そうという意思を感じないのか!?」

「そうなんだろうが、こらえろっ！」

「しかし……!?」

　そこまで言ってガラリアは、ジョク機のコックピットが、ジョクひとりなのに気づいてくれた。

「……どうしたのだ？　あのフェラリオは!?」

「自分の国の人間を信用できないのは辛つらいし、腹もたつ」

「……!?　殺されたのか？」

　ガラリアは、もともと杏耶子という異質の女性には興味がなかった。ジョクの異郷での女友人であれば、ジョクと寝ねたからといっても嫉しつ妬とさえわかない。

　しかし、チャムは、忌いみ嫌きらっているからこそ、ガラリアのなかでは大きな存在で、しかも、バイストン・ウェルに帰るために必要かもしれないもうひとつのオーラ力をもったものでもあるらしいと語られれば、チャムの不在は、大きな意味をもってガラリアにせまる。

　おなじ世界の存在であれば、忌み嫌いあい反発し合う両極のものであっても、おなじフィールドにあるから共存し合うものでもあるのだ。

「日本の連中に、拉ら致ちされた……！」

　ジョクは断腸の呻うめきをあげる。

「…………!?」

　ガラリアは、格納庫のならぶ方向から、数台の車が滑かつ走そう路ろを横ぎって接近してくるのを見つめ、そして、低空飛行をこころみる米軍の戦闘機をふりあおぐ。

　滑走路を横切った車の一台は、二機のカットグラのあいだに割りこんで停止すると、

「城じよう君！　こらえてくれ。連れん絡らくがとれない！　調査隊は、まだ医大にはついていない。無線機も携けい帯たいももっているはずなのに、応答がないんだ」

「水野二に佐さ！　申し訳ないが、どこに火をつけたらいいっ!?　チャムを返してくれなければ、この基地を爆ばく撃げきすると宣言したはずだ！」

「待ってくれ！　調査隊とこの駐ちゆう屯とん地ちは関係がない……」

「おなじ自衛隊で、それを言うのかっ!?　こちらにとってはおなじ組織だ！」

　ジョクは、入間駐屯地の営舎と私鉄の西武電車の線路のあいだに、長いあいだ使われていない木造の建物があるのを知っていた。入間駐屯地の敷しき地ち内にあるように見えるのだが、自衛隊がつかっていない古い木造の建物の群である。国の管かん轄かつになっている施し設せつであることは明白でも、管財人の看板とか表示などは見たことがない。しかし、ふつうに見れば、入間駐屯地の施設に見えるので、ジョクは、チャムのことをもちだしたときに、その施設をターゲットに想定したのだ。

　もちろん、大火になれば危険はあろう。電車が不通になるのは当然という距きよ離りなのだが、そんなことでもしてみせなければ、チャムを強ごう奪だつするというお粗そ末まつな行動を思いついた軽率な連中に、思い知らせることはできないと思う。

『政府か防衛庁のトップが、異世界が存在する証明が欲しいばかりに、チャム・ファウの生体をチェックさせる命令をだした』

　ジョクは、自衛隊の調査隊のやったことをそう理解した。

　国内問題のままなら、おそらく、バカ話として取り上げることなどしなかった政治家と官かん僚りようたちが、アメリカが動き出して、はじめて西東京市で起こったことの事件を調査する気になり、アメリカとの交こう渉しようがはじまったときの弁明材料を収集しようとする気になったのだ。

　その結果の行動が、チャムの拉致であったのだろう。

「ジョク君！　まだ調査隊の者がやったことかどうかもわからないんだ。正体は不明だが、調査隊を名乗った者たちの犯行だと考えてくれ」

「水野二に佐さ！　その話は聞けないぞ！　軍事組織をもっていて、防ぼう諜ちようのための機密費がないなんていう組織は、素人しろうとでもみとめたくない。自衛隊にもそういう組織があって当然なんだ。いいか！　チャムがここにいるのを知っているのは、関係者だけだ！　チャムをさらったのがどこかの国のスパイだという話こそ、おとぎ話だ！　聞きたくない！」

「……ジョク。恫どう喝かつは必要というのだな？」

　ガラリアの用心深い言葉に、ジョクが、うかつに頷うなずいたとは思っていない。確信的に、肯こう定ていしていた。

「水野二佐！　医大と連れん絡らくがとれました。調査隊がなにかの調査できたという話は、本当のようです」

　別の車の隊員の声に、水野二佐はジョクを振ふり仰あおぎ、

「ウソをついていないのは、わかるだろう。我々の立場は……」

「そちらの立場がわかっても、こちらの立場が蹂じゆう躙りんされるなら、宣言を実行するしかない」

　そのジョクの声をうけて、ガラリア機が、ドウバゥッ！　と、足元の夏草をなぎはらって滑かつ走そう路ろを飛んだ。またも飛来したキャグニーたちの編隊の下を、入間のコントロール・タワーをかすめるようにして飛び出したのだ。

「ガラリアっ！」

　ジョクのカットグラが、追いつく間もなかった。

　バグン！

　ジョクに、オーラバトラーのフレイ・ボンムが一いつ閃せんしたのが見えた。

　ガラリア機の飛んだむこうに、黒こく煙えんと赤い火のかたまりがゴボッとあがり、ガラリア機は、その上空で機体をひねるようにして、ジョク機のほうにもどろうとする。

　ジョクは、諸岡一佐とのやりとりで見せた自分の意識が、ガラリアには刺し激げき的だったのだと後こう悔かいしたが、それはあとの祭りだった。

　ガラリアは、フレイ・ボンムを最小出力にして、ジョクがイメージしていた廃はい墟きよ同然になっている木造の建物を狙そ撃げきしたのである。

　それは、この基地が駐ちゆう留りゆう米軍から日本に返へん還かんされてから、財務省の管かん轄かつになっている建物で、使用目的がさだまらないために、敷しき地ちが隣りん接せつしている自衛隊がその火元管理をおしつけられている施し設せつである。

　ガラリアは、正確にジョクの思っていた建物だけを狙撃した。

　しかし、もともと過大に反応するフレイ・ボンムは最小出力にしても、直径五百メートルほどを一いつ瞬しゆんに火か炎えんのなかに取りこんでしまったので、入間駐ちゆう屯とん地ちを貫かん通つうするように敷ふ設せつされている西武鉄道の線路も、灼しやく熱ねつのるつぼにとりこまれる。

　さいわいだったのは、ちかくの西武鉄道の線路上に車しや輌りようがいなかったために、大量の死者が出なかっただけで、入間駅のプラットフォームで電車待ちをしていた十数人の客たちと、そのちかくで任務についていた自衛隊員たちは即そく死しした。




「ガラリアっ！　ここだって、人口密集地帯なんだ。アの国とはちがうんだよっ！」

「あたしには、ジョクの手順はまちがいがないと判断した。驚おどろくことはないし、ジョクの同どう胞ほうを殺傷したかもしれないが、騎き士しどうしの約束である。なにが責められるかっ！」

　ガラリアの言うことも一理あるのだ。

　騎士の世界では、いまの手順で犠ぎ牲せい者しやがでた場合は、爆ばく撃げきを回かい避ひできなかった相手が無能であると裁断される。事前布告をしたのであるから、仕し掛かけた側に一いつ切さい責任はない。

「ここは、日本だ！」

　ジョクは、ガラリア機の腕うでをとって、これ以上好きにさせたくないと思う。

　しかし、上空からこの光景を見たキャグニーたちは、二機のオーラバトラーの挙動を攻こう撃げき的でない、と見ることはない。

「やったぞっ！」

　入間駐屯地から数キロのところで旋せん回かいをかけたキャグニーは、遠えん慮りよするな、という意味のバンクをする。

「民家には気をつけるんだ！」

　その一言だけが、攻撃にあたっての配はい慮りよである。

　オーラバトラー二機が、前後を警けい戒かいするようにして、再度、滑かつ走そう路ろ側に移動するのを見て、攻撃のチャンスとみた。オーラバトラーのつかう巨きよ大だいな火炎放射器も、その初速がおそいので、キャグニーには回避できる自信があった。

　今の場合は、攻撃しても、言い訳はできる。モーリーの敵を討つのは、この機しかないと決した。

　一瞬の判断だった。

　キャグニーは、滑走路上空にはいったカットグラに、全ぜん弾だんを叩たたきこむつもりでトリガーを引いた。

　ウオンッ！　バルカン砲ほうがひと息吠ほえると、キャグニー機はカットグラをパスしていた。それに反応するように、ジョクとガラリアのフレイ・ボンムが火を噴ふいた。

　二条の火か炎えんが空を焼き、キャグニーに追従する四機のうちの二機が、そのフレイ・ボンムのすじに触ふれた。一機は空に跳はねるようにして、機体を回転させる。もう一機は、なにごともなかったように、僚りよう機きを追って西にパスしたのだが、その機体も入間の空域を離り脱だつするしかないダメージをうけていた。

　空に跳ねたほうは、機体をタテにしたまま大きく弧こをえがいてから失速する。高度が低かったので、パイロットが離脱する間はなかったが、不幸中の幸いは、その機体が激げき突とつ爆ばく発はつした場所が山林であって、ただちに、民家の炎上につながることはなかったということでしかない。

「ジョクっ！」

　キャグニーがバルカンを斉せい射しやした手前のところを、杏耶子は、基地のランクルに乗って、滑走路の反対側に出ようとしていた。




　頭上にフレイ・ボンムの発射されたときの熱気を感じた杏耶子は、自分は、この瞬しゆん間かんに知らない世界にリープしたという奇き妙みような感覚を体験して、身をふるわせて絶ぜつ叫きようした。

「やめなさい！　ガラリア！　ジョク…………!!」

「中臣さん！　ビルのほうにもどります！　オーラバトラーのところは危険です」

　ランクルを運転する陸りく曹そう長ちようは、悪意で言ったのではないのだが、杏耶子は、それを拒きよ否ひして、車を滑かつ走そう路ろのむこうにつけてくれと頼たのんだ。

「そうしないと、いけません！　オーラバトラーを怒いかり狂くるわせるだけですから！」

「しかし……また来ます！」

　射しや撃げきのできなかった別の戦せん闘とう機きが、滑走路に着陸するような姿勢で接近するのが見えたので、ランクルはターンする。

　そのわきで、ドヴドボッ！　とコンクリートがはじけて、杏耶子の身体からだはランクルのドアとシートのあいだで躍おどった。

　ガボンッ！

　戦闘速度にはいった戦闘機のショック・ウェーブのほうが、車に手ひどいダメージをあたえた。ランクルは、いったんは倒たおれそうになりながらも、格納庫側にもどっていく。

「ジョク、こんなところで早まらないでっ！」

　なんとか身体をささえながら、杏耶子は、カットグラ二機が滑走路の右手、つまり、米軍の戦闘機がパスしていった方向で、ゴウと高度をあげるのを目もく撃げきした。

　左右に拡ひろがった羽根がうしろに縦に収容されると、二機のカットグラは、グン！　と加速した。







　22　感知飛行







　入間で戦闘のバージョンが上がろうとしていたとき、バーンとガベットゲンガーを移送する輸送機は、日本の領空を出ようとしていた。マーゴ・キース少しよう尉いのサービスで、バーンに軽食をとってもらって、そろそろシャワーでもつかわせようという頃ころ合あいになっていた。

「ハハハ……」

　ナイスバディだけが売り物ではないキース少尉は、たあいのない子供の頃の話題などをもちだして、バーンを笑わせたりすることもできた。

　予定以上の成果が上がっているとみえれば、ウォルターズ大尉は、バーンにもっとリラックスしてもらうために、大尉がキース少尉の調達とおなじくらいに気を配ったキャンピング用のシャワー・セットを動員する頃とみた。

　ウォルターズ大尉の挙動から、キース少尉は、バーンにシャワーをつかってもらうタイミングと感じ、ギャレーから数種類の衣服を持ち出す用意をすると、バーンのほうから、さりげなさを装って動き出してきた。

「大尉、飛行も落ちついたようだ。ガベットゲンガーの状態をチェックしておきたい」

　その申し出に、大尉はキース少尉と親密になってもらおうとする意図が失敗するのではないかと恐おそれて、コックピットのドアのところで、ギョッとした目をバーンにむけてしまう。

　キース少尉は、自分が何かまずいことをしたのかという顔をむけてきた。彼女は、任務だけではなくバーンとお近づきになっていいかもしれない、という物もの腰ごしを見せはじめていたので、なおのことである。

「なにか、わたしが不都合なことを言ったのかな？」

　ふたりの反応を見て、バーンがさぐりをいれてきた。

「い、いや、われわれの収容作業に不満をもたれていると感じて、ムッとしたんだ」

　ウォルターズ大尉のウソにはバーンは微び笑しようをかえして、

「ここに来てから、ガベットゲンガーの反応がいちいち気になるようになったのだ。気にするな」

　バーンは、こちらの意図を見み透すかしたように、キース少尉の身体からだに擦すり寄ってみせる仕草までしてくれて、キャビンのドアにむかう。大尉は少尉の鼻先をとおりすぎながら、

「なにも考えなくていい。君は最高にやってくれている」と耳打ちする。

「はい……」

　キース少尉の豊かな胸が、大尉にもドッキンと息づいて見えて、安心をしろと目配せをしながら、バーンの革かわ鎧よろいの大きな背を追った。

「ノブは押おしてから、上にまわすんだ。即そく席せきの機体支持が気にもなるのはわかるが……」

「そうではないよ。機体の性能が問題なのだ」

　バーンが頭を下げるほどドア丈たけは低くはないのだが、背後のキャビンの天てん井じようちかい位置にあるドアは、ひどく低く見える。

　その天井をこするようにして、ガベットゲンガーのバック・パックが収まっていて、その張り出し部分のノズルカバーの先せん端たん部ぶは、ひしゃげていた。が、それで、ガベットゲンガーの装そう甲こうにつかわれている材質が柔やわらかいものであることがわかる。それでいて、車のバンパーにつかわれているプラスチックより剛ごう性せいが高いのだから、どういう性質の材質か興味がもてるという代しろ物もので、それだけでもアメリカ本国にもちこむ価値はあると思えるのだ。

「どうしました!?」

　背後のほうから、キャビン要員に同乗させた下士官たちの声がして、バーンが、コックピットまで行く、という声に、投光器の照明をガベットゲンガーの機体の下に当ててくれる。

　キャビンの窓は、前後に数個ずつあるだけで中央部にはまったくなく、バーンはその光を頼たよりにして、ガベットゲンガーの胸部と腕うでのあいだの隙すき間まに、匍ほ匐ふく前進をしていく。

　床ゆかには、基地中からあつめたマットレスだけではたらず、物品のパッキングにつかわれているものまで動員して、ガベットゲンガーが伏ふせの姿勢をとれるクッションを用意したので、下部になってしまっているガベットゲンガーのコックピットに行くまでは、腹ばい姿勢しかなかった。

　大たい尉いは、バーンのお尻しりを見ながら匍匐前進をして、革鎧がかなり臭くさいのに、キース少尉はそれが気にならないのだろうかと思う。

　照明に浮うき立つガベットゲンガーの外装甲板は、甲こう殻かくをもつ巨きよ大だいなもの、つまり恐きよう竜りゆうのトリケラトプス、ステゴザウルスの骨板などの頑がん丈じようさはこういうものだろうと思う。触さわってみると巨大な樹木の木き肌はだそのもので冷たくないのだ。生きているものという感かん触しよくは、機械ではない。

　バーンはコックピットのハッチの扉とびらを身体からだ半身がはいるだけ開けられたので、そこからコックピットにもぐりこんで、腰こしと足を捻ねじ曲げたりしていたが、

「考えたとおりだった……」と、顔を出してきた。

「問題があるのか？　われわれは、なにもいじっていないぞ」

「怒おこるな。他人に任せるのは慣れていないんでな」

　バーンは、コックピットの下からキャビンの後方を見て、そこからバックゲートまではかなりの空間があることを確かめる。そこには、要員のための簡易ベッドや、デスクなどが整備されていた。

　人型の形というのは、収容することを考えると凹おう凸とつが極きよく端たんなので、キャビンの容積全体から考えれば、それほど大きいというものではなく、横にしてしまえば巨大には感じられないものだ。

「バック・ノズルのうしろに、人はいないな？」

　バーンは、天てん井じようを気にしてから、コックピットのなかに全身を持ち上げていくので、

「なんでだ？」

　ウォルターズ大尉は、バーンの下半身が消えていくのを見て、ハッチの扉のあいだから、コックピットをのぞいた。機体が伏ふせの状態でも、シートは水平にはならないものの、腰をあてられるだけの傾けい斜しやを保っていたので、コックピットの内ない壁へきとシートのあいだに水平保持の装置があるようだ。

「アイドリングのテストをしたい。貴国に到とう着ちやくして動かんようでは、わたしの恥はじになる」

　そう言うバーンの顔が、膝ひざのむこうに見えた。

「そんなことをして、輸送機の機体に支障を生じることはないのか？」

「それはない。ノズルから排はい気きガスが多少はでるので、臭くさいぞ」

　大たい尉いと入いれ替かわりに、コックピットをのぞく保守要員の下士官たちにも、ガベットゲンガーの膝あたりに立つように注意をして、エンジンを始動させた。なるほど、肉を食べすぎたときの匂においがしないではない。

「下からハッチの扉を押おし上げて、閉じてくれないか？　こちらからでは少し重い。扉の裏にある計器の作動状態をみたいんだ」

　実際は、扉の裏に計器などないのだが、それに気づかなかったふたりの下士官を責めることはできない。下士官ふたりが、下からガベットゲンガーの扉を閉じていくのを、ウォルターズ大尉は、ガベットゲンガーの膝のあいだのマットレスにまでさがって見守り、排気ガスが直ちよく撃げきしそうなので、機体の横に逃にげるつもりになったが、足の裏まで移動してしまう。

「よし、では、この輸送機のキャビンのバックゲートを開けてくれ。排気ガスが臭かろう」

　バーンは、米軍が設置してくれた外部に音声がだせるマイクをつかって、大尉に要求してきた。

「なんだと!?」

　下士官たちの反問は、ガベットゲンガーのノズルからでた排気ガスの奔ほん流りゆうのなかで、かき消されていた。

「うわっ！」

「貴様ぁ！」

　ノズルのおこす気流が渦うずまいて、下士官やウォルターズ大尉はその場になぎ倒たおされ、壁かべに身体からだを叩たたきつけられる。

「将兵諸君は、輸送機のコックピットに移動しろ！　命令にしたがわなければ、この輸送機を内側から破は壊かいする！」

　バーンは、ガベットゲンガーの一方の腕うででキャビンの内ない壁へきを叩いてみせた。ブンッと機体全体が横にぶれて、それに煽あおられて機体全体が浮うき上がった。

「り、了りよう解かいだが、どういうことだ!?」

　輸送機のパイロットの絶ぜつ叫きようが、ガベットゲンガーのコックピットにひびく。米軍供きよう与よのそれは、バーンの心を躍おどらせるような性能で、バーンは、意識をゆっくりとととのえながら、言葉を吐はく。

「自分の仲間が、危機におちいった。その信号がはいったから、掩えん護ごにむかう！」

「どこでだ!?」

「いま出てきた国からだ。バックゲートを開けっ！」

　バーンは、自分の足元の隙すき間まに、ウォルターズ大たい尉いと下士官三人がモソモソ前方に移動してくれるのを確認する。

「要員は、そちらにむかった。開けっ！」

　ややあって、バガッと始動の音だけは激しく、つぎは、ゴウと渦巻く気流がキャビン内の細かいものを背後に吸出していく。輸送機のバックゲートがゆったりと開いて、簡易ベッドに用意されていた毛布が、旗のようにひろがって舞まっていった。そのむこうには、うっすらと霞かすみがかかった青い海原と空があり、左手には、低気圧がえがく白い雲海の壁がならんでいた。

「結構だ。マーゴ・キース少尉とは、縁えんがあったらまたお会いしたい！」

　バーンは、ガベットゲンガーの膝ひざを立てるようにして後退させていく。バック・パックがひしゃげていたおかげで、背中はそれに押おされるようにして、後退を助けてくれた。膝が床ゆか面めんを形成している傾斜板ランプにかかれば、ほとんど自由である。

　剣けんとフレイ・ボンムの装備点検に、バーンは数分という時間をかける。

「バーン・バニングス！　なにが気に入らないんです」

　無線機で声を聞くだけで、マーゴ・キース少尉が言っていることはわかる。

「仲間が、悲鳴をあげているのだ！　救きゆう援えんを必要にしている。良い接待だった。マーゴ・キース！」

　それがバーンのアメリカ人たちへの最後の挨あい拶さつだった。ガベットゲンガーは、輸送機の後部搬はん入にゆう口ぐちから離り脱だつして、高空で羽根をひらいて滑かつ空くうから、高速飛行へと身をひるがえして、日本へもどるコースをとった。




「奴やつめぇー！　なんだってんだっ！」

　輸送機のパイロットたちとウォルターズ大尉が、自分たちの任務が雲うん散さん霧む消しようしたのに気づいて、呆ぼう然ぜんとなった。しかし、事態は、彼らに茫ぼう然ぜん自じ失しつとしている時間はあたえてくれない。

　レーダー上に定時航空機のデーターを投入して、当とう該がい機きを削さく除じよしていっても、毎日、毎時、例外機というものがある。そのデーターも逐ちく一いちいれて、問題がない機体をスクリーン上から排はい除じよしていく作業をしていけば、自動的にアンノゥン機が選別される。むろん、識別信号を発信しているものについては、自動的に青、緑で表示してくれるのだが、このときは、アンノゥン機は四つ、確認できた。

　数分前からの照会コードに応答がなかったので、アンノゥンに特定したときに、バーンの離り反はん騒そう動どうが起こったのだ。

　その一息後に、アンノゥン機は明らかに、ウォルターズ大尉の輸送機に併へい進しんをはじめていた。

　それを目で確認した。

　平時であれば、接近してくるものがすべて敵であるわけがないのだから、段取りとしては、こうなってしまう。

「やっぱり、白しろ熊くまの定期便だぞ……!?」

「ロシアにゃ、そんな予算はないんだろうに、なんでだ!?」

「一機じゃない。戦術戦せん闘とう機きらしいものもついている……東京の騒動を探知されたのか？」

「こんなに早く動けるわけがないが……」

「昨夜から関東エリアを探知していれば、あり得る」

　輸送機は百八十度進路を変へん更こうしながらも低空飛行にはいるのは、ガベットゲンガーを離脱させたという無様な事態を、仮想敵国に見られてしまったかもしれないという気き恥はずかしさからである。

「ジエータイのお迎むかえじゃないのか？」

「識別信号に反応してくれない」

「オーラバトラー騒さわぎで、ジエータイは白熊さんに気がついていないんだ。こいつらの進入コースが、いつものものじゃないぜ？」

「……どういうんだ!?　連中、領空侵しん犯ぱんをするつもりだぞ」

　レーダー手の声にコックピットが緊きん張ちようした。偶ぐう然ぜんの偵てい察さつ飛行訓練であったにしても、この数時間の日米の無線のやりとりを傍ぼう受じゆすれば、覗のぞきにくるのは当然ではあろう。

　これは、主義には関係がない。冷戦終しゆう了りようということと、変事に対応しなければならないという義務を背負わされているのが軍隊でもあるのだから、なにも戦争をするためにだけ行動しているのでもない。大おお掛がかりなテロでもあれば、どこの軍隊でも出動する。それは軍国主義的行動とはまったく違ちがうもので、ときに、つかうべき兵器が有用に使用される局面もある。

「来るぞ！　やつら、領空線をこえた！」

　一機の大型爆ばく撃げき機きと三機の戦闘機らしい編隊は、ウォルターズ大たい尉いたちの輸送機と並行するように接近をして、三機の赤い星の戦闘機が、ガベットゲンガーを追つい尾びするコースに加速したのが視認できた。マッハ２にちかい。

「冗じよう談だんじゃない。どういうつもりなんだ！」

　ウォルターズ大尉は、キャビンにつうじる廊ろう下かの窓から、その機き影えいを凝ぎよう視ししたときに、そのショック・ウェーブが襲おそって、巨きよ大だいな機体が身み震ぶるいをした。

「大尉!?」

　マーゴ・キース少尉の豊満な胸が左ひだり腕うでに押おしつけられて、彼女の喘あえぐ息が耳にかかる。彼女が下げているインカムから、

「ガベットゲンガーを視認したのだ！　でなければ、こちらを無視して正面から領空線を突とつ破ぱするか？」と、パイロットの推測論がひびいてくる。

「大尉、バーン・バニングスは、日本に縛しばられたんじゃないんですか？」

　マーゴ・キース少尉の言葉に、

「縛られる!?　ニッポンのオーラ・エナジィにか……!?」

　ウォルターズ大尉は、キース少尉に応こたえながら、

『ガベットゲンガーはオーラバトラーだ……あれが白しろ熊くまを呼んでいるんじゃないか？　そうでなければ、あいつらが太平洋岸であんなコースはとらない……』

　ウォルターズ大尉は、赤い星の戦せん闘とう機きがすでに見えなくなっていった空域の薄うすくブルーのかすむ海面を見つめて、オーラバトラーの〝オーラ〟の意味を考えてみた。

　バーンが、生体力によって動く機械だといったことからすれば、必然的に、オーラバトラーの飛行は人の感性を刺し激げきするだろう。それにロシアの連中が感応して、接せつ触しよくしてきたのではないか……。そう考えなければ、この事態は理解できないと思った。




「戦闘機か！」

　バーンは、その三機の戦闘機が、米軍や自衛隊のものとは、多少違ちがうと見たものの、正確な識別はできない。

　ただ、今まで以上のすさまじい速度で追いこしていった三機が、再度、前方で翼つばさをひるがえしたのを見て、正面から攻こう撃げきしてくるのではないか、と緊きん張ちようした。

　ガベットゲンガーは、音速を越こえたことはないが、いまはじめて音速を越えようとしていた。

　亜あ音速こそ、空気抵てい抗こうがもっとも厚く、音の壁かべといわれるものが存在する速度域なのだが、ガベットゲンガーの機体は、不思議なほど空気抵抗による震しん動どうはなく、カットグラとおなじに静かだった。バーン自身、いまやそれを不思議とは思っていない。

『オーラのバリアーだろうよ』

　それは、ショットが説明してくれたことであり、地上界でオーラバトラーのポテンシャリティが拡大しているのだから、それは現実となる。

　ガベットゲンガーには、楯たてを前にしてフレイ・ランチャーを正面に構えさせる。

「……ふむ……？」

　息が深くできて、三機の追つい尾びしてきた戦闘機が、攻撃の火ひ蓋ぶたをきってから応じても大だい丈じよう夫ぶという自信がわく。

　その三機は、正面で旋せん回かいをして見せて、それから左右にパスして、背後にまわってくれた。さすがに、そのショック・ウェーブで、ガベットゲンガーの機体はいちど上下に跳はねてくれたが、たいしたものではない。

「…………!?」

　やはりと思う。彼ら地上人は、ガベットゲンガーの性能をチェックするために、いろいろと仕し掛かけているのだ。

「残念ながら、その相手はしていられんのだ」

　バーンが、輸送機から突とつ然ぜん離り脱だつしたのは、ガラリアの叫さけびを感知したからで、そのガラリアの明めい瞭りような意識は、いまのいままで感じたことのないものだった。

『このままでは、バイストン・ウェルに帰れない！』

　ガラリアの意思は悲鳴で、事態が切せつ迫ぱくしていると訴うつたえ、バーンの意識を刺さしつらぬいて、言葉でのやり取り以上に、コモン人であるバーンの潜せん在ざい的な意識をゆさぶった。

　アメリカ見聞などは、ガラリアの悲鳴のなんたるかを知ってからでも遅おそくはないと直感できるもので、バーンはガベットゲンガーに乗ったのだ。

　ゴウーッ！

　ガベットゲンガーのバック・ノズルから出た排はい気きガスは、背後で旋回行動をとる赤い星をきらめかせた三機の戦せん闘とう機きを蹴け散ちらすように尾おをひく。

「間にあうのか!?」

　バーンは、この世界でただひとりの同族ガラリア・ニャムヒーのいるはずの場所をめざして、伊い豆ず七しち島とうのふたつを飛び越こえ、さらに大きな島越しに、横に長くひろがる陸地を遠望する。

　地上をおおうオーラを機体いっぱいに吸収したガベットゲンガーは、バーンの意思をファンにして圧縮し、それを推力に転化すれば、ガベットゲンガーは、バーンの意思のままに飛んだ。

　その飛行にともなって、地上に拡散するオーラと干かん渉しようしたガベットゲンガーの残像が、空に点々と列をなした。

　マッハ２で追撃する三機のロシア機はその残像現象に驚きよう嘆たんして回かい避ひ運動をして見せたが、つぎに、空に閃せん光こうがはしって、二機の戦闘機が激げき突とつしていた。

　バガッ！

　広大無辺にみえる空中で、ちっぽけなふたつの個体が、わけのわからない残像現象に突つっこむのではないかと錯さつ覚かくして、よろめき、閃光のあとに空中にもったりとした黒こく煙えんと白はく煙えんを無数の筋にして、花火になったのだ。

　そのとき、二機編隊の自衛隊機が、定期便の領空侵しん犯ぱんに牽けん制せいをかけるために、その空域に接近していたのだが、その爆ばく発はつの光の塊かたまりと黒煙のひろがりが何が意味するのかは、それぞれの証言を総合するまでは、誰だれひとりわからなかった。

　ロシア戦闘機の爆発の原因をかすかに想像できるただひとりの人、バーンは、相模さがみ灘なだに面する陸線をこえるや、一気に所沢にむかう。

　厚木基地の米軍は、その飛行を双そう眼がん鏡きようで確認をして、何機のオーラバトラーが侵しん攻こうしてきたのかわからず、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのなかにいた。それはまた、横田基地のニゲス・ギンガム中将たちもおなじだった。
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「ガラリア！」

「わかっている。ジョクは敵を監かん視ししてくれればいい」

　ジョクは、ガラリアが言うことが危険だと感じるが、制止することはできない。

「……入間っ！　チャム・ファウが、ガラリア機をとめさせられる唯ゆい一いつのものなんだ！　即そく座ざに返へん還かんさせろ！　米軍機も退去させろ！　ガラリアを怒おこらせるな！」

　ジョクには、これ以上の恫どう喝かつをかけるつもりはない。それでも、やりすぎたという感かん触しよくはある。数キロ先で機首をめぐらして、射しや軸じくをあわせてきた三機の米軍機にも、ジョクは、後退しろ！　と叫さけんでいる。

　ガラリアは、ジョクのイメージすることを決断とうけとめて、行動したのだ。そのことを責められないのを、この世界の人々が理解してくれるわけはない。

　となれば、米軍機を撤てつ退たいさせて、ガラリアに対決姿勢を解除させ考える時間をあたえてやらなければならないのだ。

　しかし、キャグニーたちは違ちがった。

　彼の戦せん闘とう経過報告は緊きん迫ぱくをますだけで、その感触だけが横田と厚木、それにミシシッピーに受信され、入間以下の防空シフトをしく日本側も、その推移の輪りん郭かくだけは想像できた。

「東京上空でこれ以上の戦闘行こう為いは、入間の名にかけて、阻そ止ししなければならん！」

　入間のオペレーション・ルームにはいった諸岡一佐は、府中と防衛庁だけではなく、横田基地にも申し入れをさせたが、即そく答とうが返ってきた。

「オーラバトラーを捕ほ獲かくして、引き渡わたしてもらいたいという要よう請せいは、相そう互ご安全保障の観点から、要請しているはずだ。それを日本側が実行できないなら、安保条約にのっとって、我軍が日本の首都を混乱におとしいれているアンノゥンにたいする防空支し掩えんをする」

　横田基地の司令、ニゲス・ギンガム中将の性格丸出しの返答である。

「首都防衛を、在日がやるのか!?」

「横田は自己防衛を名分にして、厚木とミシシッピーから、増ぞう援えんを発進させる命令を出しています」

　水野二に佐さが横田の返信を報告して、そうつけくわえる。

「冗じよう談だんじゃあない。順序が逆だ！　防衛庁はなにをしているんだ！　ムザムザ、在日米軍に首都が蹂じゆう躙りんされていいと思っているのか！　バカ共がっ！」

　最後の罵ののしり言葉は、調査隊を派は遣けんしてきた内局の存在にたいしてなのだが、それでも収まらないから、

「シビリアン・コントロールとほざいて、石橋を叩たたいてもなにもしない連中が、知った風のことをやるから、こういうことになるんだ！」と吠ほえる。

　前線に立っているはずの制服組の幹部として、言ってはならない言葉を、諸岡一いつ佐さは吐はき出していたのだが、一面の真理ではあるのだ。

　シビリアン・コントロールを机上の理想にしないためには、市民は、軍事戦略の歴史的な背景と運用について、正確な学習が必要なのだ。その素養を身につけていてこそ、いざというときに、軍事力を動かさない政治的な判断と戦略思想を手にすることができるのであって、軍事を忌いみ嫌きらうのがシビリアン・コントロールではない。

　しかし、日本は大正デモクラシー以来、市民も軍人も正確な近代軍隊の運用を学習する努力を放ほう棄きしてきた。

　いま、諸岡一佐が毒づき、格納庫のすみで、徳弘一いち尉いが歯は嚙がみする状じよう況きようでは、すべてがおそいのである。

「医科大に、調査隊の連中がはいったようです」

　午後は非番になっていた加藤二尉が、諸岡一佐の席に電話機をもってきてくれた。

「すまない……入間の諸岡司令だ。調査隊の連中は、どういう要件でそちらにうかがったのか、教えていただきたい……ええ？　生体調査？　その羽根つきの子の解かい剖ぼうをやろうってんだろう。やめて下さいよ。こちらでもチェックしたのに、なんでわざわざそっちで調査をするんだ。そんなことをしたんで、戦火が拡大するんだ！　それで、東京中が火の海になるんだよ！」

　内局とは、制服組にたいする背広組で、事務屋をさしてしまうのだが、広くは、政府の文官もふくまれて、有事のさいに自衛隊を指揮するための協議機関をさしてしまう。

　わかりやすくいえば、前線に立つ制服の隊員たちではなく、戦いをしないで奥おくに引っ込んでいる人々のことで、政府と自衛隊の関係は、シビリアン・コントロールを建前にしているので、市民が実戦部隊の指揮をとることになってしまうのだ。プロがアマチュアに使われるのである。

　厄やつ介かいなのは、直接的にいう内局は、防衛庁という組織の中央をさしてしまうので、彼ら内局が自衛官であるということなのだが、彼らもまた実戦に出ることは金輪際ない。

　つまびらかな存在ではない調査隊は、それでも内局の直ちよつ轄かつ部隊のはずなのだが、実質的には、前線部隊ではないのだから、入間駐ちゆう屯とん地ちでわかるような前線の皮ひ膚ふ感を想像することはないのだ。

「とりあえずは、レントゲンとＭＲＩで内臓の写真を撮とるだけですよ。それで、羽根つきの少女が本物かどうかわかるでしょ？　それが異世界の証明になれば、政府がアメリカとわたりあうときには有利なんです、と……入間をぬきにして、あの子を隔かく離り、保護するほうが、そちらにとっても楽だって調査隊は言っています」

「かつてに持っていかれたんだ!!　それで、ガラリアが凶きよう暴ぼうになっちまったんだよ！」

「はい？　その少女とそちらの空中戦との関係、わかるように説明してくれれば、ぼくから調査隊に説明しますけど？」

　諸岡一佐は、電話口のむこうで事態も想像できずに、のうのうとしゃべっている医科大の幹部に、あきれることも忘れていた。

　入間駐屯地とジョクの関係を斟しん酌しやくして、ジョクが持ち込んできたものをどのように確保するか必死で考えてきたのに、はたから出てきて言うことは言う、という奴やつだ。

「駐屯地も燃えている。西武線だって燃えている。米軍機も撃げき墜ついされているんだ！　いいかっ、この状じよう況きようをいますぐにおしまいにするのは、そのチャム・ファウをオーラバトラーにかえすことだ。あの子がいなくなっちまったんで、連中がパニックにおちいって、米軍と交戦しているということがわからんのかっ！」

　諸岡一いつ佐さは、百里と小松基地にも、米軍にたいする牽けん制せいとして、スクランブルをかけさせたのだが、ここでも、内容が伝えられないという事態におちいる。

　なぜなら、戦せん闘とう行こう為いをしそうになった米軍機があれば、それを牽制して、後退させるというマニュアルがないのだ。

　共同戦線をはることを前提にした軍事行動しか考えていないのだから、中間的な行動については、すべて前線の指揮官に委ゆだねられてるという建前はある。が、訓練でやることといえば、ひとつの敵にたいして、攻せめるか守るかしかないのだから、スクランブルに該がい当とうする命令といえば、首都防衛のためにアンノゥンを追つい跡せき、捕ほ捉そく、後退か撤てつ退たいさせるのであって、最後の切り札が撃破なのである。

　戦闘機同士のお話し合い、は想定されていない。




「朝霞から、ガン・シップ・ヘリが、防空掩えん護ごにでました」

　コンソール・バネルに陣じん取どっている幹部から、練馬駐屯地に集結した木き更さら津づの第四対戦車ヘリ部隊が、出しゆつ撃げきしたというのだ。しかも、富士教導団のゲリラ・コマンド攻こう撃げきの訓練をやっているガン・シップ・ヘリはとっくの昔に合流しているという。

　これでは、面めん倒どうを重ねているだけに感じる。

「陸自の連中にもわからせろ。オーラバトラーが敵ではない。米軍機が煽あおっているんだから、あれらを撤てつ収しゆうさせろといえ！」

「在日米軍機が、敵だということだな？」

　オペレーターをやってくれている幹部までが、簡明すぎる表現をしてくれる。

「誰だれもそんなことは言っていない!!　いいか、オーラバトラーを殲せん滅めつさせるんじゃない。米軍だって撃墜は考えていないんだ、と徹てつ底ていさせろ！」

　諸岡一佐は、言辞の表現を後退させて、オペレーター・クルーに命令の主しゆ旨しをねじこむ。

　一方で、府中の作戦情報隊に呼び出して、陸自、空自の部隊に、個々に反応することをやめさせるように要よう請せいする。

　しかし、作戦情報隊からは、泣き言が入るのだ。

「防衛庁の中央Ｃ．指Ｃ．揮所Ｐ．は、まるで内局の巣そう窟くつだ。首都上空では戦いはさせるな、米軍とは協調しろ、と言ってくるだけなんだ……」

「……!?　米軍の出動を中止させるだけでいい。上からでも下からでも要請してくれ！」

　脱だつ力りよく感など感じている暇ひまはなかった。諸岡一佐は、言葉をつかう気力だけは、最後まで振ふり絞しぼってみせると覚かく悟ごするだけだ。




　ガラリアは、地上に被ひ害がいをおこすような攻撃のしかただけは避さけていたが、数度ならず、フレイ・ボンムを発射してキャグニーたちを牽けん制せいした。

　その間に、ジョクは、入間がカットグラの鉱石無線の周波数にあわせてくれたおかげで、チャム・ファウが防衛医科大にいることを知った。

「ガラリア、チャムを回収する。地上におりれば、米軍は攻こう撃げきはしてこない」

　米軍機の動きを目のはじにとらえながら、ジョクは、ガラリア機に自機の腕うでを接せつ触しよくさせて、降下するように命令した。

「どこだ！」

「あの街中から左、公園のようなところの大きな建物だ！」

　ジョクは、ウロ覚えの地形だったが、それでも、防衛医科大学の建物を見つけ出すことができた。

「あそこに、あのフェラリオがいるのか!?」

「ああっ……！」

　ジョクは、自分たちの飛行コースが巧たくまずして、チャムが連れ去られた場所にちかくなっていたことに驚おどろくのだ。が、このことこそ、バーンがガラリアに呼ばれたと思われる現象と軌きを一いつにしていた。偶ぐう然ぜんではないのだ。

　カットグラ二機は、グッと低空にはいって、一気に医科大学校の前庭に着陸する。もう目くらましの〝影かげ〟をつくることなどは考えなかった。

「チャム・ファウをもらいうけたいっ！」

　コックピットのハッチから身をのりだして、ジョクが、医科大の幹部に要求したとき、その上空に接近したキャグニーたち三機の戦せん闘とう機きは、さすがに攻撃をやめて、むなしくパスをくりかえした。

　彼らも、病院前に着陸したオーラバトラーに、ミサイルをつかう無む謀ぼうさをもっていなかったし、その使用は横田も禁止していた。となれば、彼らは、つぎの攻撃部隊がこの空域にはいるまで、監かん視しをするだけになる。




「……チャムの件は、入間から要よう請せいかあったが、調査隊は拒きよ否ひしているのだ」

　玄げん関かん口ぐちにでてきた数名の白衣のなかから、初老の男が喉のどをふるわせて答えてくれた。

「なんの権利があってのことですか!?　チャム・ファウを、すぐにここに連れてこなければ、この周囲はまた火の海になります。これは脅おどしではありません。調査隊の者に伝えてくれ！　中央との協議はチャムを返してもらった上で、われわれが直接にあたる！」

　玄関口の数人の白衣が、あわてて建物のなかに駆かけこんでいった。

「ジョク……ラチがあくのか？」

　ガラリアは息をつくようにして、カットグラのハッチから身をのりだしてきた。

「これでおしまいだよ。立場的には、こちらのほうが絶対に有利なんだから……」

　バラバラというヘリコプター特有の騒そう音おんが接近してきたので、ジョクは頭上を仰あおぐと、医科大学のビルのむこうに、あらたな米軍機と陸上自衛隊のガン・シップ・ヘリの機き影えいがあった。

『本気で戦争をやるつもりなのか……』

　それは、ジョクでなくとも戦せん慄りつをおぼえる。

　軍隊のようなものが自分にむかってくるだけで、世の末だと感じる。自分の悪行が原因なら、ぜんぶ謝る気にもなる。

　パン！　と乾かわいた音がした。弾だん丸がんの擦さつ過か音おんも聞いた。と、ジョクは、肩かたを鉄の棒で殴なぐられたような衝しよう撃げきをうけて、シートに転がっていた。

「なにーっ!?」

　狙そ撃げきされたとわかったときには、ガラリア機がジョクの視界を横切っていて、

　ドガウーン！

　ガラリア機の剣けんが、正面のビルの窓という窓をなぎ払はらうようにしていた。その銀ぎん褐かつ色しよくの機体が、仁に王おうそのままに剣を左右に振ふったのだ。

「貴様らぁーっ、正面から出会えぃっ！」

　鉱石無線が、ガラリアのそんな怒ど声せいを受信して、スピーカーがボコボコと鳴った。

「ガラリア！　やめろっ！」

　ジョクは、ドクドクと肩からつきあげる痛みに目がくらみながら、ガラリア機が破は壊かいした窓のむこうに、どれほどの患かん者じやがいたか、と想像した。

「待ってくれっ！　あんたたちの仲間はこれだろうっ！　これを引きとって、ここからは消えてくれ！」

　その声は、ガラリア機の足元から発せられた。

「ガラリア！　下を見ろっ！」

　ジョクの声は無線をとおしてガラリアに届き、ガラリア機はグラッと身をひいて、かがみこむ。

　ジョクは、左肩の痛みが絶望的でないとわかってきたので、上体を起こして左右を警けい戒かいしながら、ハッチから身をのりだす。

　白くなりそうな頭が、視界を確保しようと意識する。焦しよう点てんがあうと、ガラリア機の剣をもつ手に、白衣の青年幹部が歩み寄るのが見えた。

　気絶しているチャムを両手にしていたので、ガラリアは、カットグラのその手の薬指と小指を伸のばすと、白衣の青年は、その指の上にチャムをおいてくれた。

「…………!?」

　チャムはすでに殺されているのではないか、という疑問にとらわれる。

　ガラリアは、その腕うでをゆったりと上じよう昇しようさせて、二本の指のあいだに収まっているチャムを、ジョクのコックピット前に差し出してくれる。

「チ、チャムかっ……！」

　ジョクは血にぬれた右手を差し出したのは、左腕が使えそうにないからだ。チャムが自分の血で汚よごれるのはまずいのではないか、と思ったときに、ジョクは、ギィ・グッガに両断された田村美み井い奈なの両断された肉体を思い出していた。

　あのとき、美井奈の血にまみれる自分を汚きたないと思わなかった……そう思えれば、グッタリとしているチャムの身体からだが血に汚れても、嫌きらわれないのではないか、とすくいあげた。

「調査隊が麻ま酔すいをつかったようですが、すぐに気がつきます。命に問題はない」

　下から、白衣の青年をさがらせた白衣の老人が、枯かれた声をはりあげてくれた。その足元には、ガラスの破片とアルミ・サッシが散乱していた。

「ご老体！　自分たちを狙そ撃げきした者につたえてほしい。窓ガラスの破は壊かいによって、傷ついた者もいるだろうが、すべて、狙撃者の軽率な判断から起こった事件だ。自己弁護をするつもりはないが、この事実関係については正確に、上につたえてほしい」

　それは、ジョクの聖戦士としての意識が吠ほえさせた理り屈くつである。

　この世界で通用するものであろうがなかろうが、そんなことは問題ではなかった。大人おとなの論理、近代社会の法体系とか、近代的な妙みようにクリーンな倫りん理り観に適合させた正義などは、関係なかった。

「世界は、いつもいつも自分側だけの論理で、理解できるものではない。そういうことを、物知り顔の大人たちと、政治を保身の道具にする政治家たちに伝えてほしいのだ！」

　その最後の一声と同時に、肩かたの血がドクッと噴ふきだしたように感じた。

「いつの時代でも、どこでも、人間はそういう錯さく誤ごをしてきた」

　老人は、ジョクの内ない奥おうにくすぶる論理を見み透すかすように答えてくれた。

「…………!!」

　ジョクが一いつ瞬しゆん、息をついたとき、ガラリアの声が、無線に飛びこんできた。

「ジョク、バーンが来てくれた！」

「そうか」

　ジョクは、ガラリアが指し示した空の一角を見やると、自衛隊のガン・シップ・ヘリや米軍機よりも高空から、ガベットゲンガーが降下するのが視認できた。
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　ジョクとガラリアは、飛んだ。

　その行動が、はじめてオーラバトラーを見るガン・シップ・ヘリのパイロットたちに脅きよう威いをあたえたのは、午前中のおだやかな局面とはまったく様相を異にしていたからだ。

　だからだった。不幸が始まる。

　ヘリボーン部隊の先頭の二機のミサイル・ポットが、反射的に黒こく煙えんの束をはじき出した。

　対戦車ミサイルだ。

「クソォーッ！」

　カットグラ二機がその攻こう撃げきを回かい避ひできたのは、至近距きよ離りからであり、ミサイルのホーミングが、カットグラを瞬しゆん時じに認識してくれなかったからだ。理由は不明である。が、ミサイルの調整不良だったかも知れず、カットグラが電波を乱反射させるためであったかも知れない。が、テレビ・アイであれば、ホーミングは可能だったはずだ。

　そうはいっても、ガン・シップ・ヘリの攻撃は習熟していた。

　踊おどるような回避運動をしたカットグラ、次には、ガン・ポットの火線が二機を追って、その火線にガラリア機がつかまってしまった。

　ドゴッドドッ！

「ウッグ！」

　激げき震しんがガラリア機を襲おそい、ガラリアは、水平にフレイ・ボンムを数度発射した。

　数機のガン・シップ・ヘリが左右に回避運動をしてみせたが、一機が直ちよく撃げきにちかいダメージをうけて、バッと赤と黒の塊かたまりに変じた。

　が、残る数機は、果か敢かんにも、再度、攻撃をしかけようとしたが、バーンがその攻撃を上空から目撃する位置にいたので、どのように勇ゆう猛もうであれ、地じ獄ごくの不幸に見み舞まわれる。

「地上人はっ！」

　バーンの罵ののしりがおわらないうちに、二機のヘリコプターが白色の爆光を生みながら、住宅密集地に激げき突とつしていく。述べるまでもない惨さん事じが、住宅密集地におこる。

「バーン！」

　ジョクの意識からは、地上のことを考えてくれという意思もバーンには感じられたが、ロシアの監かん視しをふりきってこの空域に到とう達たつしたのである。そして、見たものが、カットグラがヘリコプターと戦せん闘とう機きに包囲されている光景である。

　むろん、それらの機械が移動する際にみせる速度は、コモン界の空中戦闘の比ではなかったために、バーンに危機意識を増ぞう幅ふくさせた。

　ジョクの牽けん制せいなどは、地上人同士の憐れん憫びんと無視した。

「人形が高度を上げたら、仕し掛かけろっ！」

　弾だん丸がんのなくなったキャグニーたち先発隊は、戦せん闘とう空域から後退せざるをえない。キャグニーは、最後のアドバイスを後発の四チームにつたえながら高度をとるが、燃料は、まだたっぷりあるのだ。

　機首に装備されたカメラを戦闘域にフォーカシングするために、高空からこの戦闘を観察するつもりになって、三機のオーラバトラーが、爆ばく撃げきの煙けむりをわけるようにして、北東にジリジリと移動していくのがわかった。それではキャグニーの思おも惑わくとはずれて、自衛隊にすべてをまかせることになってしまう。

『上に逃にげないか!?』

　そう念じても、もうキャグニー中ちゆう佐さにできることはない。左右に、スヌーピーの二機が随ずい伴はんするようにあがって、翼つばさをそろえてきた。




「お家うちに帰ろうよ……ジョクの家だよ」

「チャム！　気がついたのかっ！」

　操縦する身にとってチャムを収容する場所は、股こ間かんしかなかった。ジョクは、そこに寝ねかしたチャムの息づかいを感じ、のぞきこむ。が、肩かたの痛みがズキズキ、ときた。

「誰だれかさんが呼んでいるよ……。ジョク、行かなくっちゃ……」

　チャムは覚かく醒せいしているのではなかった。

　まだ、そのまぶたはしっかりと閉じられて、小さな胸は大きく波うっている。

「呼んでいる!?　呼んでいるのか!?」

「モアイ……モアイが……」

　ジョクは、その名前を知らない。

　が、その名前こそ、チャムがクスタンガの丘おかで花のなかから産まれたとき、『目をお覚し！いい子たち』と誕生を祝福してくれたおばあさんの名前なのだ。

　世界が、子供たちのために用意してくれた乳母、モ、ア、イ……。

　しかし、そのときチャムが聞いた声が、そのモアイそのものの声かどうかは、さだかではない。

　知っている声、なつかしみをもった声だったから、モアイと表現したにすぎないのかもしれないのだから、ジョクの祖母の声かも知れない。

「わかったぞ。チャム！　帰れるのだなっ！」

　前方にまたも火か炎えんとミサイルの爆ばく発はつの閃せん光こうがひろがる。

「バーン！　ガラリアっ！　バイストン・ウェルに帰れる！　呼んでいるものがあるっ！」

　ジョクが絶ぜつ叫きようする。

「どこにっ！」

　苦し気なガラリアの声が、性能の悪い無線のノイズのなかから聞こえる。

「バイストン・ウェルだ。チャムが、われわれを呼んでいるものの声を聞いたんだ！」

「本当か!?」

　被ひ弾だんして数枚の装そう甲こうをはがしたガラリア機によりそうようにして、バーンのガベットゲンガーの赤い眼光が、ジョクのカットグラを見すえる。

「まちがいない！　チャム！　家に行けばいいんだな!?」

　ジョクの問いかけに、痙けい攣れんしたチャムの全身が応答したように見えた。

「いくぞ！」

「どうするっ！」

「ガラリアをささえて、ジャンプする」

　ジョクは、自機をガラリアの左わきに飛びこませると、ガベットゲンガーがそれに倣ならうのを待つ。

「ぼくのオーラ・ロードをつかう！」

　ジョク自身、意識してぼくのオーラ・ロードと言ったのではない。しかし、その言葉には、世界のひとつの真実があるのではないだろうか？　オーラ・ロードは、人、一人一人にあるのではないのか？　と……。

「おうっ！」

「無理だ！　あたしのカットグラは出力がっ……」

　ガラリアの呻うめきは、いっそう苦痛をおびたものになる。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　チャム！　合ごう力りきしろっ！」

「あ、ああ……！」

　チャムの瞳ひとみがフルフルとふるえて、見開かれる。

「バーン、上じよう昇しようして、オーラバトラーの分身が見えたら、ぼくの家をめざして飛び込む！」

「それしかないか……！」

　バーンのうめく声には、快かい諾だくの色があった。

　ガギイィィィィ……！

　二機とそれにささえられた一機は、ガン・シップ・ヘリの展開する高度から、一気に上昇をかけた。

　それにたいして、米軍機はより以上に機械的なすさまじい轟ごう音おんにのって追つい尾びし、三機のオーラバトラーを追い越こしてみせる。彼らは、三機のオーラバトラーの頭をおさえるように位置する。

「そうだ。ミサイルの集中攻こう撃げきをかけろ！　マニュアルどおりにやればいい！」

　キャグニーは、自分の指揮下にある全戦せん闘とう機きの動きを俯ふ瞰かんして歓かん喜きする。映画のストーリー以上に、安易に集中攻撃による撃破ができると思えた。

　が、オーラバトラーは、またもあの曖あい昧まいに見える〝影かげ〟に似た分身をつくり、それが、高度二千メートルといったところで、四方に拡散した、と見えた。

　攻撃に優位な位置にたったはずのパイロットたちは、その奇き怪かいな光景にたじろぎ、そのとき、実体としてある三機のオーラバトラーが急角度の降下姿勢にはいって、加速した。




「反はん撃げきするんじゃないのか!?」

　戦闘の定形をはずされた米軍のパイロットたちは、それに気づいて追尾行動にうつり、ミサイルが斉せい射しやされる。

　が、そのとき、彼らが見たものはタテにあらわれた虹にじだった。

「まっすぐの虹!?」

　その虹の筋につつまれるようにして、三機のオーラバトラーは落下していき、ミサイル群はそれにはじかれるようにして、住宅地に落下した。

　七色の虹色の筋は、住宅の密集している地上につきささっているように見えたが、その虹が地にささっている周辺に、十数発のミサイルが、あたかもそこを狙ねらったかのように爆ばく発はつしていった。

　そして、一本の棒状の虹が消しよう滅めつしたとき、三機のオーラバトラーは、地上に激げき突とつした形けい跡せきものこさずに消滅していた。

　むろん、ミサイルの小さな爆発にとりこまれたという形跡もなかった。

　小さな爆発であっても、十数発のミサイルが住宅密集地で爆発したのである。日本の首都は、半世紀以上前の空くう襲しゆう以来、二度目のアメリカ軍の爆撃をうけたことにはまちがいがなかった。

　ただし、かつてのＢ─29の空襲では、田園でしかなかった田無は、空襲のターゲッットにはなっていない……。

　その後、虹が拡散したと見える小さな幕、オーロラに似て見える光の幕が消えるまでに、数十分という時間があったが、その虹の幕が、地に接する部分を特定することは、ひどくむずかしいことだった。虹の幕は、地上付近でひろく拡散しているように見えたからだ。

「よく探せっ！」

　その指令は、米軍と自衛隊機に発せられ、パイロットたちは、まるで夢のあとの残像をひろいだすように、その空域をなめるように飛行したが、なにも発見できなかった。

　やがて、虹の断片は、ゆったりとゆったりと消失していった。




　オーラ・ロードにはいった三機は、ともに宇宙の夢と人の生成をみて、そして、それぞれに、みじかい眠ねむりにはいっていた。

　しかし、ガラリアの眠りだけは、永遠のものとなる。彼女は、カットグラが被ひ弾だんしたときに、致ち命めい傷しようをうけていたのだ。

「おばば様、いい夢だった……」

　ガラリアは、オーラ・ロードの彩いろどりもあざやかなイメージの奔ほん流りゆうのなかで、しだいに自分のオーラが拡散していって、オーラ・ロードの急流のなかにすいこまれていくのを知覚している。

　そして、彼女の魂たましいは、胎たい児じのそれのように無む垢くになって、散り散りに次元の隙すき間まに拡散していった。

　それを世界を構成するオーラたちが、ひろいあつめ、よりそわせて、つぎの誕生までの刻ときをあたえるのだろう。

　ガラリアの死は、彼女のオーラにとっては、何度目かの休息でしかない。

　しかし、ジョクとバーン、さらにはチャムの潑はつ剌らつたるオーラにつつまれた魂は、まだそういう風に拡散することはなく、彼らはオーラ・ロードを走っているという感応のなかで、至上の刻を感知する……。




「空想も妄もう想そうも無意味なものではなく、それが現実に力をもつということを、なんでお気づきにならないのでしょう？」

「大人おとなたちが、ですか？」

「いいえ、この世界をつくったものが、です」

　そう言ってしまって、杏耶子は、照れてしまう。

　懐かい中ちゆう電でん灯とうとすこし遠くにある投光器の明かりで、うきたっている徳弘一いち尉いの実直そうな瞳ひとみは、そんな杏耶子に、実直に返答してくれる。

「神というものが存在するとしても、愚ぐ鈍どんだということですかね？」

「哲てつ学がく者しやでいらっしゃる……。神々は、ほんらい怠たい惰だで、遊び好きだということ、わたしいつもそう思っていました。それで、叡えい智ちというものは、人が獲かく得とくしなければならないものとして、提示されたものだということに気づきました。だって、そうでなければ、神々は、自分たちとおなじ姿をもった人という生命体を、生む必要などなかったんですよ」

　優しい徳弘の瞳ひとみの色が暗がりにあったので、杏耶子は、好きに言葉を連ねることができたのだろう。徳弘一尉は、本当に優しい。

「そうだろうな……ということは、バイストン・ウェルの存在意義を発見して、それに正確に対処しないと、人の自じ堕だ落らくさが地球を喰くいつくすということだよな？　神々は、自分たちの過誤をわれわれに正させようとしているって……」

「ええ……」

　杏耶子は、もう深夜になってしまった入間駐ちゆう屯とん地ちの正面入口に立っていた。

　とおく左右には、いくつもの投光器があって、被ひ災さい地ちの凹おう凸とつのある影かげをうきたたせ、その周辺に立ち込める物の焦こげる匂におい、くすぶる煙けむりの黒い影を実在にしていた。

　営舎のかげから、一台の小型トラックが出てきたので、徳弘一尉は身を引いて、

「もし、またジョクとチャムと接せつ触しよくできたら、教えてください。こんどは、もっと良いかたちで会いたいのでね」

「わたしも、あの世界を理解できるようになっていたいものです」

「どうぞ。中臣さんですね？」

　ランクルの運転席の加藤二尉が、ドアをひらきながら、杏耶子を見上げてくれた。

「すみません。電車があれば、こんなご面めん倒どうをかけないですんだのに……」

「いいえ、われわれの事情聴ちよう取しゆ、まだありますから、とうぶん送り迎むかえはさせてもらいます」

　杏耶子は、基地がさしむけてくれた小型トラックに乗り込むと、懐中電灯を振ふってから、徳弘一尉が、かるく会え釈しやくをおくってくれるのが見えた。

　車は、爆ばく撃げきのあとの整理におわれている人々のあいだをゆっくりとすりぬけていく。

　しかし、実在に感じられていた被災地の影は、投光器の光の列のなかでは、まるで映画のなかの画面のように現実でない、と訴うつたえかけているように感じられた。

　それらの光がなくなれば、車は、暗い所沢街道にはいっていき、ヘッドライトの光だけがひどく鮮せん明めいな明るさで、左右の街路樹と生いけ垣がきをうきたたせて、揺ゆれていた。

「ああ、お送りするのは、ご自宅でよろしいんですね？」

　助手席の童顔の幹部が、杏耶子にふりむいてくれる。

「え……!?　はい！　いいえ、田無です。ジョクのところです。わたし、彼を待たないと……」

　杏耶子は応こたえてしまってから、ああそうなんだ、と自分の心の鼓こ動どうをとても温かいと感じていく。
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